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本調査報告書は八重山郡竹富町波照間島所在の、下田原貝塚及び大泊浜貝塚発掘調査の成

果を記録したものであります。

さて波照間島においては、ここ数年農業基盤整備事業が大規模に計画あるいは実施されてき

ております。本遺跡の位置する下田原地区についても圃場整備事業が計画されたため、埋蔵文

化財の範囲とその性格を明らかにし、適切な保存を図るための協議を行う必要が生じた次第で

あります。

そこで当教育委員会では文化庁の補助を得て、昭和58年度より 3次にわたり、当該遺跡の範

囲確認のための発掘調査事業を実施してまいりました。本年度は最終年度にあたるため、これ

までの調査成果をひとつにまとめて報告する運びとなったものであります。

下田原貝塚は、戦後では初めての発掘調査が開始された遺跡であることや、その文化内容が

南方地域との文化的関連を示唆するなど、八重山先史時代の重要な標識遺跡として広く注目さ

れてきたといわれております。

今回の発掘調査においても、先史時代の重要な遺構や遺物が出土し、八重山先史時代の生活

と社会の様相ならびに文化的系譜を探究する上で、極めて貴重な成果が得られたようでありま

す。この成果を基に、これらの貴重な埋蔵文化財が農業基盤整備の計画策定にあたっても十分

に配慮され、その適切な保存が図られるよう協議調整を進めたいと考えております。

また、本報告書がこれらの諸開発計画の策定にあたっての保存協議基礎情報として利用され

るとともに、文化財についての普及ならびに文化財愛誰思想の高揚、さらには歴史学習の教材

および学術研究など多方面に活用されることを期待する次第であります。

昭和61年 3月31日

沖縄県教育委員会

教育長 米村幸政



例 言

1. この調査報告書は、昭和58~60年度事業として、文化庁の補助 (80%)を得て実施した下

田原貝塚 ・大泊浜貝塚の発掘調査の内容を記録したものである。

2. 空中写真は日本地図センター (1977年）製作のC OK-77-5 C20- 2 • 4 · 6• 8 

~C21- 2 · 4 • 6 · 8 によった。

3. 波照間島の全図は国土地理院発行の 1/ 25,000によった。
ししたばる "おと..りはま

4. 下田原貝塚 ・大泊浜貝塚の地形図は竹富町建設課調製の 1/ 1,000によった。

5. 人骨の同定は内藤芳篤氏（長崎大学医学部教授）、脊椎動物遺存体と骨製品の同定は金子

浩昌氏（早稲田大学考古学研究室）、石質の同定は大城逸朗氏（教育センター研究主事）、

貝類の同定は黒住耐二氏（琉球大学理学部研究室生）の御協力を得た。記して謝意を表する。

6. 本報告の執筆は下記のとおりである。なお、編集は金武・金城があたった。

I . 序言

金城亀信（県教育庁文化課専門員） ……• • •第 1 章～第 3 章

II. 下田原貝塚

金武正紀（県教育庁文化課主任専門員） ••…••第 3 章 • 第 4 章 • 第 5 章（第 1 節） • 第 6章

金城亀信( JI 専門員） …… •第 1 章 • 第 2 章 • 第 5 章（第 2 節～第 4 節）

金子浩昌（早稲田大学考古学研究室） ……第 5章（第 5節の2)

花城潤子（県教育庁文化課専門員）………••第 5 章（第 5 節の 1 )

Ill. 大泊浜貝塚

金武正紀（県教育庁文化課主任専門員） ……•第 1 章～第 4章•第 5章（第 1 節～第8 節） •第6章

内藤芳篤（長崎大学医学部教授） ••……… •第 5 章（第 9 節）

島袋春美（県教育庁文化課専門員） …...…•第 5 章（第10節）

7. 写真撮影は金武正紀 ・金城亀信、現像 ・焼付は金城亀信が担当した。

8. 石器の研磨面の範囲は点描で表現した。

9. 層序断面図 ・遺構実測図でつぎのような記号を用いた。

圭圭 岩盤 ：忍：翌：：::: 地山 多多 遺構のある面で岩盤、地山以外の堆積層

10. 遺物の実測図と PL.は見開きで対比させ、遺物番号を同ーにした。

11. 発掘調査などで得られた資料はすべて沖縄県教育庁文化課資料室に保管されている。
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第 1図 波照間島の位四図（スケールの 1目盛りは200km)
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大泊浜貝塚

言
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本書は、昭和58・59・60年度に実施された「圃場整備に伴う下田原貝塚 ・大泊浜貝塚範囲確

詔調査」で得た成果を収録したものである。

第 1章 調査にいたる経緯

波照間島は有人島の中では日本最南端にあたる。 北緯 24'01'~24'03'、

123'48' に位置する。気候は年平均気温が23.9℃ 0958~1967年）

東経 123゚45'~

となっており、那覇の年平均

気温22.3℃より 1.6℃高くなっている。石垣島から約40kmあり、 19人乗り飛行機 (DHC型）

で約15分、定期船「新栄丸」で約3時間を要する。 この島の地質は基盤岩が新第三紀中新世末

期～第四紀更新初期の島尻層群に被さる琉球石灰岩（第四紀更新世中一後期）で構成される。

島の面積は14.96km'、周囲は14.62kmである。最高標高は59.50mと低平な島である。

は 723人 (1986年 1月末現在）で、大多数は農業従事者である。嬰業はさとうきび生産がほとん

どである。島には波照間製糖 (1()()t工場）があり、沖縄における数少ない黒糖工場である。か

つてはカツオ漁が盛んで、カツオ節工場が10を数えたようであるが、今では一つも残っていな

い（最盛期は昭和28年～昭和30年）。

この島で最初の発掘調査が実施されたのは1954年の国分直ー ・金関丈夫 ・永井昌文 ・多和田

真淳氏らによる下田原貝塚の発掘調査である。これは八重山における本格的な発掘調査の開始

であり、学史的な発掘調査である。ついで1958年、早稲田大学八重山学術調査団による同じ下

田原貝塚の発掘である。この二つの発掘調査によって、下田原貝塚は八重山において最も名の

知れた遺跡となっている。

大泊浜貝塚の発見は1982年に阿利直治氏が帰島した際によるものであり、下田原貝塚から東

へ約50mの地点にある砂丘遺跡である。編年的には無土器期に位囮づけられる貝塚である。

日本最南に位貯するこの島においても土地改良事業が実施されている。波照間地区土地改良

事業計画の総面栢は682haであり、内採択率は71%(483ha) 

島の人口

となっている。改良工事の実施

率は31%(2llha)である。関連工事として農免道路 ・支線道路 ・側溝工事は昭和47年から開

- 1-



始された。補助事業（団体営）の土地改良は昭和54年から着手されている。この様な状況で今

回の範囲確認調査が実施されたわけである。

参考資料

0 「波照間島調査報告書」 地域研究シリーズNa3 沖縄国際大学南島文化研究所 1982年。

0 「沖縄県波照間島の水理地質」 古川博恭 ・富田友幸 琉球列島の地質学研究 第 3巻

1978年。

0 「琉球波照間島下田原貝塚の発掘調査」 国分直ー ・金関丈夫 ・多和田真淳 ・永井昌文

水産大学校研究報告人文科学篇 第9号 1964年。

〇「沖縄八重山」 滝口 宏編校倉書房 1960年。

0 「竹富町 ・与那国町の遺跡」 沖縄県教育委員会 1980年。

第 2章 調査の経過

調査は第 1次発掘調査が大泊浜貝塚で、昭和58年 9月5日~11月5日まで実施した。第 2次

発掘調査 • 第 3 次発掘調査は下田原貝塚が主体となった。第 2 次発掘調査は昭和59年 5 月 28 日

~8月7日、第3次発掘調査が昭和60年7月15日~8月25日までの期間で実施した。

大泊浜貝塚は防潮林に沿う小道の側にNo4 (X = -214,245.54、Y= -22,609.09、H=8.705)、

No 3 (X = -214, 237 .13、Y= -22, 641. 77、H=S.243)の座標点を設け、この 2点を結ぶ

座標軸を大泊浜貝塚の局地座標軸とした。この座標軸上をDラインとして、東から西へ0・1

2 .. . ... .、北から南へA ·B· C ・•・・・..とした。

下田原貝塚は小道と畑地の境にNo1 (X=-214, 253.57、Y=-22,823.73、H=6.286)、

No 2 (X = -214 .304. 78、 Y=-22,807.76、H=S.492)の座標点を結ぶ線から90゚ 東へ振った

ラインが主な発掘調査区とる。 No4から 4mの箇所にカ ー50を設け、カーラインとした。グリ

ッド番号は西から東へ0・1・2・…...、北から南ヘア ・ イ ・ ウ • …... とした。また、各ライ

ン単位に地区を設け、カーラインを第 1地区、コ・サ ・シー58・59ラインを第2地区。ニ ・ヌー

49• 50を第 3地区。ケーライン試掘を第 4地区とした。

(1) 第 1次発掘調査(1983年9月5日~11月5日）

大泊浜貝塚の発掘から始める。 D-22からD-27・G-22の発掘である。この一帯は砂地で

サトウキビやカボチャなどの畑地であったので第1層（耕作土）は鍬やスコップを利用して発掘した。

第 2 層 • 第 3 陪には明確な遺物包含層が確認されず、第 4 層に達して始めて包含層となり、埋

葬人骨三体と滑石製石鍋 ・白磁玉縁 ・須恵器 ・褐釉陶器などが出土した貝層であった。従って

埋葬人骨が出土したD- 25• 26・ 27の発掘は一部、中止し、 D-22・23・24に傾注しながら新
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たに G-22の試掘坑を設けた。層序は試掘坑のG-22で21枚が確認され、内4・6・10・11・

12・13・14・17・18の9枚の層が遺物包含層であることが判明した。

住居跡はサンゴ礫を敷いた礫床住居跡で、炉跡は屋内にあるものと炉跡のみのものが把握された。

屋外の炉跡は第 6 層 • 第11層で検出された。

D-22~24の第10層で検出されたサンゴ礫利用の礫床住居は、炉跡が最初に確認されたので、

住居面を慎重に礫の重なりや切り合いを検出しながら柱穴を確認した。土器は各層から一片も検

出されなかったが、特に貝類や獣骨などの遺物が多く出土した。第 1次発掘調査の期問が迫

り、埋葬人骨の取り上げと G-22の壁面剥ぎ取りは次年度に予定した。埋葬人骨は木枠を作り、

ビニール ・シートで覆って土砂を戻して、第 1次発掘調査を完了した。

(2) 第 2次発掘調査 (1984年 5月28日~8月7日）

下田原貝塚の第1地区から第3地区を発掘調査した。この帯はサツマイモ ・カボチャ ・サトウキ

ビが植えられた畑地である。本貝塚は195碑切こ国分・金関氏らによって初めて調査された。その後、

早稲田大学八重山調査団が1958年に発掘を実施した経過がある。今回の調査区と重ならない様

に小道や畑地の堺目寄りに設けた。各地区も第 I層は耕作土で、鍬やスコップで除去すると第

2層に達した。遺構は第 1地区のカーラインで検出されたので、他の 2地区も中途で、終了し、

第 1地区に集中した。第 1地区は表土層が、比較的、薄い状況にあり、包含層も第 2地区より

浅い傾向にあった。遺構は地山面を溝状に掘り込んだものと柱穴が検出した。柱穴のプランは

判然としなかった。これと平行する方法で 7月25日から第 1次発掘調査（大泊浜貝塚）の埋葬

人骨検出作業を開始し、7月26日の二日間で、人骨三体を検出した。また、大泊浜貝塚G-22

の壁面剥ぎ取り作業を 8月 1日から 8月 4日まで実施した。その後に人骨の取り上げ作業と埋葬

の掘り方を作図した。下田原貝塚の第 2• 第3地区は第 2層面にビニールシートを覆って土を

埋め戻した。

第 1地区の遺構 ・側壁図を 8月15日から開始し、 8月19日に完了した。

(3) 第 3次発掘調査 (1985年 7月15日~8月25日）

第 3次発掘調査は第2次調査の残りである。第2地区、第3地区の発掘調査が主である。

第 2地区は第 3層面からの発掘とコ ー58・サー58の新設グリ ッドを発掘した。新設したグリ

ッドは、グリッドの層序を再確認することとトラクターによる農作業で、木杭の全てが、抜け

たり 、折れたりしたため、新しくグリッドの木杭を打ち直し、前回との木杭のズレを最少限に

抑える為でもあった。

第 3地区は第 2層面（一部、第4層の地山面が前回、確認されていた）から着手した。第 3

地区の発掘は 7月30日から始め、8月 2日に地山面を露出させたので、発掘調査の後半は第 2

地区と第 4地区（試掘坑）に絞られた。
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第 2地区の一部はランダム ・サンプリングを実施しながら調査を進行させた。第 3層を除去

した段階で、焼土面や柱穴などが検出された。これらの遺構は第 4層面で確認されたが、最終

的には地山まで達していたことが判明した。柱穴のプラン等は前回の調査と同様、判然としな

かった。

第 4地区とした試掘坑は 8月15日から第 2地区と平行させながら実施した。試掘はケー43・

70・74・ 76とケーラインの延長線上に設け、他に大泊浜貝塚のG-35を設けた。その結果、ケー

76の試掘坑で、間層を挟んで、第 2層が大泊浜貝塚の延長する包含層、第 4愚が下田原貝塚の

追物包含層であることが確認された。

第 3次発掘調査は第 2• 第 4地区の遺構と側面図を作成し、埋め戻して調査を完了した。

第 3章調査体 制

第 1次から第 3次までの調査体制および協力関係者は、次のとおりである。

調査指導 文化庁記念物課調査官 桑原滋郎（第 1次発掘調査）

同 上 黒崎直（第 2次発掘調査）

同上

調査助言沖縄国際大学学長

長崎大学医学部教授

伊 藤 稔 （ 第 3次発掘調査）

高宮廣衛

内藤芳篤

早稲田大学考古学研究室 金子浩昌

鹿児島大学助教授 上村俊雄

琉球大学助教授 玉城政美

琉球大学法文学部史学研究室助手池田栄史

法政大学沖縄文化研究所々員 波照間永吉

調査協力竹富町教育委員会教育長宇根実

同 上 社会教育主事東田正祥

石垣市教育委員会文化財担当 阿利直治

竹富町文化財保護審議委員 波照問哲夫

仲底商店 仲底長幸（竹富町々会議員）

民宿みのる荘 登野盛稔

波照間中学校教諭志喜屋清

波照間小学校教頭 宮国恵慈

竹富町役場建設課課長次呂久英夫

同 上係長登野城崇作（琉球新報通信員）

同 上係員勝連松ー ・田島松 ・大泊鉄一
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事業主体

NHK沖縄放送局 八重山ニュース 宮良長明

八重山毎日新聞社

株式会社 宮古交通 八重山営業所波照間作業所

波照間製糖株式会社 波照間事業所

波照間島在住 大泊善八・大泊勇一・山田均・石野友三 ・南正雄

前田盛成幸 ・大泊正市・垣本茂 ・崎山三郎 ・崎山

シナコ ・新盛英仁・東金嶺健吉・東金嶺昇・東金嶺

栄吉・西石垣全助 ・西島本米彦 ・西本長正 ・田島

松・越地信一

沖縄県教育委員会 教育長 新垣雄久（第 1次発掘調査）

教育長 米村幸政（第 2 次 • 第 3 次発掘調査）

事業所管

沖縄県教育庁文化課課長城間茂松（第1次発掘調査）

課長比嘉賀幸（第 2 次 • 第 3 次発掘調査）

課長補佐 糸数兼治（第 1次発掘調査）

課長補佐 西平守勝（第 2 次 • 第 3 次発掘調査）

事業事務

文化振興係々長 山根義治（第 1 次 • 第 2 次発掘調査）

係長大城真幸（第3次発掘調査）

主事大村光仁 （第2次発掘調査）

主事当間 勉（第 1次～第3次発掘調査）

主事補 仲村とも子（ 同 上）

事業総括

埋蔵文化財係々長 安里嗣淳（第 2 次 • 第 3 次発掘調査）

発掘調査員

主任専門員 金武正紀（第 1次～第 3次発掘調査）

専門員 金城亀信（ 同 上 ） 

専門員 岸本義彦（第 2次発掘調査）

専門員盛本勲（同 上）

専門員 比嘉春美（第 1次発掘調査）

専門員島 弘（第 2次発掘調査）
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発掘調査補助員

石垣市教育委員会非常勤職員 後仲筋正徳（第 1次発掘調査）

沖縄国際大学考古学研究室生下地傑 （第 1 次 • 第 3 次発掘調査）

発掘作業員（第 1次～第 3次発掘調査）

野原 豊 ・ 鳩間末子 • 本比田トミ ・垣本初枝 ・安里ア

イ子 ・西本比田トミ ・崎枝粒子 ・美底ヨシ ・上盛洋子・

美底初代 ・西波照間千江子 ・西本勝枝 ・米盛玉子 ・金

城ミツ子 ・前野ツネ・垣本 茂

資料整理作業員（第 1次～第 3次発掘調査）

（洗漑・注記・実測・トレース等） 比嘉春美 ・花城潤子・大田宏好 ・比嘉優子 ・城間千栄

子 ・城間光子 ・新垣千恵子・瑞度覧尚美 ・善平スガ子・

安里和美 ・渡慶次純子 ・大城ますみ ・高良三千代 ・善

平スガ子 ・ 平良利枝 • 砂川 勉 ・伊集恵子 ・呉屋啓子・

、照屋利子 ・長嶺紀文 ・渡慶次園子 ・下地洋子 ・金城米

子 ・黒島リ エ子
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II 下田原 貝 塚

第 1章 はじ めに

本報告書は昭和58~昭和60年度事業として、文化庁の補助を得て実施したものである。

大泊浜貝塚 ・下田原貝塚の一帯は、竹富町波照間下田原地区団体営の土地改良計画が予定され

たので、両貝塚の性格や範囲を包括する形で発掘調査の成果を収録した。

第 2章遺跡の位置と環境

下田原貝塚は沖縄県竹富町字波照間小字下田原5994・5995-1・6362・6363-2・6359-2 

番地一帯に所在する。

貝塚は海岸に面した石灰岩（石灰質砂岩）上に形成され、海抜 3~9m問の緩傾斜面に立地

する（波照間島の地質は島尻層群に相当する泥岩層の上に石灰岩が覆っている）。

貝塚一帯はサ トウキビ・サツマイモ ・カボチャが植えられた畑地や牧場跡 ・墓などがある。

牧場跡の後背からは海抜15m面、 20~30m面、 30~40m面と平担面は内陸部へ続く。島の最高

点は59.50mを測る。

同地からは直線距離にして西表島仲間川河口まで約25km、石垣島までは約60kmを測る。同時

期に比定される遺跡は波照間にはなく、遠く離れて、仲間第二貝塚（西表島） ・大田原遺跡

（石垣島）などがある。

この一帯の地質は沖縄本島中 ・南部に分布する島尻層群に相当すると考えられる泥岩（俗名 ：

ジャーガル）を基盤として石灰岩類（砕屑性・礁性など）が覆っている。石灰岩類の上には赤
（注 I)

褐色土（島尻マージ）から構成されている。

貝塚の南側には海抜30~40m面の石灰岩平担面があり、集落が立地する。貝塚から集落までの

直線距離は約1,000mを測る。

貝塚の東側には時期の異なる大泊浜貝塚が近接する。また、東南側約300mの箇所には下田

原城跡が丘陵上に形成されている。この下田原城跡の西側斜面はブリブチ公菌となっている。

この公園の側に燐鉱採掘跡（昭和初期に朝日肥料株式会社が採掘）があり、そこから水が湧き

出している。この水は波照間製糖工場が管理 ・利用し、農地への散水などを実施している。

注 1 「沖縄県波照間島の水理地質」 古川博恭・富田友幸 琉球列島の地質学研究

第 3巻 1978。
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第 3章層序

遺跡が広く、発掘箇所が多いので、四つの地区に分けて層序を観察する。地区は第 2固に示

してあるように、カー51~67までのカーラインを第 1地区、コ ・サ・ シの48・49を第 2地区、

ニ ・ヌ の49・50を第 3地区、ケー43・70・74・76のケーラインを第4地区とする。

(1) 第 1地区

遺跡の北端部を東西へ走る海岸道路に沿って設定した地区である。西側のカ ー51では遺物包

含陪が 1~ 3cmと薄いが、東側へと厚くなっている。

カー56~59の暦序は第4図下のとお りである。

第 I層 暗褐色土で、層厚が15~25cm。耕作で攪乱されている。遺物は非常に少ない。

第II層 淡黒褐色土で、層厚が10~15cm。溝状遺構内では20~25cmと厘い。この層までトラ

クターによる攪乱を受けている。遺物は第 I層よりは僅かに多くなっている。

第III層 黒褐色土で、層厚が 5~10cm。未攪乱の層である。追物は第II層に比してやや多い

が、それでも 1グリッドで土器片が10個前後という貧弱さである。貝殻 ・獣魚骨 ・

礫などの自然遺物もやや少ない。

第N層 赤褐色土（琉球石灰岩風化土で方言でマージ）の地山。溝状遺構内は淡黄色の砂質
（注 1) (注 2)

石灰岩(¥¥アワ石”状石灰岩）に達する。

カー66・67の層序は第 4図中に示した。

第 I層 黒褐色土で、層厚が15~20cm。耕作によって撹乱されている。遺物は非常に少ない。

第II層 淡黒褐色土で、層厚が10~15cm。遺物包含層だが、トラクターの歯で攪乱されてい

る部分も見られる。 1グリッドで土器片が10個前後で、石器も 1、 2点の出土であ

る。貝殻、獣魚骨、礫などはやや多い。

第III層a カー67の北半分に見られる層で、貝塚の上に乗っている。 礫は多いが、貝殻は少

ない。層色は第II層よりやや黒い。土器は第II層よりやや多い。

第III層 b 貝塚である。カ ー67の南側令とキー67の北側令に広がる。西側はカ ・キー66に約

30cm延びて終っている。東側はカ・キー68に延びているが、農道が通っているた

めに、発掘して確認することはできなかった。第4図上に貝塚の広がりを示した。

層色は黒褐色で、層厚が10~25cm。南側ラインは約 5cmぐらい掘り込まれている。

この貝塚層は貝殻、獣魚骨、礫などが多く堆積している。しかし、土器片は 1グ

リッドで20個前後と少ない。

第N層赤褐色土の地山。

(2) 第 2地区

ケー58・59、コ ー58・59、サー58・59の6グリッドで、層序は第3固上のとおりである。この
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一帯は、さとうきびが最も成育していたので、層が厚いと予測し、グリッドを設定した。発掘

の結果、本遺跡の中心部分であることが確認された。層が厚く、遺物が多く、遺構も集中して

いる地点である。

第 I層 暗褐色土で、層厚が20~25cm。耕作で攪乱されている。土器、石器などがかなり表

面採集された。

第II層 黒色土で、層厚が 5~15cm。貝殻や礫は少ないが、土が黒く 、他の地区の第II陪と

は様相が違う。土器片が、多いグリッドでは70個前後もあり、他の地区の第II層よ

りははるかに多い。なお、サー59東壁断面図で第III• N層を切っているのは柱穴で、

第II層に対応する遺構の一部と考えられる。柱穴より南へ約1.7mの所に鍋底状の

第Ill層

凹みが見られるが、そこに第16図20の下田原式土器が横になって埋まっていた。

黒褐色土で、庖厚が15~20cm。貝殻 ・獣魚骨 ・礫などが多足に堆梢している貝塚で

ある。土器 第 1表 コー59グリッドの自然礫集計表

も他の地区

よりは多く、

各グリッド

とも 100個

前後検出さ

れた。貝塚

の南はシー

58・59の途

中で終るが、

＼出土礫 序

石灰岩

砂 岩

石 英

サンゴ礫

石材片

シルト岩

マンガン

巻貝化石

軽 石

焼 土

計

第 I屈 第 II陪

0.649 0.328 

26.860 3.373 

0.755 0.045 

0.105 0.286 

1. 490 0.092 

0.180 0 .111 

0.010 

0.001 

0.006 

30.056 4.235 

東・北・西は未発掘部分へさらに延びている。

第 Ill/¥"i 

266.120 

78.700 

2.549 

77.000 

8.600 

1.224 

0.358 

0.015 

434.566 

単位はkg

第 w府 計

56.800 323.897 

9.780 118.713 

3.349 

15.500 92.891 

2.20] 12.383 

1. 515 

0.010 

0.001 

0.011 0.375 

0.002 I 0.017 

84.294 553.151 

この層では貝殻、獣魚骨も多いが、特に礫が多いのが一特色である。拳大以下の

小さな角礫が主体である。第 1表に示してあるように、コ ー59第III層だけで約 434

迎検出された。検出された礫は火を受けているのもあるが、火を受けた痕跡のない
（注 3)

のが多い。これらの礫が何に使用された大きな関心事である。早稲田の報告では

「調理に関係して重要な役目を果したものであると考えられる」と述べている。

第N層 暗褐色土で、層厚が約 5cm。この層は貝塚ではなく、第III階に比して、人工遺物も

自然遺物もかなり減少する。遺構直上の層である。

第v層 赤褐色土の地山。この面に遺構が検出された。

(3) 第 3地区

ニ・ヌー49 • 50のグリッドで、遺跡の南端部にあたる。層序は第 3図右下に示した。

第 I層 暗褐色土で、層厚が約15cm。耕作で攪乱されている。遺物が僅かに検出された。

第II層 黒褐色土で、層厚が約20cmの遺物包含陪である。耕転機の歯による攪乱を受けてい
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る。遺物は第 I府よりは多く見られる。

第III陪 ニー50の束南隅だけに見られる。黒色土で、層厚が10~15cm。ニー50の庖序を第3

図に示した。東南隅に、深さ約10~15cmの方形状掘り込みがあり、その中に堆積し

ているのが第III附である。貝殻、獣魚骨、礫などが多い。土器片も1.5mx 1.5mの

掘り込み内から約30個検出されており、本遺跡では多い地点である。

第1V陪赤褐色土の地山。

(4) 第 4地区

ケーラインで、遺跡の東、西の範囲を確認するための試掘グリッドである。ケー43・70・74・

76の層序を第3図に示した。特にケー74・76は下田原貝塚と大泊浜貝塚の重なる重要なグリッ

ドであり附序収束で詳しく述べる。

⑥ ケー43の層序

第 I陪 茶褐色混砂土陪で、陪閣が20~30cm。耕作で攪乱されている。遺物は検出できな

かった。この一帯は西への傾斜地で、西側砂丘の砂が混入する最東部である。

第II附 灰褐色土で、附厄が10~20cm。この陪が遺物包含陪に対応する層であるが、自然

遺物も人工逍物もほとんど検出できなかった。遺跡の西端部と考えられる。

第III陪 赤褐色土で、陪厚が5~10cm。この陪が地山であるが薄い。

第N形 黄褐色混砂土陪で、附厚が10~20cm。砂質石灰岩の粗粒砂が混入する無遺物層。

第v陪 淡黄色混土砂形で、層厚が10~20cm。砂質石灰岩の粗粒砂や礫の層で、僅かに赤

褐色土が混入する無遺物府。

第VIfi図 淡黄色の砂質石灰岩で岩盤。

⑥ ケー70の層序

第 I陪 暗褐色混砂土府で、陪厚が20~30cm。耕作で攪乱されている。地表面から30cmで

は岩盤に達する浅い所であり、明確な遺物包含層は見られない。しかし、遺物が

僅かに混入していることから、耕作以前は包含層があったと考えられる。なお、

この一帯から東側へと傾斜してお り、大泊浜の砂丘の砂が混入する西側最奥部と

考えられる。

第II陪赤褐色土層。岩盤直上の地山。

第III陪 淡黄色の砂質石灰岩で岩盤。

⑥ ケー74の層序

第 I附 暗褐色混砂土府で、附屈が15~20cm。耕作で攪乱されている。遺物なし。

第II附 淡褐色混砂土陪で、層厚が10~15cm。貝殻、獣魚骨などは少貨検出されるが、人

工遺物は見られない。

第m陪 暗褐色混砂土陪で、層厚が10~15cm。この層は下田原貝塚の層で、土器や石斧な

どが検出された。貝殻、獣魚骨、礫なども混入している。
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第w層 赤褐色土の地山で、層厚が15~20cm。

第v層 黄褐色混砂土層で、層厚が20~25cm。砂質石灰岩の粗粒砂が混入する無遺物層。

第VI層 淡黄色の砂質石灰岩で岩盤。

⑥ ヶー76の層序

第 I層 暗褐色砂層で、層厚が20~30cm。耕作で攪乱されている。前述のケー74までは混

砂土層であるが、このグリッドからは砂層になっていることに注意。

第II層 淡褐色砂層で、層厚が10~15cm。貝殻や獣魚骨が混入しているが、土器は 1片も

見られない。大泊浜貝塚の西端部と考えられる。

第III層 黄褐色砂層で、層厚が15~20cm。遺物を包含しない間陪である。

第N層 暗褐色土層で、層厚が15~25cm。砂の堆稜が始まる以前の土層で、この層には、

下田原式土器や貝殻 ・獣魚骨・礫などが包含しており、下田原貝塚の層である。

下田原貝塚の東端部付近と考えられる。

第v層 赤褐色土の地山で、層厚が25~40cm。

第VI層 赤黄褐色混砂土層で、層厚が30~40cm。砂質石灰岩の粗粒砂が混入する無遺物層

である。

第VII層 淡黄色の砂質石灰岩で岩盤。

層序収束

今回の層序で最も注目されるのはケー76の層序である。第 I~III層は、西側のケー74では混

砂土層であるのに対して、ケー76では砂層である。ケー76とケー74の間は僅か10.5mの距離で

あり 、この10.5mのどこかで砂層は終っていることになる。このことによって、東側の大泊浜

砂丘の西側最奥部はケー76付近であることが確認された。

ケー76の第II層は貝殻や獣魚骨を包含している遺物包含層で、土器が 1片も検出されないこ

とから、大泊浜貝塚（無土器遺跡）の西端部と考えられる。第JII層は砂の間層で、その下の第

w層が下田原式土器を包含する下田原貝塚である。この層序関係で、下田原式土器をもつ下田

原貝塚（第N層）は無土器の大泊浜貝塚（第II層）より古いことが確認された。

また、第W層の下田原貝塚の上は砂層（第JII層）であるが、下は赤褐色の地山（第V庖）で

ある。この層序関係によって、大泊浜砂丘形成は、下田原貝塚の形成以後であると言える。し

かも、大泊浜貝塚が無遺物砂層（間層）の上に形成されていることは、大泊浜貝塚と下田原貝

塚の時間差をも示している。このような状況は、大泊浜貝塚のG-35の試掘グリッド（第10

図）でも確認された。赤褐色土の地山の上に約90cmの黄褐色砂層（無遺物層）が堆積し、その

上に約90cmの大泊浜貝塚（黒褐色混貝砂層）が形成されている。

このように、遺跡の層序関係と、自然堆積の層序堆積から、下田原式土器をもつ下田原貝塚

は、無土器の大泊浜貝塚より古いことが確認された。しかも、間層を挟んでいることで、時間
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差も見ることができた。本追跡での陪序把握は、 1978年に発掘調査された神田貝塚 ・大田原遺

跡の層序叫贔戸正しかったこ とを立証したことにもなる。

注 1 古川博恭
富田 友幸｝ 「沖縄県波照間品の水理地質」 琉球列島の地質学研究第 3巻 1978 

2 河名俊男
大城 逸朗｝ 「八重山諸島、波照間島の地形と地質」沖縄県立博物館紀要第4号 1978 

3 滝口 宏編 「沖縄八重山」 校倉困房 1960 

4 「石垣島県道改良工事に伴う発掘調査報告」 沖縄県文化財調査報告書第30集

沖縄県教育委員会 1980 

-16-



第 4章遺構

発掘調査において、住居跡の明確なプランは確認できなかったが、柱穴、炉跡、溝状遺構な

どが検出された。なお、第 4図上の貝塚南側の掘り込みや、第 3図右下の方形状掘り込み（土

壊）などは層序の項で取り扱う程度にした。

(1)柱穴

第 1・2地区の地山面で柱穴が検出された（第4図、第5図）。しかし、方形とか円形など

の規格性のあるプランは確認できなかった。柱穴は口径が15~50cm、深さも10~30cmと大小が

ある。柱穴内には楔石もあり 、柱が立っていたことはほぽまちがいないと考えられる。

(2) 炉跡

第2地区で 6つの炉跡が検出された（第5図）。 5つは径50cm前後の円形状炉跡である。

地山面に焼土面があり、その上及び周辺には木炭が多く検出された。第 5号炉跡は長径約1.7m、

短径約90cmの楕円形状である。鍋底状に約10cm掘り凹められている。底が焼土面である。この

凹み内に木炭や灰が堆積していた。なお、炉跡の周囲の柱穴もプランがはっきりせず、屋外炉か

屋内炉かの問題も不明である。

(3) 溝状遺構

第 1地区のカー51からカー59グリッドにおいて、東西に延びる溝状遺構が確認された。第4

図にはカー56からカー59までの状況を示した。溝は幅約80cm、深さが 5~15cmの浅い溝である。

西から東へと緩やかに傾斜しており、カー59の自然傾斜で終っている。全長36mは確認できた

が、西へさらに延びており、地形的に見て、あと10m前後は考えられる。この溝状追構は追跡

の北側の低い所を通っており、排水的機能をもつ遺構と考えられるが、先島には類例がなく 、

全体の把握もできてないので、今後の資料をまちたい。

遺構収束

住居跡について考えてみたい。柱穴が検出されたことで、何らかの建物があったことは確認
（注 I)

できた。それは竪穴式ではなく平地式である。大田原遺跡で竪穴遺構が報告されているが、本

遺跡では、平地での炉跡や柱穴などが多く検出されていることと、下田原期の文化は南方の影響

が強く感じられることで、竪穴住居跡よりは平地住居跡の可能性が強いと考えられる。

柱穴は検出されたが、方形や円形などのような規格性のあるものとしては把握できなかった。

おそらく、簡素な住居跡ではなかっただろうか。カー64グリッドで 2つの柱穴力屯洪iされた（第 4

図上）。一つは口径約30cm、深さ33cm。もう一つは口径30cm、深さ23cmである。柱と柱の間隔はおよ

そ2.5mで、柱穴内には楔石も詰められており、明確な柱穴である。この 2つの柱穴から方形や

円形などのプランを想定して、その周辺を広げて発掘したが、2つの柱穴と結びつくような柱
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穴は検出できなかった。このことから、 2つの柱穴で建物が立つことも考えられる。赤沢威氏

は、オーストラリアの原住民Wik-Monkan族が、2本の柱を立ててテン ト小屋状の住居をつ
（注2)くっている図（イギリスの人類学者TomSonが1939年に作成したもの）を紹介している。本遺

跡においても、もし、そのような簡素な住居跡が考えられるのであれば、第5図の柱穴群もプ

ランをおさえることが可能である。しかし、現段階では資料不足であり 、今後の発掘成果をま

ちたい。

注 1 「大田原遺跡」 石垣市文化財調査報告第4号 石垣市教育委員会 1982 

2 赤沢威 「先史学における解釈」 日本の旧石器文化第 5巻麻生 優、力暉肝料z,

藤本強編雄山閣 1976
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第 5章遺 物

第 1節土 器

今回検出された土器片は、口縁部64個、把手13個、底部11個、胴部858個である。胴部破片
m1 2> 

は両面が残っているものだけを集計した。これらの土器はすべて下田原式土器である。下田原
Cr£I、 2)

式土器は、すでに、石垣島の大田原遺跡の発掘調査で、数千点の破片が検出されている。破片

数では大田原遺跡に及ばないが、器形を知り得る資料では本遺跡が多い。

下田原式土器の基本的な器形は、丸底に近い平底で、胴部が脹らみ、胴部から口縁部へと内

彎し、最大径が胴部にある内轡形の浅鉢である。土器の大きさにはバリエーションがあり、ロ

径が10cm前後の小型のものから、 25cm前後の大型のものまで見られる。今回、胴部器壁の厚さ

で、大きく二つの群に分けた。それは、器壁厚がllmm以上の厚手土器をA群とし、 10mm以下の

薄手土器をB群とした。その結果は第 2・3表のとおりである。第 2表で見ると、 A群が約90

%、 B群が約10%で、圧倒的にA群が多いことが解かる。よって、下田原式土器は11mm以上の

厚手土器が主体で、僅かに薄手土器が共伴していると言える。厚手土器のうちでも、 11~20mm

が約89%と大部分を占めている。 25mm以上の厚手土器は、ほとんど底部破片と考えられる。

混和材として、荒い石英、長石などが多只に混和されているのが下田式土器の特徴の一つである

が、しかし、荒い石英、長石等の混和状況でも、「多いもの」、「やや多いもの」、「やや少ないもの」、

「少ないもの」、「ほとんど見えないもの」などがある。混和材で分類できないだろうかと試みたが

どの器形の土器にも、また、 A群、 B群にも見い出すことができることから、混和材による分

類は、現時点では無理だという結論に達した。

焼成は総体的に脆弱である。特に荒い石英、長石などが多く混和されている土器はほとんど脆弱

である。荒い石英、長石などの混和が少ないのは、多いのに比して焼成がやや良好であるが、それで

も硬いとは言えず、やや脆弱という表現にした。器色は赤褐色が多い。器面は堆積土の土色が浸

み込んで、暗褐色か黒褐色を呈しているが、器壁内は赤褐色が多い。器壁内が暗褐色のも見ら

れるが、赤褐色に比してかなり少ない。なお、堆積土が琉球石灰岩の風化土（方言でマージ）

で硬いために、脆弱な土器の器面は剥離しているのが多い。
（注 I ?) (庄3)

紋様は細沈線紋が一点検出されているだけで、大田原遺跡やフーネ遺跡などで検出されてい

る爪形紋は一点も検出されなかった。細沈線紋のほかに、頸部に指頭紋らしいのが2点ほど見

られるが、大田原遺跡でも検出されていることから、紋様の可能性がある。しかし、断定する

には資料不足であり、今後の資料をまちたい。

以上、本遺跡出土の下田原式土器の特徴を述べたが、つぎに、口縁部の形態による分類を中

心に、把手、底部などの特徴などを述べる。
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(1) 口縁部

前述したように、全体的な器形は内壼形の浅鉢であるが、口縁部だけの形態でつぎのように

分類した。

第 I類
r・ 口縁部先端が尖り気味で内側へ延びる内彎形。 IA群土器のみ）

（内慨） b. II II が、口縁直下に指撫でによる凹みを廻

らす。 (A群土器、 B群土器）

a. 平口唇で、口縁部が僅かに外反し、頸部に指撫でによる凹みを廻らす。 (A

第II類
（外反）

b. 

C. 

d. 

｝｝ II 

II JI 

II II 

群土器、 B群土器）

口唇部の幅が狭く、肩部で急に脹らむ壺

形的器形。 (A群のみ）

口唇部の幅が狭＜、胴部へと厚くなる。

(A群土器のみ）

口唇部の幅が広く、口縁部外端が僅かに

肥厚する。 (A群土器、 B群土器）

第III類 口縁部先端が丸味をもち、内四も外反もしない直口形。 (A群土器、 B群土器）
（直口）

つまり、第 I類は、口縁部が内側へ大きく悶曲するもので、口縁先端が尖り気味である。こ

の土器には頸部がない。「無類の内刑形口縁」である。大田原遺跡では、この I類に爪形文が
(tf.l) 

多く見られる。第II類土器は、口唇部が平口唇で、口唇内端が内側へ延びず、口唇部の内端、

外端とも僅かに外反する。この土器には頸部（短頸）が確認できる。「有頸の外反形口縁」であ

る。第Ill類は、口縁部先端が丸味をもつ口縁で、基本的には内彎も外反もしない直口形の口縁

である。ただ、僅かに内喪気味のがあるが、それは 1類の退化したものと考えられる。このIll

類には I類同様頸部がない。「無頸の直口形口縁」である。

この分類は小破片が多く含まれており、土器全体が復元できた場合は若干異なると考えられ

る。それは、口縁部の傾きの問題と、口縁部の形態が器全体画ー的に仕上げられているかの問

題である。総体的に土器製作が粗雑であり、例えば、第16図20のように、 1涸の土器口縁でII

類 aの部分と II類dの部分が見られるというものもあるからである。

ここで分類した土器を第 3 表に示した。陪位で見ると、 1 類 a • b 、 II類 a • bはほとんど

第1V陪と第1111呂の出土であるが、 II類 C • d、と III類は第Ill層と第II層の出土である。ここに

若干の時間差を見ることができる。しかし、結論は今後の資料をまちたい。

(2) 把手

口縁部から把手まで付いた土器が 2点（第16図20と第17図29)検出され、把手の位置や傾き

など、これまで不明であった部分がある程度解決された。この2点で見ると、一対の把手が付くも
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のと考えられる。口縁部から 2~数cm下の位置に上向き状に貼付されている。

把手には、上面から見ても、側面から見て も三角形状を呈するいわゆる牛角状把手と、横長
（注 I)

の把手が見 られる が、牛角状把手がほとんどである。 横長把手は大田原遺跡でも僅か 1点

第 2表 土器の厚さ計測集計表 であり 、本遺跡でも2点 (1点はA群、

~ 斥ぼ皿'

口縁部 把 手 底 部

（｛固） （個 ） （個）

6 1 

7 2 

8 4 

， 5 

10 2 

11 4 

12 7 

13 6 1 

14 6 

15 I 4 

16 3 

17 3 1 

18 7 1 

19 1 

20 1 2 

21 

22 1 2 3 

23 

24 2 

25 2 

26 1 

27 1 l 

28 1 l 

29 

30 3 

31 

32 1 

35 1 

38 1 

40 1 

45 2 

合計 61 13 11 

※ 厚さは各部位の最大厚

l同 部

< I固） （％） 

1 0 .1 

1 0.1 

29 3.4 

40 4.7 

12 1. 4 

34 4.0 

99 11. 5 

112 13. 1 

82 9.6 

116 13.5 

61 7. 1 

34 4.0 

I 
97 11. 3 

23 2.7 

36 4.2 

12 1. 4 

16 1.8 

11 1. 3 

14 1.6 

ll 1.3 

3 0.3 

5 0.6 

5 0.6 

1 0.1 

゜゚2 0.2 

1 0.1 

858 100 
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1点はB群）である。牛角状把手は下

田原式土器に最も多い把手で、本遺跡

において、早稲田大学の発掘調査でも
（注 3)

4点検出されている。ほかに、大田原

輩、フーネば贔4ヽ）仲問第二貝囁:)平

地原晶賣で検出されている。

牛角状把手には大型と小型があり 、

小型は主に B群土器に付くものと考え

られる。把手の先端部は円形状のがほ

とんどであるが、貼付部分（根元）は

横位の楕円形状のもの、円形状のもの、

縦位の楕円形状のものなどがある。ま

た、貼付部分の径に比して、突出が長

いのと短いのがある。

層序で見ると、第N層から小型の牛

角状把手が 1点検出されているが、あ

とは大型も小型も共伴状態で検出され

ており、庖位的な把握はむつかしい。

ただ、第17図29は貼付部分が横楕円形

状で、先端付近が円形状の把手である。

これと同形態のが、第21図64・65であ

る。これは第17図29がII類 Cの土器で

あることから、II類 Cの土器に付く可

能性が強い。また、第16図20は貼付部

分も先端付近もほぽ円形状で、突出が

長い把手である。これと同形態のが、

第22図70である。第16図20がII類 aの

土器であることから、これも II類 aの

土器に付く可能性が強い。このように、

口縁部から把手まで付いている資料が



第 3表 土器分類と各層の出土状況
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今後増加すれば、上記以外の把手がどの土器に付くかが解明できるであろう。

(3) 底部

丸底や尖底は 1点もなく、すべて平底である。底部から胴部へ立ち上がるコーナーが角を形

成するのもなく、すべて丸味を持っており、丸底に近いような平底が多い。国分直ー ・金関丈
（注 6)

夫氏らによる本遺跡の発掘調査でも、平底だけが数点検出されている。下田原式土器は底部が

特に部厚いのが一つの特徴である。 A群土器（厚手）の底部は25mm~32mmと厚く、 B群土器

（薄手）の底部が17mm~20mmぐらいと考えられる。

土器収束

以上、土器を概観してきたが、最後に要点をまとめて結びとする。

①下田原式土器の主な器形は、底部角が丸味をもつ平底で、胴部が脹らみ、胴部から口縁部へ

と内野し、最大径が胴部にある内喪形の浅鉢である。

②サイズは口径10cm前後の小型のものから、 25cm前後の大型まである。しかし、その差は下田

原式土器の中でのバリエーションと考えられる。

③胴部の器壁厚で11mm以上のはA群土器（厚手）、 10mm以下のは B群土器（薄手）に分けてみ

た。その結果、A群土器が約90%で、下田原式土器はA群土器が主体で、僅かにB群土器が

共伴することが把握された。なお、 B群土器はほとんど口径10cm前後の小型土器と考えられる。

④口縁部の形態によって、第 I類（無頸の内慨形口縁）、第II類（有頸の外反形口縁）、第Ill類

（無頸の直口形口縁）に分類した。なかでも第II類が最も多く、下田原式土器の盛興期と考

えられる。

⑤把手は横断面、縦断面とも三角形状を呈する、いわゆる牛角状把手が主体で、僅かに横長の

把手も共伴している。口縁部から把手まで付いている土器が検出されたために、これまで不

明であった、把手の位置や傾きなどがある程度解明された。

⑥有紋土器は細沈線紋が 1点検出されただけで、爪形紋は 1点も検出されなかった。大田原遺

跡では第 I類に爪形紋が多いことから、大田原遺跡との間にいくらかの時間差が考えられる

が、その解決は今後の発掘成果に期待したい。

⑦混和材として、荒い石英、長石などを多く含む土器はほとんど脆弱で、少ないのは焼成がや

や良好である。しかし、テンパーによる分類は現時点で無理と考えられる。荒い石英、長石

などが混入する土器について、多和田真淳氏は「石英の粗砂粒を含んだ土器は西表島仲間第

二貝塚のものと同一のものと断定する。此の土は西表島の高那 ・古見間の古生層地帯のもの
（注 7)

と同一で、波照間には産しない」と述べている。

⑧器面調整は、外面は指撫で調整されているが、内面は荒い条痕が見られることから、貝殻な

どによる調整がなされていたと考えられる。ただ器面が剥離しているのが多いことは残念で
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ある。

⑨層位的に第 I 類 a • b、第II類 a・bはほとんど第1V層・ III層の出土で、第II類 C-d、第

III類は第III• II層でほぽ同じぐらい出土している。ここで若干の時間差を見ることができる

が、今回は問題提起にとどめておきたい。

注 1 「石垣島県道改良工事に伴う発掘調査報告」沖縄県文化財調査報告書第30集 沖縄県

教育委員会 1980 

2 「大田原遺跡」石垣市文化財調査報告書第 4号 石垣市教育委員会 1982 

3 滝口 宏編 「沖縄八重山」 校倉書房 1960 

4 安里 進

新田重清 沖縄タイムス 1977年12月20~23日の朝刊

5 ~: 富:~! 那国町の遺跡」 沖縄県文化財調査報告書第29集 沖縄県教育委員会

1980 

6 金関丈夫

国分 直ー］ 「琉球波照間島下田原貝塚の発掘調査」 水産大学校研究報告人文科学

多和田真淳篇 9号 1964

永井昌文

7 多和田真淳 「琉球列島の貝塚分布と編年の概念」 文化財要覧 琉球政府文化財保

護委員会 1956 

第 4表 土器観察表

挿図 番 号 出土地屯
分 類

法祉 (cm)
形態の特徴 手法の特徴

備 考

PL 番号 層位 ロ 径最大厚最小厚 焼成 色調 混和材

第14図l コー59IV A-1-a 1.8 I. 2 ロ緑部先端がやや 器面は内 ・外 脆 暗 荒が

PL, 8 尖った状態で内 面とものこり 弱 褐 いや

向。かなり内図す が良い。やや
色 石；

る浅鉢 滑らかに仕上 贔、
げられてい

る。

2 コー58田 ” 1. 6 l. l ロ緑部先端がやや 内面はやや滑 ” 
II 荒が

丸味をもった状態 らか。外面は い多
石い

で内向。かなり内 剣離してざら

塁珂する浅鉢 ざらしてい

る。

3 ケー76IV(Ill II 2.0 I. 2 ロ緑部先端がやや 器面は内 ・外 II ” 荒は

府は砂陪） 尖った状態で内 面とものこり い少
石な

向。かなり内四す はいいが、製 英い

る浅鉢で、口緑部 作時の指圧痕 等

の翌曲する部分が が内・外面に

厚く 、胴部へやや あり、滑らか

薄くなる。 な仕上がりで
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挿図番号 出土地点
分類

法 屈 (cm)
形態の特徴 手法の特徴

備 考
PL. 番号 附（立 ロ径蚊大厚蔽小屏 焼成 色調 混和材

ない。

第14図 4 カー67ID A-1-a 1. 3 I. 2 かなり内内する浅 内・外面とも 脆 腐 荒が
PL. 8 鉢。口緑部外面が 象lj離して器面 弱 いや

丸味をもつやや薄 調整等は不
色

石:

手 明。外面に製 塁vヽ
作時の指圧痕

が見られる。

5 シー59ill ” 2.3 1.3 ロ緑部先端がやや 調整痕は見ら や 暗 荒は

尖って内向。上記 れないが、内・ 斎 褐 い少
色 石な

4点に比して内碍 外面ともやや 弱 塁レヽ，
が弱い。口緑部外 滑らかに仕上

面が丸味をもち、 げられてい

胴部へ/ljくなる。 る。

6 カー64IV(柱 A-l-b 2. I I. 4 ロ緑部は欠捐して 内面は滑らか 脆
鷹

荒は

穴内） いるが、かなり内 に仕上げられ 弱 いや

団する浅鉢。口緑 ている 。外面
色 石丁

部直下に指撫でに は糸lj離部分が 塁ぃ
よる凹みが廻る。 目立つ。凹み

平口唇と考えられ 直下に13本の

る。 沈線が廻る有

紋士器

7 オー65ID ” 13.0 1.8 1. 7 平口唇に仕上げら 器面は内・外 II II 荒が

れているが、口唇 面とも象lj離し い多
石い

部内端は内向す てざらざらし

塁る。かなり内四す ている。

る浅鉢。口緑直下

に指撫でによる凹

みを廻らす。

8 コ-59IV II 18.5 1.5 1. 3 平口柑だが、口唇 内面はやや滑 I/ ” 荒が
部内端は内側へ延 らかに仕上げ い多

びている。かなり ら れている
石い

内翌する浅鉢で、 が、調整痕は 塁
ロ緑直下に指撫で 見られない。

による凹みが廻っ 外面は条IJ離し

ている。 てざらざらし

ている。

第15図 9 コー59ill ” 2.4 1.5 平口唇で、口唇部 器面は内・外 や ” 荒少
PL. 9 内端は、やや尖が 面ともほとん や いな

り、内側へかなり ど係lj離してお 麿 石い

靡延びている。かな り、器面調整

り内阿する浅鉢。 は不明 は

ロ緑直下に指撫で

による凹みが廻る

10 ニー50lli ” 2. 7 1.5 平口唇で、口唇部 器面は内・外 脆 ” 荒等
内端は内向する。 面ともすべて 弱 いが

口唇部外端はレン 象lj離してざら
石多
英い
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挿図番号 出土地点
分類

法 砒 (cm)
形態の特徴 手法の特徴

備 考

p L. 番 号 層位 ロ径最大厚最小厚 焼成 色調 混和材

ズ状に肥厚し 、直 ざらしてい

下に指撫でによる る。

凹みを廻らす。か

なり内団する浅鉢

第15図11 シー59ill ” 2.4 J. 6 平 口唇で、口唇部 外面は指撫で ” ” 
II 

PL. 9 内端は内側へ延 による調整痕

び、外端は三角状 あり、内面は

に肥／耳する。口緑 剣離してざら

直下に幅広の指撫 ざ らし てい

で凹みを廻らすか る。

な り内~する浅鉢。

12 コー591V II 2.8 l. 5 平口唇で、口唇部 内面は象lj離し II 

＂ 
II 

内端は内側へかな て調整痕不

り延び、外端はレ 明。外面は指

ンズ状に肥厚。 ロ 撫でによ って

緑直下に指撫での やや滑らか。

凹みを廻らすかな

り内彎する浅鉢。

13 コーssm II 1. 8 1. 3 平口唇で、口唇部 外面は指撫で II 

＂ 荒や

内端は内向。口緑 調整により滑 いや

直下に指撫で凹み らか。内面は
石少

を廻らす内団の浅 凹凸 塁哀
鉢。 が

14 コー58ill A-II-a 1.8 !. 5 平口唇で内翌する 指撫で調整さ や 暗 荒が

浅鉢土器だが、ロ れてやや滑ら 斎
褐 い少

緑直下に指撫で凹 かである。頸
色 石な

弱 塁~\
みを廻 らし、頸部 部の凹みに指

が表現されてい 頭痕があり、

る。 有紋の可能性

がある。

15 コー591V If 13.5 I. 6 l. 3 平口唇で内四する 内面は凹凸 II 赤 II 

浅鉢。口縁部が僅 が多く滑 ら 褐

かに外反。指撫で かでない。外 色

凹みによ って有頸 面には製作
を示す。 時の指圧痕

が縦に 2本
あり 。頸部の
凹みに 2つ
の指頭痕が

あり、有紋の
可能性。

16 コー591V II 21. 2 1.4 1. 3 平口唇で内団する 外面は指撫 脆 II 荒が
浅鉢、 口緑部が僅 で調整によ 弱 いや

かに外反。頸部は ってやや滑 石ゃ

幅広の指撫で凹 らか。内面は 靡？
み。口 唇外端は雑 剣離。

な面取 り。

17 シ-58II II 21. 0 2.6 1.8 平口唇で内翌する 内面には製 や II 荒が
浅鉢。口 緑部が僅 作時の指圧 虐

いや

かに外反。 口緑直 痕 が見 られ 石ゃ

下に指撫でによる る。内面とロ 弱 英少

凹みを廻 らし、頸 唇は指撫で
等な

部 を示 している 。調整されて
vヽ
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挿固番号 出土地点
分類

法 1il:(cm) 
形態の特徴 手法の特徴

備 考
p L. 番号 陪位

ロ径最大H最小肛 焼成 色謁l混和材

かなり厚手の土器 いるが外面
は凹凸が多
レヽ。

第16図18 サー59m A-II-a 1.8 1.6 平口唇で内刃する 外面は指撫 や 麿 荒がPL. 10 浅鉢だが 、口緑部 で調整 され 虐 いや
だけ僅かに外反。 てやや滑 ら 色 唸ロ緑直下に指撫で か。内面は凹 弱

靡なの凹みが廻り 、有 凸が多く、逍
頸となる 整痕なし

vヽ

19 サー58Ill II 2. l 1.5 平口唇で内円する 外面は指撫 II 暗 荒が
浅鉢。口絃部が僅 で講整で滑 褐 いや
かに外反。指撫で らか。内面に 色

石:
の凹みで類部を示 は濁整時に ぶす。 テンパーが

引きづられ
て条痕が残
っている。

20 サー59D ” 18.0 2.0 1. 4 平口柑で内密する 外面には指 ” 赤 荒や
浅鉢。口舷部は外 撫で濁整痕 褐 謬反し 、頚部の指撫 が縦位に数 色
で凹みは生々しい 本みられる。 酔が途切れたりして 内面は荒い

がいる。把手は一対 条痕が横位
と考えられる。把 に走ってい
手の根元も先端部 る。内外面と
も円形状で突出が もやや滑ら
長い。把手は上向 か。
きに付く 。胴径23
cm器高約 l6 cm。

21 シー59ill A-II心 9. 8 I. 7 I. I 平口唇で内団する 外面は指撫 ” II 荒が
浅鉢形だが、頸部 で調整で滑 い少
が明瞭で、口緑部 らかに仕上 石な
は外反し、府部で げられてい 尉‘急に厚くなり大き る。内面は荒
＜殴曲する。口緑 い条痕が饉
部からM部までは かに残 って
壺的な器形。 いる。

22 コー591V II 12.0 1.8 1.1 大きさや頚部の凹 外面は指撫で 悶
II 荒が

みが浅いなど若干 濁整でやや滑 い多

の差異はあるが、 らかに仕上げ 石い

ほとんど第16図21 られている。 塁
に同じ。 内面はほとん

ど剣離して調
整痕不明

第17図23 シー59ll A-11-c 約12.0 1. 9 0.9 '¥ 口唇で内団する 外面は製作時 や 暗 荒がPL. 11 
浅鉢形と考えられ の指圧痕がい や 褐 いや

る。口緑部は薄く くつもあって 脆 色
石:

胴部へかなり厚く 凹凸。内面は
弱

蓋vヽ
なる器形 平担に仕上げ

られているが

調整痕は見ら
れない。

24 コー59田 ” 約15.0 2. 1 0.9 平口唇で内＂ する 外面は指撫で ” 
II II 

浅鉢形と考えられ によってやや
る。口緑部は湖＜ 滑らかに調整
胴部へかなり厄＜ されている。
なる器形。口径は 内面は剣離。
約15cmだが、胴径
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挿図番号 出土地点
分類

法塁 (cm)
形態の特徴 手 法の特徴

備 考

p L. 番号 層位 ロ径最大厄最小厚 焼成 色調 混和材

は約20cmと脹ら

む。なお裔さは約

12.5cmと考えられ

る。

第17図25 サー58II II 1. 7 0.9 平口唇で内四する 外面には製作 II ” 荒が

PL. 11 浅鉢形で、口緑部 時の指圧痕が いや

が外反する。 見 られる。内 唸
面には条痕が 恥
僅かに残って レヽ
いる。

26 II II 1.8 0.8 平口唇で内団する 口唇部は滑ら II 赤 荒が

浅鉢形だが、口緑 かに指撫で調 褐 いや

部が僅かに外反す 整されてい
色

石:

る。 る。外面は指 塁レヽ
圧痕があって

凹凸。内面に

は荒い条痕が

斜めに走って

いる。

27 サー59ill ＂ 1.5 o. 7 かなり幅狭の平ロ 頸部に指圧痕 II 暗 荒少

唇で内翌する浅鉢 が見られる 褐 いな

形。口緑部が僅か が、外面は指
色 石い

に外反 し、胴部へ 撫で調整でや 靡

かなり厚くなって や滑らか。内 が

いる。 面に荒い条痕

が僅かに残っ

ている。

28 カー66ID ” 1. 7 0.8 II ” 内・外面とも ” 赤 荒が

剣離してお 褐 い多

り、器面調整
色 石い

については不 塁
明．

29 コー59ill // 19.5 2.0 0.8 平口唇で内殴する 把手は貼付さ 脆 ” ” 
浅鉢形。口緑部が れ、その周辺 弱

僅かに外反 し、頸 は指撫で調整

部は幅狭の凹みが されている。

廻 っている 。口緑 内面には荒い

部から把手まで残 条痕が斜めに

っており、把手の 走っている。

位屈や煩きのわか

る数少ない預料。

把手は根元が横楕

円形状で、先端付

近が円形状の上向

き把手。

第18図30 コー59ill A-II-d 17.8 l. 6 1.4 平口唇で口緑部は 口唇部と頸部 や 暗 荒が

PL.12 外反し、僅かに三 は指撫で調整 や 褐 いや

角形状に肥厚する されて滑ら
脆 色 石虚
弱

靡な内彎の浅鉢形。短 か。内面は剣

頸ではあるが、頸 離しているが vヽ

部を有する。 指圧痕が残っ

ている。
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挿図番 号 出土地点
分類

法且 (cm)
形態の特徴 手法の特徴

備 考
p L. 番号 防位

ロ径最大厚最小厚 焼成 色調 混和材

第18図31 シー58II A-11-d 22.0 2.3 I. 4 平口唇で、口緑部 外面は器面調
喜 赤 荒がPL. 12 

は僅かに外反 し、整が雑で指圧 麿
い多

：：：：角形状に肥mす 痕などで凹凸
石い

る内彎形の浅鉢。 している。内 塁
ロ緑部下約3cmに 面は泉IJ離して
肥11].部分があり 、いる。

貼付痕があること

から肥手の付け根

と考えられる。

32 カー65ll ” 25.0 1.4 1.3 平口唇で、 口緑部 内外面とも魚I] II II II 

は僅かに外反し 、離してざらざ
三角形状に肥厚す らしている。
る内門形の浅鉢。

33 サーssm ” 24.8 2. 111 1.8 斗口唇で、口緑部 外面は指撫で II 

悶
II 

は外反 し、僅かに 調整されてや

三角形状に肥＂す や滑らかであ
色

る内彎形の浅鉢。 る。内面は剣

ロ緑部で肥/'Jして 離してざらざ

ない部分もあり 、らしている。

製作の粗雑さを感

じる。

34 オー65Il ” 1. 6 1.4 平 口唇で、口緑部 内・外面とも II 

悶 ＂ は外反 し｀僅かに 係lj離にざらざ

三角形状に肥肛す らしている。 色

る内翌形の浅鉢。

35 サーssm II I. 5 I. 4 ” ” 口唇音IIから頸 II 

闊 II 

部は指撫で調

整で滑らかに 色

仕上げられて

いる。内面剣

離

36 サー58n II 1. 5 1. 3 平口唇で、口緑部 口唇部から頸 や II 荒が
は外反 し、口緑外 部は指撫で調 : い少

石な
端が僅かに三角形 整で滑らかに 弱

塁い状に肥厚する内彎 仕上げられて

形の浅鉢 いる。内面剣

離

37 コー58ID II 1. 7 1.5 II II 口唇部から頸
喜 ＂ 荒が

部は指撫で調 い多
石い

整でやや滑ら

はか。内面は小

さな凹凸が多

い。調整痕不

明

38 シー58II II 1. 3 1.1 II II 口唇部剣離。 や ， 荒が
頸部は指撫で

贔弱
いや

でやや滑ら 石:

か。内面には ；い

頸部が厚く胴部へ 荒い条痕が横

薄くなっている。 位にみられ

る。
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挿図番号 出士地点 分類
法且 (cm)

形態の特徴 手法の特徴
備 考

PL. 番号 層位 ロ径最大厚撮小厚 焼成 色調 混和材

第18図39 シ-58II II 1.5 1.3 II II ロ緑部は指撫 II II I/ 

PL.12 で調整で滑ら

かに仕上げら

れている。ロ

唇部と内面は

剣離してい

る。

第19図40 サー58ill II 2.0 1.3 平口唇で、口緑部 外面は指撫で ” 暗 荒が

PL.13 は僅かに外反し、 調整で滑らか 褐 いや

台形状に肥厚する に仕上げられ
色 石虚

内彎形の浅鉢。肥 ている。内面 塁な

厚部は三角形状肥 には荒い条痕
レヽ

原の角を面取りし が斜めに走っ

て台形状にしてあ ている。

る。

41 サーssm ＂ 
1.4 l. 3 平口唇で、口緑部 外面は指撫で ＂ 赤 荒が

は僅かに外反し、 調整でやや滑 褐 いや

三角形状の肥厚も らか。内面は
色 石；

弱い内珂形の浅 荒い条痕が斜

｀ 
鉢。 めに走ってい

るのが少し残

っている。

42 シー58II II 1.4 I. 2 II II 頸部は指撫で II II ” 
調整で滑らか

に仕上げられ

ている。口唇

部から内面は

剣離

43 シー59n II 1.8 J. 6 平口唇で、口縁部 頸部には梨作 脆 暗 荒が

は僅かに外反し、時の指圧痕が 弱 褐 い多
色 石い

三角形状の肥厚も 縦位に見られ 英

弱い内想 形の浅 る。口唇部は 等

鉢。 滑らかで、内

面は象I]離。

44 サーssm II 1. 4 1.2 平 口唇で、口緑部 口唇部から頸 や 赤 荒や

は僅かに外反し、部は指撫で調 贔
褐 いや
色 石少

三角形状に肥厚す 整で滑らかに 弱 英な

る内彎形の浅鉢。仕上げられて 等い

頸部が明瞭であ いる。内面は
が

る。 指圧痕が見ら

れる

45 サーssn ” 1. 9 I. 2 平口唇で、口縁部 口唇部から頸 II 暗 II 

は外反し、僅かに 部は指撫でで 褐

三角形状に肥厚す やや滑らか。
色

る内翌形の浅鉢。 頸部直下に指

頸部が明瞭であ 圧痕が斜めに

る。 見 られる。内

-33-



挿図番号 出土地点
分類

法屈 (cm)
形態の特徴 手法の特徴

備 考
p L. 番号 @位 口径最大原最小Jr;. 焼成 色調 混和材

面は剣離。

第19図46 カー67ill A-ll-d 2.2 1. 7 平口唇で、口緑部 口唇部から頸 や 暗 喜？PL. 13 
は外反し、三角形 部までは指撫 や 褐

喜 色 ! に肥厚する内阿形 でによってや

の浅鉢。頸部がや や滑らかに仕

や長く明瞭。 上げられてい

る。内面桑lj離。

47 サーssn A-ill l. 7 1.5 ロ緑部が内彎も外 外面は指撫で II 

” 荒や
反もしない直口の によってやや 謬
内殴形浅鉢。僅か 滑らかに仕上

酔に内彎気味で 1類 げられてい

土器の退化 したよ る。内面はや
が

うな器形。 や細かい条痕

が横位に走

る。

48 サー58ill ” 1.6 I. 2 ロ緑先端が丸味を 内・外面とも 脆 II 荒が
もつ直口の内彎形 俵lj離してざら 弱 いや

浅鉢。 ざらしてい 石:

る。 ぶ
49 サ-ssm II I. 6 1.0 ＂ 

II 外面は指撫で や ＂ 荒や

調整でやや滑 虐 認
らか。内面は 弱 ぶ｛荒い石英等が

動いて条痕を
が

描いているの

が見られる。

50 表採 II 1. 6 l. 2 ロ緑先端が丸味を 内・外面とも II II 荒が

もつ直口の内殴形 指撫で調整さ い多
石い

浅鉢。 れてやや滑ら
塁かに仕上げら

れている。

51 シー58II II l. 6 I. 3 ” II 内外面とも剣 ” 
m 

荒が

離して 、器面 い少
石な

調整について 尉は不明

第20固52 サー58-IIl B-1 -b 1.1 0.8 ロ緑部先端が内向 外面は指撫で II 暗 II 

PL.14 
する内彎形の浅 調整で滑らか 麿
鉢。口緑部直下に に仕上げられ

指撫でによる凹み ている。内面

を廻らし、頸部状 は斜めにテン

を呈する。 パーの動いた

ロ緑部から胴部へ 痕が残ってい

薄くなっていく。 る。
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挿図番号 出土地点
分類

法贔 (cm)
形態の特徴 手法の特徴

備 考

p L. 番号 層位 ロ径最大厚最小厚 焼成 色調 混和材

第20図53 コ-58N II 9.3 0.9 0.6 II II 外面は指撫で II II ” 
PL.14 調整でやや滑

ロ緑部から胴部へ らか。内面は

僅かに厚くなって 小さな凹凸が

vヽく。 多く、調整痕

は見られな

い。

54 シ-59ffi B-11-a 1. 1 0.8 平口唇で、口緑部 外面は指撫で " II 荒が

が僅かに外反する 調整で滑ら
いや

内珂形の浅鉢。ロ か。内面は象lj 羹:
緑直下に指撫でに 離して調整痕

等い

よる凹みを廻らし 不明

頸部をつくってい

る。

55 コー58ill B-11-d 1. 1 1.0 乎口唇で、口緑部 ” ” II 

＂ ” 
が外反する内既形

の浅鉢。頸部がか

なり明瞭になって

いる。

56 コー59ill II 1.0 0.8 II II 外面は指撫で II ” 荒が

調整でやや滑
い少
石な

らか。内面は 英い

小さな凹凸が
等

多いが調整痕

は見られな

vヽ。

＇ 
57 シー59ill II 1.0 o. 7 平口唇で、口緑部 外面は指撫で // II 荒が

が外反する内苅形 調整でやや滑 いや

の浅鉢。頸部がか らか。内面は 石:

なり明瞭になって 象IJ離。 ぷ、

いる。

58 コー58II ” 1.2 1.0 ” ＂ 外面は指撫で /I 赤 II 

調整でやや滑 褐

らか。頸部に
色

一つの指頭痕

が見られる

が 、紋様では

ないと思われ

る。内面は象IJ

離。

59 シー58II II 1.1 0.6 /I ” 口唇部は条lj II 暗 II 

離。頸部は指 褐

撫で調整でや
色

や滑らか。内

面は荒い条痕
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挿図番り 出上地点
分 類

法始 (cm)
形態の特徴 手法の特徴

備 考
PL・番号 !Mt立 ロ 径最大)'/敵小1に}_ 焼成 色調 混和材

が横位に見ら

れる。

第20図60 カー64U B-ll-d 0.9 0. 7 平口唇で、口緑部 外面は指撫で や 暗 荒が
PL. 14 

が外反する内彎形 調整で滑ら や 憬 いや

の浅鉢。頸部がか か。内面は条!J 麿 色 石:
なり明瞭になって 離。 塁~'
いる。頸部直下に

貼付の一部が残っ

ているが、それは

把手の一部と考え

られる。

61 サー59ill 8-ID 9.3 0 1 0.6 口唇部が丸味を呈 外面は指撫で II 

鷹 荒や
し、口縁部は内殴 調整痕も残っ 謬色
も外反もしない。ているが、凹

酔内翌形の浅鉢。 凸が多い。内

面は細かい条 が

痕や、テ ン

パーの移動痕

などが横位に

走っている。

62 カー65III II 10 5 I. 2 0.9 II II 内 ・外面 とも II 

” II 

泰IJ離して調整

痕不明。

第21図63 コー58ll A 5.8 I. 3 今回険出された把 貼付部分や把 II 

” 荒が
PL. 15 

手で最大の把手。手面に製作時 いや

把手の先端ではほ の指圧痕が見 石:
ぽ円形だが、貼付 られる。内面 塁~\
部分では横長の楕 にも指圧痕あ

円形状を呈する。 り。

63 サー5811 A 5.4 1. 3 貼付部分は横楕fT] 貼付部分に製 II 暗 荒や
形状で、先端部は 作時の指圧痕 褐 謬色
ほぽ円形状を呈す が残 っ てい

塁~'る上向きの把手。 る。

第17図29と同タイ が

プであり、 II類C
の把手と考え られ

る。

64 コ-59IV 4.5 II II 貼付部分に製 II 

麿
II 

作時の指庄痕

が見られる 。
色

把手部分は指

撫ででやや滑

らか。

65 表採 3.5 把手の先端付近 貼付部分に梨
聾

II 

” 
も、貼付部分もほ 作時の指圧痕

ぽ円形状を呈す が見られる 。

る。小型の把手で、 内面欠捐で器
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挿図番 号 出土地点
分 類

法旦 (cm)
形態の特徴 手法の特徴

備 考

p L・ 番 号 層位 ロ 径撮大厚撮小厚 焼成 色調 混和材

B群に屈する叶能 墜11-不明。

性が強い。

第21図67 表採 3. I If II 貼付部分に製 ” 
II II 

PL.15 作時の指圧痕

が廻ってい

る。

68 コ-59III 3.0 把手 の 先 端 付 近 II II や ” 荒ほ

も、貼付部分もほ
や いと
脆 石ん

ぽ円形状。根元径 弱 認に比して突出の長

い小嬰把手。
がい

第22図69 サ-59ID A 4.4 1. 2 把手 の 先 端 付 近 外面は滑らか ” ” 拭や

PL.16 も、貼付部分もほ に指撫で淵整 謬
ぽ円形状を 呈す されて、製作 英い

る。根元径に比し 時の指圧痕も 等

て突出の短い把手 見えない。内
が

で、かなり上向き 面剃離。

と考えられる。

70 サ — 59III II 4.0 把手の先端付近も 貼付部分から II II II 

貼付部分もほぽ円 突出部分にか

形状を旦する。根 けて梨作時の

元径に比して突出 指圧痕が見ら

の長い把手で、か れる。

なり上向きであ

る。第16図20と同

タイプで1]類 aに

付く把手と考えら

れる。

71 表採 JI 3. 1 1. 7 把手の先端付近も 貼付部分に製 ” 暗 荒が

貼付部分も、やや 作時の指圧痕
褐 いや
色 羹:縦長の楕円形状を が残ってい

呈する。根元径に る。
等い

比して突出の短い

把手。

72 コー59ID 2.7 l. 2 突出の短い横長の 横長把手の下 ” 赤 荒や

把手として図示し の貼付付近に
褐 認色

たが、縦長になる 2本の指撫で 英な

可能性もある。 痕が走ってい
等い
が

る。

73 カー64II B 2. 7 0.9 把手の先端付近で 貼付部分に製 II 暗 ” 
はほぽ円形状を呈 作時の指圧痕

褐
色

しているが、貼付 が見られる。

部分ではやや縦長 内面の調整痕

の楕円形状を呈す 不明

-37-



挿図番号 出土地点
分類

法品 (cm)
形態の特徴 手法の特徴

備 考
p L. 番号 附位 ロ径巌大厚似小厚 焼成 色調 混和材

る。かなり上向き

の把手。

第22図74 シー58IJ B 3. I 0.9 突出の短い横長の 内 ・外面とも や 麿 荒が
PL. 16 

把手と考えられ 調整痕が残っ
貪弱

いや
色

石；る。図上復元する てない。把手
塁ぃと胴径が約15cmの 先端部条lj離

内齊形浅鉢の把手

部分となる。

第23図75 カー66II A 2. 7 I. 7 底部から胴部へ緩 調整痕なし II 

” II 

PL.17 
やかに立ち上がっ

ていく平底であ

る。

76 カー65ill ＂ 2.5 1.6 底部から胴部への 外面剥離。内 喜 ” 荒が

立ち上がりがやや 面に荒い条痕 い多
石い

急である。 が僅かに見ら

塁れる。

77 コー58ill II 2.2 2.0 底部から胴部への 外面やや滑ら や II 荒や

立ち上がりが緩や か。内面にや
虐弱 謬

か。 や細かい条痕

芹が横位に走っ

ている。

78 オー65II JI 2.5 1.1 底部から胴部への 内 ・外面とも II 

! 荒が

立ち上がりがやや 剣離 い少
石な

急である。底部か
塁Vヽ

ら胴部へ急に薄く

なっている。

79 シー59ill ” 2.8 l. 9 底部から胴部への 外面に指圧痕 II II II 

立ち上がりがやや が見られる。

急である。 内・外面とも

調整痕不明

80 二-50III ” 2.2 2.0 底部から胴部への 内・外面とも ｝｝ II 

＂ 
立ち上がりがかな 倒離

り急である

81 サー59ill II 2.2 1.5 底部から胴部への 内 ・外面とも ” II 荒が

立ち上がりがやや 調整痕が確認
いや

唸
急である。 できない。

塁な
vヽ
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挿図番号 出土地点
分類

法位 (cm)
形態の特徴 手法の特徴

備 考

p L. 番号 陪位 口 径最大1厚最小厚 焼成 色調 混和材

第23図82 コー591V II 2.6 2.0 底部から胴部への 外面に指撫で II II 荒や

PL.17 いや
立ち上がりがかな 痕が横位に残 石多

英い
り急である。 っている。内 等

カゞ

面剣離

83 シー59ill ” 3.2 2.6 ” II 内・外面とも II 

＂ 
荒や
し>や

調整痕が確認 石少
英な

できない。 等い
カゞ

84 サー58ID B 1. 7 I 2 ” ” 内・外面とも
履

暗
荒や
いや

剣離
褐 石多
色 英い

等
カ:

85 シー591D II 1.8 0.8 II ” II ” ゃ
鷹

II 

虐弱 色

86 サー58II A 1.5 1.3 内四形浅鉢の胴部 爪形が一つだ 脆 II II 

破片 け見られる
弱

が、紋様では

なく 、製作時

についたもの

と考えられる。

第 2節 石 器

石器は総数で207点が得られた。器種は石斧 ・石製利器 ・歴石・磨石の兼用品 ・凹石・石皿・

砥石 ・敲き石の8種である。他に用途不明として円盤状製品がある。石斧は次の様に分類した。

完成品 ・未製品 ・石核石器 ・転用品である。また、石器利器としたものについても分類を試み

た。尖頭器 ・盤状利器 ・石錐の三種である。石器の出土状況は第 5表に呈示した。個々の記述

は表化し、第20表に記した。

第 5表 石器出土状況

~ ’ 
石 斧

i 
石

i 晶 ! 靡
石 磨 月 凹 石 砥

i f'l 核 ~ 石 石 皿 石

i 石 品
の :t 

器 沿 綬

腐
表採 1 I 16 23 2 6 6 2 I 2 I I 62 

第 1層 2 ， 28 1 I 5 I 3 2 52 

第D層 l 14 17 3 3 I 4 l 3 47 

第m層 1 ， 19 6 2 4 I 3 45 

第JV層 I I 

zt 6 I 48 87 3 16 16 I 11 I 2 11 3 I 207 

（注）石斧荻損品の内、 石斧基部（頭部）の出土は表採 (2点）、第 1層 (3点）、沈1J附 (3点）｀第mi
(3点）で、合計II点が得られた。他は刃部破片である
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1、石斧

石斧は半磨製および局部磨製が主であり 、 磨製は少ないn ここでは刃部の整形で特に平

面形における刃縁の状態に注目し、以下の様な分類を試みた。

第 1群・・……刃縁が直刃タイプのものや直刃傾向のある円刃（刃縁の張り出しが弱いもの）

のものである（第24図 l~第25図16)。

第II群………刃縁が円刃をなすものをその典型とし、偏刃もその範疇に含めた（第 26図 17

～第 29固41)。

第III群………刃縁の幡が I• II群より狭い傾向にあり、刃縁は II群の円刃よりも強く、張

り出すものが主である（第 29図 42~同図 48)。

．第IV群……••第III群よりも刃縁が強く、張り出し、刃は尖状となる（第 30 函 49~同図 51) 。

また、各群は刃部の幅で、以下の三タイプに区分した。

刃部の幅が 1.5 cm~2. 9 cmを小型とした。

刃部の幅が 3.0 cm~4 . 9 cmを中型とした。

刃部の幅が 5.0 cm~6. 9 cmを大型とした。

以上の分類を集約したのが第 6表である。

第 6表 石斧刃部平面形と刃部の幅

刃部の平模式面形図 1群 n群

l___) ~ 
刃部の幅(cm) 完成品 破捐品 完成品 破損品

10~19 1 (1) 1 (1) 1 1 (2) 
4ヽ

20~29 3 4 (2) 5 1 

30~39 8 (2) 4 (3) 2 (1) 
中

40~49 6 (1) 6 (4) 

50~59 1 1 3 (1) 
大

60~69 3 (1) 1 (1) 

13 (3) 5 (3) 20 (5) 14 (9) 
計

18 (6) 34 (14) 

m群 IV群

＼ノ ・v H 

完成品 破捐品 完成品 破損品 完成品 破損品

4 7 (l) 2 6 (1) 11 (4) 

3 3 1 11 9 (2) 

12 (5) 2 (1) 

6 (1) 6 (1) 6 (4) 

2 3 (1) 

3 (1) 1 (1) 

7 10 (1) 3 40 (8) 32 (13) 

17 (11) 3 72 (21) 

注（ ）内は、刃部が破損するもので、推定復元を試みたものである。両頭刃の石斧は破損した刃を除い
て完全に残る部位を計測した。刃部平面形は模式図である。

本貝塚出土の石斧で、両刃は 11点のみ得られた。他は片刃が圧倒的に多く、出土した（片刃

的両刃に分類した）。石斧の計測方法は基部から刃縁を長さとし、刃部の幅をもって幅とした。

厚さは基部の中央部を計測した。

石斧は他に群に区分し 、 次の表を作成した。出土表 ・ 長さ ・ 横断面 • 平面形 ・ 刃部の正面形 ・

刃部の縦断面 ・重拭である（第 7表～第 19表）。
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その他に表中の模式図等を概説すると第 8・9表は刃部側面形態で、イとしたものは両刃、

ロ ・ハは片刃である。第10・11表は刃部正面形態を図化したものである。アは直線的なタイプ

である。イ ・ウの両者は弧状のタイプである。便宜的に前者イを正の弧状、後者ウを負の弧状

とした。第12・13表と第14・15表は横断面 ・平面形を略図化したものである。第17~19表は石

斧の長さ ・重旦 ・刃部の厚さを示したものである。いずれも各群を分類する上で、必要な条件

として考えた。以下、群別にその特徴を概説するが、刃部のみの破片も含めた。

(1) 第 1群（第24図 l~第25図16)

第 I群は総数で24点が褐られた。内16点を図示した。第 1群は小型のものが多く、中型、大

型の順に減少する傾向にある。刃部は小型～大型とも片刃が主流となり、両刃は口型で一例の

み得られた。石斧の長さは小型が 7cm~ 8 cm、中型は 7cm~12cmの範囲内に含まれる。大型の

ものは 1点のみ得られた為、平均的なサイズは保留した。刃の厚さは小型が0.6cm~1. 9cm、中

型は1.Ocm~ 1. 9cmが平均的なものである。重絨の面からは小型が50g~99g、中型は50g~249g 

が平均的なものかとみられる。

(2) 第II群（第26図17~第29図41)

第II群は各群の中で、最も多いものである。点数は48点を数える。この内25点を図示した。

この第II群の中でも、特に中型が多い。これに次ぐものは大型 ・小型である。刃部は小型～大

型とも片刃に優位性がみられる。両刃は少虹ではあるが各タイプに共通して認められた。石斧

の長さは小型では不明瞭である。中型は 7cm~l3.9cmが平均的な範囲とみられる。大型の大半

は破損するが、平均的な長さは14cm前後が推定される。重址の面から小型は第 I群のものと同

様に50g~99gが考えられる。中型も第 I群とほぽ近い範囲が考慮される。大型のものは開き

が極端に大きい(200g~699g)為、その範囲は限定できない。刃の厚さはlcm~2.9cmのものが多い。

(3) 第III群（第29図42~同図48)

この第Ill群は国分直ー氏によって命名された「有稜石器」 ・「割竹型石器」（註 1) と称されて

いるグループに属するものが主流である。位的に第II群に次いで多く出土した。総数は28点である。

この中で特異な例として44が考えられた。 44は稜部を調整剥離によって形成し、稜を意識し

た感じを受けるものである。この第III群は小型のものに限定される。また、刃部は片刃のみに

限定される点などが、第III群の特徴として捉えることが可能かと考えられる。石斧の長さや重

黛もある程度、限られている。長さは 7cm~lOcm、重鉱が15g~150 gの範囲内で収まる。刃

の厚さは 1cm~l.9cmのものが多い様である。

(4) 第N群（第30図49~51)

本群の中には、第III群の「有稜石器」に近似する例もあるが、これらは刃部の形態（刃の平

面形態など）から分類が可能であった為、本群に含めた。砿的には最も少なく、 3点のみ得ら

れた。このタイプも第III群と同様に小型のみで、片刃という点で共通する。石斧の長さや重試

は3点とも一部破損する。刃部の厚さは 1cm~ 1. 9crnのものが主体かと考えられる。
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2、石斧未製品（第30図52~55)

石斧未製品（製作途中）は 6点のみ得られた。いずれも、周辺を粗く打ち欠いた後に調整剥

離を施す。研磨を施す場合は、極めて小範囲に限られている。

3、石核石器（第30図56)

石核石器として取り扱ったものは一例のみである。この種のタイプは今回、初めて得られた

賓料である。東南アジアやフィリピンなどから出土するホアビニアン型に近似するものであろ

うか。なお、この石器については松沢亜生氏（奈良国立文化財研究所）の御教示を得た。

4、石斧転用品（第31図57~64)

この種のものはいずれも、刃を敲打によって渋す為、「敲き石」的な要素を持つ面で共通す

ふこの中で、57は細かい敲打で潰れ、滑面を呈する点で、他と異なる。

5、尖頭器（第32図65~68)

尖頭器としたものは 4点のみ得られた。 65・67の 2点は完形品である。 66・68は破損品であ

る。この中で両先端を鋭く、研磨を施す例は65のみである。刃を尖状に施す点で一致する。

6、竪状利器（第32図69~第33図72)

竪状利器として取り扱ったものは 4点である。いずれも尖端を竪状に刃を施したものである。

この中には72のように錐状（下端） ・竪状（上端）の両方の要素を備えるものもある。また、

石斧などの破片を利用したとみられるものもある。

7、石錐（第33図73~79)

石錐として考えられたものは 7点得られた。 76は石斧の第w群に近似するが刃部の形態（特

に石斧としての機能的側面を考慮した場合）などから外れる為、錐として取り扱った。 78・79

は石錐の胴部片とみられるものである。前述した尖頭器 ・竪状利器と石錐は広義の石製利器と

して、第 5表中に記した。

8、磨石（第34図80~第35図88)

磨石は12点が得られた。内11点は敲打を側面や端部に残すもので、磨石と敲き石との併用が

考えられる。敲打が認められないものとして82が掲げられる。

9、凹み石（第35図89) 凹み石は 1点のみ得られた。両面に 3~5mm程の浅い窪みを残す。

10、石皿（第35図90・91) 石皿は 2点のみ得られた。完形品は91の 1点である。

11、砥石（第36図92・93) 砥石はいずれも破損品で、 11点が得られた。比較的、大きいも

のを図示した。

12、敲き石（第36函94~96) 敲き石は 3点得られた。石斧破片を叩き石として転用された

と見られるものが一例ある。

13、円盤形石器（第36図97) 用途不明の石器で、剥片を利用したものである。
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第 7表 石斧群別の出土状況

~ 
I II 田 . V IV • 

l___) (___) ＼ 
小中大 ,Jヽ 中 大 ,Jヽ 中 大 ,Jヽ rp 大

表採 1 (3) 2 3 (21 6 (4) (2) 414) (1) 

第 I ~ 2 (1) 3 1 (1) I (2) 2(4) 

第 II~ l (1) 3 1 111) 4 (4) 3(2) I (1 I Ill 

第m府 l (3) 2 1 4(3) l (2) (21 11) 

第1V刷

5(8) 10 1 6 (4) ]5(13) 4 (6) 7 00 {3) 

~r 
16(8) 25 (23) 7 (II) (3) 

注．（）内は刃部の破片賓料。

第 8表 石斧群別の刃部側面形態

1群 n群 m群 IV群

群 l____.) ~ ノ ＼ ・v 
刃部
側面形態 小：中 ：大 小 ：中 ：大 小 ：中 ：大 小 ：中 i大

イ ・► ', I : ' I : 2 : l 

ロ ．~~ 2 : 1 : 2 : . 5 : 、 2 : 1 : 

ノ‘ :• I : 6 : 3 ! 6 : 2 3 : 1 : 

破損品 : 1 

3 : 8 : 6 j 13 j 4 5 i 2 : 

計
11 23 5 2 

注．模式図は典型的なものを図化した。また、明確なものを分類の対象とした。

第 9表 石斧刃部破片群別の側面形態

l群 n群 田群

群

に ~ ＼ 
Jr 

刃部
側面形態 小：中；大 小 ：，i, i大 小 ：中：大 小 ：中 ：大

イ :...- 2 : : I : : 3 : : 

ロ :-. 2 : I : 3 : I 3 i 3 : 1 

ノ‘
..~ 

5 : 1 : 9 : 3 10 : 16 i 9 i 3 

破損品 l : : l : l : I : 

s I 4 : 13 ; 4 11 : 23 ! 13 : 4 
,;~ 

8 21 II 40 

注． 模式図は典型的なものを模式的に図化した。また、明確なものを分類の対象とした
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Jt-

4ヽ 中 大

8 dO 814) (2) 

5(61 4 (2) 

3(4) 7 (4) 4 (21 

2(6) 6(3) I (2) 

18(26) 25(13) 5 (6) 

48 (45) 

~t 

小 ：中 i大

I : 3 : I 

7 : 6 : 

8 i 12 i 2 

: 1 

16 ! 21 ! 4 

41 



第10表 石斧群別の刃部正面形態

（群 II群 m群 IV群

群 l__.) ＼ 
刃部

正面形態 小： 中 I*

＼ 

小：中：大

＼／ 
, ・ 

， 

4ヽ ：中 大 ,jヽ

計

中 ：大

ァロ 2
 

3
 

大
:＇：い

9

9

9

-

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、

ヽ
'
,
.

ヽ

3
 

3
 

4
 

6
 

3
 

イロ 3
 

2
 

4
 

3
 

6
 

7
 

ウロ 4
 

2
 

5
 

3
 

7
 

4
 .. t-

: II : 3
 

4
 

12 i 18 i 3
 

IO 18 4
 

33 

注横式図は典型的なものを図化した。また、明確なものを分類の対象とした。

第11表 石斧刃部破片群別の正面形態

I群 ll群 m群

群

l.._―― 
＼ ＼ノ r

 

・↓

．．
 

＂ 

刃illl

正面形態 ,Jヽ h
L
 

••• 
大

''  
小 ：中 ：大 4ヽ ：中 大 4ヽ 中 大

ァロ 3
 

3
 

6
 

7
 

6
 

イロ 2
 

2
 ，
 

12 2
 

ウロ
5
 

4
 

7
 

4
 

_
 

・↓・

1"

10 I 19 : 7
 

4
 

5
 

15 10 30 

注．横式図は典型的なものを図化した。また、明確なものを分類の対象とした。
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第12表 石斧群別の横断面形態

1群 n群 m群 IV群

群
l__―/  ＼ ＼ ・v Jt 

撲闊式図

刃の 断面 小 ：中 ：大 小 I,, コ：大 小： 中 ：大 ,Jヽ： 中 i大 小； 中 ：大

1 

一
: I : 1 

2 

一
2 : 4 j : 2 : 2 : 6 ; 

3 ヽ 2 : 2 : 4 : 

4 ~ : l : 1 : I : I : 

5 ~ : I : 2 ; 1 : 3 ; I ; 

6 

一
2 : 4 : 2 : 4 : 4 : 

7 

一
: 1 : 3 : : 3 : 1 

8 ~ l : ：: ． : 1 1 : : 1 

， 

一
: I : : 1 : 

10 不定形 : 3 : l : 2 : I : 2 : 5 : 

II 級損 2 I 2 : 

3 ! 8 : l 6 : 13 I 2 7 : 3 I 19 I 21 I 3 

計

12 21 7 3 43 

注．横式図は簡略化したものである。

第13表 石斧破片群別の横断面形態

1群 ll群 田群

群

l__―/  ＼ ＼ 
叶

刃部の

横断面

撲式図 小： 中 ！大 小 i中 ：大 小： 中 ：大 小 '：' 中 ：'' 大

l 

一
: 1 : : l : 

2 

一 5 : 2 : 7 3 l : 8 : 7 : 3 

3 ~ 5 : 5 : 

4 Al 1 : 1 : 2 I 
5 ~ 3 I 3 : 

6 

一
: 2 : : 2 : 

7 

一
1 : I : 

8 .. ， 

一
1 1 : 

10 不定形 : 1 : : 1 : 

11 破損 2 : [ 2 [ 3 2 : 2 : 3 

8 : 3 : 13 : 6 II : 22 : 13 : 6 
,ir 

8 22 11 41 

注．撲式図は筒酪化 したものである。
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第14表 石斧群別の平面形態

＼ キ面形態

1群 n群 田群 IV群

L.___..) (__ノ ＼ ・v 
小 ：中 ：大 4ヽ： 中：大 小； 中 ：大 小 ；中 ：大

A. I 1 : 1 : : 1 2 : 
比1111形

•, 

＇ 
I 

B : 1 : 
細J~の比tltl形

C. 贔 : 3 : : 3 : 3 
バチ形

D. 

＇ 
: 3 : 1 l : 2 : 3 : 3 : 

逆バチfl

E. 小‘虻彬 2 i 2 ! 3 : l : 

3 : 8 : 1 3 : 9 : 3 6 : 3 : 

計

12 15 6 3 

注，模式図は典型的なものを図化した。 IV群は残存の形態から分類した。

第15表 石斧刃部破片群別の平面形態

ご、
I群 II群 m群

l___.) ~ ＼ 計

小 ：中：大 小 ：中 ：大 小 ：中：大 小：中 ：大

A ・短冊形 1 : 2 : 2 1 : 2 : 2 : 2 

B・ 細身の
， ； 

1 ． : 1 : 
短冊形 ： 

C・バチ形 1 ＇ : ， I i 1 i i 1 

D・ 逆パチ形 3 ! 3 ; 4 : 2 7 : 13 : 4 : 2 

E・不定形 : 5 : 2 : 2 : 5 : 

A・Bの不明 1 i i I 

A~Eの不明 3 : : 2 : 1 3 : 2 : 1 

8 : 4 : 13 : 6 11 : 23 : 13 : 6 

計

8 23 11 42 

注．模式図は第14表を参照されたい。
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計

小 ：中 ：大

3 : 2 I 

: 1 : 

: 6 : 3 

1 i s ! 1 

s i 3 i 

15 : 17 : 4 

36 



第16表 石斧群別の長さ

~ 
I群 11群 m群

V l___) ＼ ＼ 
H 

小 ：中 ：大 4ヽ ：中 ：大 ,Jヽ ：中：大 小 ：中 ：大 小：中：大

4. 0~4. 9 1 I 

5. 0~5 9 (ll! (1): 

6. 0~6. 9 (1): (2) (3): 

7. 0~7. 9 3 !3 ll)i (l)i I (1 I: 4 (21: 3(11 i 

8. 0~8. 9 12 5(2): 2 
I ＇ 

2 I 1(21: 

： 
9. 0~9. 9 1 : I 1 (1); I I Ill: 3(21: 2 

10. 0~10. 9 I l 1 : 1 (11! 1(1)! 2 

II 0~11. 9 : 1 : 1 I r1i 2 I o, 
： 

12. 0~12. 9 (1) 1 :2 1 2 : (1 I 

13. 0~13 9 : l : 1 : I !z ~l 

14. 0~14 9 (1) (1 I ． 

15, 0~15. 9 
： 

16. 0~16. 9 I Ill: I (11 ! Ill! (1) 

17. 0~17. 9 : l : 1 

4(11191111 11) 4 (2) j 12(3) I (3) 4 (3): 13): 1219) ! 2114) ! 1 (4) 

tr 
1313) 1718) 413) (3) 34 (17) 

注．（ ）内は残存瓜址。

第17表 石斧群別の刃部の厚さ比較

こ
（群 II群 m群 IV群

l___..) ＼ ＼ ＼／ .t-

小：中 ：大 小：中：大 小：中：大 小：中：大 小：中：大

0.6~0.9 (1}! I 1 2 1 4 (l)~ I 

； 

I. O~!. 9 4 : 6 (1) 4 : 7 (1): 2 2 12 : 13(2): 

2. 0~2. 9 : I : 1 1 :5 I 2(1) 3 4 !6 ! 3 ni 

3.0~3.9 : 1 :2 : 1 :3 : 1 
： ： ： ． ： ： 

4(1): 9(1): 1 6 : 14(11 I 3 n1 7 3 20(1): 23(2): 4 (1) 

H 
l 4 (2) 2 3 (2) 7 3 4 7 (4) 

注．（ ）内は残存部の厄さ。
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第18表 石斧群別の重茄比較

＼ •四( g ) " 

I D m IV 

l__―/  ＼ ＼ ＼／ Jt 

小 ：中 ：大 小 ：中 ：大 小 ：中 ：大 小 '： 中 '：大 小 ：中 ：大

15~49 l (I): (2) ! 1 (I) I tu! 2(sl I 
50~99 2(1) i I (3) i 1 (2)¥ 2(3)¥ 4 (2) ! 7 (5) i 3 (6)i 

100~149 : (1): :3 1 1 i 3 (1) i 

I l (l) i ¥2 
： 

: 3 (1): 150~199 

200~249 I r2l I 1 I 12) I Ill l : (4) ! (1) 
250~299 :2 

： 
;2 

300~349 : (l): ; (I) ~ 

350~399 I : l 
； ； 

400~449 

450~499 ; (1) : (1) ! 121 
500~549 

550~599 : (1): : (1): 

600~649 

650~699 I (ll ! Ill 

3 (2) : 2 (8) : (1) 2 (4): 9 (61: I (3) 6(1): (31: 11'10 :11 141: l (4) 
"t 

5 Iii) 12 13) 6(1) (3) 23(28) 

注 （ ）内は残{iili:址。

第19表 石斧刃部破片の群別の厚さ比較

I群 ＂群 m群

l..__―/  ．＼ ＼ 
.it 

小 ：中 ：大 小 ：中 ：大 小 ：中 ：大 小 ：、p : 大

o. 4~0.9 3 (l): 2(1): 1(1): 1 3 8 (2) i 1 (l l l 1 

1.0~1. 9 4 I ¥ 11 ] 3 (I) 7 12 : II : 3 (1) 

2. 0~2. 9 I I I 1 I I 

3.0~3.9 
： 

7 (1): 311): 12(1): S(l) II : 21(21: 12(1): 5 (1) 
,it 

7 (1) 20(3) II 38(4) 

注（ ） 内は残N部の/•I- さ 。
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第20表 石器観察一覧

長さ (cm)

言 群
挿図番号 幅 (II) 出土地点

主な特徴 石質
図版番号 厄さ (JJ) 出土附位

重址 (g)

I ,Jヽ 第24図 l (6. 0) サー59 素材は表面が自然面。裏面は剣離面。基部と刃部の

PL.ISのI 1. 4 第m層 大半を欠く。小型の槃形石器で，自然礫の薄い側面 斑

0.8 を利用したものである。平面形は逆バチ形を呈する。
レ
イ

19 研磨は表面の基部の一部に施す。裏面および側面は 岩

基端の一部と刃部に認められる。横断面は梯形を呈

する。半磨製石斧。

I ,Jヽ II 2 7. 7 コー59 表面の研磨は全体的に施すが、基部は徹底されてい

II 2 2. 7 第 1層 ない。刃部は丁寧に研磨を施す。側面の調整剣離ゃ

1.0 敲打痕は研磨で研ぎ潰したようである。裏面は基端 II 

61 近くと刃部に施す。平面形は逆パチに近い。横断面

は長方形状を呈し扁平である。半磨製石斧。

I ,Jヽ ” 3 7.2 カ-55 研磨は表面の刃部に集中し、基部に一部認められる

II 3 1.0 第 11層 程度である。側面は剣離調整を施した後に研磨を施 輝

1.0 す面である。他の側面は敲打痕を研ぎ磨く。裏面は 緑

28 表面よりも研磨が丁寧に施すが、剣離面までは消え
岩

切っていない。平面形は短冊形に近く、刃部と端部

で細まる。半磨製石斧。

雷
1小 ” 4 7.7 表採 側面に自然面が観察できる。研磨は端部と側面の大

” 4 2.4 部分を除いて施す。表面よりも裏面の研磨が丁寧で

I 1. 7 ある。側面は刃部近くに僅かに残存する。平面形は II 

59 短冊形に近い。横断面は平行四辺形状を呈する。比

雷製
較的研磨が丁寧に施された石斧といえる。

1小 II 5 9.5 シー58 研磨は基部の中央付近から刃部に施す。基部は雑で
石 斑

斧
II 5 2.8 第 1庖 あり、剣離面まで達していない。裏面も同様で、刃 レ

1 9 部の研磨が丁寧である。側面は敲打調整・研磨が認 イ

63 められる。研磨は刃部近くに集中する。平面形は短
右山

冊形に近い。横断面は扁平状を呈する。

1中 II 6 8.9 カー64 素材は表面が自然面、裏面は剣離面。研磨：ま表面が

ff 6 3.2 第 1層 基部中央付近から刃部へ施す。裏面は刃部を丁京に 輝

0.9 施す。他は剣離面である。側面は調整剣離の痕跡が 魯
52 顕著に観察でき、周緑は研磨や敲打が部分的に認め

られる。平面形はバチ形に近い。

1中 II 7 7.3 サー58 表面の研磨は刃部が丁寧で、基部は雑である。剥離

II 7 3. 1 第m層 面を残す。裏面は表面に比べ、研磨は丁寧である。 斑
1. 3 両側面の剣離調整痕 （研磨が不十分）は消え切って レ

61 いない。敲打は甚部上部から基端にかけて施してい
イ

るが、使用によって潰れて手馴れ様になっている。
岩

平面形はバチ形に近い。横断面は扁平円形を呈する。

1中 II 8 7.0 サー59 手頃な河原石を利用したものとみられる。両面の研

II 8 3.3 第 1層 磨は徹底せず、刃部のみが丁寧に仕上げる。両側面

l. 3 の研磨は刃部に集中し、他は敲打調整を施す。敲打 ” 
62 は潰れている。平面形は矮少な長方形状となってい

る。横断面は不定の平行四辺形状を呈する。
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長さ (cm)
器

群
挿図番号 幅 (//) 出土地点

主な特徴 石質種 図版番号 料さ (II) 出土府位
頂祉 (g)

［中 第25図 9 8.4 表採 表面に稜を有し、稜部と刃部に研磨を施す。いわゆ

PL.19の9 3.9 る有稜石器と称されるタイプの石斧である。本品は

1. 8 象lj片の稜部を生かした惑じを受ける。裏面の研磨は
斑

80 刃部から刃緑方向にきつく反らす様に刃をつけてい レ

る。基部の研磨は調整程度の軽いものである。両側 イ

及び甚端は敲打を主とする。研磨は刃部近くに施す。
岩

平面形はバチ形傾向を示す。横断面は扁平の三角形

状を呈する。

1中 II 10 7.8 シー58 研磨は両面の基部中央付近から刃部に施す。刃部の

II 10 3.8 第 1層 研磨は丁寧である。左側面は残存部の状況から研磨

I. 4 面の大半が欠失した後に破損面に敲打を加えて い
II 

100 る。右側面は研磨が比較的残る。基端は桑lj離面の緑

が潰れている。平面形は逆パチ形に近い。横断面は

扁平招円形状を呈する。

1中 II 11 9. l サ-59 手頃な河原石を利用したもので、雑な研磨を両面の

> ” l 1 3.2 第m府 基部に施す。刃部は丁寧である。両側は自然面を生

1.6 かし、若干の敲打を加え、刃部に研磨を施す。基部 ” 製 128 は敲打が投れ、手馴れ様の磨面が一部、観察される。

悶製
平面形は逆バチ形に近い、横断面は扁楕円形に近い。

1中 ” 12 11. 0 表採 比較的に研磨は丁寧に施されているタイプである。

i 磨 ” 12 3.5 両面、左側面に調整剣離面が観察される。右側面の

磨
l. 6 研磨は丁寧である。基端の敲打は潰れている。平面

165 形は短冊形を呈する。横断面は平行四辺形状に近い。
斧

1中 ” 13 10.8 サ・シ-59 両面 ・両側に研磨を施すが、研磨は徹底せず、自然 斑
II 13 3.6 アゼ第11層 面や泰I)離面を残す。敲打は基部上端と基端に施すが レ

2. l 顕著ではない。平面形は逆パチ形を呈する。横断面
イ
岩

222 は長方形状を呈する。

1中 II 14 13. 9 サ・シー59 表面の研磨は比較的よく施されているが、裏面は象IJ
II 14 3.3 アゼ第llR 離面まで達していない。左側面の大半は破損してい

3.0 るが、面の緑は潰れている。右側の基部上半に敲打
II 

247 を加え扶り込みを入れている。この敲打は研磨面を

潰した惑じで調整している。平面形は不定形状であ

る。横断面は扁楕円形に近い。

1中 ” 15 (16.2) サ・シー59 両面 ・両側の研磨は丁寧である。甚部を欠く、 両側

” 15 3.8 アゼ第II層 の基部上半に破損面がある。調整剥離面まで研磨は

” 1. 6 達していない。平面形は短冊形を呈する。横断面は

(330) 長方形状を呈する。

1大 ” 16 (12.9) サ ・シー59 両面および両側面の研磨は比較的丁寧である。右側

II 16 5.5 アゼ第 III(") 面の研磨は自然面や剥離面まで達していない。左側

2.4 も桑lj離が残存する。敲打は両側の基部上半と基端に

” (450) 施されている。刃部は使用によ ってかなり浜れてい

る。 平面形は隅丸の逆バチ形に近い。横断面は扁平

の長方形状に近い。
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長さ (cm)
器

群
挿図番号 幅 (II) 出土地点

主な特徴 石竹
種 図版番号 原さ (II) 出士陪位

直祉 (g)

11小 第26図17 9.3 表採 剣片の緑を粗く、打ち欠いて研磨を施して仕上げて

PL.20の17 2.9 いる。従って、平面形は歪曲した長方形状となる。

1.5 研磨は基部下半から刃部にかけて施す。側面の研磨
斑

69 は左側が基部中央付近から刃部にかけて施してい レ
る。敲打は基部上半に少し認められる。右側は刃部 イ

近くの剣離面の緑から施されている。基端は剣離の 岩

緑が敲打で潰されている。横断面は扁平の隅丸長方

形状を呈する。

II小 ＂ 18 9.3 コー58 節理面に対して縦割れした剣片の右側に調整桑I]離を
II 18 2.6 第 1層 加えている。剣離の緑は敲打や研磨を施す。表面の

I. I 基部中央に条lj離が残存する。両端は研磨を施し、刃

59 部を形成する「両端刃石器」 （国分直ー氏）である。 II 

裏面の研磨は表面よりも比較的丁寧である。平面形

は両端で刃が狭くなる隅丸長方形状に近い。横断面

は不定の三角形様を呈する。

n小 11 19 10.2 表採 本品も17と同様に剣離したものを利用したもので、

誓磨
II 19 2.9 右側に敲打調整 （袂り様の浅い凹面部分）を施した

1.8 後に研磨を加え仕上げている。表面の基端と基部中
II 

97 央付近は研磨が不徹底で剣離面が残る。基端は敲打
製 が認められない。 平面形はパチ形に近い。横断面は

半 不定の扁楕形状に近い。

I II小 II 20 12.4 サ ・シー59 表面は丸味を持たせた様な研磨（横断面が凸レンズ

（片刃） 11 20 2.9 アゼ第11層 状）を施す。裏面の大半は剣離面である。研磨は両

＇ 
2.2 側 ・刃部 ・基端近くに限られている。両側は研磨の II 

239 み認められる。甚端の剣離の緑は敲打で潰されてい

斧 る。平面形は逆バチ形を呈する。

II小 II 21 7.2 サー58 小型の剣離片（自然面を残す）を利用。自然面は基

（片刀） 11 21 I. 3 第田層 端面 ・右側面表面に残る。研磨は徹底しないが両面

1.0 の刃部は丁寧に仕上げる。左側は倒離や研磨が認め

” 28 られる。他の研磨は角の一部や基部上半に加える程

度である。平面形は逆パチ形に近い。 横断面は不定

の長方形状を呈する。

II小 II 22 4. 7 表採 小型の剣離片を利用したものである。表面の研磨は

（片刃） II 22 2.8 基部の右斜めの剣離と基端近くを除いて比較的良く

0.8 丁寧に施す。裏面は刃部と基端を主に施す。左側面

19 は研磨が良く残り刃部に細い倒離が認められる程度 II 

である。右側面は剣離が主で、研磨は刃部に施す。

平面形は不定の短冊形を呈す。横断面は扁平性が強

い長方形に近い。

II中 II 23 8.8 シー58 本品も前記した17と同様の「両端刃石器」に含まれ

II 23 3.2 第 1層 るものである。両面の研磨は比較的良好な部類に入

1.1 いる。左側の破損部を除く他は、主として敲打であ

60 る。研磨は刃部に限定されている。右側の甚端と刃 ” 
部の一部に研磨が残る。他は剣離の緑を敲打で潰し

ている。平面形は隅丸様のバチ形を呈する。横断面

は扁平の隅丸長方形状を呈する。

1中 II 24 8. 7 表採 手頃な河原石を利用したもので、主に両面の刃部と

II 24 4.8 両側に研磨を加えて仕上げている。他（甚端）は刹
” 2.3 離の緑に敲打を加えている。平面形はパチ形に近い。

125 横断面は凸レンズ状を呈する。
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長さ (cm)
器

群
挿図番号 幅 (II) 出土地点

主な特徴 石質種 図版番号 /'jさ (II) 出土)M(立
れ虻 (g)

II中 第27図25 12.2 表採 前記した17・22と同様の「両端刃石器」である。表

PL.21の25 4.7 面の研磨は調整剣離面まで達していない。研磨は丁

2.2 寧に施す。裏面も研磨が徹底せず、自然面や剣離面 斑

249 までは逹していない。左側面は刃部に研磨を施す。 レ

イ
他は調整剥離面や破損面の緑に敲打調整を施す。右 岩
側面の刃部（両端）に研磨を加える。他は調整剣離

の緑や面に敲打を加えている。平面形は短冊形に近

い。 横断面は扁楕円形に近い。

U中 II 26 9.6 表採 両面の研磨は基部中央付近から刃部に施す。他は調
II 26 4. 1 整剣離面や敲打が認められる。両側は、調整剣離の

2.2 緑や面に敲打を加える。左側の上半は敲打で、若干、 ” 
165 扶れ込む。基端も同様である。平面形はバチ形に近

い、 横断面は扁惰円形を呈する。

U中 II 27 8.6 コー58 表面の研磨は剥離面まで達する。裏面は表面よりも

II 27 3.8 第m屑 研磨がよく施す。両側の緑は敲打が没れ、滑めらか

1.6 になる箇所が主体である。両側には調整剣離が残る。 II 

103 平面形は隅丸の長方形を呈する。横断面は扁平な隅

丸三角形を呈する。

靡
11中 II 28 175 サ・シー59 両面の研磨は全体的に施すが、剣離面・自然面まで

II 28 3.9 アゼ第II附 は達していない。両側は研磨が主である。敲打は右
磨 3.9 側の俵LJ離面の緑に僅かに施す。基端も条lj離の緑（尖
穀 ” 575 状部分）に敲打を加え緑を潰したようである。平面

半 形は不定の逆バチ形。横断面は不定の菱形状を呈す

贋 る。

旦
11中 II 29 11. 6 サ ・シー59 両面の研磨はほぽ全体的に施すが、徹底されていな

II 29 3.9 アゼ第II層 い。両側の基部下半から刃部には研磨を施す。他（甚

i 石 2.4 部上半）は敲打調整で、浅い扶りを入れている。基
斧 250 端は剣離調整で生じた緑を敲打で潰している。平面

形は短冊形に近い。横断面は隅丸の長方形を呈する。

II中 II 30 8.8 表採 両面・ 両側 ・基端に調整の剣離を施している。刃部
斑

II 30 4. l への研磨は簡素に加えて仕上げている。製作がある レ

I. 9 程度簡略化した感じを受けさせる石斧で、典型的な イ

90 局部磨製石斧である。平面形はパチ形に近い。横断
右山

面は扁平な楕円形に近い。

II中 II 31 12.2 表採 表面と右側面の研磨は不徹底であるため自然面が消

II 31 4. 1 え切っていない。左面は研磨が主で、剣離面が残る。

2.6 基端は剣離面の緑部分を敲打で潰している。裏面は
JI 

281 使用によって象lj離したとみられる破損面と調整剣離

面が残る。他は研磨面である。平面形は短冊形を呈

する。横断面は隅丸の長方形に近い。

II中 11 32 10.6 カー66 手頃な河原石を素材として利用したものとみられ

11 32 3.3 第m層 る。両側 ・両面の基部中央付近に剣離調整が残り、

2.8 その緑を敲打で調整する。その他に両側は扶れを入

185 れている。基端も剣離面や緑を敲打で調整している。 II 

研磨は両面の刃部付近が丁寧に仕上げる。他は雑な

仕上げとなっている。平面形は隅丸の長方形状に近

い。横断面は扁平な三角形状を呈する。
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長さ (cm)

且 群
挿図番号 幅 (II) 出土地烈

主 な特徴 石竹
図版番号 1厚さ (II) 出土府（立

貨梵 (g)

n中 第28図33 13. 7 サー59 両面の研磨は条I]離面まで達していない。刃部の研磨

PL.22の33 4. 7 第 1I層 は丁寧である。両側は基部上半以下から刃部に研磨 斑

1.8 を施す。上半部から甚端は象lj離の緑を潰し、扶りが
レ
イ

230 入いって 「有肩」状となっている。基端は敲打調整 岩
が丁寧に施している。平面形は短冊形に近い。横断

面は長方形状に近い。

II中 II 34 8.8 サー58 両面の研磨は全体的に施すが象lj離面や自然面は消え

11 34 4.8 第II屑 切っていない。右側面の研磨は主とし、調整剣離面

I. 3 が認められる。左側面は刹離面や破損面の緑が磨耗

96 する。 刃部は研磨を施す。基端は破損面に研磨を施 II 

している。基端および基部上半の状況から刃部を形

成していた可能性があり、本品も「両端刃石器」で

あったようである。平面形は短冊形に近い。横断面

は不定形で、扁平の長方形状を呈する。

n中 II 35 7.6 コー58 両面は調整剥離を両側に残し研磨は甚端から刃部に

篇
11 35 3.6 第田囮 施す。刃部は刃が欠けたために研ぎ直している。両 輝

1. 5 側の大半は敲打で仕上けている。特に基部下半は敲 緑

I 72 打調整で、扶りを入れている。墓端は省I]れ面で、割 岩

れの凸部分を敲打で漬 している。 平面形は分銅状を

製贔
呈する。横断面は不定の扁楕円形に近い。

II中 11 36 (8.2) 表採 両面は研磨を全体的に施すが、調整条り離面や剰離面

＇ 
II 36 4.6 まで達していない。刃部の研磨は丁寧である。両側

1.6 面は調整剣離面の緑に敲打を加えている。右側の墓
” (lll) 部上半は敲打で扶れる。端部の敲打面は潰れ滑らか

斧 になっている。平面形は短冊形に近い。横断面は扁

平の楕円形に近い。

II大 II 37 11. 4 サ・シー59 研磨は両面の基部下半から刃部にかけて施してい

II 37 5.4 アゼ第1I層 る。他は調整剥離面などが認められる。両側は調整

2. 2 俵lj離の緑や面に敲打を加えている。基端は敲打が潰 II 

193 れ、滑らかになっている。 平面形はバチ形を呈する。

横断面は扁惰円形に近い。

II中 II 38 8.3 サー59 両面の研磨は調整剣離面まで達していない。両側は

11 38 3.2 第m層 敲打調整後に研磨を施す。基端は剣離面の緑を敲打 II 

1. 4 で潰している。平面形は隅丸の長方形状に近い。横

87 断面は扁平の長方形状に近い。

ll大 II 39 13.8 コー58 両面の研磨は主に刃部に集中し他の研磨は基部中央

II 39 6.2 第m層 ・基端に施されている。両面は調整剣離・条lj離面が

2.2 大部分を占める。左側面は研磨を施す。右側面は基

376 部下半から刃部に研磨を施す。基部上半から基端は II 

敲打調整を主とする。基端は敲打で仕上げる。平面

形はバチ形を呈する。横断面は隅丸の長方形状に近

レヽ。

II大 II 40 16.7 サー59 本品は32とセットで出土したものである。両面の研

II 40 6. l 第1I層 磨は比較的丁寧に仕上げるが、剣離面まで達してい

3.0 ない。両側に自然面をかなり残す。研磨は周緑部と II 

650 一部に施す。基端の破損面は新しく緑は鋭い。平面

形は短冊形を呈する。横断面は平行四辺形状に近い。
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長さ (cm)
器

群
挿図番号 幅 (II) 出土地•'.:\

主な特徴 石質種 図版番号 I'/. さ (II) 出土！竹位
頂品 (g)

ll大 第29図41 14. 7 サー58 両面は研磨が徹底せず、大半は桑lj離面を残す。両側
PL.23の41 6.0 第 Il層 は研磨を全体的に施す。両側の敲打は基端近くに施

5 2. 7 されている。基端は破損（剣離）面の緑に敲打が若
460 干認められる程度である。平面形はパチ形に近い。

横断面は長方形を呈する。

m小 II 42 9.6 表採 「割竹型石器」（国分直ー氏）と称されるタイプに
11 42 1.2 属するとみられる石斧である。表面および両側は比

2.0 較的に丁寧な研磨を施す。裏面は平担に仕上げる。

130 基端近くに調整象lj離が両側にみられる。他は研磨を II 

施すが、表面よりも雑である。基端は敲打で潰され、

滑らかになっている。平面形は逆バチ形に近い。横

断面は半円形状に近い。

m小 II 43 7.3 表採 上記40のタイプに近い石斧である。表面の研磨は刃
II 43 1. 9 部が丁寧である。他は雑な研磨で剥離面まで達して

1.6 いない。裏面も、象lj離などに達していないが、全体

” 49 として平坦面となっている。敲打は基端に施され、

滑らかになる。平面形は短冊形を呈し、横断面が半

円形状となる。

半 m小 II 44 9.2 ヌー50 剣離片を利用したもので、細かい調整条I]離を施した

旦 II 44 2.8 第 1府 後に刃部へ研磨を加えた石斧である。「有稜石器」
1. 4 に属する。左側面および基端は剣離の緑を軽く敲打

II 局 62 で潰したとみられる。右側は敲打が顕著に残る。平
部

面形は短冊形に近い。横断面は扁平な半円形状を呈

I する。

I 
田小 11 45 8.3 表採 自然礫の稜部を利用した「有稜」の石斧である。表

II 45 2.9 面の研磨は基部と稜部の刃部に施すが、調整条lj離面
石 2.8 や剥離までは達していない。裏面の研磨は刃部へ集

” 斧 99 中的に施す。敲打は基部の緑沿いに施されている。

基端は敲打で仕上げる。平面形は逆パチ形に近い。

横断面は三角形状を呈する。

m小 II 46 8.9 表採 上記、 44と同ータイプの 「有稜石器」と称されるも
II 46 2.0 のに属する石斧である。研磨は両面の刃部に集中し、

2.3 限定される。左側は自然面を利用する。右側は剣離

69 面と調整剣離が見られる。従って、稜部は敲打で潰

された惑じとなっている。裏面の両緑部は一部が剥 ” 離面を残す。他は敲打で潰されている。基端は自然

面が大半を占め、緑部や剣離面に敲打を施す。平面

形は細身で短冊様となる。横断面は三角形状を呈す

る。

m小 II 47 10.6 シー58 自然礫の端を打ち欠いて仕上げた石斧である。表面
II 47 2.0 第 Il府 の研磨は部分的に施すが、比較的、良い。また、研

0.8 磨は、自然面ゃ剣離面まで達していない。裏面は条lj

78 離面が若干残り、研磨は中央付近から刃部に施され II 

ている。基端の緑は敲打で潰れ、滑らかである。平

面形は逆バチ形を呈する。横断面は扁平な半円形に

近い。

田小 II 48 5. 7 コー59 両面の研磨は基部中央付近から刃部に施される。両
結

11 48 1.0 埋め土 側は泰IJ離調整を加える。両側の敲打は潰れ滑らかに 晶
0.9 なる。基端は剥離面で、その緑を敲打で潰す。平面

贔19 形は不定なバチ形状に近い。横断面も不定な菱形状

を呈する。
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長さ (cm)

器
群

挿図番号 幅 (II) 出土地点
主な特徴 石府種 図版番号 ／＃さ (II) 出土府位

直址 (g)

w小 第30図49 (6.2) 表採 刹片の稜部を生かし、先端を刃部として利用したも

PL.24の49 1.5 のである。研磨は表面の稜（一部） から刃部に施さ 斑

1.3 れる。裏面は刃部と基部下半の右側と側面（刃部方 レ
局 イ
部 (2.3) 向）に研磨を施す。基端は剣離の緑となっている。 岩
磨 平面形は尖状の逆パチ形に近い。横断面は扁平な三
製

角形を呈する。

半
磨 IV小 11 50 (6.9) カー58 自然礫の稜部を生かしたものである。研磨は裏面の

胃 II 50 l. 3 第 1]層 左側縁部から刃部に施される。他は剣離面である。

斧 0. 7 表面は自然面を残す。基端は倒離の緑となっている。 II 

(50) 平面形は尖状の逆バチ形に近い。横断面は扁平な三

角形状に近い。

IV小 II 51 7.2 キー66 上記50と同様に自然礫を利用し打ち欠いて稜部を形

II 51 2.0 第田屑 成する。研磨は両面の刃部に限定される。呆I]離調整
II 

1.4 は襄面、左側に観察できる。両側の緑は潰れる。基

55 端は魚IJ離面の緑が敲打で潰される。

II 52 8.4 コー59 両面は象lj離面の固辺に調整剣離を加える。特に刃緑

II j2 3.8 第w層 や基端に細かい調整を加えている。両側の基部上半

＇ 
l.5 に敲打を加え、浅い扶りをつけている。基端は前述

69 した細かい調整剣離の緑を敲打で、潰している。研

暦は認められない。また、刃緑は憤れない。平面形

は分銅形に近い。横断面は扁平の不定形。

II 53 13. 6 表採 両面は剣離面であり、その周辺に調整剣離を加える。

II 53 5.2 刃縁に細かい調整俵lj離を加える。両側の緑・基端の

2.8 緑に敲打を加えている。研磨は裏面の刃部近くに僅 II 

石
220 かに施す。平面形はパチ形に近い。横断面は扁惰円

s 形に近い。

11 54 10.3 カー65 両面は倒離面である。周辺に調整条lj離を加える。刃
品

II 54 5.0 第 11層 部に細かい調整剣離を施す。顕著な敲打は桟察でき II 

1. 5 ないが、周緑部は潰れが若干認められる。平面形は

110 短冊形に近い。横断面は扁平な菱形状を呈する。

II 55 7.9 シー56 基端に自然面を残す。両面に研磨を施すが、徹底し
斑

" 55 2.9 第 1層 ていない。両側は調整剣離を施す。両側の一部分に レ

1.4 研磨が認められる。刃部として加工される箇所は、 イ
石山

64 剣離面で、その緑が潰れる。 平面形は短冊形を呈す

る。横断面は不定な長方形状に近い。

11 56 16. 5 表採 原石利用の石斧。両側 ・基端に調整象lj離を加える。

石
II 56 8.8 両側・基端の糸lj離の緑は没れ、摩耗する。研磨は両

核 4. 1 面の刃部に施される。平面形は尖状の扁惰円形を呈

＇ 
石 730 する。核断面は扁惰円形に近い。本品はその形態が、
器

東南アジア・フィリヒ゜ンなどの遺跡から出土する

「ホアビニアンII」と称されるものに近似するが、

確定的ではない。
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長さ (cm)

骨
挿図番号 幅 (II) 出土地点

主な特徴 石質
図版番号 I'/-さ (II) 出上附位

屯址 (g)

第31図57 9.6 ケー74 象I]片利用の石器で、元来、石斧として使用されてい

PL.25の57 4.3 第rn附 たものが、敲き石ゃなめし用の石器に転用されたも
斑

2.0 のであろう。研磨面は両面の基部下半から刃部に残 レ

148 る。両側や基端に調整象lj離を加える。魚lj離の緑は敲 イ

打で憤される。刃は敲打で放れ、丁寧な滑面を呈す
岩

る。平面形はパチ形に近い。横断面は不定な扁楕円

形を呈する。

,, 58 11. 6 コー58 両面の研磨は基部下半から刃部に施される。石斧と

II 58 5.6 第m府 して使用されていたのが、敲打用の石器に転用した 角

1. 9 ものである。両側には調整剣離と敲打が残る。刃部 悶
209 と基部は敲打で潰れ、滑らかになっている。平面形

は短冊形に近い。横断面は扁平な楕円形を呈する。

11 59 8.9 表採 上記57・58と同様に石斧からの転用品である。表面
斑

II 59 3. 7 の研磨は刃部に認められる。戻面のザ磨は基端から レ

I. 7 刃部に施す。両側および基端は調整剣離と敲打が観 イ

118 察される。刃は敲打で潰れる。平面形は短冊形を呈
右山

する。横断面は不定な扁楕円形を呈する。

石
II 60 8.5 表採 表面の研磨は刃部に認められる。他は象lj離面である。

= 
II 60 3.9 裏面は全体的に施すが研磨は徹底しない。両側は調 角

1. 5 整象lj離と敲打が残る。基端と刃は敲打で潰れ、特に 悶用
101 基端は著しく潰れる。平面形は短冊形に近い。横断

品
面は扁平な惰円形を呈する。

II 61 9.8 カー65 象lj片を利用したとみられるもので、石斧末製品から

11 61 5.5 第 II附 の転用が可能性として考えられる。研磨は裏面に施

1. 9 すが徹底しない。両側と基端には比較的に祖い調整

176 俵lj離を加える。象lj離の緑は敲打で潰される。刃を整 II 

形しようとする箇所の一部は敲打でかなり潰れ、滑

らかになる。平面形はバチ形に近い。横断面は扁平

な楕円形を呈する。

II 62 7.7 サー59 表面の研磨は基部の下半（一部分）と刃部に認めら

II 62 4.6 第田附 れる。裏面は全体的に施すが俵lj離面まで達していな

1. 7 い。 両側は調整剥離と敲打を加える。基端と刃は潰 ” 
98 れ、 滑面となっている。平面形はバチ形に近い。横

断面は歪な半円形を呈する。

II 63 11. 8 サー58 手頃な河原石が素材かとみられるものである。両面

11 63 5.0 第n/(!i の研磨は全体的に施すが、係IJ離面や自然面まで達し

2.2 ていない。両側は調整剣離と研磨が観察される。刃
II 

240 は破損し、敲打はない。甚端に敲打を残し、滑らか

になっている。平面形は逆パチ形に近い。横断面は

扁平な楕円形を呈する。

II 64 9.4 カー58 上記63と同様に河原石が考えられるものである。表

II 64 5.4 第m府 面の研磨は基端から刃部まで施す。裏面も全体的に

l. 9 施すが、倒離面までは達していない。両側は調整俵I]

248 離と敲打が認められる。基端は敲打が条lj離面まで達 ” 
する箇所もある。刃は致I]離し、剣離の緑が潰れる。

平面形は隅丸のバチ形に近い。横断面は半円形状に

近い。
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長さ (cm)
器 挿図番号 幅 (II) 出土地,J

主 な特徴 石買種 図版番号 f'/さ (") 出土附位
祖品 (g)

第32図65 6.0 サー59 両面 ・両側に研磨を施すが、両面の研磨は両側より
斑

PL.26の65 0.6 第11陪 雑である。両端を尖状に加工する。上端の尖部は使 レ

0.4 用によ って潰れる。下端は鋭利である。平面形は柳
イ
岩

3 木葉状に近い。横断面は長方形を呈する。

” 66 (5. 0) サー59 上半部は欠落する。研磨は両面と側面に施すが、両

尖 II 66 0.4 第m@ 面の研磨は雑で、剣離面まで達していない。尖端は
II 頭

器 0.4 鋭利である。平面形を類推すれば柳木葉形かとみら

(3) れる。横断面は隅丸長方形を呈する。

II 67 2.5 サー58 自然面を表面と左側に残す。研磨は表面 ・両面の先

II 67 0.5 第 1I陪 端に施す。その他は魚I)離や調整条IJ離である。尖端は
II 

0.3 潰れ、鋭利さに欠く 。平面形・横断面は不定形であ

1 る。

II 68 2.4 ニー49 胴部から上を欠失する。研磨は各面とも丁寧に施す。

II 68 0.5 第 1陪 先端は使用によって改れる。平面形は柳木葉形が考

” 0.3 えられる。横断面は隅丸の長方形を呈する。

1 

II 69 3.4 表採 研磨は表面に全体的に施す、右側の研磨は徹底せず、

II 69 0.5 剥離を残す。裏面は刃部にのみ施す。極小の繋状利

0. 7 器で、刃幅は3四を測る。細部加工用（木工用など）

” 2 のものであろう。

I 
平面形は歪な長方形様を呈する。横断面は不定の長

方形である。

翡
両面 ・両側に研磨を施す。両側は刹離を残す。両面器 ” 70 2.5 表採

II 70 0.4 の研磨は丁寧である。

0. 7 刃は両面から研ぎ出し、片刃となる。刃部の幅は先 II 

2 端で 1mmを測る。平面形は短冊形に近い。 横断面は

梯形状をなす。

第33図71 2.5 カー55 石斧などの剣片を利用したとみられる石器である。

PL.27の71 0.8 第n屑 表面の研磨は刃部と基部の一部に施す。炭面は全体

0.4 的に施すが剣離面まで逹していない。両側の剣離面 II 

2 は縁が序耗した惑じを受ける。平面形は不定形。横

ii 断面は扁平の楕円形に近い。

器
II 72 6.5 表採 表面の研磨は丁京に仕上げる。他面は雑で、多くの

II 72 1.0 条IJ離面を残す。上端に刃を造る。刃の幅は2.5mmを

1.0 測る。下端は錐状に加工する。尖端は悸耗する。平 II 

11 面形は柳木葉形を呈する。横断面は隅丸の三角形状

を呈する。
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長さ (cm)

器 挿図番号 幅 (II) 出土地点
主な特徴 石質

種 図版番号 1•;: さ (II) 出土附位
虹拍 (g)

第33図73 6.2 キー67 各面に満遍無く、研磨を施す。特に下端は丁寧に施
斑

PL.27の73 1.3 第 1岡 す。尖端は他と比較して鈍角であり、咲耗する。平 レ

面形は歪な木葉状を呈する。横断面は半円形状を呈
イ

0.9 岩

12 する。

II 74 3.0 表採 研磨は裏面に全体的に施し、他面は尖端部に施す。

II 74 0.9 表面は自然面を残す。両側は象lj離面である。先端は
II 

0.4 鋭利である。平面形は柳木葉状を呈する。横断面は

2 不定形である。

11 75 2. 7 キー66 研磨は両面と側面の尖端に施す。両側は保lj離面であ

" 75 o. 7 第mm る。尖端は鈍角ではある。平面形は歪な短冊形を呈 II 

0.5 する。横断面は長方形状に近い。

2 

II 76 (4.7) カー55 表面は稜のある自然面を利用する。裏面は節理面で

石 II 76 2.4 第 1沼 ある。研磨は三面の尖端と稜 ・緑に観察される。先
錐 ” 

0.6 端は鋭利である。平面形は三角形が推定される。横

(11) 断面は不定（三角形状）である。

II 77 (2.6) カー56 表面と裏面の研磨は全体的に施すが象lj離面までは達

11 77 1.2 第 1層 していない。両側の研磨は丁寧である。両端は破損

0.4 する。 II 

(1) 平面形は三角形を呈する。横断面は扁平な長方形状

をなす。

II 78 (3.0) 表採 両面に比較的丁寧な研磨を施す。両端は破損する。

II 78 l. 5 両側は剣離面が潰されている。上記、 77の部類に入

” 
0.5 いるかと考えられる胴部片である。平面形は短冊形

(3) に近い。 横断面は扁平な長方形に近い。

II 79 (5. 0) 表採 両面は剣離面が主とし、一部自然面を残す。両側に

II 79 1.5 研磨を施す。両端を欠く。石錐の胴部片かとみられ
II 

0.4 る。平面形は逆パチ形に近い。 横断面は歪で扁平な

(3) 長方形を呈す。

第34図80 10. 1 サー59 両面は使用によって磨滅するが、自然様の小孔を無

PL.28の80 8.4 第II附 数に残す。あるいは人為的な高打によるものかどう
結

磨
5.0 かは判然としない。周緑は敲打痕が、満過無く観察 晶

石

贔639 できる。両面の磨滅による稜は右上から左下に残る。

平面形は隅丸の長方形を呈す。横断面は扁楕円形に

近い。
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長さ (cm)

器 挿図番号 幅 (II) 出土地点
主 な特徴 石質

種 図版番号 序さ (II) 出土彫位
重位 (g)

第34図81 11. 1 サー59 両面ゃ両側は研磨を思わせるほど丁寧に使用したか

PL.28の81 8.9 第 II府 と想定される。両端は敲打痕が認められる。両面は

誓4.8 研磨によって形成された稜部が右上から左下に浅く

668 残る。平面形は石鹸状に近い。横断面は歪で扁平な

長方形状を呈する。

II 82 11. 3 コー59 手頃な河原石を利用したかと考えられるものであ

II 82 8.6 アゼ第II層 る。両面・右側に使用による丁寧な磨面が観察され
II 

4.9 る。敲打はない。平面形は卵形に近い。横断面は扁

690 惰円形状に近い。

II 83 11. 4 コー59 表面は研磨で稜部が長軸方向に残る。裏面のものは

II 83 8.9 アゼ第1I陪 稜が浅い。敲打は両側の一部と下端に僅かに残る程

” 5.5 度である。平面形は石鹸状を呈する。 横断面は不定

821 形である。

II 84 9.5 表採 両面および両側の上半は磨減が著し く研磨様に滑ら

磨 " 84 7.9 かとなる。敲打は右側下半から下端に施され、下端
II 石

5.0 の大半に磨滅痕が残る。平面形は歪な隅丸三角形状

499 を呈する。横断面は扁平な惰円形に近い。

II 85 11. 8 キー65 両面および周緑に磨滅がみられる。表面の中央は叩

11 85 9.5 第mm きで生じたとみられる浅い窪み （約 4mm)がみられ 花

7. l る。左側面の中央と上端に敲打がみられる。特に左 扁
岩

1120 側の窪み （約2mm)は上端より深い。平面形は歪な

扁楕円形を呈する。横断面は扁楕円形に近い。

第35図86 10.5 コ-59 両面および上端に磨面を残す。敲打は両側と下端に

乱PL.29の86 8.5 第 II附 施すが、右側は敲打が磨り没されている。平面形は

3.0 隅丸の二等辺三角形状を呈する。横断面は扁乎な長 悶
435 方形状に近い。

II 87 10.8 シー59 両面および上端に磨面を残す。敲打は両側と下端に 石

II 87 95 第m層 認められる。平面形は隅丸の三角形を呈する。横断， 4.8 面は扁平な半円形状を呈する。

720 

II 88 11. 5 サー59 磨滅する箇所は両面・ 両側と下端の大半である。右
斑

11 88 6.6 第m府 側には敲打が一部分、観察される。敲打が顕著に残 レ

る箇所は上端と下端の一部である。平面形は隅丸の
イ

5.2 
右'"" 

804 長方形状に近い。横断面は歪な正方形状に近い。
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長さ (cm)
器 挿li!I番号 幅 (II) 出土地 I・勺

主 な特徴 石質
種 図版番号 l•J さ ( II ) 出土~1位

重始 (g)

第35図89 (9. 1) 表採 両面の中央付近に窪みを残す。窪みの深さは表面が
凹

PL.29の89 7.5 5 mm、裏面は3mmと表面が深い。窪みの周辺は磨耗 斑
み レ
石 5. 7 する。敲打は周辺に施す。平面形は隅丸長方形を呈 イ

(628) す。横断面は歪な長方形状のものに属するとみられ 岩

る。

II 90 (12.0) ニー40 両面および左側面は磨り減って凹面となる。両端は

II 90 (8.9) 第 U彫 自然面を残す。表面の凹みは 4~5mmを測る。裏面

誓3.5 は 3~4mmを計測する。平面形およひ~横断面は不定

石
(579) 形である。

皿．
II 91 15.8 カー64 平面形は歪な三角形状を呈し、各頂部は敲打で潰れ

11 91 12.9 第m府 る。磨り面は各側面と両面にみられる。敲打の一部 II 

4. 1 は右側の下端に帯状に残る。横断面は稲平な長方形

1210 をなす。

第36図92 長軸 4.2 表採 小礫を利用したとみられる砥石で、表面と右側に研

PL.30の92 短軸 2.7 磨によって生じた磨面があり、線状痕も銀察できる。

厚さ 1.8 特に側面は凹面となる。上端の一部にも磨面がみら II 

頂品 29 れる。平面形は梯形状を呈する。横断面は不定の方

砥
形をなす。

石
II 93 (4. 4) カー54 石皿（？）の破片利用かとみられるものである。磨

II 93 (3.2) 第 1附 面は表面のみ餞察される。平面形は不定の長方形に 翡岩
(3. 1) 近い。横断面は不定な方形状に近い。

(68) 

II 94 (9.8) キ-67 石斧からの転用が考えられる打き石である。大半を

II 94 (3. 2) 第IDR 欠落する。研磨は基部の中央（表面）と刃部（裏面） 斑

(2. 3) に認められる。側面には調整条lj離と敲打が残る。刃
レ
イ

(80) は、敲打で放される。平面形は不定形である。横断 岩

面は方形状に近い。

敲 II 95 12.0 サ・シー59 両面と左側面・下端の大半は研磨様の磨面を残す。
き

11 95 5.2 アゼ第1I層 両端および右側面は敲打が著しい。平面形はバチ形
石 /I 

3.8 に近い。横断面は不定な五角形様を呈する。

298 

II 96 9.5 シー59 表面と裏面の一部（下端）に研磨様の磨面を残す。

II 96 5. l 第nrm 両側の条11離面に敲打を若干、施す。両端部は敲打で
/I 

1.0 潰れ滑らかになる。平面形はバチ形に近い。横断面

199 は不定の長方形である。

i 
" 97 長軸 9.0 表採 象lj片利用で、周緑に調整条lj離を加える。敲打は使用

" 97 短軸 8.0 によるものか、調整によるかは判然としない。左側

石
厚さ 1.8 は薄く、刃状を呈する。平面形は円形状を呈する。 II 

器 重批 195 横断面は不定形である。用途不明。大田原遺跡出土

の「円盤形石」に近似するものかと考えられる。
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石 器 収 束

石器の中で、特に注目されるのは石製利器の出土である。

国分直ー氏らによる下田原貝塚の調査で得られている

で出土例がある。これまての状況から下田原

期まで遡ることが改めて確認された。今のところこの石製利器は八重山・与那国地域から多く、

トウグル浜遺跡（註 3)

認められる傾向が考えられ、

山岩文化期（註 5)

やピューシタ遺跡（註 4)

（註2)。

ひとつの地域的特徴かと想定された。

のものにも想起させるものが出土している。

石核石器についてはフィリピン出土（註 6) のホアビニアンIIに形態などが近似するものが

あるが、本品がその範疇に入いるかは比較検討を要するため、確定的なものではない。また、

滝口宏氏は八重山における石斧の中で、半磨製 ・局部磨製石斧の中にもバクソン ・ホアビニア

ンの両文化期から出土するものに近似する例を掲げている

円盤形石器についても過去の発掘調査（註 9)

第21表

N群

Ill群

1群

石斧群別閾連表

ゥ

このタイプに一部、属するものは

この手のものは他に無土器の

（註 7)。

また、台湾の例を見ると芝

出土した石斧の中には国分直ー氏の言うビラ型石器 ・有稜石器 ・両端刃石器 ・割竹型（ホッ

グ ・バッグ型）石器（註 8) が今回の調査でも得られている。 ビラ型石器 ・両端刃石器は I• 

II群の短冊形を主体に含まれ、有稜石器 ・割竹型（ホッグ ・バック型）石器はIII群に主に含ま

れている。

でも出土している。 この円盤形石器について

の用途は出土例の増加や今後の研究などによって究明されるものかと考えられる。

下記に示す表は石斧（群別）の刃部形態（側面 ・正面） ・刃部の厚さ ・刃の角度などを典型的

な例として抜き出したものである。
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石斧の刃部幅で各群に共通してみられる小型のものは慇的要素を示すものが多いかと考えら

れた。他の中型・大型のタイプの主流は手斧 (Adze)となるものが考えられ、明確な斧 (Axe)は

数点のみ得られただけであった。この様な状況は八重山諸島の普遍的な特徴ともいえ、阿利直

治氏は AdzesCultureという文化的特性として把握している（註10)。

註

l 「南島先史時代の研究」国分直一 慶友社 1972年。

2 「琉球波照間島下田原貝塚の発掘調査」 金関丈夫 • 国分直ー ・多和田真淳 ・永井昌文

水産大学校研究報告 人文科学篇第 9号 1964年。

3 「トゥグル浜遺跡」 沖縄県教育委員会 1985年。

、4 石垣市教育委員会で、実見させて頂いた。

5 「台北芝山岩遺跡発掘報告」 黄土強 台北市文献委員会 1973年。

6 「PhilippinePrehistory」 AnAnthropological Overview of the Beginnings of Filipino 

Society and Culture F. LAND ]OCANO 1975。

7 「沖縄八重山」 滝口宏編 校倉書房 1960年。

8 註 lに同じ

9 註 2に同じ

10 「大田原遺跡」 石垣市教育委員会 1982年。
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第 3節 骨・牙製品

骨製品および牙製品は総数で 72点が得られた。内 10点は研磨を施した骨針・骨錐の胴部破

片である。骨 ・牙製品の出土状況は第22表に呈示した。個々の観察は別表に記した。計測部位

の幅 ・厚は残存部の中央付近を基準とした。また、サメ歯製品は計測部位を図示することにし

た。

第22表 骨 ・牙製品出土状況

種 実用品 実用品・装身具 装身具 用途不明

類 ,m.. 円 ,.._ 月 牙 ノ サメ歯製品 猪 有 有 有 牙 鯨

兄 ミ
贔 臭I 翡 閤

,ill. H 
H 

針 錐 状 A B C D 製

i 喜 夕 夕 a b a b 
品

翡 i 
溝 品

層 ィ ィ 夕 夕 夕 夕 喜
プ プ イ イ イ イ 品

序 プ プ プ プ

表採 1 (1) 1 1 3 l 3 10 (1) 

第 I層 2 1 3 1 1 8 

第n層 (3) 2 1 6 1 2 1 1 1 15 (3) 

第m層 6(6) 7(1) 2 1 1 1 1 2 1 l 23 (7) 

第IV層 2 l 1 1 5 

計 9(10) 11(1) 4 7 4 2 3 4 3 4 2 1 4 1 1 l 61 (I 1) 

注骨針・竹錐の （ ）は尖端を欠落する行料の点数である。

サメ歯製品
A. 製作途中のもなどを含むので研磨や加工（歯根部の切傷痕）などを施すもの。

B. 歯冠・歯根部を全体的に研磨を加えて仕上げるもの。
C. 歯冠と歯根部の問（歯頸部）に孔を穿つもの。 一孔穿つものと二孔穿つもは、

細分して、前者をCaタイプ、後者は Cbタイプとした。
D. 歯冠と歯根部の側面および平面に研磨を加えて仕上げるもの。子Lを有するものを Daタイプとし、子Lを

有しないものをDbダイプと した。

骨 ・牙製品は実用品 ・装身具・用途不明に分類される。分類は素材も可能な範囲で分類中に

組み入れた。分類は下記に記すとおりである。

〇実用品 ［ 骨針 ・骨錐・牙製尖状品 ・ノミ状製品

サメ歯利用で実用品や装身具を含む

猪牙製品（イノシシ）

〇装身具〗有孔犬牙製品（イヌ）

有孔椎骨製品（サメ科）

有孔顎骨製品（ウツボ科）

（素材 ：イ ノシシ ・魚骨）

0用途不明一牙状有溝製品（魚骨） ・鯨骨製品（クジラ）
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(1)実用品

実用品はイノシシを利用したものとサメ歯利用（一部）のものがある。イノシシの骨 ・牙を

主体的に利用する骨針 ・骨錐 ・牙製尖状品 ・ノミ状製品とサメ歯利用の製品について記す。

イ）骨針（第 37図 l~同図 11)

骨針は胴部片や先端片を含めて、総数で 17点が得られた。いずれも破損品である。素材はイ

ノシシ利用 16点、魚骨利用 1点である。魚骨利用のものは先端部が、発掘中に折れ、粉失した。

イノシシの排骨を利用したものが俊位的に占める。

ロ）骨錐（第 38図 12~同因 22)

骨錐は胴部片を含めて 11点が出土した。素材は全てイノシシの骨を利用したものである。骨

の利用部位は次の箇所が掲げられる。腔骨（右腔骨 5点 ・左腟骨 2点） ．尺骨（右尺骨 2点） ．

撓骨（右椀骨 1点） ・排骨（左排骨 1点）である。腔骨利用のものが最も多い。

ハ）牙製尖状品（第 39図 23~同固 26)

イノシシの牙を利用したものである。自然のままの状態で使用されたとみられるもの（同図

24)・縦割りで利用したもの（同図 23・26)・牙の一部を削り出したもの（同図 25)に分類でき

る。いずれも尖状に加工したもので、錐様の製品として考えられるものが主である。併用品の

中には牙を縦割りにしてエナメル質の面に刃をつけたものもある（割れ面の部分からエナメル

部分へ研磨を加え、一部は稜を形成する）。この併用品に近い形状のものが、過去の調査で得ら

れているようである。

二）ノミ状製品（第 39図27~同図 33)

イノシシの牙 ・骨（排骨）を利用したものであり、前者（牙）が多い。先端をノミ状に加工

したものである。刃は片刃を意識している。牙は次のように分類される。牙の一部を削り出し

て刃をつけたもの（同図 27 ·28 · 31 )。縦割りにして刃をつけたもの（同図 29• 30)。誹骨の一

端に刃をつけたもの（同固 32 • 33) に大別できる。以下に示す図は牙の利用部位である。

外

側

内側
ー
炉
7

外側

左下顎の牙

外側 IF
 

内側

右下顎の牙

第 6図 イノシシの牙製品（尖状 ・ノミ状）の利用部位

（実線は各面利用タイプ・一点破線及び点線は縦割り利用タイプ）
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牙製尖状製品と ノミ状製品（牙製のみ）で、刃または尖端を内側エナメル部分につけるタイ

プは主なものとして同回 26 • 28~30 がある。外側エナメル部分を利用するものは主として同図

25・31がある。両者は細分が可能である。

ホ）サメ歯製品（第40図 34~第 41図 53)

サメ歯製品は製作過程において、著しい変化が認められたものである。従って索材も考慮し

て次の 4種に大別した。

A. 製作途中のもを主とするもので研磨や加工などを施すもの

B. 歯冠 ・歯根部に全体的に研磨を施して仕上げるもの ｝ 
C. 歯冠と歯根部の間（歯頸部）に孔を穿つもので、細分した。

一孔穿つものをCaタイプ

二孔穿つものをCbタイ プ

アオザメを主として利
用する。

メジロザメ科を利

用する。

D. 歯冠と歯根部の側面および平面に研磨を施すもので、細分した。

孔を穿ったものをDaタイプ

孔が無いものをDbタイプ

A•Bのタイプはアオザメの歯を主に利用したものである。 A タイプは次の 3 つが考えられ

た。装身具を意図したとみられるものが 1点（同図 35)。扶り込みを入れ若干の研磨を施し、利

器を意図としたとみられるものが 1点（同図 36)。不明なものが 2点（同図 34・37)出土して

いる。 Bタイプは装身具が 2点（同図 38・39)得られている。

C・Dのタイプはメジロザメ科を利用したものである。 Cタイプは歯根の端部や歯根に研磨

を施す例が 2点（同図 42・第 41図 46)認められた。他は一～二孔穿つものである (Caタイプ

3点、 Cbタイプ4点）。いずれも垂飾品としての利用が今のところ考えられる。 Dタイプは歯冠の先

端が磨耗するものが、その特徴である（前記の Cタイプには認められなかった）。利器として

使用されたことは、事実として思慮される。 Dタイプの中には Cタイプから垂飾品から利器へ

転用されたものがある。同図 47はCbタイプが破損したものを再加工したものである。同因 48

はCaタイプから転用されたものであり、側面の一部に孔が穿たれた痕跡が認められる（金子

浩昌氏の教示）。従って、Caタイプの破損品が二次加工されDbタイプヘ移行し、 Cbタイ プの破

損品は加工されDaタイプとして登場したことになる。Dbタイプが未加工のサメ歯から来る可能

性は薄くなる要素が強い。やはり Cタイプ（垂飾品）→Dタイプ（利器）への転用が自然の流

れかと考えられる c また、 Dbタイプの中には再利用のものがある（同図 53)。Daタイプが破損

後に、その破損面を一部使用し摩耗している点が注視された。これはDbタイプの破損後に再加

エ ・再利用がなされたことを裏付ける資料である。このサメ歯製品の中で、 Aタイプの歯冠に

扶りを入れるタイプに孔を穿った痕跡がついてないので、あるいは未加工（自然の状態）のも

のに扶りを入れ緊縛した製品が今後、発見される可能性が強くなった。この種のサメ歯製品で、

C•D タ イプの類例は与那国のトゥグル浜遺跡 （早稲田編年の第 I 期相当）（註 1) があるが、

-65-



0 1 cm 
I t 2

 

0 1 cm 
I I 3

 

0 1 cm 
I' ,1 

第 1図 サメ歯製品Dタイプにおける使用部位の箇所（実線は加工箇所 ・一点破線は再利用の箇所）

1. Dbタイプ（第41図49~52)の加工方向、 Dbタイプの再利用（第41図53)。

2. Dbタイプ（第41図48)の加工方向、 Caタイプからの転用。

3. D aタイプ（第41図47)の加工方向、 Cbタイプからの転用。

注. Dbタイプを未加工品と製品に重ねて図化した。また、孔の位置は製品によって若干のズ

レがある。

サメ歯製品計測部位と使用名称

a=長さ。①歯根

b=幅。②歯冠

※① ・②の間は歯頸

時間的に差がある。

(2)装身具

装身具としたものは猪牙製品 ・有孔犬牙製品 ・有孔椎骨製品 ・有孔顎骨製品である。その素

材も他と比較して豊富である。

イ）猪牙製品（第 41 図 54 • 第 42図 55)

イノシシの牙歯を利用したものである。 54はサメ歯製品Dbタイプに近い。装身具の一種であ

ろう。 55は牙の端部に扶りを入れたもので、腕輪などが用途として考えられる。

ロ）有孔犬牙製品（第 42図 56)

イヌの歯に両面から孔を窺ったものである。装身具の一種であろう。

ハ）有孔椎骨製品（同図 57~60

サメの脊椎骨を利用したもので、椎骨の臼状凹部に孔を穿つものである。首飾りなどが用途

として想定される。

二）有孔顎骨製品（同図 61)

ウツボの顎骨に孔を三孔穿ったものである。垂飾品的要素が強いものである。

3)用途不明（同図 62・63)

クジラと魚の骨を利用したものである。 62はクジラの骨を削り出して鰹節状に加工したもの

で、その用途は判然としない。 63は魚骨に研磨と溝を施rものである。

4)その他（同図 64)

イノシシの中足または中手骨に切傷痕を残すもので 2点のみ得られた。イノシシの肉を切り

とる際に傷がついたものであろう。
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骨 ・牙製品収束

以上が、骨 ・牙製品としたものである。下田原式土器を伴出する遺跡では骨・牙製品の趾や

種類において、最も豊富に出土したことは意義深いも のである。

骨錐は腔骨利用のものが多い点が要素として把握でき、沖縄本島の尺骨利用タイプを主とす

るものと区別できるものである。明らかな異いが認められる。

牙製尖状製品やノミ状製品は木などを削る為のエ具かと想定されるが、今後の研究に十分な

期待が掛けられる。刃の位置に外側利用と内側利用のニタイプが存在することが判明した。

サメ歯製品がある程度解明できたことは大きな成果であろう。特に Cタイプの破損品が再加

エされ、 Dタイプとして登場した過程が把握できた。従来、この種のものは装身的要素を持つも

のとして理解されていたが、利器が確認されたことは責重な発見となった。また、 Cタイ プと

したものは、ポリネシアなどの島々で利器（武器など）（註 2)として利用されているが、本遺

跡出土のものは装身具の一種としての可能性が今のところ考えられた。しかしながらサメ歯製

品の系譜となるとやはり南の島々に求めるべきであろう。

猪牙製品の一部で、サメ歯のDタイプを模したようなものが一例、得られた。装身具として

取り扱った。類例が出土していないので、今後の資料の増加が期待されるところである。

有孔犬牙製品は今回、初めて出土したものであり、先島（宮古・八重山）にその類例はない。

類例はフィリピンのイフガオ族・台湾のアミ族にもあるようで、複式耳飾として利用されてい

た様である（三島格氏論文による）（註 3・4)。また、台湾の芝山岩遺跡からも採集品が得ら

れているようである（註 5)。

有孔椎骨製品は与那国のトウグル浜遺跡で得られているが、時期的に異なるようである。

有孔顎骨製品もこれまで報告例がなく、今後の資料の増加に期待される。

牙状有溝製品・鯨骨製品も発見例がない。

これらの資料は、将来の発掘や研究に委ねられる部分が大きく課題として残った。

註 1「与那国トゥグル浜遺跡」沖縄県教育委員会 1985年 3月。

2「鮫の歯を使用した遺物」連載第 5回 ポリネシア遺物控篠遠喜彦 えとのす 第

10号新日本教育図書

3「九州および南島出土の鮫歯製垂飾について」 三島 格 日本民族文化とその周辺

考古篇 国分直一博士古稀記念論集 新日本教育図書 1980年。

4「アミ族のクラッパーベルと其の起源」 鹿野忠雄東南亜細亜民族学先史学研究矢島書房 1946年。

5「台北芝山岩遺跡発掘報告」 黄土強 台北市文献委員会 1973年。

く参考資料〉

「オセアニアの貝製品」印東道子 名蔵貝塚群発掘調査報告 沖縄県教育委員会 1981年。

「台湾北部におけるサメ歯状石製品ー沖縄との関係」三島 格 鹿 大 考 古 2号鹿児島大学

法文学部考古学研究室 1984年。
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第23表 骨・牙製品観察一覧--

図
法r(cm) 挿Iii版

残fr:状況
船 (cm)

索 材
出土地

主な特徴番号 番 I'/ (cm) 区府（立
万に¥ 虻碩位(g)

第37図 PL 尖端部の 3.4 イノシシの コー59 猪の排骨を利用した骨針、研磨は先端部のみ施す。
l 31 み残す。 0.5 排骨 第m附

1 0.4 

1. 7 

同図 II II 3 7 ” サー59 猪の排骨を利用した骨針である。同図 1と同じタ
2 2 0.5 第田僧 イプである。先端は使用によって生じたとみられ

0.4 る潰れが観察される。研磨は先端に限られている。

0.9 

同図 ” 
II 2.4 II コー58 猪の排骨を利用した骨針で、前記の 1・2と同じ

3 3 0.4 第1V附 タイプであるが、幅・ 厚さの面からは細身と言え

0.3 る。研磨は先端部に集中する。

0.3 

同図 II II 3.2 ” カー66 猪の排骨を利用 した骨針。部分的に破損面や条lj離
4 4 0.5 第m附 面が認められるが、先端部に使用時に生じたとみ

0.3 られる溝状の窪みや使用痕が餞察できる。

〇.6

同図 ” 
II 2.6 II サー58 猪の排骨を利用 した骨針で、 前記した資料よりも

5 5 0.6 第1V附 先端部の研磨は雑で、稜を残す。 先端は使用によ

0.5 （東側 って生じたとみられる潰れが餞察できる。潰れは

0.9 アゼ） 他の夜料よりも著しいく、鈍い。

同図 ” 
II 2.8 ” サー59 猪の排骨を利用 した骨針。同図5と同様に先端部

6 6 0.5 第m層 の研磨は雑である。先端は僅かに破損するが、上

0. 4 記の 5よりも鋭い。

o. 7 

同図 II 

” l. 6 " 表採 猪の排骨利用の骨針。残存する面は全体的に研磨
7 7 0.6 を施す。本西料は灰色～黒色を帯びている （火を

0.5 受けた可能性が考えられる）。

0.6 

同 図 II II J. 9 II コー58 猪の排骨を利用 した骨針である。残存部から細身
8 8 0.5 第m層 のタイプに近い。

0.4 

0.4 

同 図 II 両婿を欠 3.6 ” コー58 猪の排骨を利用 した骨針の胴部である。先端部に， 9 失する。 0.6 第rn層 研窟を施す。研磨は比較的、丁寧に仕上げていた

0.5 かと推定される。

1.4 

同図 II 先端を欠 4.2 /I サー59 猪の排骨を利用 した骨針の破片で、端部に孔 （直
10 10失する。 4. 5~1. 2 第m層 径2.8mm)を穿つ、孔は両面から穿っている。胴

3.5 部は使用による摩耗で、滑沢を呈 している。

1.4 

同図 ” 
II 8.4 魚骨 サー59 魚骨を利用した骨針の胴部片である。研磨は先端

11 11 0.6 第m陪 付近と頭部近くに部分的に施す。

0.5 直上

3.2 

-68-



図 法『~ (叩 ）
挿図

誓号 残存状況
輻 (cm)

素 材
出土地

主 な特徴
番号 1'1- (cm) 区彫位

届釦~ ( g )

第38図 PL, ほぽ完形 8.6 イノシシの カー65 猪の左腔骨の外側を使用した骨錐である。研磨は

12 32に近い。 I. 5 左腔骨 第m層 先端部と胴上半（一部）に施す。先瑞の研磨は丁亨

12 1.0 である。先端は使用によ って生じたとみられる浜

9.3 れがあり、鈍く、丸味を帯びている

同図 II 端部を欠 8.4 イノシシの シー58 猪の右腔骨内側を使用した竹錐。研磨は先端部か

13 13失する。 I. 6 右腔骨 第mR ら端部近くまで施す。先端部は丁寧に研磨を加え、

0.8 前記のものより鋭く尖る。

8.0 

同図 II 胴上半部 4.3 イノシシの 二ー50 猪の右尺骨内側で関接部直下を加工した骨錐であ

14 14と先端を 1. 9 右尺骨 第ill~ る。研磨は全体的に施すが、特に先端は丁寧に仕

残す。 0. 7 上げる。

3.3 

同図 II 両端を欠 2. l イノ シシの コー59 猪の右胚骨内側を利用した骨錐である。残存部の

15 15失する。 0.9 右腔骨 第ID /~ 研磨は比較的雑に施す。

0.4 

1. l 

同図 II 先端部を 2.5 II サー59 猪の右腔骨・内側を利用した骨錐である。残存部の

16 16 残す。 0.8 第田賠 研磨は先端を丁寧に施し、鋭く仕上げている。他

0.5 は雑である。

0.8 

図同 II 胴上半部 3.8 ＂ コ-59 猪の右腔竹内側を利用した竹錐である。研庖は残

17 17 を欠失す 0.6 第m屑 存する面に全体的に施す。先端の研磨は丁寧であ

る。 0 5 る。先端に溝状の使用痕が2~3本認められる。

I. I 使用痕は左から右方向に螺旋状に残る。

図同 II 端部を欠 5.9 イノシシの サー59 猪の右悦行後面を利用した骨錐である。先端の部

18 18 失する。 I. 2 右撓骨 第田屑 は欠失する。研磨は先端を主体に胴部の一部に達

〇.7 する。

3. 7 

図同 II 端部を欠 5.2 イノシシの コー59 猪の左腔付外側を利用した骨錐とみられるもので

19 19 失する。 1. 4 左腔骨 第 1I府 ある。先端がかなり序耗 し丸味を呈している。研

1.0 磨は先端と胴部の一部に施す。本品は火を受けた

5.6 形跡が窺える。

図同 II 端部を欠 5.5 イノシシの カー66 猪の右腔骨の稜の部分を利用した骨錐である。研

20 20 失する。 1. 7 右胚骨 第 1I陪 磨は全体的に施す。先端の研磨は丁寧である。軸

1. 1 頂部近くに緊縛用に施したとみられる扶りが両側

5. l に観察される。

図同 /I 両端を欠 5. 5 イノシシの コー59 猪の右尺骨内側を利用した骨錐である。研砦は端

21 21 失する。 4.7 右尺骨 第m層 部 （胴上部）近くまで施す。先端近くは研磨が雑

0.9 で稜を残す。

3.8 

図同 ” ほぽ完形 4. 1 イノシシの コー59 猪の左排骨を利用した甘錐である。小型の骨錐で

22 22 に近い。 1.8 左排骨の遠 第 1屑 ある。研磨は先端と胴上半 （一部分）に施す。研

0. 7 位端 磨は面取りを意識した様であり 、横断面は方形状

2.0 に近い。
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図 法『と (cm)
挿図 版

残存状況
•1J (cm) 

素 材
出土地

主な特徴番号 番 I'/ (cm) 区府位
号 址釦,l:(g) 

第39固 PL. 端部（胴 4.0 イノシシの サ-58 猪 （雄）の右下顎に付属する牙を利用したもので
23 33 上部）欠 0. 7 牙 第田層 牙製の錐が考えられる。研磨1ま先端の両側と裏面

23 失。 0.4 に部分的に施す。牙は縦割りのようであり、その
I. 9 破片を加工する。

同図 II 胴上部と 2. 7 ” ニー51 猪の左下顎にある牙を利用したもので牙製の錐が
24 24 端を欠 0.8 第 1附 考えられる。研磨は骨質の部分に限定される。

失。 0. 7 
1.0 

同図 ，，端部を欠 6.8 II コ-58 猪の右下顎にある牙を利用したもので牙製の錐と
25 25 失。 1.1 第II附 みられるもので、胴部近くから先端方向に縦割れ

0.8 様に整形し、先を尖がらす。研磨をこの割れ面に
7. I 施す。

同図 II 両端を欠 7.9 ” サ-58 猪 （雄 ）の左下顎の牙を縦方向に打割して加工し
26 26 失する。 I. 7 第m層 ている。研磨は先端と胴部に（一側）に施す。特

o. 7 に胴部の研磨は丁寧であり、刃をつけた可能性が
10.9 強い。先端は錐状に形成されている。錐と刃子の

併用が考えられる。

同図 ！，端部を欠 6.6 ” シー58 猪 （雄）の右下顎の牙を縦割りし、丸繋状に成形
27 27 失する。 I. 3 第II層 する。研磨は骨質部分に限定され、特に先端は丁

0.6 寧に仕上げる。刃の一部はエナメル質を利用して
7.3 いる。

同図 II 先端部の 4.2 ” サー59 猪の左下顎の牙 を利用 したもので繋状に加工した
28 28 み残存。 I.I 第II屑 ものである。削りは骨質部からエナメル質部分ま

0. 7 で達し、刃を付けたようである。研磨は先端部に
3. 7 限られ、稜部を形成する。刃の横断面は長方形状

を呈す。刃はエナメル質を意識として加工してい

る。

同図 /I 端部と先 4.2 ” シー58 猪の右下顎の牙 を縦割りして丸繋状に成形したも
29 29 端の一部 I. 4 第 1I層 のである。研磨は先端部を主体に施す。刃の部分

が欠失。 0.3 は丁寧に研磨を加える。

2.5 

同図 II 端部と先 5.8 II コー59 猪の右下顎の牙を縦割りして利用したもので、前
30 30 端を欠 1. 6 第 1I層 述した29のものに近い形状となつている。エナメ

失。 0.4 ル質の部を削りとって研磨を加える点で異なって
0.4 いる。

同図 II 端部を欠 5.8 ” サー59 猪（雄）の右下顎の牙を利用した繋状の製品であ
31 31 失。 1.2 第m層 る。エナメル質を深く削り込んで反対側のエナメ

I. 2 ル質まで達している。研磨は削り込んだ先端部の
5.9 み限 られている。

同図 II ほぽ完形 5.9 イノシシの シー58 猪の左排骨を利用した繋状の製品である。刃は両
32 32 0.8 左排骨の遠 第II陪 面から研磨を施す。刃は片刃になる。側面の一部

0.6 位端 に研磨が認められる。研磨は胴上部に達する。

4. I 

同図 ＇，端部を欠 6.9 イノシシの サ-58 猪の排骨を利用した丸繋状の製品とみられるもの
33 33 失。 0.6 排骨 第 II層 である。刃は片面から研磨を施すため、片刃とな

0.4 っている。 一側に研磨が観察できる。研磨は端部
J. 9 込くまで施される。
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図 法（長 (cm)
挿図

誓号 残存状況
船 (cm)

素 材
出土地

主 な 特徴
番号 n: (c'lll) 区府位

抗 重 位 (g)

第40図 PL完形品 a =2 6 アオザメ カー65 歯根の大半を切断する。研磨は表面の歯根に残存

34 34 Aタイプ b =I. 9 第 1層 する。製作途中の ものであろ うか。

34 C =0.8 

d =2.2 

同図 ！，歯冠が欠 a =3.1 II ヌー49 歯冠の上端（歯頸） に子Lを穿っている。孔は表面

35 35失。 b =1.2 第 1屑 裏から穿っているが、ズレが生じている。 残存部

Aタイプ c =0. 7 の状況から孔は貫通していないようである。子Lの

d =!.8 サイズは3~4mmが推定される。

同図 II 歯冠 ・歯 a =3.0 メジロザメ 表採 歯根の一部に研磨を施す。歯冠の端部（鋸歯）に

36 36 根が欠失 b= - 科 緊縛のための扶りが認められる。同箇所は紐擦れ

する。 C =0.6 によって窪み、磨耗する。

Aタイプ d =l. 7 

同図 II 歯冠が欠 a= - アオザメ コー59 歯根部に切低痕（加工の為の）が7~8本認めら

37 37 失。 b =3. 5 第 1附 れる。他に研磨痕がみられる。本品は火を受けた

Aタイプ C =0.6 痕跡があ り、歯冠の象lj離がある。 色合いは灰色～

d =1. 65 黒色を帯びる。

同図 II ほぽ完形 a =3.0 II カー64 歯冠の研磨は表面と側面の一部に施す鋸歯は除去

38 38 Bタイプ b = I. 3 第 11府 されている。歯根部は溝状の箇所まで丁寧に研磨

c =0. 5 を端し、仕上げる。

d =!. 65 

同図 II ほぽ完形 a =3.9 アオザメ コ —58 歯根部 ・歯冠は全体的に研磨され丁寧である従っ

39 39 Bタイプ b =2.1 第rn附 て鋸歯はない。破損は歯根の突起部が僅かに欠失

C =0.8 する程度である。牙製の鏃などが用途として考え

d =3.9 られる。

同図 II 完形 a =2. 0 メジロザメ コー59 歯頸部に一孔穿つ。研磨は認められない。孔は表

40 40 白 タイプ b = I. 6 科 第田府 面から穿っている。子Lのサイズは2.8~3. 0mmを測
C =0. 3 る。
d =0. 6 

同図 II ほぽ完形 a =2. 2 ” 表採 歯頸部に一孔穿つ。研磨を施した痕跡はない。孔

41 41 Caタイプ b =I. 9 は表面と裏面から穿つ。子しのサイズは2.0mmを測

C =0.3 る。

d =O. 8 

同図 /I 歯冠の大 a=- ” サー59 歯頚部に一孔穿つ。研磨は歯根の両端（側面）に

42 42 半は欠失 b = I. 9 第M~ 施し、歯冠の一部まで研磨が達する。孔は表面と

す る C =0.4 裏面から穿たれている。子Lのサイズは2.5mmを測

Caタイプ d =O. 7 る。

同図 ” 歯冠と歯 a =2. 3 II 表採 歯頸部に二孔穿つが、一孔は大半が欠失する。研

43 43 根の一部 b=- 磨は施されていない。孔は表面から穿たれた様で

が欠失す C =4.0 ある。孔のサイズは3.0~3. 5mmを視1jる。

る。 d =0.8 
Cbタイプ

同図 II 歯冠と歯 a=- II コー58 歯頸部に二孔穿つが一孔は完全に貫通 していない

44 44 根の一部 b =2.1 第ID/c,:i （製作途中であったかと 推定される。孔は両面か

が欠失す C =0. 5 ら穿たれている。 Rのサイズは l~2mmを計測す

る。 d =!.O る。

Cbタイプ
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図
法r(cm) 挿図

1 残{T:状況
軒，¥ (cm) 

素 材
出土地

主 な特徴
番号 I'}. (cm) 区削（立

姑： 屯祉 (g)

第41図 PL. 歯根の大 a=- メジロザメ 表採 歯頸の箇所に二孔穿つが、いづれも破損する。研
45 35 半と歯冠 b=- 科 庖は認められない。

45 
の一部が c =O. 4 

欠失。 d =0. 4 
cbタイプ

同図 II 歯根と歯 a=- II 表採 歯頸の箇所に二孔穿っている。一孔は破損する。
46 46 冠の大半 b=- 孔は両面から穿っている（表面からある程度、穿

を欠失す C =0. 35 った後に災面より穿って整形したものかと考えら

る。 d =0. 45 れる）。研磨は両面の一部（孔の周辺）と側面（歯根）

cbタイ プ に施す。孔のサイズはl.5~1. 8mmを測る。

同図 II 完形 a =2. 5 II サー58 歯頸の箇所に一孔穿っている。孔は両面から穿っ

47 47 cbタイフ・ b =J.0 第w附 ている。子Lのサイズは2.!~2.5mm。歯根の研磨は

C =0.4 両面・両側と全体的に施す。歯根の突起部分も一

d =l.O 部施す。歯冠の一部（両面 ・面側）は研磨によ っ

てかなり研がれ、骨質部が露出する。先端の鋸歯

は麻滅する。

同図 II ほぽ完形 a =1. 6 ＂ カー66 歯根の箇所に子Lを穿っていたようである。 （孔の

48 48 Daクイ プ b =0. 7 第n附 位骰を未製品のものと比較すると歯頸の箇所に穿

C =0. 35 ったようである。）つまり、Caタイプが破損して、

d =0.4 二次的加工を施しているわけであるが孔は研ぎ残

されている。研磨は両面と両側に施す（歯冠は骨

行部が研磨で露出する。）先姑の鋸歯は磨減する。

同図 II ほぽ完形 a =I. 6 II サー59 歯冠の一部が象lj離し、内部（骨質）が露呈する。

49 49 Dbタイプ b =0.6 第Il/~ 骨買部にも鋸歯が観察できる。研磨は歯根の端部

c =0. 25 （突起部分）と一側面に施す。裏面には研磨は認

d =O. 35 められない。先端の鋸歯は隊耗しない。

同図 ” ” a =2. 2 ＂ サー59 研磨の状況を見ると表裏面とも一部に認められ、
50 50 Dbタイプ b = I. 5 第m府 両面とも歯冠まで達する。側面は歯冠のみの研磨

c =O. 4 と歯根から歯冠までの研磨が餞察できる。先端の

d =0.6 鋸歯は麻耗がみられない。

同図 II 

” a =2. 5 ” コー59 表面の研磨は歯頸の一部を深く研ぐ為、歯冠と歯

51 51 Dbクイ プ b =0.9 第IV府 根に達する。側面は歯冠のみ研ぐ面と歯根・歯冠

C =0.5 を研ぐ面がある。先端の鋸歯なかなり床耗する。

d =0.9 

同図 II 完形 a =2. 5 II サー59 両面の研磨は側面に部分的に施している。側面の

52 52 Dbクイプ b =0.8 第ill/~ 研庖は一側面が歯冠のみ施す。他面は歯根から歯

C =0. 45 冠の骨質まで施す。先端の鋸歯は麻耗する。

d =0.8 

同図 II 歯根部の a =l. 2 II 表採 表面の研磨は歯根・歯冠の一部にみられる。両側

53 53 大半が欠 b =0. 5 の研磨は歯冠のみ施す箇所と歯根・歯冠（骨質）

失し、歯 c =O. 3 を施す面がある。破損面（先端）は使用によって

冠の一部 d =0. 25 生じた麻耗がある。先端の鋸歯も縣耗する。

が破損す

る。

Dbタイ プ

同図 II ほぽ完形 a =3.0 猪上顎部の シ-58 猪 （雌）の上顎部の歯を利用した製品である。平

54 54 b =l. 0 歯 第1I附 面形は前述したサメ歯Dbタイプに近い。研磨は歯

C =0. 5 冠の一側面に限られている。先端は僅かに欠落す

d = l. 75 るが、底耗が認められる。
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図 法r(cm) 
挿図

誓号 残存状況
船 (rmI 

素 材
出土地

主な特徴番号 /•f- (cm) 区附（立
品釦,):(g I 

第42図 PL両端が欠 4.9 イノシシの ヌー50 猪（雄）の左顎に付屈する牙を利用したものであ

55 36失。 1.3 牙 第 1層 る。端部の歯冠と骨質にある稜の一部を削り出し

55 1.4 （扶り込んで）いる。骨買部には粗い研磨が半分

5.8 程度施す。

同図 II 完形 2.0 イヌの歯 サー58 イヌの左上顎第 3切歯にflを穿ち研磨を施すもの

56 56 0.6 （左上顎第 第m陪 である。孔は両面から穿たれ、サイズは1.O~l. 5 

0.5 3切歯） mmを測る。研磨は両面の孔の周辺 （歯根）に施さ

0.6 れている。磨耗は歯冠の先端・歯根の端部・ ー側

面に認められる。

同図 II 周辺を欠 残存直径0.8 サメの脊椎 表採 サメの脊惟に:flが認められるものである。両面と

57 57 く。 原 0.4 も周緑の一部を欠く。孔は椎骨臼状凹部に穿つ。

頂蘇0.14 孔のサイズは2.0~2. 5mmを測る。同品は全体的に

面の保持が悪い。

同図 II ほぽ完形 直径0.8 II " サメの脊椎に子Lを穿つものである。孔は椎骨臼状

58 58 厚 0.4 凹部に穿たれている。孔のサイズは2.0~2. 5mmを

狙益0.15 計測する。側面の一部に研磨によって生じたとみ

られる条痕がある。

同図 II ¥ん欠失 残存直径o.7 II II サメの脊椎に孔を穿ったものである。本品は片面

59 59 II原 0.2 が欠失する。孔のサイズはI.7~1. Smraを計測する。

II頂益0.07

同図 ff ほぽ完形 直径0.6 ” サメの脊椎竹臼状凹部に両面から孔を穿つ。孔サ

60 60 摩 0.3 第1I陪 イズはI.5~!. 7mmを計測する。研磨が側面の一部

重品0.09 に施されている。

同図 II 中央部と 端部を除く復 ウッポ サー58 ウッポの右下顎骨にILを3孔穿っている。孔は先

61 61 端部を欠 元したサイズ 右下顎廿 第 1I陪 端 （サイズ1.5~1. 8mmね胴下部（サイズ2.8~3. 0 

く。 長5.2+X mm)。端部 （サイズは破損の為不明）にある。孔

幅1.0 は両面から穿たれている（胴下部の状況）。

原0.4

重盆l.9+ X 

同図 II 一端を欠 残存長20.8 クジラ サー59 クジラの骨を利用した利器様の製品で、先端を尖

62 62 失。 幅4.2 第m附 らす。平面形はカツオ節状を呈する。表面は胴上

厚3.2 半から先端が削りで仕上げる。他は研磨面かとみ

重且239 られる。両側は削りが主である。

同図 II 残存長3.1 魚骨 シー58 魚骨を利用したもので、平面形が牙状に近い。尖

63 63 幅1.0 第 I/~ 端の両面に研磨を施す。両側の一部にも研磨施し

一端を欠 厚0.5 ている。両側には幅 1mm~ 2 mmの溝を削り込んで

失 璽梵l.3 いる。

同図 II 完形 4.3 イノ シシ第 サー58 イ ノシシ第 2~第 5中足（中手）骨に切傷痕のあ

64 64 0.6 2~第 5中 第II府 るもので、傷は 6~7本観察できる。

0.5 足（中手）

1.8 骨
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第 4節 貝 製 品

貝製品は総数で 200点が得られた。層位別に見ると第III層 が 144点と最も多く 、出土した

（全体の 4分の 3を占める）。これに次ぐものが表採資料で 23点であり、第II層 17点、第 I層

11点、第IV層 4点と減少する。表採品は貝製品を含めた他資料（石器 ・骨製品）も注意深く、

地表面を詳細に観察しながら採集したため、結果的に多くなった。

貝製品は素材も考慮しながら、実用品・装飾品 ・用途不明（実用品 ・装飾品のいずれか）の

三タイプに分類した。

a スイジガイ ・クモガイ製利器

b. ヤコウガイの蓋製貝刃

C シレナシジミ製貝刃

d. シレナシジミ製利器

、 e. 貝匙（シレナシジミ ・ホラガイ ・イモガイなど）

[ f タカラガイ製垂飾品

(2) 装飾品 g_イモガイ科製装飾品

h. 巻貝科製装飾品

(3) 用途不明{ i. 二枚貝有孔貝製品

記述は上記に従って行なうが、個々の遺物の観察は表化した（第31表～第39表）。遺物の出土

(1) 実用品

状況は第 24表に示した。以下、実用品 ・装飾品 ・用途不明の順序で記述する。

第24表 貝製品出土状況

>
実用品 装飾品 用途不明

貝 匙
イ

巻 二枚貝有孔製品 計スク 貝 モ
イモ ヤ蓋 シ製

1/レ~ 利 オガ

＇ 
ガ n シ シ リサジガ コ製 レ貝 シ イ シ 夕 イ

ガイ ウ貝 ナ刃 ナ器 レ ホ ゴ モ ヤ オサ 力 科 >
レ ヤ ユJレ

渭
ガ刃 シ シ ナ ラ ホ ガ コ ベガ ラ 品

! 
ナ コ ウポ

開
イ ジ ジ シ ガ ウ イ ガ ツイ ガ シ ガ キゥ

器
の ミ ミ ジ イ ラ

科 イ コ イ 品 ジ イ ユ

ミ 科 ウ 品 ミ 科 ウ

表採 1 8 1 1 l 10 1 23 

第 1附 2 1 3 3 2 11 

第 11ll'i 4 1 1 1 l l 2 3 3 17 

第田府 8 ， 1 1 8 2 1 1 6 17 42 3 2 44 145 

第IV府 2 1 1 4 

計 13 22 2 l 8 3 1 2 1 l 1 7 24 59 3 2 50 200 

17 55 
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(1) 実用品

a. スイジガイ ・クモガイ製利器

スイジガイ製利器（第 43図 l~第 44図 12)

本品は 12点が得られた。刃の形態で、明確なものはポイントのみが得られた。他は使用によっ

て刃が破損し、形態は判然としないが、刃部の研磨の状態を各面から観察した結果から次のタ

イプが推定された。円刃と平刃の 2タイプである。観察表ではこれらの 3タイプ（ポイント・

円刃 • 平刃）を可能性の強いものを前者に、弱いものを後者に位置づけて記したc

刃は管状突起①に付すものが 9点と多く、管状突起②に刃を付すものは 2点、管状突起③に

刃を付すものが 1点のみ得られた。

サソリガイ製利器（第44固 13)

本資料は一点のみ得られた。刃は管状突起①・

③•⑦に付す。刃の形態は平刃の片刃である。

（各部の突起番号はスイジガイの番号に続けた。

また、計測部位の測定もこれに順じる方法で行

なった。）

b. ヤコウガイの蓋製貝刃

①の裏面

第 8図 スイジガイ製利器の突起番号

計測位閻 （上原サ原図 『南島表6』第 7
号1981年より）

ヤコウガイの蓋を利用したもので、蓋の薄い縁辺を打ち欠いて刃を付すものである。ここで

はトゥグル浜遺跡（註 1)の分類に準じたが、新資料などについては分類に追加する方法で行

なった。以下は追加を含めた分類である。

I. 下半縁辺加工型 （第 45図 14~16)

II. 右辺 ・下辺加工型 （第 45図 17~22)
トウグル浜

III. 下辺加工型 （第 45図23・24)
遺跡

IV. 下半加工型 （第 46図25・26)
（基準タイ

V. 三辺（右 ・左 ・下）加工型 （第 46図27~30)
プ）

VI. 三角形型 （第 46図31~33)

、VII.右欠．下辺加工型 （出土例がない）

下田原貝塚 { YUi. 半欠 ・右辺 ・下辺加工型 （第46図34)

（追加タイプ） IX. 右辺加工型 （第46図35)

上記、分類ではVIIに相当するものは出土していない。 VIIIとしたものはIIが破損した状態が思

慮されたが、便宜上、分離することにした。

各タイプの出土址や出土層位については第 25表に呈示することに した。また、各タイプごと

の出土頻度をトゥグル浜貝塚と比較を試みることにするが、両遺跡は早稲田編年第 I期（トゥ

グル浜遺跡）と第I1期（下田原貝塚）に位置付られ、時間的な差は顕著である。また、両遺跡

間での出土箇はトウグル浜遺跡が圧倒的に多いことを考慮して参考資料とするが、両遺跡に共
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通する要素である IタイプからVilタイプで試みることにした。

トゥグル浜貝塚 下田原貝塚 第25表 ヤコウガイの蓋製貝刃

I 130 (37%) 3 (15%) ク~迎 表採 第 1附 第 RR府 第illftli第1V溺 計

II 18 (5%) 6 (30%) 
I 1 l 1 3 

[I 2 1 1 2 6 

Ill 66(19%) 2 (10%) III l 1 2 

IV 41 (11%) 2 (10%) IV 2 2 

V 27(7 %) 4 (20%) 
V 3 1 4 

VI 2 l 3 

VI 49(14%) 3 (15%) VII 

゜VII 18(5 %) 0 (0 %) VllI l 1 

IX l 1 

計 8 2 1 ， 2 22 
計 349(約 100%) 20(100%) 

この状況から当然のことではあるが，時間差や使用頻度・使用部位の相違などの点で、今後、

注視されるであろう。

C. シレナシジミ製貝刃

本品は前者のヤコウガイ製貝刃と重址 ・素材などの面を含めた点で主に区別した（使用の上

から共通的な要素も考えられる）。

同品はシレナシジミの腹縁に細かい押圧剥離を施して刃を付けるものである。出土鰍は 2点

のみ得られた（第 47図 36・37)。その内の 1点は腹面に穿孔するものも得られている。

d. シレナシジミ製利器

シレナシジミの腹縁破片部を利用したものである。研磨は腹縁破損（剥離）面に施し、尖状

となる（第 47図 38)

e. 貝匙

貝匙の素材としては次の種類がある。シレナシジミ ・ホラガイ ・ゴホウラ・イモガイ ・シャ

コガイ ・オオベッコウガサガイ ・タカラガイがあり、いずれも腹縁 ・ら塔 ・殻底 ・殻頂などに

若干の研磨などを加える。数趾はシレナシジミ 8点（第 47図 39~46)、ホラガイ 3ヽ点（第 48囮

47~49)、ゴホウラ l点（同図 50)、イモガイ 2点（同図 51・52)、シャコガイ 1点（同図 53)、

オオベッコウガサガイ 1点（第 49図 54)、タカラガイ 1点（同図 55)であり 、総数 17点とな

る。この中で、シャコガイ製のものは皿状の容器としての面も考えられる。オオベッコウガサ

ガイやタカラガイ製のものは、前者が素材の脆さという面で、後者は極少的な面から非実用品

である。寧ろ、装飾的な面が要素として考えられた。

(2) 装飾品

f. タカラガイ製垂飾品

タカラガイの背面を除去し、周縁に研磨を加えるものや背面除去後に殻底を殻軸方向に縦割
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りし、研磨を施すものがある。前者は6点（第 49図 56~61)が得られた。 後者は 1点（同図 62)

のみ出土した。

g_イモガイ科製装飾品

本タイプのものはイ モガイ科（コマダライモが主体 とみられるが斑文や斑点が消えているた

め明確ではない）の貝に穿孔や研磨などを施すものである（第 50図 63~第 51図86)。これら

の製品は、その形態（特に形状）などが多岐に認められたので、特徴を把握して分類を試みた。

分類は以下のとおりである。また、各種別の出土状況は第 26表に呈示した。

序[-[
：

り

―り

イ

6
 

2
 

第

タ
表採 第 1府

＂ 
m 

IV 

a
 
b
 

a
 
b
 

a
 
b
 

a
 
b
 

1 (1) 

第IlI曽 第m陪

1 (2) 

(1) 

第IVl{ll

1 (2) 

2
 

,r 
.-n
a
 

(1) 

‘,＇’・ ー、,`‘l

-
3
 

＞
 ＠

 

a I 1 (3) 

b
 

6
 

，
．
 3

 

,1, 
2

.
6
 

a I 1 
計

1 (1 l I 1 

b
 

2 (6) 
．． ， 

5 (7) 
．． 

12 

注. a=有孔のもの、b=無孔のもの、（ ）＝内は殻頂部破損のものである。

I. 殻軸 ・外唇 ・ら塔 ・殻頂の部位に研磨（部分的な）を加えたものである。 殻頂に穿孔す

るものや破損するものを Iaとし、未穿孔のものを Ibとした。（第 50図 63~65)。

II. 殻軸 ・外唇 ・ら塔部 ・殻底 ・殻頂の部位に研磨（部分的な）を加え、殻底（外唇近く）

に穿孔し、その縁辺に研磨を施す。 Iと同様に殻頂に穿孔するものや破損するものを

Ila、未穿孔のものをIlbとした。（第 50図 66・67)。

Ill. 外唇 ・殻底 ・ら塔部に部分的な研磨を施し、殻底や外唇の孔はIIより大きくなる。その

孔の縁辺を研磨を施す。 I・ IIと同様にIla・Ilbのタイプを設けた。（第 50図 68~70)。

IV. 殻軸の先端を完全に除去した後に外唇や殻底の縁辺に研麿を加える。その他の研磨（部

分的な）はら塔 ・殻頂に施す。 I ~IIIと同様に!Va・IVbに分けた。（第 50図 71~75)。

V. 殻軸 ・外唇 ・殻底の大半を除去後、その縁辺などに研磨を施す。その他の研磨（部分的

な）はIVと同じ部位に施す。 I ~IVと同様に二分した（第 50図 76~第 51図86)。
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本製品は穿孔例が 5点、殻頂破損が 7点、未穿孔のもは 12点と半数を占める。この未穿孔の

ものから穿孔タイプヘの製作途中のものであるのかあるいは未穿孔の状態で、完成されたかは

判然としないところである。また、後項の巻貝科製装飾品へ直接（製作が進んだ段階）的に結

びつくかは今後の課題であろう。

h. 巻貝科製装飾品

巻貝科製装飾品は最も多く 、得られた資料である。総数は 59点を数える c本品の素材となっ

た貝種は不詳である。巻貝科製装飾品は前項のイモガイ科製装飾品Vとしたものよりも外唇 ．

殻底の除去面が大きく、ら塔部に一段と近接する例が主体となる。研磨も丁寧に仕上げられ、

対象とする面（ら塔部）も大きくなる。これも細分が可能であったので、次の 7タイプを設定

した。また、各種ごとの出土状況は第 27表に示した。

I. 外唇 ．殻底の研磨はら塔部の一部やら塔近くまで施すが、形状は不均等（斜位）な側面

となる。他の部位の研磨は僅にら塔部と殻頂の一部分に施す。殻頂部が有孔あるいは破

損品は Iaとし、末穿孔のものは lbとした。（第 51固 87~第 52図 110)。

II. 外唇 ・殻底の形状は Iょりも研磨が進み、ら塔部へ接近し、ら塔部の一部へ研磨が達す

る様になる。形状は（側面観から） Iょりも斜位の面はゆるくなる。他の部位の研磨は

Iと同様の箇所に僅に施す例が多い。殻頂部への穿孔例（あるいは破損する）のものは

Ilaとし、未穿孔のものをIlbとした。（第 52図 111~116)

Ill. 外唇 ・殻底をほぽ除去した状態になり、ら塔部に研磨は達し、均ー的な側面となる。他

の部位の研磨は I~IIと同様に部分に施す。殻頂部の穿孔例や破損するものはIllaとし、

末穿孔のものはIllbとしたが出土していない。（第 52図 117)。

IV. Illと同様に外唇 ・殻底を除去し、研磨はIIIょりも丁寧となる。殻頂部 ・ら塔部への研磨

は平滑する様な研磨で、均等になる。穿孔や破損例をIVaとし、未穿孔のものは出土して

いない。（第 52図 118~第 53図 125)。

V. 外底 ・殻底の研磨はIIIと同様な形状で、ら塔部の研磨はIVよりも徹底し、平滑な面に仕

上げる。穿孔、破損品をVa、未穿孔のものをVbとした。（第 53図 126~第 54図 141)。

VI. 外唇 ・殻底の研磨はIVと同様な形状であるが、ら塔部の研砦はVと同じように平滑な面

に仕上げる。穿孔・破損品の例をViaとした。未穿孔のものはVlbとしたが出土していない

（第 54図 142~144)。

VII. 外唇 ．殻底は Iと同様に残す。研磨は殻底 ・ら塔部 ・殻頂の一側面に集中するため、側

面は斜位となる。有孔や破損のものをVilaとした。未穿孔のものはない。（第54図 145)。

本品は穿孔例が 29点 ・未穿孔 18点 ・破損品12点得られた。前述したイモガイ 科製装飾品と

穿孔例を比較すると、本品は穿孔例が多くなる傾向にある。また、本タイプのV以下のタイプ

より貝種の違いや貝のサイズが小型化してい く、 傾向がみられた。この貝製品の出土状況で、

特殊な例がある。これは第 2地区のサ-59第III層面で陸産マイマイが多菰に集中して出土する
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地点（長軸約 80cmX短軸約 50cmx深さ約 30cm)に於いて、 IVaタイプ2点、 Vaタイプ6点、

Viaタイプ2点の計 10点が集中して出土した。これらのものは明らかに火を受けている点と穿

孔するもので共通性を持つものである（因みにこの地点からサメ歯未製品が20点近くと製品 1

点、タ カラガイ製垂飾品 1点が得られた）。これらの状況から本品は手または首などに着装した

ものが、偶然かあるいは火を受けて落ちた可能性も想定された。

第27表 巻貝科製装飾品

タイプ
層If 表採第 1層第Il府第m府第IV,屑 計

a 1 1 1 3 (5) 6 (5) 
------------------------・・----------・・-・--------------・-------・-・・---------
b 2 11 13 

a 1 (1) 1 (1) 
-・・--・-----------------------・----------・-・-・------------・-・・-・・ ・----------
b l 1 2 4 

a 1 1 
------・・・・・--・-・----------・・---・--・------------------------・--------・・-----
b 

.. ~-_ j_ -~--------_ j _ --・. --.. --_l _ ---... -. --」--~--1_!_i __ J __ -----・---_l_? __~-!_) __ 

~tt:(Z)口:(~)

u;,,;f•··••:•1••····••:::::~:~.:1~'. 
注.a==有孔のもの、 b==無孔のもの、（ ）＝内は殻頂部破損のものである。

乏9
ll 

~ 

m ~ 

JV 邑

V 更

VJ 

VD 

~ 

令
計

(3) 用途不明

i 二枚貝有孔貝製品

二枚貝の背面に穿孔したものである。素材となる貝種はシレナシジミ ・ヒメジャコ ・リュウ

キュウサルボウである（第 55図 146~第 57図 200)。出土凪では リュウキュウサルボウ製のも

のが圧倒的に多く 、出土している。この種の製品については国分直ー氏は本貝塚から出土した

アナダラ科の貝製の錘として報告している（註2)。また、カンドウ原遺跡でも二枚貝有孔製品

（貝錘）として報告し、民具資料や民俗例などの追加例を窺っている（註3)。

本品は貝錘と見なすには不十分な点があるように感じられる。これは紐ズレ痕などの要素が

十分に満たされていない点が多くある。仮に貝錘と見なした場合、網などにまだ着装がなされ

ない段階のものとして考えることも可能である。本品はまた、簡素な装垂品なども十分に考え
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られるので、単に二枚貝有孔貝製品と した。

シレナシジミのもので一例は孔の周辺に研磨を施すも のが得られている（第 55図 147)。

ヒメジャコのもの 2 点とも穿孔部の孔の一縁辺が摩耗する （第 55 図 149• 150)。

リュウキュウサルボウ製のもので研磨を孔の周辺に施す例は 2 点（第 55 図 157• 159)のみ得

られた。他は穿孔のみの資料が主体 となっている。このリュウキュウサルポウ製のものは重批

や穿孔方向 ・穿孔部位 ・孔の形状について下記のように分類を試みることにした。

分類の方法はカンドウ原遺跡（註4)を参考にした。穿孔例は内側から打撃を加えるものが

48点と圧倒的に多い。外側から打撃を加えた例は 2点のみであった。また、孔の状況から打撃

の状況を考えた場合、単孔タイプ（一回打繋）は 16点、複孔タイプが最も多く 、34点である。

孔の形状を観察すると定形的なものは 18点が得られた。不定形のものは 32点と多い。孔の

位置は上 ・中としたものが半数以上を占める。

重址を見てみると 15~19gのものが 16点と多い。

以上を簡単にまとめると重址 10~24gまでのものが多く、穿孔方向は内側のものが多いよう

である。孔の状況から打撃は、複孔（複数）のものが主体である。従って、複孔タイプのもの

は孔の形状が不定形となるものが多い。孔の位置についても上 ・中や上 ・前に穿つ例が多いよ

うである。この結果はカンドウ原遺跡（註5)の例に近似する傾向が確認された。

第28表 リュキュウサルボウ製二枚貝有孔 第29表 リュウキュウサルボウ製二枚貝有孔

製品の重輩 製品の穿孔方向 ・方法 ・形状の一覧

, ミf(f,l(g) 
右殻 左殻 計

5~9 1 1 

10~14 4 (2) 5 9 (2) 

15~19 7 8 (1) 15 (1) 

20~24 3 7 10 

25~29 4 2 6 

30~34 1 2 3 

35~39 2 2 

40~44 1 1 

~~ 21 (2) 26 (l) 47 (3) 

注．（ ）内は破損行料（残存重iii:)の点数を示す。

殻のIi.じ
右殻 左殻 計'll'イLの方や1 月 法 形 状

内側 ・単孔・定形 5 6 11 

内側 ・単孔 ・不定形 2 3 5 

内側 ・複孔・定形 2 5 7 

内側 ・複孔 ・不定形 14 11 25 

外側 ・複孔・定形

゜゚ ゜外側 ・複孔 ・不定形

゜
2 2 

計 23 27 50 

第30表 リュキュウサルポウニ枚貝有孔製品の孔の位置

礼 ミl, 右殻 左殻 計

上 • 前 4 8 12 

上 ・中 14 12 26 

上 ・後 1 2 3 

中・前 1 

゜
1 

中・中 3 5 8 

計 23 27 50 

注孔の位質 1年（殻高の方向）は殻頂部から

上・中・下

横軸は前（前背様）、中（中央）、後（後背緑）
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貝製品収束

下田原式土器を伴出する遺跡で、貝製品の種類や梵的な面でも本貝塚の貝製品は豊富とい

える。これまでの、この時期の遺跡で報告例がなかったものとして、スイジガイ・サソリガイ

製利器 ・イモガイ科製装飾品・巻貝科製装飾品などが掲げられる。スイジガイ製利器は従来、

無土器遺跡から登場する（註 6) (註 7) ものとして考えられていたが、今回の関査で、下田原

期からその出自として求められた。スイジガイ製利器の用途は漁具（ポイント）とするものと

木工用等（丸ノミ ・平刃）が想定されている（註 8)。本貝塚のものもこの範咲にあるかと想定

された。その他にヤコウガイの蓋製貝刃は今のところその用途として、国分直ー氏の穂摘具

（註 9)や新田重清氏の魚調理具（註10)などが掲げられている。シレナシジミ製貝刃は過去

の調査で得られていて、同時期の仲間第二貝塚（註11) で確認されている。貝匙としたものの

中で装飾品的な要素をもつものが若干、得られた。また、シャコガイ科利用のものは皿状容器

としての可能性が窺えた。装飾品の中で、巻貝科製装飾品が・手 ・腕 ・首などに着装していた

可能性が想定された。用途不明の中で、リュウキュウサルボウ製のものは仲間第二貝塚（註12)

で得られている。この種のものは国分直ー氏は漁具としての錘を想定しておられる（註13)。こ

の資料を仮に貝錘として仮定した場合、網などに着装する以前のものとしても考えられる。ま

た、簡素な垂飾品なども十分に考慮されるが、その用途は将来の課題となるであろう。

以上、記述した中で、用途が特定されるであろうかと考えられたものに巻貝科製装飾品が掲

げられたことは意義あるものとして捉えられる。

〈注〉

1. 「トウグル浜遺跡」沖縄県教育委員会、1985年。

2. 「琉球波照問島下田原貝塚の発掘調査」 金関丈夫 ・国分直ー ・多和田真淳 ・永井昌文

水産大学校研究報告 人文科学篇第 9号 1964年。

3. 「カンドウ原遺跡発掘調査報告(1)」 沖縄県教育委員会 1983年。

4. 註3に同じ。

5. 註3に同じ。

6. 「いわゆる南島出土の貝製利器について」 上原静 南島考古 第7号 1981年。

7. 「ナガタ原貝塚 ・船越貝塚」 沖縄県教育委員会 1979年。

8. 註6に同じ。

9. 註2に同じ。

10. 「渡喜仁浜原貝塚調査報告書」 今帰仁村教育委員会 1977年。

11. 「沖縄 八重山」 滝口宏編校倉書房 1960年。

12. 註11に同じ。

13. 註2に同じ。
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第31表 スイジガイ・ク モ ガイ製利器の観 察 一 覧

夕 図版番号 出土 法且 (cm)
体部の孔 形状突起の保存状況

イフ・ 挿図番号 地点 (g) 
(cm) 索材 主 な 特 徴

① ② @ ④ @ @ ⑦ 
形状

ホ。第43図 1 サー58 al. 8 b 3. 9 直径7.9 スイジ 背面大粗孔で、管状突起①の A X X X △ △ • 
ィPL.37の1第m層 c 8. 8 d 5. 3 短径5.7 ガイ 尖端部を両面から研磨 を丁寧

ン e一 重祉315背面大粗孔 に施し、ボイントに加工す る。

卜 尖端は一部欠落す る。

同図 2 カー59 a l. 6 b 3. 7 スイジ 管状突起①の付け根（外唇部） ▲ . -- • X • 
II 2 第11層 c- d- ガイ より突起尖端にかけて研磨を

e- 重祉79 施す。表面には研磨はない。
平面の形状からボイン トのも
のが考えられる。

同図 3 サー59 a 0. 6 b3. 2 長径2.2 スイジ 背面に小粗子が認められる。 A X xo 

゜
0 -

II 3 第m陪 C 8. 5 d 5. 5 短径1.8 ガイ 管状突起①の尖端を両面、両
e- 重拭320背面小粗孔 側から研磨を丁寧に施し、ボ

イント状に加工する。

同図 4 コー59 a 0. 9 b 2. 5 スイジ 管状突起①に両面 ・右側面に A- --.. . 
ボ II 4 第rn層 c- d- ガイ 丁寧に研磨を加える。突起後の
イ e- 菫拭38 状況から何度か破損した に
ン

研磨を加えて、刃を施した惑
卜

じを受ける。尖端は破損する。

円 同図5 コー58 a I. I b4. 3 スイジ 管状突起研①磨の尖端に両面 ・右 &- - -• △ . 
刃 II 5 第m陪 c- d- ガイ 側面へ を施す平。残存部の

e- 重品3.6 状況から円刃 ・ 刃のものが
平 考えられる。

刃． 同図6 シー58 a 1. I b 4. 6 長径6.8 スイジ 管状突起①の尖端に両面から ▲ x △ △ △ △ • 
不

II 6 第u屑 C 8. 9 d 5. 2 短径5.9 ガイ 研磨を加える。残存部の状況

明 e- 直址354背面大粗孔 円刃または平刃かと考えられ
るものである。

同図7 コー58 a 1.0 b2. 9 長径6.7 スイジ 管状突起①の尖端に研暦を施 ▲ x △ △ △ △ -
II 7 第m附 C 7. 8 d 4. 6 短径5.3 ガイ す。研磨は表面に施す。残存

e - ! 直且223背面大粗孔 部の状況から円刃または平刃
が考えられる。

第44図 8 サー58 a I 4 b2.8 長径6.5 スイジ 管状突起①の付け根（外唇部） ._ X xo △ △ -
PL.38の8第ll/r'iC 8. 9 d 5. 8 短径5.6 ガイ 近くから研磨を施す。研磨は

e- 重.lit294背面大粗孔 裏面を主に 両側の 一部に施
す。尖端は破損する。残存部
の状況からポイ ン ト状か円刃
が考えられる。

同図9 シー59 a I. 0 b3. 9 スイジ 管状突起Rの尖端に刃 を付け x▲ △ △ - --
II 9 第II層 c- d- ガイ る。研磨は痰面のみに限定さ

e 15. 0重品334 れる。残存部の状況か ら円刃
または平刃が考えられる。

同図10 カー67 a I. 3 b 3. 6 長径7.1 スイジ 管状突起①の尖端に刃を付け ▲ △ X X 

゜
0 -

II 10 第m層 C 8. 9 d 5. 4 短径5.6 ガイ る。研磨は裏面と両側に施す。
e一 重砒199背面大粗孔 残存部の状況から円刃または

平刃が考えられる。

同図11 表採 a 1. 2 b 2. 4 スイ ジ 管状突起②の付け根（外唇部）

゜
▲ • -- - -

II 11 c- d- ガイ 近くに研磨を施す。研磨は裏
e- 重祉43 面にのみ施す。残存部の状況

から円刃または平刃が考えら
れる。

同図12 カー59 a I. 0 b 4. 4 長径8.3 スイ ジ 管状突起③ に刃を付ける例で △ △ ▲ △ △ △ -
11 12 第11府 C 8. 5 d 5. 5 短径5.6 ガイ ある。研磨は裏面と両側のに

e- 直址261背面大粗孔 残存する。尖端は破損する。
残存部から円刃や平刃が考え
られる。

同図13 サ-58 I① o 5 I① 1.8 
長径4.6 クモガ 管状突起①①⑦に刃を付ける例であ ▲ △ ▲ △ 〇 △ ▲ 

平 II 13 第m附 a @O. 5 b ③ I 8 短径46 イ る。研磨は①・⑦は裏面から施す。
刃 ① o. 5 ⑦ 2. I 背面大粗孔 ⑨は裏面と左側に施す。刃部は片刃

C 6.3 d 3 3 である。
e 10. 7 重昼153

注 記号 説明 …・・・ ▲附 刃突起 、〇完全 保存 突起、△ 半欠突起、X全欠 損突起 (Icm前後歿すものは含めた ）
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第32表 ヤコウガイ製貝刃の親察一覧

ィタ 図版番号 サイズ 重量
出土地点 備 考

： 図版番号 サイズ 重益
出士地店 備 考

フ・ 挿入番号 (cm) (g) フ・ 挿入番号 (cm) (g) 

I 第45図14 長径7.4 130 コー59 刃は鋭角である。 IV 第46図26 長径8.6 170 コー58 刃は鈍角である部

PL.39-14 短径6.3 第1V層 PL.40-26 短径64 第m庖 分的に潰れる。

II JS 長径6.3 71 コー59 II V II 27 長径8.3 205 表採 II 

II 15 短径5.5 第m層 " 27 短径7.0 

" 16 長径6.3 75 表採 刃は鋭角である。 11 28 長径8I 167 表採 II 

II 16 短径5.4 II 28 短径7.5 

a II }7 長径7.9 147 表採 刃は鈍角である。 II 29 長径6.8 93 表採 全体的に風化・犀

11 17 短径7.2 II 29 短径6.0 耗する。

II 18 長径8.7 225 表採 刃は潰れる。 II 30 長径7.5 117 コー58 刃は鈍角である。

" 18 短径7.6 II 3Q 短径6.2 第m/i'l
II J9 製径6.8 93 力-65 刃は鋭角であるが VJ II J) 長径5.8 69 表採 刃は鈍角である。

" 19 短径62 第 11層 一部分潰れる。 II J} 短径5.4 全体 的 に際耗す

II 20 長径7.2 116 コー59 刃は鋭角である。 る。

II 20 短径6.4 第m層 II 32 長径7.8 167 コー59 刃は鈍角である。

" 21 長径7.6 122 ニー50 刃は全体的に潰 II 32 短径7.2 第m陪

II 21 短径6.8 第 1層 れ｀鈍角となる。 II 33 長径7.9 168 表採 II 

II 22 長径8.2 176 コ-59 刃は鈍角である。 II 33 短径7.I 

II 22 短径7.3 第田層 VII II 34 長径(6.9) (46) ニー49 II 

m II 23 長径8.2 181 コ-58 II II 34 短径(3.9) 第 1層 全体的に序耗する

II 23 短径7.0 第m層 IX II 35 長径8.3 170 コー58 刃は鈍角である。

II 24 長径7.8 143 コー58 II II J5 短径7.7 第m附

II 24 短径6.5 第1V層

IV 第46図25 長径6.2 63 コー58 刃は鈍角である。

PL.40-25 短径5.3 第m層

注 （ ）内は破捐品のサイズ、直凪数値を示す。

第33表 シレナシジミ製貝刃・同利器・貝匙の観察一覧

夕 図版番号 サイズ 重量 : 図版番号 サイズ 重危
備 考

イプ 挿入番号 (cm) (g) 
出土地点 備 考

フ。 挿入番号 (cm) I g) 
出土地点

シ 第47図36 6. 7 39 サ-58 孔は内側から穿つ 第47図41 5. 3 24 コー59 腹緑を欠く、研磨

ナレ PL.4 1 -36 7 4 第田層 （単孔）。 PL.41-41 5. 4 第mJM は認められない。

シ ti長径l.!
刃は腹緑の中央か 成長線に沿う様に

ジ ら左側に調整の剣 シ 欠いているが前・
ミ

距i!O
離を施す。 レ 後背緑を打ち欠い

製 ナ た可能性も十分に
貝 II 37 5.9 15 カー59 刃は腹緑の左側一 シ ある。
刃 II 37 6.1 第a層 部と 右側に講整の ジ

" 42 28 腹緑を欠 く、研磨
剣離を施す。 ミ 6.5 コー58

賛
II 42 7. 3 第m層 は施されていな

シ " 38 長軸 0. 25 サー59 腹緑の破片を利用 い。前 ・後背緑にレ

第m層 匙 打球を加え成長線ナ II 38 4. 9 したものである。
多 短軸 研磨は先端の破損 に沿って腹緑を除

白 1.3 部に施されボイン 去。

磁 ト状となる。 II 43 6. 7 43 コー59 前 ・後背緑に打翠

シ II 39 6.8 69 サー58 腹舷を欠く。研語
II 43 7.0 第m層 を加え、成長線に

レ II 39 8 7 第皿層 を施すが、研磨は
沿って腹緑を除去

ナ
徹底していない。

する。
シ

II 44 5. I 115) コー58 破損品で、打撃は
ジ II 40 5. 3 19 コー58 腹緑を欠く、研磨 II 44 第rn層 前背緑が考えられ

i II 40 5. 9 第m層 は認められない。 る。

孔の痕跡が観察さ II 45 (4. 6) (JO) コー59 II 

匙 れる。孔は内側か II 45 第m層
ら穿つ。貝匙の未

II 46 5. 2 18 コ-59 前・後背緑に打撃
製品？。前・後背 II 46 6. 0 第m附 を加え版緑を除去
緑に打摩を加え する。研磨は右腹
る。 緑に一部施されて

いる。
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第34表 タカラガイ製垂飾品観察一覧

夕 図版番号 サイズ 重且 夕 図版番号 サイズ 璽 :Iii
イ

(cm) (g) 
出土地惹 備 考 イ

挿入番号 (cm) (g) 
出土地点 備 考

プ 挿入番号 プ

第48図47 15. 7 103 ケー74 ホラガイを縦割り
オ 第49因54 3. 4 2. I シー58 オオベッコウカサ

PL.42-47 10. 5 第m@ して利用したもの オ PL.43-54 2. 15 第llt} ガイを利用したもベ
とみられる。問緑 ~ ソ 袂れ部分 のである。調整剣
部に研磨を若干施 ブウ 1.3 離は非常に細か
す。 if く、 内側から外側

イ
に施し、扶れを入

ホ II 48 13. 2 154 コ-58 ホラガイの殻底部 ! れる。ラ
II 48 9. 7 第ill/曽 附近の破片を利用

ガ
イ したものと考えら タ II 55 1.45 0. 3 表採 タカラガイの背面
製 れるものである。

，，， 
II 55 1.2 破片を利用したも

貝
研暦は左側面下部

そ
ので、周緑に研磨匙 匹

に松中するが徹底 品 を施す。

していない。
" 56 I 76 1.0 サー58 タカラガイの背面

II 49 9.5 (50) ケー74 ホラガイの破片を II 56 I. 35 第m屈 を除去し、研磨を

II 49 :s. I) 第[Iii') 利用 したものと考 0. 02 破損面に加える。

えられるものであ
2.67 2.85 サー58 タカラガイの背面る。研庖は左側面 ク

II 57 

の上端に施す。比
力 II 57 2. 2 第m層 を除去、研磨は除
ラ 0. 73 去面に施す。一部較的、丁寧に施す。 ガ

は殻軸にまで達すイ

ゴ
11 50 9. 2 89 オー65 ゴホウラのら塔部 > る。

ホ II 50 4. 9 第 IIii) （殺軸を除去）を
II 58 3. 6 3. 15 サー58 II ゥ

利用したものであ ロ
00 

ラ
る。周舷部に打ち

II 58 2. 1 第m層
製 o. 7 n 欠きとみられる調
匙

整痕があるが、全 II 59 I. 53 o. 4 サー59 タカラガイの背面
体的に底耗するた 11 59 I. 10 第m屈 を除去し、除去面
め、判然としない。 o. 57 マイマ に研磨を施す。全

シー58 イモガイのら塔部
イ集中 体的に面が剣落す

11 51 JI.I 68 
部 る。

11 51 4 9 第II@ を利用。周縁部に

研磨痕とみられる 11 60 I. 59 0. 65 表採 タカラガイの背面
ものがあるが、周 II 60 I. 18 を除去する。研磨
緑部が序耗するた 0.46 は除去面に丁寧に

イ
め明確に識別しが 施す。モ

ガ たい。
ィ II 6! 1.66 0. 35 サー59 タカラガイの背面
製 II 52 10. 0 57 コー58 イモガイのら塔部 11 61 1.4 第mr.11 を除去する。研磨只

11 52 4 l 第1l1陪 を利用。周緑部は 0. 42 は除去面に施す。匙
序耗するため、研

磨而を識別するの

は困難な状況にあ

る。

" 53 殻高13.2 677 コー59 シャゴウかヒレジ
シ

11 53 殻長125 ャコを利用したも
ヤ

第35表 タカラガイ製装身具コ ので、外面のヒレ
ガ 状鱗片を除去した

殻軸長イ
製 ものか、あるいは 図版

出土 ♦ll·1享

貝 水磨で消えたかと 挿図
地点

(cm) 主な特徴
匙 番号 重t量

考えられる。全体 (g) 

的に麻耗する。研

磨と見られる箇所 第49図62 コー58 5 8 タカラガイ科の背面を除去した

は外面の放射助に PL.43-62 第m層 I. 9 後に、殻軸方向に縦割りする。

認められるが、徹 I.I 研磨は背面の除去面・殻軸の両

底していない。 18 端 ・歯状面の裏に施される。
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第36表 イモガイ科製装飾品銭察一覧

図版番号 夕

殻輝l重lの高旦(I a,g ) l 
団版番号 夕 8穀高径(a,) 

挿図番号
イ 出土氾点 備 考

挿図番号
イ 出土地点 孔重;:( g ) 

備 考

プ サイズ（●）
プ のサイズ(a)

第50図63 I a サー58 8 ら塔部と殻頂に研磨 第50図74 IV b コ—59 I. 3 研磨は殻頂 ・外唇．

PL.44-63 第m層 1.4X!.6 を施す II 74 第m附 0.9Xl.0 殻底緑辺 ・ら塔部

I. 8 0. 6 （一部） に施す。

(4 X 5) 

II 64 II コ-58 2. I 殻軸・ら塔部・殻頂 II 75 II キー66 2 0 

II 64 第m騒 I 5X!.6 に研磨 II 75 第 1層 l.3Xl.6 II 

2. 0 2. 9 

(2.5X2.9) 

殻軸 ・名唇・ ら塔部
II 76 Va コー59 0. 85 研磨は外唇 ・殻底緑

II 65 ff コー58 I 6 
II 76 第m屑 I. 2 XI. 25 辺に施す。

II 65 第m脳 I 4Xl.5 ・殻頂に研磨。火を 0. 75 
2. 8 受け黒褐色となる。 (0. 3 xo. 5) 

2. ox2.1 
研磨は外唇 ・殻底絃II J1 II 表採 0 8 

II 66 II a サー58 I. 75 殻底に孔 (4.5X7.0 II 11 I 3X 1.4 辺・殻頂に施す。

II 66 第m層 I. 2X 1.3 皿）を穿つ。研磨は 1.2 

1.4 殻軸 ・外唇・殻底
I SXl.9 

(l.8X2.0) （一部） ・ら塔部 ・ II 78 II コー59 I. 25 研屈は外唇 ・殻底緑

殻頂に施す。 11 78 第m層 ). 35 XI. 45 辺に施す。

2 I 
II 67 II b コー58 2 5 殻底に孔 (8.0XIO 2. 4 XO. 6 

II 67 第m層 I sx J.6 I mm) を穿つ。研磨
II 79 ケー74 5. 6 II 

2. 8 は外唇・殻底緑辺を
" 79 第 11層 0. 74X0.82 II 

主体に施す。 o. 22 

II 68 ma サー59 I 7 殻底に孔 (8.0X9.0
(l.4Xl.5) 

II 68 第m層 !.OX!.l 1111)を穿つ。研磨は II 80 II コ —59 I. 2 研磨は外唇 ・殻底舷

（マイ 0 6 外唇 ・殻底（大半） II 80 第m層 I. 6X I 8 辺 ・ら塔部に施す。

マイ渠 (I. 5) を主体に施す。 2 65 

中部）
(l.5Xl.7) 

殻底の:nは破損す
第51図81 Vb サー58 I. 12 研磨は外唇 ・殻底緑

II 69 ID b サー59 I. 11 PL 45-81 第m層 I I Xl.2 辺 ・ら塔部に施す。
II 69 第m層 0 9X0.95 る。 0. 8 

（マイ 0. 35 研磨は外唇（緑辺）

マイ築 ・穀底緑辺を残存す

中部） る。
11 82 II コー59 I I 研磨は外唇 ・殻底緑

II 82 第m層 I. IXl.2 辺に施す。

II 70 ＂ カー51 3 4 骰底に孔(165 Xl7. 0.95 

II 70 第 0層 2 2 X 2. 5 0mm) をつくる。研

10. 2 磨は外唇 ・殻底緑辺 II 83 Vb サー59 J. 05 研磨は外唇・殻底舷

ら塔部に 若 干 に施 11 83 第m陪 I OX!. I 辺に施す。

す。 （マイ l 

マイ楳

II 7[ Na コー59 o. 69 殻底は破損する。 中部）

II 71 第 1層 I. l X l 25 研磨は外唇緑辺 ・殻
II 84 II サ-58 0. 9 研磨は外唇・殻底・

o. 6 底緑辺・ら塔部 ・殻
II 84 第田附 J.4XJ.6 ら塔部に施す。

(2.8X3.0) 頂部に残存する。 I. 8 

/I 72 II コー59 1.7 穀底は破損する 。

// 72 第 1層 J. 4X I 5 研磨は外唇縁辺・殻 II 85 ” コー58 I 2 研磨は外唇・殻底舷

1.0 底緑辺 ・ら塔部に残 II 85 第m層 !.5Xl7 辺に施す。

(0. 8X I 0) 存する。 2 49 

II 73 !Vb サー58 I. 25 研磨は殻頂外唇・殻
" 86 II サ-58 I. 4 

II 73 第1V層 0. 9X I 0 底緑辺・ら塔部 （一
" 86 第田層 !.4X!.5 ” 

0. 5 部）に施す。 !. 6 
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第37表 巻貝科製装飾品銭察一覧 (1)

因版番号 ク a困i
図版番号 ク

覆fl孔重高11 且((ag) ) イ 出土地点 a直役（●） 備 考 ィ 出土地点 備 考挿図番号 a (gl 
挿図蓄号プ 孔のサイス1●) プ のサイズ(a)

第5lf><l87 I a キー66 4. 3 殻底舷辺・殻頂に研 第52図103 I b コー59 7. 0 外唇 ・殻底緑辺 ・ら
PL.45-87 第 I/t'l 7.5X7.9 内を施す。 II 第m層 11 X 12 塔部・殻頂部に研磨

0 75 130 0. 7 を施す。

l.5Xl.6 

II 88 II コー58 5. 0 殻底緑辺 ・ら塔部 ・ 同図104 II サー58 7.0 外唇 ・骰底緑辺 ・殻
11 88 第m附 IOX II 穀頂に研閉。 II 第m層 !4X 16 頂部に研磨を施す。o. 3 

104 1. 15 (0.6Xl.0) 

II 89 ” ヵ-58 6. 0 外唇 ・改底緑辺に研
II 89 第m層 IOX 11 磨を施す。 同図105 II II 8. 5 

0.4 II 15X 15. 5 II 

(0.9Xl.0) 105 I. 2 
II 90 II コー59 8.0 
II 90 第田f!"l II X 12 II 

同図106 II コー59 7. 7 0. 6 
II 第m層 15. 4Xl8 II l.OXl.2 
106 J. 35 II 91 II II 8 0 

II 91 !OX 11 II 

0. 6 同図107 II ケー74 12 
0.8X0.9 II 第n層 12. 9 X 13. 8 II 

II 92 
＂ サー58 6. 0 殻底舷辺に研磨を施 107 1.4 

II 92 第!Ill/ii IOXII す。
0. 6 

同図108 外唇 ・骰底緑辺 ・ら(0 4X0.5) ” サー58 12 
II 93 コー59 7 0 外行 ・殻底緑辺に研

II 第m層 17X!9 塔部に研窮を施す。II 

108 2. 2 11 93 第田陪 !OX 11 府を施す。
0. 7 

(0. 4 XO. 5) 
同図109 II コー58 12 外唇 ・設底緑辺に研• 94 II サー58 8.0 殻底緑辺・殻頂に研 II 第m層 17 XJ9 磨を施す。II 94 第m屑 14X 15 内を施す。 109 4. 4 0. 95 

(1.0Xl. l) 

II 95 ” 表採 7. 0 同図110 II II 14 
II 95 !6X 16. 5 /I II 21.5X22.5 II 

I 8 110 5. 0 
2. 2x2 3 

11 96 
＂ ヵ-64 9 4 外唇 ・殻底繰辺に研

同図111 Ila キー66 5. 0 II 96 第l]lf'J 16X 17. 6 It¥'を施す。
II 第田層 10.5Xl!.5 II I 95 
Ill 0. 4 (I.OX!. I) 

2.ox2.2 II 97 II サー59 10.0 殻底舷辺・改頂に研
II 97 第田吊 ISX 19 府を施す。 同図112 ti サー58 5. 5 外唇・殻底緑辺 ・ら

3. 55 II 第m層 12. 5 X 13. 0 塔部 ・殻頂に研磨を0. 7 
112 0.55 施す。

II 98 I b サー58 4. 1 外行 ・殻底緑辺に研 (2.1 X2. 2) 
11 98 oom層 6X7 布を施す。

同図113 ll b 骰底 ・ら塔部 ・殻頂0. I コー58 4. 5 
II 第m層 9.0X9.5 部に研磨を施す。

II 99 // // 9.0 113 0. 4 
II 99 II. Sx 13.0 ＂ 0. 4 

阿図114 II /I s. 5 外唇 ・殻底緑辺に研
II 9. ox 10 磨を施す。

II 100 II コー58 4. 9 殻底に研府を施す。 114 o. 5 II 100 第m刷 9. ox 10 
0. 4 

同図ll5 II コー59 5. 5 
第52図101 II サー58 5. I 外け ・殻底舷辺 ・ら II 第 1屑 12.sx 16 II 

PL.46 第111/11 9. ox 10 塔部に研料を厖す。 115 o. 55 
101 o. 4 

表採 殻底緑辺に研磨を施外1B.殻底緑辺に研
同図116 II 4. 5 Id]図102 I b チ-74 5. 0 

II 9. sx 10 す。II 第11屑 8. 9X 10. 6 料を施す
102 0.5 116 o. 6 
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巻貝科装飾品観察一覧 (2)

図版番号

挿図番号

a
 

）
）
．ス

●

g
イ

ヽ`
サ

高

g
皇
の

殻

a重
孔

占
~地土出

タ
イ
プ

備 考
図版番号

挿図番号

a
 

~
 

）
ィ^

●

g
イ

（
（
サ

為
径
s
夏の

穀
g
5
重
孔

占
~地土出

タ
イ
プ

備 考

第52図w1ma1キー66
PL.46 第 1層
117 

4. 2 
8. 2X9. 3 

0. 4 
l.4X 1. 5 

叫，118IN a 1:c晶
ll8 (マイ

マイ楳
1中部）

同図119 I n I 11 

II 

119 

嘔 120 II :::J-59 " I I第m層
120 

2. 9 
4.8X5. I 

0. I 
l.6Xl.7 

第53図121I ,, I表採
PL.47 
121 

同図122 II サー59,, I I第m層
122 

同図123 " サー58,, I I第m吊
123 

同図124 I ,, Iサ-59
II 第III@
124 

同図125 I II I表採

125 

3. I 
4 X 5 
0. I 

2.4X2.5 

4.5 
7.4X8. l 
o. 25 

2.3X2.5 

4. 0 
8 XIO 
0. 3 

I. 7X I. 8 

4. 0 
9. 7X 10 
0. 3 
(0. 9) 

3. 5 
!OX II 
0. 4 

2. I X2. 2 

2. 5 
IIXll.5 

0. 4 
3.0X3. I 

4. 7 
9. SX II 
0. 45 

1.sx1.E 

Va Iサー59
第m層
（マイ

マイ集

中部）

11 I ::i-58 
祁m層

,, I表採

3. 5 
4.4X4.5 

O. I 
I. 4 XI. 5 

殻底緑辺とら塔部に
研磨を施す。
火を受けたようであ
る。色渇は灰黒色を
呈する。

殻底縁辺と ら塔部に
研磨を施す。 一部分
欠落する。

同図126 Va サ-59
II 第m層
126 (マイ

マイ集

中部）

2. 4 
5.5X5.7 
0.08 

I. 4X I. 5 

外唇 ・殻底緑辺 ・ら1第53図131
塔部 ・殻頂部に研 PL.47 
磨。 131
火を受けた痕跡があ
り、灰色を呈する。

罪誓泣:己|呵,132 
す。殻底部の一部が 132 
欠失する。火を受け

雷圧• 黒色『言3

133 

同図134

＂ 殻底緑辺 ・ら塔部 ・I 134 
殻頂部に研内を残
す。殻底の一部を欠畠同門135

研磨を雑す。殻底の 135 
1を欠失する。

同図136
咋 ・位底舷辺 ・叫 II 
頂部に研磨を施す。 136 

7

8

 

3

3

 

印

11137

印

11138

同

同

二
9

0

 

3

4

 

1

9

1

0
 

図

"
13

図

"
14

同

同

胃・
oo
鉱

点
胃
[

昨
昨
只
猛
諜

59
層

イ
集
）

』員
1

1

"

 

＂ II 

II Iサ 59
第田層

I、1表採

同図141

＂ 141 

；
 

サ

第

（

マ

中

コ

第

1

1

"

 

2. 25 
5.2X5.8 

〇.I
2.8X3.0 

2. I 
6. I X6. 2 

0. I 
(0. 9X 10) 

2. 5 
4 X 5 
o. 11 

1.7Xl.8 

3. 5 
5. 3X6. ! 
0. 12 

2.ox2.1 

3. 2 
4.9X5.0 
0. 13 

I. 3 X 1.4 

2. 8 
6.0X7.0 
o. 14 

(1. I Xl.2) 

2. 8 
6. 0 X6. 4 

0. 2 
I.OX!. I 

3. 8 
5. 2X6.8 

0. 2 
I. 9X2. I 

殻底絃辺とら塔部に
研磨を施す。 一部分
欠落する。

II 

殻匠舷辺とら塔部に
研磨を施す。

骰底緑辺とら塔部に
研磨を施す。
一部分が欠沼する

” 

Vb I表採

3. I 
7.9X8.5 
0. 21 

(1.4Xl.5) 

2. 2 
5.6X5.9 

0. I 

殻底舷辺とら塔部に
研謄を厖す。
火を受けて、灰屈色
となる。

殻底舷辺とら塔部に
研磨を施す。
全体的に保持が悪
く、脆い。

殻軸 ・殻底絃辺 ・ら
塔部に研磨を施す。

同図127
II 

127 

＂ 11 2. 2 
4.JX4.4 
0.09 

J.4Xl.5 

同図128
II 

128 

同図129

” 129 

同図130
II 

130 

II Iコ-58
ァゼ
第田層

II I表採

II Iサー59
第m層
（マイ

マイ集

中部）

2. 5 
5.0X5.9 
0.09 

I. 9X2. 0 

3. 4 
5.5X5.8 
0.09 

I. 3X (3.0) 

2. 5 
4.0X4.8 
0.09 

I. 6X 1.8 

に

受

色

す

窮

失

に

部

を

．

屋

研

欠

部

塔

火

る

を

こ

分

塔

ら

。

あ

色

即

部

ら

。

と

す

で

塔

一

と

す

辺

施

う

黒

ら

。

辺

施

と

す

。

緑

を

。

国
:
:
/
~

舷
を
よ
灰

底
爵
た
は

殻

研

け

遇

る

一

殻

を

す

殻

研

殻底舷辺とら塔部に
研行を施す。 吋邪欠
沼する。
火を受けて灰黒色と
なる。

ロ
サ
第
（
マ
中

n
第

a
 

＂ 

VI 
2

3

 

4

4

 

1

2

1

3

 

図

11
14

図

11
14

同

同

，
層
イ
集
）

，
層

乱

マ
イ
部
一
5

m

サ
第
（
マ
中

n
第

＇ 

a
 

VD 

II 4

5
 

4

4

 

1

4

1

5

 

図

11
14

図

11
14

同

同

1.4 
4.4X4.5 
o. 08 

l.2Xl.3 

1.4 
6. I X6. 2 

0. I 
I. 9X2.0 

3. 7 
6.1 X6. 2 
o. 2 

l.8Xl.9 

殻底 ・ら塔部に研内
を施す。

5. 5 
6.3X7.4 
o. 19 
(0. 3) 

殻底 ・ら塔部に研閉
を施す。
周緑の一部分が破損
する。
I 殻底ほ辺とら塔部に
研磨を施す。
火を受けた痕跡があ
る。灰黒色を帯びる。

殻底縁辺 ・ら塔部 ・
殻頂の各部に 一部
分、研磨を施す。
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第38表 二枚貝有孔製品観察一覧 (1)

図版番号

挿固番号 ~
,

. a
 

ー
）
．
ス

c
m
g
イ

（
ヽ
＼
サ

為
屁
な
見
の

穀
殻
重
孔

古
~地土拙プイ夕 備 考

図版番号

挿目番号
タイフ・1出土地点,lii~i 

孔のサイス:1.1

備考

第55図146シレナシIコー59

PL.49 ジミ製有第m附

146 孔製品

同1凶147 I 11 

＂ 
147 

II 

二已已▽゜薗:~·;
.... -―.. =IL梨品

上 • 中

右殻

3. H 

4. 5 

JO. 5 
0. 9X I. 0 

内側 ・単孔・閑丸

方形．

詞図148 I 11 

II 

148 

サー59

第rn層

59
陪-

m
 

n
第

ャ
孔

ジ

有
メ

製

品

ヒ

コ

製
，
 

4
 

1

9

 

図
1
1
14

.
9
 r
 

6. 2 
7. 0 

30 

1.5Xl. l 

6.8 

(56) 

3. ox 

4. 0 

5. 6 

18 

l.OX0.9 

孔の形状。

内側 ・複孔 ・不定

形。

,,,]図150 I 11 

II 

150 

サ-58

第ID/(ii

164 I 11 

59
府-

m
 

58
附-

m
 

コ

第

サ

第

キ

ル

有

ウ

サ

製

品

中

中

ュ
ウ
ウ
製

・
殻一

．

リ
ュ
ポ
孔

上
右

＂
上

2
 

5
 

ー刈

＂

佑

肘1:.1151

151 

7. 3 

シレナシジミの外

面に.flを外面から

穿っている。 :/Lの
周辺に研磨を施I同図161I II Iサ-58

す。腹緑は破捐す
II 上 ・中 第m脳

る。
J6J II 

腹舷を欠く 、 ➔Lを
1内側から穿つ。 1第56図J62 II コー59

悶゚!'前に
内側・単孔・隅丸

三角形。

内側より 1Lを穿
II 

つ。1Lは破捐する。
同固163 サー59

.flの一部は叩耗すIII 上 ・中 1第IDIM
163 II 

る。

5.8 

6.8 

18 

I. 2X J. 0 

4. 2 

5. 9 
19 

I. OX0.9 

内側より 1Lを穿
1 同図164 I 11 

つ。
II I上 • 前

コー59

第IDJf/1

内側 ・複孔・ 不定

形。

152 I 11 

亨，1531:. 中；芯
1s3 ,, mmJfil 

同図154 II サー59

II I上 ・iiiiI第m彫
154 II 

59
刷-

m
 

サ

第中

．
 

"
中
”

5
 

5
 

1

5

 

図

1115

同

同図J56 II カー58

II I上 ・中 luim附
156 II 

嘔 157 11 Iコ-58
II J:: • 中第11層

J57 II 

同図158 11 

II 上 ・中 1 

サー59

第ill/@
158 11 

59
陪-

m
 

サ

第中

．
 

”
上
1
1

，
 

5
 

1

9

 

図
1
1
15

同

す

・

耗

側

。

麿

内

形[
臼
•

尺
II 

l.2XI. I 

(3. 9) 

(6. I) 

(13) 

6. I X3. 9 

4. 2 
6. 0 

14 

6.0X4.2 

4. 3 

6. I 

14 

l.3Xl. I 

(4. 4) 

(5. 9) 

(14) 

5.9X4.4 

3. 6 

6. 3 
14 

I. 7 XI. I 

4. 4 
6. 5 

15 

0.7X0.6 

4. 0 
6. 0 

16 

l.3X0.9 

4.6 

6. 7 

16 

1.J)X0.7 

同図165 I 11 
,, IJ:: • 中
165 I 11 

表採

4. 3 

6. 2 

19 

1.8X0.9 

4. 3 
6. 4 

21 

1.6Xl.4 

4.6 

6. 0 

22 
6. 0 X4. 6 

内側 ・複礼 ・不定

形．

内側 ・1財L・閑丸

方形。

内側 ・複孔 ・不定

形。

内側 ・複孔 ・扁惰

円形。

内側 ・単孔 ・扁惰

円形:/Lの周辺に研

陪あり。

内側 ・複孔・不定

形。

内側 ・爪孔 ・不定

形孔の周辺に研磨

を施す。

嘔 166 11 Iコ-59
II J:-. ・後、 第田l!ii
166 II 

58
府-

m
 

コ

第中

．
 

”
上
II

7
 

6
 

1

7

 

図
1
1
1
6

同

疇 68 11 Iコー59
II 上 ・中 第m附
}68 II 

同図169 11 Iコ-59
II 中 ・中 第m層
169 II 

58
附

-
n" 

シ

第中

．
 

1
1
上
”。

7
 

I

O

 

図

11
17

同

同固171 II サー58II 上 • 前 1第m層

171 II 

同図172 ,, Iサ-58

！， 中 ・中 籾m陪

172 11 

疇 173 11 Iサ-58
II 中 ・前 第1Il屈i
173 II 

4.3 

6. 6 

23 

0. sxo. 6 

4. 6 

7. 2 

26 

0. sxo. 6 

4. 9 
7.0 

26 

II 

”
 

2. 2X l. 8 

5. 0 内側、複孔、隅丸

12: I三角形。

2. 2X 1.1 

5. I I内側 ・複孔・ 不定
6. 9 形。

29 

2. ox 1.4 
5. 0 内側・単孔、不定

7306 し。
1.2Xl.0 

て21内側・単孔 ・梯
6. 9 形。

35 

I. 4 XI. I 

下 ―-i内側 ・単孔・梯

7. 9 形。

39 

2. 6Xl.9 
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二枚貝有孔製品観察ー吃 (2)

図版番号
タイプ 比土地代 殻a重為i 長((a,g) 備考

図薮番号
タイプ 出土地点

8S 篇長o 
備考

挿図番号 挿図番号 孔璽i ( g ) 
孔のサイズ(.) のサイズ,.1

第56図174 リュウキ :::i-58 3. 4 .flの形状。内!JI • 第57図188 リュウキ コ-58 4. 0 外側 ・複孔 ・不定
PL.SO ュウサル 第m/!il 4. 6 複.fl・不定形。 PL.SI ュウサル 南アゼ 6. 3 形．
174 ボウ製有 7 188 ボウ製1i第田屑 19 

孔製品 2. 3 XI. 4 孔製品 l.6Xl.2 
中 ・中 上 ・中
左殻 左殻

同図175 II コー59 3. 5 内側 ・複孔・扁惰 同図¥89 II コー59 4. 3 内側 ・洋礼 ・不定
JI 上 ・中 第m@ 5. 3 Pl。 II 上 • 前 第m陪 6. 2 形．
175 I/ 12 

189 II 20 
I. 4 XI. I 

I. I XO. 9 
同図176 II サ-59 3. 5 内側 ・複孔・ 不定

同図190 II サー58 4 7 内側 ・複:fl・不定II 上 ・中 第m屈 5. 4 形。
中 ・中 第m層 形．176 13 ” 6. 0 II 

l.3X0.6 190 I/ 21 
l.9Xl.5 

同図J7? II サー59 4. 4 
II 上 ・中 祁m層 6. 5 II 同図191 11 サー59 4. 8 
177 ” 14 II 中・ 1111 第m陪 7. 0 " 

I. 5X0. 9 191 II 21 

同図178 II ::l-58 4. 3 内側 ・lli1L・屈丸 1.SXO. 9 
II 上 ・中 第m層 6.8 方形． 同図192 II サー59 4. 4 内側 ・単孔 ・不定
178 II 14 

＂ 上 • 前 祁mTM 6. 4 形．
I. 2X I 0 

192 II 22 
同図179 II サ 59 4. 3 内側 ・複孔 ・,J,定 0. 9 XO 6 

II 上 ・中 第m層 6 5 形。
内側 ・複:fl・阪九179 II 14 同図193 11 コー59 4.6 

I. 3XO. 8 II 上 • 前 南アゼ 5. 8 方形。

内側 ・lli:fl・扁Ir.
193 II 第m府 23 同図180 II コ-59 4. 1 

l.3Xl.2 
” 上• 前 第m層 6. 3 円形．

180 II 15 同図}94 II サー59 4. 9 内側 ・複孔・不定
J. JX I. I II 中 ・中 第田層 7.1 形。

同図181 11 サ-58 4. 2 194 11 24 
II 中 ・中 第m層 6. 2 ＂ 2. !Xl.5 

181 II 16 
同図195 " サー59 4. 6 

I 3Xl.2 

” 上 ・RI) 第m陪 6. 9 II 

同図!82 II コー59 4. 3 内側 ・複.fl・梯 195 II 24 
II 上 • 前 第田陪 6. 3 形． 1.2x1.o 
182 II 16 

0 9 xo. 8 同図)96 II サー59 4. 6 外側 ・複孔 ・不定

内側 ・ 11i:JL • 扁怜
II 上 ・中 第田刷 7. 6 形。

第57図!83 II サー59 4. 4 
196 ” 25 PL.SI 上 ・中 第田陪 6. 9 円形。

183 II 16 2. 2X2. I 

0. 9 xo. 7 同図}97 II コー58 5. I 内側・複孔・不定

同図184 II コー59 4.6 内側 ・複:JL・扁惰 II 中 ・前 第m函 6. 8 形。

” 上 ・中 南アゼ 6. 3 円形． 197 ” 27 
184 ＂ 第m層 18 1.4X0. 7 

I. 4 XI. 2 
同図198 II サ-59 5. I 内側 ・複.fl・閑丸

同図J85 II コ-59 4. 3 内側 ・複孔 ・不定
＂ 上 • 前 第m杓 7. I 三角形。

＂ 上• 前 第m陪 6. 8 形． 198 II 33 
185 II 19 I. 4 XI. 3 

I I XO. 9 
同図199 コー58 5. 0 内側 ・複孔 ・不定II 

同図)86 II サー59 (4. 3) 内側 ・単孔 ・不定
II 中 ・中 第 1陪 6. 8 形．

‘’ 上 ・中 第D層 (6. 8) 形．
199 II 34 

186 ＂ 
(19) 2. 9X I. 6 

I 3 XI. 2 
同図200 ＂ コー58 4. 5 

同図187 II コー59 4. I 内側 ・単:JL・扁怜
II 上 ・中 第田周 7. 3 II 

II 上 ・中 第田層 5. 6 円形．
200 II 41 

187 II 19 2.1 XI. I 
0. 6 xo. 4 
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第 5節食料残滓

1 貝類遺存体

本貝塚から、多址の貝殻が出土した。出土した貝を、完形貝と破片貝に分け、その個体数と

重足を計測した。破片貝については、殻頂部を有する貝と殻頂部の欠損した細片に分けて集計

した。

さらに、各地区の層位ごとに最少推定個体数を示した表を作成した。完形貝と殻頂部を有す

る貝を 1個体としたが、殻頂部の欠損した貝や細片のみ出土しているものに関しては、数批や

重凪に関係なく 1個体とした。また完形貝と殻頂部欠損の細片貝が出土しているものは、完形

貝の個体数に lf固体追加して最少推定個体数とした。

表にはヤコウガイやチョウセンサザエの殻と蓋のイ固数を記入しているが、総計では多い方を

個体数とした。

以下、地区ごとに出土状況を記述する。

(1) 1地区出土の貝類

1地区から、少なくとも、 35科88種で 1,851個体の貝殻が出土した。

I層 .II層 .III層とも出土拡に差はない。

第39表 主体貝の出土状況

順 I 陪

＂ 
附

主 体 貝 棲息地
位 個体数 ％ 個体数 ％ 

l チョウセンサザエ（蓋） F¾,-gh 252 42.1% 216 33.6% 

2 マ ガ キ ガ イ D-F20-d 62 10.4% 59 9.2% 

3 シラナミガイ（幼貝を含む） G-g 24 4.0% 47 7.3% 

4 ヒ メ ジ ヤ コ D-ghの中 19 3.2% 20 3.1% 

5 シ レ ナ シ ジ ミ B-a 10 1.7% 57 8.9% 

※棲息地の記号は第56表の 「記号について」を参照。

III 層

計

個体数 ％ 

133 21.9% 601 

106 17.4% 221 

72 11.8% 143 

62 10.2% 101 

28 4.6% 95 

各層でチョウセンサザエの蓋の出土足が多いが、特に I層で多く、 I層出土貝の 42.1%を占

める。

次いで各層ともマガキガイが 2位となっている。

I層ではマガキガイに次いで多いのは第54表には出ていないが、 ヤコウガイ（蓋）で、 34個出

土している。

II層では、全体出土数 5位のシレナシジミがマガキガイに次いで多い。

III層では、シラナミガイやヒメジャコ等のシャコガイ科の出土が目立つ。
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出土貝を棲息地別にみるため、棲息地の構成比較表を作成した。

大まかに、陸上、 淡水 • 河川の泥底、潮間帯（浅い）の砂底と岩礁や珊瑚礁等の岩場、潮間

帯下（やや深い）の砂底と岩場の 6つに分けて集計したのが下の第40表である。

層ごと の出土数を棒の長さで示し、その中で棲息地別に占める割合を示した。

第40表 出土貝棲息地の構成比較

環鳳ニュ
暉囀I@瓢量ニ
Ill "1囀 -瓢0.6%~

56.7% 

――――――――
――
――
-y
 ‘‘ 

-------

綴 陸七＿

疇 淡水 ・河川

冒眉眉 潮間帯（浅い）砂底

二 潮間帯岩礁 ．珊瑚礁

(2) 2地区出土の貝類

4
-＿-
．．．
 
…

…

-

l 598個体

] 642個体

] 611個体

0 50 100訊体
I I I 

筐 郷］甜下（やや深い）砂底

言i朝間~i,下 岩礁 ．硼瑚餅

亡コ不明 ・その他

棲息地別にみると、潮間帯下（やや深い）岩礁や珊瑚礁に棲息する貝が多く 、 I層 .11層で

は、出土数の 50%以上を占める。

次いで潮間帯（浅い）の岩礁 ．珊瑚礁に棲息する貝が多い。

砂底に比べ、岩礁や珊瑚礁等の岩場に棲息する貝の出土が圧倒的に多い。

II層で、淡水 ・河川の泥底に棲息する貝の出土が目立つ。

全体的にみると、岩礁や珊瑚礁等の岩場に棲息する貝の出土が多い中で、砂底に棲息するマ

ガキガイや、マングロープ地帯の泥底に棲息するシレナシジミの出土が目立つ。

2地区から33科77種で 3,112個体の貝殻が出土した。

III層から最も多く出土している。 III層ではコー58・コー59・サー59グリッドのピットからも

貝が出土しており、コー59グリッドのピットから 68個体の貝が出土した。

2地区出土の貝はシレナシジミが最も多く 、チョウセンサザエ（蓋）、シラナミガイと続く。
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第41表 第 1地区層位別出土状況（最少推定個体数）

II lt1 Ill 府
ll I 合

棲息地科 名 ll 種 名 番 沿 ' カー56 カ ヒ 霞 カ ビ カビ
IJ '- JM 込 ~, 

ピ9 卜Ii-F; 
I , I ., I ,jj- Jt 

み 58ト62み 64ト 66 Iヽ

ッ タノ9 ガヽイ 科 オオペ 1 コウガサガイ 1 

クルマガサガイ 2 l 1 1 D g 

ァリュウキ・..ウウ／
シガイ 3 2 2 D g 

ニシ キウズガイ科 ニシキウスガイ 4 l I l F g 

ムラサキウズガイ 5 2 2 I 3 5 F g 

ギンタカハマガイ 6 4 1 1 1 1 2 7 F1/io g 

サラサパティ 7 4 3 3 2 2 1 1 6 13 F冶 g・h 
I 

りュ:'テンササエnヤコウガイ 8 I 18 l 19 1 1 21 G H 

II のふた 8 34 28 1 29 13 1 I 15 78 II II 

＇ 
＋ ョウセンサザエ ， 16 23 I 24 11 I 3 1 16 56 F¾, g・h 

II のふた 9 252 209 7 216 124 3 1 5 133 601 II II 

一し '-
アマオプネガイ n アマオプネガイ 10 2 l 1 2 2 5 D g 

ニシキアマオプネ 11 I 1 I 2 I 1 4 D f 
I 

マキミゾアマオプネ 12 
I 

キパアマガイ 13 

アマガイモドキ科 アマガイモドキ 14 1 I 1 D g 

トゲカワニ+I斗 ヌノメカ ワニナ 15 1 1 B 

タマキピガイ 1斗 コンベイトウガイ 16 

ムカデガイ 科 オオヘピガイ 17 I 1 E g 

オニノ ツノガイ H カヤノミカニモリガイ 18 1 I 1 D g 

トウガタカニモリガイ 19 1 1 D C 

モゴマリつカイトウガタカ ニ 20 2 1 l 2 2 5 E h 

＇ 
タケノコカニモ リガイ 21 I 1 1 E d 
ナカ＊タケノ コカニ

22 1 1 1 E d モリカ：ィ

カニモ リガイ 23 I 1 1 ~ 函 d 

メオニノソノガイ 24 2 13 13 1 1 16 G g 

オニノツノガイ 25 12 6 6 5 1 6 24 G g 

スフしメガイ科 アツキクスズメガイ 26 

ソデガイ9斗 マガキガイ 27 62 58 1 59 94 3 3 100 221 DF2-0 d 

ムカシタモトガイ 28 1 1 1 2 G d 

イポ'Iデガイ 29 1 I 1 G d 

スイジガイ 30 5 3 3 ， 1 I 1 12 20 H d 

クモガイ 31 12 4 1 5 8 I I 10 27 H d 

II （幼） 32 

ラクダガイ 33 

ゴホウラ 34 

タマガイ科 トミガイ 35 2 2 2 E d 

タカラガイ科 キイロダカラガイ 36 1 1 D g・h 

ハナピラダカラガイ 37 1 2 1 3 4 D g・h 

コモンダカラガイ 38 1 1 1 D g 

ハナマルキガイ 39 18 17 I 18 15 3 2 20 56 D g・h 
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I 
II Jiij Ill 層

N I 

I 込洛 ＾ n 
科 目 貝 種名 番

カー56 カピカみ仇//614ピ 6↑6 ピ
棲息地

号 屑 Jr Iッツ/Jf・ 計
み ヒ／卜沿 58卜 62 ト ト

タカラガイ科 ホシキヌタガイ 40 I 3 4 1 1 5 D g 

クチムラサキダカラ
41 I I 3 3 4 D g ガイ

ハチジョウダカラガイ 42 I I 1 I'2 C g・h 

ヤクシマダカラガイ 43 2 5 I 6 I I 2 10 D g 

ヒメヤクシマダカラ
44 l I I 2 D g えfイ

ホシダカラガイ 45 I 2 2 2 I 3 6 H d・h 

ヒメホシダカラガイ 46 1 I I D g 

" （幼） 47 1 I I " II 

トウカムリガイ If タイコガイ 48 1 3 2 5 6 F'',91;, C 

アメガイ 49 I I I F C 

7ジッガイ科 ホラガイ 50 2 2 I 2 1 4 6 G g 

ミッカドポラ 51 

オキニン科 オキニシ 52 2 2 2 3 3 7 G g 

シロナルトポラ 53 

アクキガイ科 レイシガイダマシ 54 I I D g 

ヒメヨウラクガイ 55 1 1 1 D g 

シラクモガイ 56 4 5 5 17 3 20 29 D g 

ウニレイシガイ 57 1 I G g 

ムラ ... ,'ャイガレイシ 58 10 ， 1 10 17 17 37 D h ガイ

アカイガレインガイ 59 1 1 I 3 3 5 D g 

ホソスシテッポラ 60 1 I I D g 

コイポテツレイシ 61 1 I D g 

イトマキポラ科 マルニシ 62 2 2 1 1 3 D g 

リュウシュウッノマタ 63 1 2 2 1 
！ I 1 4 D g 

イトマキポラ 64 

ペニマキ 65 

オニコプシガイ科 オニコプシガイ 66 I 1 1 I 2 D h 

コオニコプンガイ 67 14 ， 3 12 ， 1 10 36 D g 

7デガイ科 ニンキ；キパ7デガイ 68 1 1 1 2 D d 

7 トコロヤクテガイ 69 1 1 1 D g 

マ クラガイ科 サッマピナガイ 70 

イモガイ科 マダライモガイ 71 7 4 2 6 2 2 15 D g 

コマダライモガイ 72 5 4 4 1 I JO D g 

サヤガタイモガイ 73 16 6 6 3 I 3 25 D g 

クロミ＋シガイ 74 1 1 1 D d 

イポンマイモガイ 75 2 3 1 4 2 2 8 D g・d 

キヌカッキ＇イモガイ 76 5 ， 2 11 2 2 18 D g 

ゴマフイモガイ 77 2 1 I 3 D d 

アカシマミナンガイ 78 1 I I I 2 G 

ヒラマキイモガイ 79 3 2 3 5 1 1 9 D d 

アンポンクロザメガイ 80 10 7 7 3 3 20 D d 

クロ 7モドキガイ 81 

イポカパイモガイ 82 18 18 I 19 13 13 50 D g 
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II 附 Ill If! 

l:t I A ロ

科 目 貝 種名
胃 沿 カー56

!! カビ f月カビ 棲息地
附 込 Rt 嘉；

I ., 計 計
み ビット 溝 64ト66ト

イモガイ科 タガヤサンミナシガイ 83 

タケノコガイn ウシノツノガイ 84 I 1 1 1 1 3 D d 

キパタケガイ 85 1 1 1 1 2 D d 

リュウキ ュウタケガイ 86 1 1 1 E d 

オ＋；；マイマイ科
クロイウオ オケマ イ

87 1 1 I 1 2 A マイ

マォキイナマウイ ウスカウー/ 88 

7ネガイ 科 ペニエガイ 89 1 1 1 D f 

カリガネエガイ 90 I 1 D g 

リュウキュウサルポ
91 2 5 2 7 6 1 1 8 17 D d 

ウガイ

タマキガイ H ソメワケグリ 92 

ウチワガイ 93 

イガイ H ガリュイ ウキ ュウヒ,,,: I J 94 

/ ~ モクアオリガイ科 シロアオリガイ 95 

ウミギクガイH メンガイ 96 1 1 1 1 1 3 D h 

イクポガキ科 オハグロガキ 97 

ンジ ミガイ科 シレ＋シジミ 98 10 51 6 57 25 1 2 28 95 B a 

ツキガイ科 ウラキッキガイ 99 1 l 1 D d 

サ”‘ナミセワケソキ 100 ガイ

カゴガイ科 カゴガイ 101 I 1 1 2 3 GF-20 d 

キクザルガイ科 カネッケザルガイ 102 

キクザルガイ 103 1 1 D g 

シャコガイ科 シラナミガイ 104 12 28 1 29 32 1 5 1 1 40 81 G g 

＂ （幼） 105 12 17 1 18 25 l 6 32 62 II II 

ヒメジャコ 106 19 19 1 20 55 3 2 l 1 62 101 D g•hの

ヒレジャコ 107 1 1 1 2 2 1 1 4 7 G h 

オオジャコ 108 

シャゴウ 109 5 2 1 3 1 1 1 3 11 D g・h 

ザルガイ 科 カワラガイ 110 1 1 2 1 1 3 D d 

マルスダレガイ 科 マルオミナエシガイ lll 1 2 I 3 4 D d 

アラスジケマンガイ 112 1 1 l D d 

ヌノ 1ガイ 113 

チドリマスオガイ科 イソハマグリ 114 

パカガイ科
リュウキ ュウアリソ 115 1 1 1 D d 
カイ

ガIJュイ9ウ・・トキュウマスオ マスオガイ 116 1 1 1 1 2内酒 d 

リュウキ ュウマスオ 117 1 I 1 D d ヵrィ

ニ I コウガイ 科 サメザラガイ 118 1 1 1 I 1 3 D d 

合 計 598 592 50 642 525 I 36 22 2 6 19 611 1851 

※記号について

A陸 上 E浅 湘 （水深 5m→ F 5 l a泥 底 e砂礫底

B淡水・河川 F水深 m (水深 2m~20m→ F¼) b砂泥底 f岩礫底

c潮上帯 G潮間帯下 c細砂底 g岩 礁

D潮間帯 H珊瑚礁 d砂 底 h珊瑚礁
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第42表 主体貝の出土状況

順 I 層

＂ 
陪 Ill 層 IV Jfj 

主 体 貝 棲息、地 計

位 個体数 ％ 個体数 ％ 個体数 ％ 個体数 ％ 

1 シレナシジ B-a 99 17.6% 241 30.4% 122 8.1% 12 4.6% 474 

2 チョウセンサザエ （蓋） F¾- gh 109 19.4%' 90 11.3% 188 12.6% 38 14.6% 425 

3 シラナミガイ （幼貝を含） G-g 42 7.5% 53 6.7% 268 17.9% 59 22.7% 422 

4 マ ガ キ ガ イ D-F/4一d 45 8.0% 71 8.9% 112 7.5% 9 3.5% 237 

5 サラサバテイ F½, 一gh 9 1.6% 20 2.5% 98 6.5% 9 3.5%, 136 

I層ではチョウセンサザエ（蓋）の出土が最も多く、次いでシレナシジミが出土している。

上の第42表には出ていないが、ヤコウガイ（蓋）が 33個体出土しており、 4位に位置する。

II層ではシレナシジミの出土が最も多く、 30%以上を占める。次いでチョウセンサザエ、マ

ガキガイ、シラナミガイにつづいてクモガイの出土が目立つ。

III層で最も多く出土した貝は、 I層 .II層とも異なり、シラナミガイ（幼貝を含む）で、チョ

ウセンサザエ、シレナシジミとつづく。また、サラサバテイの出土が目立つ。

数は少ないが、 IV層出土の主体貝のベスト 3はIII層に似る。他にコオニコプシやヒメジャコ

の出土も目立つ。

Ill層

第43表 出土貝棲息地の構成比較

露 陸 上

巨淡水 • 河川

- 潮間帯 （浅い）

二794個体

------

二 潮間帯岩礁 ．珊瑚礁

匿 圃潮間帯下（やや深い）砂底

凰凰l潮間帯下岩礁 ．珊瑚礁

I 497 
個体

亡コ 不明 • その他

棲息地別にみると、岩礁．珊瑚礁等の岩場に棲息する貝が多く、特にIII層とIV層では、潮間

帯下の岩場に棲息する貝がそれぞれ 45%、51.5%を占めている。

II層では淡水 ・河川とくにマングロープ地帯の泥底に棲息する貝が多く、他の棲息地の貝を

抜いて、 30%を占めている。
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第~4表 第 2 地区貝類出土状況

2 地 区 I ll'l Il 層 m 層

光形
破 Ill Q 

完形
破揖貝

完形
峨 Ill 貝

科 名 且種名 番サ
打沿頂 篤殻頂（細片 有殻頂 篤殻頂（細片） 有般頂 篤穀頂（細片）

咄頂量 咄頂量園数貧量 ｀体 l1i:量 、 体 璽量低数重量 咄重量 賢よ煎量個数重量

ッタノハガイ科 オオペッコウガサカディ I 2 2 2 20 ， 13 
クル マガサガイ 2 3 2 2 16 3 2 l I 26 12 

リュウキュウウノアZがイ 3 I 5 I I 

不 明

ユキノカサガイ 科 不 明 I I 

ニシキウズガイ科 ニンキウズガイ 4 3 210 I ， 2 20 16 55 

ムラサキウズガイ 5 I 

゜
2 25 I 8 7 22 2 30 11 38 

ギンタカハマガイ 6 I 190 6 223 2 60 8 848 5 66 5 33 14 570 7 235 

サラサパティ 7 2 535 7 266 241 2,419 14 2,140 6 379 612 6,955 17 5,315 74 5,005 1,322 13346 

不 明 I く1 6 25 50 468 

リュウテンサザ工科 ヤ コウガイ B I 20 I 15 49 1,124 3 45 I 16 4,279 I 185 9 290 210 7.243 

” のふた 8 6 815 27 1,821 61 2,116 10 449 9 763 49 1,173 12 1,536 19 1.901 76 3,835 

チョウセンサザエ ， 29 383 I 10 4 166 26 228 7 755 13 520 105 I 383 

” のふた 9 104 1,043 5 28 3 17 85 932 5 38 23 494 172 1898 3 40 16 167 

アマオプネガイ科 アマオプネカイ 10 3 8 5 8 

ニシキアマオプネ II 2 2 6 13 I 5 I 5 17 30 

マキミゾアマオプネ 12 I 2 I 2 I I 15 20 

キパアマガイ 13 2 I 

アマガイモドキ科 アマガイモドキ 14 

トゲカワニナ科 ヌノ メ カ ワ ニ ナ 15 

タマ •t• ピガイ科 コンペイ トウガイ 16 

ムカデガイ 科 オオヘ ピガ イ 17 2 35 3 65 

オニノツノカ・イ科 カヤノミカニモリガイ 18 

トウガタカニモリガイ 19 

ゴ 7トウガタカニ）ガイ 20 I 5 

クケノコカニモリガイ 21 

ナガタケノ9カ-切ガイ 22 

カニモリガイ 23 I く1

メオニ Iツノガイ 24 

オニ I ソノガイ 25 3 137 2 63 7 313 11 735 4 220 3 17 15 1.030 16 1.043 22 502 

スズメガイ科 ァッキクスズメガイ 26 I 2 

ソデカ、イ科 マガキガイ 27 18 323 27 312 ， 92 33 673 38 444 15 77 67 1.24; 40 557 

ムカシタモトガイ 28 

イポ‘ノデガイ 四 2 25 2 12; 2 90 1 15 

スイクガイ 30 I 295 16 1.374 93 2,810 2 470 13 1,775 95 2.579 15 3,93•) 28 3,411 252 4,663 

ク モガイ 31 18 1,089 Ill 2.944 3 465 25 1,487 138 3,109 5 744 42 2,318 422 7,557 

” （幼） 32 3 115 I 100 I 65 2 85 

うクダガ イ 33 I 245 10 920 

ゴ中ウ う 34

不 明 I 20 45 805 2 36 61 598 I 15 14 365 

タ マ ガ イ 科 卜 ミ ガイ 35 

タカうガイ科 キイロダカ ラガイ 36 

ハナピラダカうガイ 37 I 2 

コモンダカラガイ 38 I JO I 2 

ハナマルユキガイ 39 8 67 II 49 39 202 12 104 4 16 73 156 53 377 3 13 165 403 

＊シキス タカ9 イ 40 4 80 I 16 8 30 

クチムラサキダカラガイ 41 

ハチ・ジョウダカラガイ 42 I 40 16 245 2 70 3 57 12 515 94 1,580 

ヤクシマダカラガイ 43 3 65 61 758 2 45 2 27 13 91 2 79 12 178 82 691 

ヒ9ヤクンマダカうガイ 44 

＊シダカラガイ 45 2 100 7 103 I 93 3 88 9 475 21 378 

ヒメネシダカラガイ 46 

” （幼） 47 

不 明 2 27 25 137 121 437 519 1.546 
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m 層 IV 涵

コ ー 58ピット コ ー 59ビ ッ ト サー 59ビット 5 号 焼 土

完 形
誼損 目

完形
艘 Ill 貝

完 形
練 損 貝

冗形
破川 目

） 完形

艘捐 目

有殻頂憮頂（綱片） 有般頂薫頂傭けヤ 有殻頂無頂(Illヤ 打般頂 驚頂（綱片 打姓Iii 薫頂（綱片）

僭t重量菅 重量 個数 重量守重量咄重量 個数 璽• 個； 重量 誓 重量 個数 重量 窄 頂量 咄 頂量 錮数 頂量 繁 頂量 咄 直量 11!1数 lll量

2 I I I 

2 2 

I 10 4 8 2 15 3 15 

I 135 I 50 I 97 3 140 7 173 I 6, 

I SO 20 340 2 170 3 150 20 125 41 415 9 460 238 1.517 

I 12 35 

16 660 19 710 

I 115 JO 210 I 50 8 505 

I 35 l 10 I IS I 90 I 40 4 20 5 480 4 75 48 442 

I 10 10 100 2 20 37 420 I 5 I 5 

I I 2 2 

2 I 

I 25 

I 15 

I 10 2 130 I 45 2 35 5 125 

I I I I 

2 30 2 35 I 15 7 160 I 15 I IO 

1 130 I 40 4 90 2 480 I 260 6 355 44 967 3 70 

2 45 3 150 18 305 I 5 4 447 48 542 I 3 

I 3 I JO 

I 

I 10 4 10 6 58 I 2 24 68 

2 30 2 95 3 35 3 85 25 355 

2 50 4 85 6 47 

3 35 I 25 2 25 2 125 5 125 3 45 

JS 90 I 5 I 8 103 408 
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2 地 区 I 11'1 n 屈 田 層

岐 M 目 破損貝 破 損 貝
完 形 ；；；形 完影

＂ 
名 目種 名 香g 灯殻頂 籟牧頂（細片 有殻頂 無殻頂(1111片 有殻頂 薫殻頂（細片）

窄 1ll量 窄 貢量 偲数 撹量 、体 賃量 1体 重量 偲数 重量 個数体 重 量 ｀体 重量 僭数 重量

トウカムリカ・イ科 ク イ コガ イ 侶 I 40 

アメガ イ 49

フジッガイ 科 ＊ ラガ イ 50 4 292 13 73 7 298 87 1.687 I 75 134 2,475 

ミッ カドポラ 51 

オキニシ科 オ キニ シ 52 I 24 I ， I 40 3 27 

シロナルトポラ 53 I 410 3 170 

アクキ ガイ科 レインガイダマシ 54 I 17 35 295 I 5 I 3 

ヒメ ヨウラクガイ 55 

シラクモガイ 56 7 670 I 27 3 165 3 269 2 50 13 166 26 2~65 7 315 15 172 

ウニレイ・ンガイ 57 I 5 I 10 

ムラサキイガレイシガイ 58 3 33 5 60 I 5 16 258 8 88 4 21 36 485 20 177 31 172 

アカ イガレイ、ンガイ 59 I 4 I 14 2 II 2 11 1 15 

＊ソスジテッポラ 60 I 15 I 15 2 20 

コイポテッ レイ シ 61 

不 明 2 25 I 10 

イトマキポラ 科 マ 9レニ シ 62 I 13 I 7 I 2 I 25 2 15 2 10 

リュウキュウッノマタ 63 I 12 

イト マ キポラ 64 2 85 

ペニマキ 65 

オニコプ・ンガイ科 オ ニコ プ シ ガ イ 66 I 60 I JO II 480 7 160 I 35 

コオ ニコプシガ イ 67 6 209 5 80 4 16 16 358 3 27 4 22 22 339 20 331 77 425 

不 明

7 デ ガ イ 科 ニシキノキバフデガイ 68 

フトコロヤクテガイ 69 

不 明

マクラガ イ科 サッマピナガイ 70 

イモガイ科 マ ダ ライモガイ 71 2 8 I 3 I 2 I 2 4 23 5 22 

コマダライモガイ 72 5 42 3 12 6 7 5 19 

サヤガタイモガイ 73 5 38 2 7 4 21 I 2 5 10 5 17 I 3 I I 

クロミナシガイ 74 6 90 2 JO 

イポシマイモガイ 75 I 2 

キヌカッギイモガイ 76 IO 79 2 10 4 27 23 243 3 10 3 7 JO 145 7 43 

ゴマフイモガイ 77 

アカシマミナ・ンガイ 78 

ヒうマキイモガ イ 79 2 18 I 6 2 12 I 5 2 5 I I 

アンポンク 0ザメガイ 80 2 163 4 153 2 28 1 20 6 130 2 126 11 457 46 730 

クロフモドキガイ 81 3 80 15 230 15 175 

イボカバイモガイ 82 5 257 11 212 5 66 II 427 13 206 5 55 14 620 23 610 49 441 

タガヤサンミナ・ンガイ 83 

不 明 3 64 20 49 11 68 5 15 2 4 14 90 3 8 69 374 

タケノコガイ科 ウシノツノガイ 84 l 15 

キバタケガイ 85 I 2 

リュウキュウタケガイ 86 

オナジマイマイ科 クロイワオオケマイマイ 87 I 2 4 ， I く1 6 6 10 JS I 2 7 55 

オキナワウスカワマイマ 88 2 I I I I (I 5 I 5 4 19 6 

を 貝 不 'll I 2 41 215 

＾ ロ

It I~ 5,042 194 6,525 916 15.665 282 9,407 162 6.365 1,607 屈058 539 22,70! 422 19,7~ 3,968 50,653 
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田 層 IV 屈

コー 58ピ ット コー 59ビット サー 59ビット 5 号 焼 土

碩 II 貝 練 Ill 貝 艘 Ill 目 牧 m 月 艘 Ill 貝

完影
有殻頂鰊頂(II片

完形
有殻頂憮頂（綱片）

元形
有公頂鴛頂(II片）

完形
有依頂鯖頂（綱片）

完形
有依頂 無（綱片）

誓重量 繁 重量 ll!l散 重量11!1: 重量 窄 重量 個数 ＂窄 賃量 繁 重量 個数 雙量 咄 頂fil繁 煎量 屈数 頂量 気体 頂量 誓． 貨量 磐数 重量

I I 

I 30 I 15 33 455 

I s 

I 20 I 5 

3 380 I 3 85 I 170 8 997 I 55 

2 35 2 15 7 102 l 10 4 24 

I 
I 65 3 190 3 60 2 40 

I 25 2 ID I 20 6 88 6 66 9 43 

I 4 I I 

I 40 

I I 5 

I 20 I 40 2 70 7 90 

I 10 9 210 

I 10 I 40 3 40 I 2 I 40 3 20 6 97 

4 10 I 10 9 137 I I 

I I 

18 46 

4 175 4 240 30 535 23 お6 IS 855 103 1.515 7 761 7 185 51 495 IOI 3212 77 2 ,523 685 I 6,982 I 65 I 10 II 121 
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2 地 区 I le a Ill 皿 II 

岐 1H H 随 Ill 貝 讀揖 貝
完形 完影 完形

14 名 ll槽名 嘉り ＂ 牧 頂 憮殻頂・瓜片 灯般 fJi 篇•細 打 般頂 薫般頂・織片

ti骰 右殻 董鼠 左殻 石般 貨量 倍数 重量 左穀 右般 重量 左般 右般 重• 偏致 重量 左般 右殻 重● 左 右般 重量 傾数 重量

7 ネガイ 9斗 ペ ニ エカ・ イ 89 

カリガネエガ イ 90 

リュウキュウサル
91 6 12 400 3 46 5-0 366 14 9 464 2 J 92 31 262 29 24 I 109 I 7 82 427 ボウガイ

クマキガイ 科 ソメワ ケグリ 92 I 5 

ウ チ ワガイ 93 

イガイ 科
リュウキュウヒパ

94 2 初＇）ガイ

シュモクアオ リ
シ〇アオリガイ 9S 3 12 I 3 9 55 ガイ II

ウミギクガイ 科 メ ンガイ 96 I I 45 

イ ク ポ 11+科 才 ，、ク'0 ffキ 97 I 22 5 I心

シジミガイ 科 シレナシ ・；；ミ 98 20 22 1,041 79 60 1.487 531 2,092 71 82 3.777 146 159 3.891 I 133 4,021 41 3< 2,463 77 75 2.00) 597 2.212 

•ノトガ イ H ゥぅ .:t・ツキ・ガ イ 99 

サザナミセワケッ
100 4・ガイ

” ゴ ガ イ 科 カゴガイ 101 I ， 
I 20 7 40 3 15 

キク ザルガイ科 カネッケザルガイ 102 

キクザルガイ 103 

シャコガイ 科 シうナミガイ 104 9 10 3.730 14 17 0 11 629 21,4:ll 21 16 0,095 16 17 4.497 60515.17( 96 82 ~3374 59 66 13,113 1,776 60i49 

（幼） 105 I 4 144 1 II 93! 49 I 621 2 4 495 II 12 2,339 42 2,04! 28 33 2,767 29 32 1.421 34 1,322 

ヒ メ ノ亭コ 106 2 I 320 11 18 814 59 909 12 5 1,195 12 8 89 54 1.35( 14 16 1,725 25 16 1,895 45 1.060 

ヒレジャコ 107 3 24(7 466 Z I. 磁 I J 63! 8 4安 3 156 5 4 813 13 1.970 

オオジ ャ コ 108 I 2,500 

シ.,. ゴウ 109 3 4,000 ' 2 I 524 48 3,051 I 240 3 I J,07l 44 3Jll 3 I 2,98( 3 3 3.165 15616.205 

不 •JI 3 2 J<! 54 1.351 3 3(210 3.10¥ ね 1405

ザルガイ科 カワう カ・イ 110 I 3 I ! I 3 I 2 I 5 ' 6 

マルスタレtiィ科 マルオ：ナエシカ・イ Ill 

アうスジ'Tマンガイ 112 

スノ J ガイ 113 

不 明

チトリマスオガイH イ｀／ハマグリ 114 

パ カガイ科
リュウキュウアリ
．／ガイ 115 I 9 I I 

,, .:I, ウキュウマ マスオガイ 116 I 5 2 IC I 2 I 2 I 2 
スオガイ 科

リュウキュウマス
117 I 5 5 If 6 8 オガイ

ニ ッコウガイ科 サメザう JIィ 118 

二 枚 H 不 明 46 305 115 820 

クガサイ科ズ')tザう 119 

合 It 41 50 10)44 121 113 9,50< 1,477 31$8 121 Jl9 j7J3 196 204 3,50( 2,319 30f ~ 215 196 34628 201 203 お5342,765 85,096 
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ロ 囁 rv ~ 

コー 58ビッ ト コー 59ビ、ト サー 59ビ ッ ト 5 号焼土

岐損目 霰 Ill 貝 破 /ft 艮 穀 ffl fl 敬 lil 貝

完 形
灯般頂 籟・殻1111片頂 完形 r ＂蚊 (Ii 薫・般Iii片頂 完 形 ＂ 殻 TA I 無• 細細T片A 

完形
＂牧頂 鶯• 殻細片頂

え形

釘殻頂 1螂•闘片頂

涵石 重• 重ふ ;1訟
！或重血 重量！磁 m重量涵！碑暉 IL佳出’ 貨量 左殻右牧 Jil:ll!lli 重量左姓涵埴碑呻量E心

I I I 

I I 
I 55 I I I 3 93 I 20 8 45 

I 
I 

I 
I 

I 35 2 I 50 9 30 I 10 I 3 2 4 130 5 8 148 41 130 

I 

I 

3 4 935 2 30 35 JJ80'9 9• I沿〇 4 205 903JJ( 10 18 3000¥ I 1 70 14 28 38 20 6J9C 13 12j2J20 290 8970 

4 2 370 I お 2 25 I 20 7 3 200 I 4 40 

I I 25 2 65 2 100 I I 45 I 10 4 4 665 8 5 470 14 396 

I 30 2 35 I 27 

ll lP25 

2 70 JO 515 

i 
I 

I 

I 

I I I 

I 

8 7 1390 11 2 ss 35 1」8012 911絃 4 61300 103 3295 10 20 3)00 2 3 125 16 41 52 36 7JJ3 29 29 tl.799 375 IIJO 
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第45表 第 2地区屑位別出土状況（最少推定個体数）

Ill 層 N 層
I II 

5 
A ロ

科 名 貝種名 番号 コビ コピ サビ 棲息地
屑 附 I. ノ I., I . ノ 計 : 計 計

58ト59ト59ト
土

ッタノハガイ科 オオペッコ ウガサガイ 1 1 2 2 1 1 4 D g 

クルマガサガイ 2 1 3 2 1 3 ！ 1 8 D g 

リュウキュウウノアシガイ 3 2 2 2 D g 

ニシキウズガイ科 ニシキウズガイ 4 1 2 1 1 4 F g 

ムラサキウズガイ 5 1 3 2 1 3 2 2 9 F g 

ギンタカハマガイ 6 7 13 14 2 16 4 1 5 41 F¾ g 

サラサパティ 7 9 20 91 1 5 1 98 ， 9 136 F冶 g . h 

リュウテンサザ工科 ヤコウガイ 8 2 4 10 1 11 1 1 18 G h 

＂ のふた 8 33 19 31 1 32 11 11 95 II I/ 

チョウセンサザエ ， 1 5 20 l l 2 24 ， 9 39 F¾ g・h 

＂ のふた 9 109 90 175 I 10 2 188 38 38 425 II 

＂ 
アマオプネガイ科 アマオプネガイ 10 1 1 1 2 D g 

ニシキアマオプネ II 1 1 2 1 3 1 1 6 D f 

マキミゾアマオプネ 12 1 1 1 1 3 D g 

キパアマガイ 13 I 1 D g 

アマガイモドキ科 アマガイモドキ 14 1 1 D g 

トゲカワニナ科 ヌノ ,Iカワニナ 15 

タマキピガイ科 コンペイトウガイ 16 

ムカデガイ科 オオヘピガイ 17 1 1 1 1 3 E g 

オニノツノガイ科 カヤノミカニモリガイ 18 

トウガタカニモリガイ 19 

ゴマ7トウガクカニモリガイ 20 1 1 E h 

タケノコカニモリガイ 21 1 1 l E d 

ナガタケノコカニモリガイ 22 

カニモリガイ 23 1 I 1柘。 d 

メオニノツノガイ 24 

オニノツノガイ 25 5 15 31 l 2 34 3 3 57 G g 

ススソガイ科 ァッキクスズメガイ 26 1 1 2 1 I 3殻上に付粁

ソテ＂ガ イ科 マガキガイ 27 45 71 107 2 2 1 112 8 1 9 237 鯰 d 

ムカシタモトガイ 28 

イポソダガイ 29 1 4 1 4 5 G d 

スイジガイ 30 17 15 43 1 1 2 47 7 l 8 87 H d 

クモガイ 31 18 28 47 1 3 52 4 1 5 103 H d 

II （幼） 32 3 1 1 1 3 3 8 II 

＂ 
ラクダガイ 33 1 1 1 F d 

ゴホウラ 34 

タマガイ科 トミガイ 35 

タカラガイ科 キイロダカラガイ 36 

ハナピラダカラガイ 37 1 1 D g . h 

コモンダカラガイ 38 2 2 2 D g 

ハナマルユキガイ 39 19 16 56 2 58 7 7 100 D g・h 
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Ill If! IV 吊
I II 

i土 i計
合

科 目 貝種名 番サ コビ コビ コビ 棲心地
府 府

如 ~9 卜I I , ~ ~ 計
59ト

クカラガイ H ホンキヌタガイ 40 5 5 5 D g 

クチムラサキダカラガイ 41 

ハチジョウタカラガイ 42 I 2 12 1 2 15 3 3 2 1 G g・h 

ヤクシマダカラガイ 43 3 4 14 14 6 6 27 D g 

ヒメヤクシマダカラガイ 44 

ホシダカラガイ 45 2 I ， I I 11 2 I 3 17 H d・h 

ヒノホシダカラガイ 46 

＂ （幼） 47 

トウカムリガイ科 タイコガイ 48 l I I 2 F~ C 

アノガイ 49 

フジッガイH ホラガイ 50 4 7 I I 2 I I 14 G g 

ミッカドポラ 51 I 1 I G g 

オキニシ科 オキニン 52 I I I 2 I l 4 G g 

シロナルトポラ 53 2 2 2 G g 

アクキガイn レイシガイダマシ 54 2 2 2 4 D g 

ヒメヨウラクガイ 55 
］←  

I シラクモガイ 56 8 5 33 4 lj 38 ， 9 60 D g 

ウニレイシガイ 57 1 1 G g 

＇ムラや キイガレ イノガイ 58 8 24 
I 

56 3 I 59 8 8 99 D h 

アカイガレイシガイ 59 1 3 3 3 7 D g 

ホ‘ノスシテッポラ 60 I I 1 2 D g 
＇ 

コイポテッレイシ 61 

イトマキポラ科 ．マルニシ 62 I 2 3 3 6 D g 

リュウキュウッノマタ 63 1 I I D g 

イトマキポラ 64 2 I 2 2 G g 

ペニマキ 65 

オニコプシガイ科 オニコプシガイ 66 2 18 
I I 19 6 6 TI D h 

コオニコプシガイ 67 11 19 42 I I 44 12 12 86 D g 

フデガイH ニシキノキパッテ・ガイ 68 

フトコロヤクテガイ 69 

マクラガイ科 サッマピナガイ 70 

イモガイ科 マダライモガイ 71 3 l ， ， 2 2 15 D g 

コマダライモガイ 72 8 5 13 D g 

サヤガクイモガイ 73 7 5 6 6 18 D g 

クロミナシガイ 74 8 8 8 D d 

イポシマイモガイ 75 l 1 1 D g・d 

キヌカッキイモガイ 76 12 26 17 17 1 l 56 D g 

ゴマ7イモガイ 77 
＇ ー・

アカシマミナシガイ 78 3 

：：ラマキイモガイ ， 79 6 2 3 I 3 1 I 9 D d 

アンポンクロザ~メガイ 80 1 I 13 l I 14 3 3 24 D d 
I 

1 I クロフモ ドキガイ I 81 1 I I I 2 4 D d 

イポカパイモガイ 82 16 24 37 4 2 43 6 6 89 D g 
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Ill 府 IV ltl 
I II 5 

合
科 目 貝種名 番号 コビ コビ サ ビ 楼息地

9杓 It! Iツ I ., I ., 計
号

計 計
58ト59ト59ト

焼
土

イモガイ科 タガヤサンミナシガイ 83 

タケノコガイ科 ウシノツノガイ 84 1 1 D d 

キパタケガイ 85 1 1 D d 

リュウキュウタケガイ 86 

オナジマイマイ科 クロイワオオケマイマイ 87 I 5 11 1 12 18 A 

オキナワウスカワマイマイ 88 1 2 6 6 9 A 

フネガイ 科 ペニエガイ 89 

カリガネエガイ 90 

リュウキュウサルポウガイ 91 15 16 29 1 30 3 3 64 D d 

タマキガイ科 ソメワケグリ 92 1 I 1 D d 

ウチワガイ 93 

イガイ科 リュウキュウl::パリガイ 94 1 1 1 D d 

シュモクアオリ ガイ科 シロアオリガイ 95 1 1 1 1 3 D d 

ウミギクガイ科 メンガイ 96 1 1 1 D h 

イタポガキ科 オハグロガキ 97 1 1 1 D g 

シジミガイ科 シレナシジミ 98 99 241 118 3 1 122 12 12 474 B a 

ツキガイ科 ウラキッキガイ 99 

サザナミセワケッキガイ 100 

カゴガイ科 カゴガイ 101 1 1 1 1 3 G d 

キクザルガイ科 カネッケザルガイ 102 

キクザルガイ 103 

シャコガイ科 シラナミガイ 104 27 37 157 6 13 19 195 51 51 310 G g 

/I （幼） 105 15 16 65 5 3 73 8 8 112 ＂ ＂ 
ヒメジャコ 106 19 24 39 1 3 43 12 12 98 D のg.中h 

ヒレジャコ 107 3 3 7 1 8 2 3 16 C h 

オオ ジャコ 108 1 1 1 G h 

シャゴウ 109 7 3 6 6 1 1 17 D d・h 

ザルガイ科 カワラガイ llO 1 1 1 2 D d 

マルスダレガイ科 マルオ ミナエシガイ lll 

アラスジケマンガイ 112 

ヌノメガイ 113 

チドリマスオガイ1斗 イソハマグリ 114 1 1 1 C d 

パカガイ科 リュウキュウアリソガイ 115 1 1 D d 

リュウキュウマスオガイ科 マスオガイ 116 1 2 2 3 内沼 a 

リュウキュウマスオガイ 117 1 1 1 2 D d 

ニッコ ウガイ科 サメザラガイ 118 

ムロ 計 561 794 1367 24 68 38 1497 253 7 260 3112 

※記号について

A陸 上 E浅 海 （水深5m→ F 5) a泥 底 e砂礫底

B淡水・河川 F水深 m （水深 2m~20m→ F½,) b砂泥底 f岩礫底

c潮上帯 G潮間帯下 c細砂底 g岩 礁

D潮間帯 H珊瑚礁 d砂 底 h珊瑚礁
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(3) 3地区出土の貝類

3地区出土の貝は少なく、 23科51種で289個体出土した。

層位別にみると I層で多 く、 II層と III層は同数で I層のほぽ半分である。

第46表 主体貝の出土状況

順 I 層 II 層 III 層
主 体 貝 棲息地

個体数 1

計
位 個体数 ％ ％ 個体数 ％ 

1 チョウセンサザエ （蓋） F ¾ -gh 53 37.9% 16 21.3% 14 18.7% 83 

2 マ ガ キ ガ イ D~F20-d 16 11.4% 5 6.7% 10 13.3% 31 

3 シ レ ナ シ ンヽ / • 

｀ 
B-a 8 5.7% 7 9.3% 5 6.6% 20 

4 ヤコウガイ （蓋） G-h ， 6.4% 4 5.3% 3 4.0% 16 

5 シラナミガイ （幼貝を含） G-g 4 2.9% 4 5.3% 7 9.3% 15 

各層ともチョウセンサザエ （蓋）の出土虻が最も多い。 I層と III層では次いでマガキガイが

出土しており 、II層ではシレナシジミの出土が目立つ。

この地区では、貝の出土菰が少ないが、ヤコウガイの出土が目立つ。

第47表 出土貝棲息地の構成比較

量-~疇暉 冒二直□〗□ 75個体

疇町IE[],,個体

園朧陸上
0 30涸体

I I I J 

J~ 晶 二淡水 • 河川

圃璽 疇帯 （浅い）砂底

二 潮問帯岩礁 ．珊瑚礁

筐言］ 潮間帯下（やや深い）砂底

巨 潮問搭下岩礁 ．珊瑚礁

に 不明 ・その他

棲息地別にみると、各層とも、潮間帯下の岩場に棲息する貝が多く 、40%以上を占める。特

に I層では 50%以上を占めている。次いで潮間帯の岩場に棲息する貝が多い。
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第48表 第 3地区陪位別出土状況（最少推定個体数）

科 名 貝 種 名
番 I II Ill 合

棲息地 科 名 貝 種名
番 I II Ill 合

棲息地
万~ 附附 it'/ 計 号層 附 層 計

ッタノハガイ科
オオペッコウガ I D i!. 

ハチジョウダカ 42 I l 2 G g,h 
サガイ ラガイ

クルマガサガイ 2 D g 
ヤクシマダカラ

43 l I 2 D g 
ガイ

リュウキュウウ
3 D g 

ヒメヤ クシマダ 44 D g 
ノアシガイ カラガイ

ニシキウズガイ科 ニシキウズガイ 4 F g ホシダカラガイ 45 I I H d,h 

ムラサキウズガイ 5 F g 
l:: メホシダカラ 46 D g 
ガイ

ギンタカハマガイ 6 2 2 F% g II (幼 ） 47 

サラサパティ 7 1 l 2 F冶g'h トウカムリガイ科 タイ コガイ 48 1 1 2 F% C 

リュウテンサザ ヤコウガイ 8 2 I I 4 G h アメガイ 49 F C 

工科
II のふた 8 9 4 3 16 II II フジッガ イ科 ホラガイ 50 1 1 2 G g 

ナョウセンサザエ 9 2 5 I 8 F¾ g'h ミッカドポラ 51 G g 

II のふた 9 53 16 14 83 I/ I/ オ キニシ 科 オキニシ 52 G g 
I 

アマオプネガイ科 アマオプネガイ 10 2 2 D g シロ ナル トボラ 53 G g 

ニシキアマオプネ II I I D f アクキ ガイ科 レイシガイダマシ 54 D g 

マキミゾアマオ 12 D g ヒメヨウラクガイ 55 D g 
プネ

キパアマガイ 13 D g シラクモガイ 56 3 3 D g 

アマ ガイモドキ科 アマガイモドキ 14 D g ウニレイシガイ 57 1 G g 

トゲカワニナ科 ヌノ メカワニナ 15 B 
ムラサキイ ガレ 58 2 3 1 6 D h イシガイ

タマキピガイ 科 コンペイトウガイ 16 C g,h 
アカイガ レイシ 59 2 2 D g 
ガイ

ムカデガイ 科 オオヘビガイ 17 E g ホソスジテッポラ 60 D g 

オニノツノガイ科
カヤノ ミカニモ 18 D コイホテッレイシ 61 D g 
リガイ g 

トウガタカニモ 19 D e イ トマキポラ科 マルニシ 62 I l D g 
リガイ
ゴマフトウガタ 20 E h 

リュウキュウツ
63 I I D g 

カニモリガイ ノマタ
タケ ノコカ ニモ 21 E d イトマキポラ 64 G g 
リガイ
ナガタケ ノコカ 22 E d ペニマキ 65 1 1 G g 
ーモ リガイ

カニモリガイ 23 0-F, d オニコプシガイ科 オニプシガイ 66 D h 

メオニノツノガイ 24 G g 
コオニコ プシガ 67 D g 
イ

オニノツノガイ 25 4 2 I 7 G g フデ ガ イ 科
ニシキノキバフ 68 D d デガイ

スズ メ ガイ 科
アッキクスズ メ 26 

フトコロ ヤクテ 69 D g 
ガイ カ・イ

ソデガイ 科 マガキガイ 27 16 5 10 31 D- F• d マクラガイ 科 サツマビナガイ 70 1 1 E d 

ムカシタモトガイ 28 G d イモガイ 科 マダライモガイ 71 1 1 2 D g 

イポソデガイ 29 G d コマダラ イモガイ 72 I I 2 D g 

スイジガイ 30 2 1 3 6 H d サヤガタイモガイ 73 2 2 D g 

クモガイ 31 l 3 2 6 H d クロミナシガイ 74 D d 

II （幼） 32 I/ I/ イポシマイモガイ 75 4 4 D g,d 

ラクダガイ 33 I I 2 F d ガキヌイ カツギイモ 76 2 2 4 D g 

ゴホウラ 34 I I 2 F ~ d ゴマフイモガイ 77 D d 

タマガイ科 トミガイ 35 I I E d アガカイ シマ ミナシ 78 G 

タ カ ラガイ 科 キイロ ダカラガイ 36 l l D g'h ヒラマキイモガイ 79 1 I D d 

ハナビラダカラ 37 D g, h 
アンポンクロザ 80 4 2 6 D d 

ガイ ，，， ガイ

コモンダカラガイ 38 I I D g クロフモドキガイ 81 D d 

ハナマルユキガイ 39 4 5 2 11 D g,h イポカバイモガイ 82 6 3 9 D g 

ホシキヌタ ガイ 40 I I 2 D g 
タガヤサンミナ 83 G e シガイ

カクチラガムイラサキダ 41 D g タケノコガイ科 ウシノツノガイ 84 2 2 D d 
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科 名 貝種名 番 II" Ill合
棲息地 科 名号層陪 層計

タケノコガイ科 キパタケガイ 85 D d キクザルガイ科

リュウキュウタ
86 E d ケガイ

オナジマイマイ科
クロイワオオケ 87 A シャコガイ科マイマイ
オキナワウスカ

88 A ウマイマイ

フネガイ科 ペニエガイ 89 D f 

カ リガネエガイ 90 D g 

リュウキュウサ
91 2 I I 4 D d Jレポウガイ

タマキガイ科 ソメッケグリ 92 I I D d 

ウチソガイ 93 D d ザルガイ科

イガイ科
リュウキュウ ヒ

94 D d マルスダレガイ科9ゞリガイ
シュモクアオサ
ガイ科 シロアオリガイ 95 I 1 D d 

ウミギクガイ科 メンガイ 96 D h 

イタポガキ科 オハグロガキ 97 D g チィ和ドlリマスオガ

シジミガキ科 シレナシジミ 98 8 7 5 20 B a パ カガイ科

ツキガイ 科 ウラキッキガイ 99 D d リュウキ ュウマ

サザナミセワケ
スオガイ科

ツキガイ 100 D d 

カゴガイ 科 カ ゴガイ IOI 1 I G-f• d ニ ッコ ウガイ科

合

※記号について

A .. 陸 上

B…淡水 • 河川

C…潮上帯

D .. ・ 潮間帯

E・・・ 浅 海（水深5m→Fs) 

F…水深 m (水深 2m~20m→ F ¾) 

G…潮 間 帯 下

H・・・珊 瑚 礁

(4) 4地区出土の貝類

貝種名

カネッケザルガイ

キクザルガイ

シラナミガイ

JI （幼）

ヒメジャコ

ヒレジャコ

オオジャ コ

シャゴウ

カワラガイ

マ9レオ ミナエシ
カ・イ

アラスジケマ ン
ガイ

ヌノメガイ

イソハマグリ

リュウキ ュウア
リソガイ

マスオガイ

リュウ キュウマ
スオガイ

サメザラガイ

計

a… 泥 底

b・・・ 砂泥底

C •.• 細砂底

d・・・ 砂底

点在している試掘グリッドをまとめて、便宜上 4地区とした。

番 I II Ill 
昇D 棲息地号陪 庖 層

!02 D g 

103 I l D g 

104 3 3 5 II G g 

105 J I 2 4 JI II 

106 2 2 2 6 D 
区 .h 

の 中

!07 I I 2 G h 

108 G h 

109 I I I 3 D d,h 

llO D d 

111 I J D d 

112 D d 

113 D d 

114 C d 

115 D d 

116 I 1内湾 a 

111 D d 

118 1 I D d 

140 75 75 289 

e .. 砂礫底

f…岩礫底

g--岩礁

h・・・珊瑚礁

貝が出土した試掘グリッドはオー65・ケー43・ケー70・ケー74・ケー76の 5つのグリッドで、

グリッド別に表をまとめた。

（イ）オー65グリッド

I 層 •II 層 •III層から 83 個体の貝が出土した。 II層から最も多く出土し、 III層出土の貝は少

ない。

I層 .II層ともチョウセンサザエ（蓋）の出土が最も多く、 III層ではシラナミガイが 1位で

ある。

I層ではチョウセンサザエに次いでマガキガイ ・ヒメジャコとなっている。

II層ではシレナシジミ ・シラナミガイ ・ヒメジャコとつづく。特にシャコガイ科の貝の出土

が目立つ。

III層出土の貝はわずか 8個体だが、その中ではシラナミガイが 4個体出土しており 、出土貝

の半数を占める。
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棲息地別にみると、各層とも潮間帯下（やや深い）岩礁 ．珊瑚礁に棲息する貝の出土が最も

多く、次いで潮間帯（浅い）岩場の貝が出土している。 II屈で淡水 • 河川の泥底に棲息する貝

も目立つ。

オー65出土貝棲息地の構成比較

隧 11を I・. 二 潮 問 帯 岩 礁 ・珊瑚礁

II)丹 46 fl~I体 冒 i炎水 • 河JII 璽璽潮問帯ド（やや深い）砂底

0 10個it.
I I I ．圃郷I帯（浅い）砂底 量雪潮間帝下岩礁 ・lll!瑚礁

こコ不明• その他

（口）ケー43グリッド

出土数は少なく、 I層で4個体、 II層で 17イ固体の出土である。

I層では、チョウセンサザエ（蓋）が 2個出土しており、それだけで出土乱の 50%を占める。

潮間帯 ・漸問帯下の岩場の貝が主体を占めるが、 II層では潮間帯（浅い．）砂底に棲息する貝

の出土が目立つ。

（ハ）ケー70グリ ッド

この試掘グリッドも貝の出土数は少なく 、 I層.II層を合わせて19個体の出土である。ウラキ

ツキガイが最も多く出土しており 、二枚貝の出土が目立つ。

棲息地別にみると、潮問帯に砂底に棲息する貝の出土が最も多い。 I層では潮間帯下岩場の

貝の出土が目立つ。

（二）ケー74グリッド

試掘グリッドの中では最も多く出土した。

II層 ・III層とも、チョウセンサザエ（蓋）の出土が最も多く、次いでシラナミガイ ・マガキ

ガイが多く 、他には、 コオニコブシガイ等の出土が目立つ。

棲息地別にみると、潮間帯 ・潮間帯下岩場に棲息する貝が主で、潮間帯の砂底に棲息する貝

も目立つ。

Il l~ 

Ill~ 

第50表 ケー74出土貝棲息地の構成比較

・臨綴i陸 J:66{叫

昌i炎水 • 河川

二 醐滞岩礁・llll瑚礁

匿 亨l幣 F(やや深い）砂底

し 0個体 圃璽繹 I帯 （浅い）砂底 眉冒冒l潮間帯下 岩甜 ・lffl瑚礁

亡コ 不明 • その他
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（ホ）ケー76グリッド

II層とIV層から貝が出土した。

II層ではサラサバテイが最も多く出土しており、シレナシジミ、シラナミガイの出土が目立

ち、 IV層ではチョウセンサザエとシラナミガイの出土が目立つ。

IV 11'1 

第51表 ケー76出土貝棲息地の構成比較

] 47個体
欝 陸上

冒i炎水 • 河 Ill

ビ 潮問帯 岩礁 ・JIJl瑚礁

筐璽響1帯下（やや深い）砂底

24(固体 し己II個f1> 1111冒潮1笥帝（浅い）砂底 眉言目潮Ill!帝下 謬・Jlll瑚碓

仁コ 不明 ・その他

棲息地別にみると、潮間帯下岩場に棲息する貝が最も多く、 II層では約 50%を占める。 II層

IV層 とも岩場に棲息する貝の出土がほとんどであるが、 II層で淡水 ・河川の泥底に棲息する貝

の出土が目立つ。

(5)小結

今回の調査で出土した貝類は、 2地区で最も多く出土した。

各地区とも、チョウセンサザエ（蓋）が多虻に出土したが、ほとんど殻よりも蓋の方が圧倒

的に多く、ヤコウガイにしても殻よりも蓋の方が多く出土した。

地区別にあげた出土数ベスト 5の主体貝は、チョウセンサザエ、 シラナミガイ 、マガキガイ、

シレナシジミの 4種の他に、 1地区ではヒメジャコ、 2地区ではサラサバテイ 、 3地区ではヤ

コウガイとなっている。

いずれの地区でも、潮間帯下の岩礁や珊瑚礁等の岩場に棲息する貝が最も多く出土しており、

潮間帯の岩場に棲息する貝も多い。また、砂底に棲息するマガキガイも多足に出土することか

ら、当時の貝塚付近の海岸の環境を考察することができる。本貝塚から出土した貝は、現在で

も美味とされている貝が主体を占めており、そういう貝が容易に採れるという恵まれた環境で

あったことを示唆している。

マングローブ地河口の泥底に棲息するシレナシジミの出土も多い。現在、シレナシジミが棲

息しそうな場所はみられないが、当時シレナシジミの棲息地が貝塚付近にあ ったのであろうか。

この件については、今後の出士例や自然環境に関する報告を待ちたい。

各地区の完形貝、破損貝（有殻頂 ・無殻頂細片）の数韮と重凪を計測した出土状況について

は、最少推定個体数を示した表でも大まかな出土鉱を把握することができると思われるが、出

土足の多い 2地区については、出土状況表を掲載した。

他の地区の表については、紙数の都合により割愛することになったことをことわっておきた

し)

゜
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第52表 第4地区層位別出土状況 （最少推定個体数）

番 試 掘 グ ') ソ ド

科 名 貝 種名
オ ー 65 ケ ー43 ケー70 ケ ー74 ケー 76 ＾ "' 万ロ

［層[[屑 Ill屑 計 Ill! ll層計 I層 II吊 汁 II層Ill屑 計 II層VI層計 計
棲息地

ッタノハガイ 科 t.オペ コウがサガイ 1 
クルマガサガイ 2 
ァ9，」ガ.,イキュ・・9ウノ 3 

不明

ユキノカサガイ 1斗 不明

ニシキウズガイ H ニシキウズガイ 4 
ムラサキウズガイ . 5 1 2 3 1 3 4 7 F g 

ギンクカハマガイ 6 I 1 1 1 2 2 4 F¾ g 

サ ラサパティ 7 3 3 7 7 10 F¼ g•h 

不明

'I~ ウテンサザエH ヤコウガイ 8 1 I 2 1 1 1 1 2 5 G h 
,, のふた 8 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 G II ” 千ョウセンサザエ 9 1 ！ 1 1 2 2 5 1 6 10 F¾, g・h 

" のふた 9 8 15 23 2 2 4 10 5 15 1 4 5 47 ” ＂ アマオプネガイ科 アマオプネガイ 10 1 1 I D g 

;:. シキアマオプネ 11 I I I 1 2 D f 
マキミ ゾアマオプネ 12 
ギパアマガイ 13 

アマガイモドキ科 アマガイモドキ 14 
トゲカワニ十科 ヌノメカ ワニナ 15 

戸 るキピガイ 科 ニンペイトウガイ 16 
ムカデガイ 科 オ オヘピガイ 17 1 l 1 1 3 E g 

t---
カガヤイ ノミカニモ 1/オニノツノガイH 18 
ガトウイガタカニモリ 19 
モゴマリフガイトウガタカニ 20 
ガクケイ ノコカニモ,, 21 
ナモガリガクケイノコカニ． 22 
カ ニモリガイ 23 2 2 2 o-,, d -. 

メオニノツノガイ 24 2 2 2 G g 

オニノツノガイ 25 1 1 2 I 1 I 1 1 1 5 G g 

スズ メガイ科 ァッキクスズメガイ 26 1 1 1 ·~ 上に付l.1
ソテ＇ガイ科 マガキガイ 27 3 3 G l 1 4 4 8 1 1 16 D• F, d 

ムカンクモトガイ 28 1 1 1 G d 

イポソデガイ 29 
スイジガイ 30 1 1 l 3 3 H d 

戸ガイ 31 1 1 1 3 1 1 2 1 I 6 H d 

クモガイ （幼 ） 32 
ラク ダ ガ イ 33 
ゴホウラ 34 

不 明

タ マガ イ科 卜 ミガイ 35 I 1 1 E d 

タカラガイ科 々イロダカラガイ 36 2 2 2 2 1 1 5 D g• h 

ハナピラダカラガイ 37 
コモンダカラガイ 38 
ハ十マルユキガイ 39 2 1 3 1 1 2 1 1 6 D g・h 
ホシキヌタガイ 40 I 1 1 1 1 1 3 D g 
，，クチイ ムラ叶キダカラ 41 2 2 2 D g 
ハガ＋イジヮウクカラ 42 1 1 1 l 2 1 1 2 5 G g. h 

ヤクシマダカラガイ 43 I 1 2 l 1 2 1 1 5 D g 
ガヒノイヤクンマダカラ 44 
ホシダカフガイ 45 1 I 2 2 H d・h 

ヒIホシダカラガイ 46 

＂ （幼） 47 1 1 1 D g 

不明
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番 試 掘 グ リ ツ ド

科 目 貝 種名
オー 65 ケー 43 ケ ー70 ケー 74 ケ ー76

合 棲息地
号 1層 II層 Ill層 計 I眉 II層計 1眉 II層 計 ］］用 Ill層計 II層II'層 計 計

トウカムリガイ タイコガイ 48 

アメガイ 49 

フジッガイ科 ホラガイ 50 I I I I I 1 2 ］ 1 5 G g 

ミッカドポラ 51 

オキ ニ シ 科 オキニシ 52 

シロナルトポラ 53 

アクキガイ科 レイシガイダマシ 54 

ヒメヨウラクガイ 55 

シラクモガイ 56 I I I 0 g 

ウニレイシガイ 57 I 1 1 G g 

ムンラガサイキイガレイ 58 l 1 3 3 1 2 3 7 D h 

アカイガレイシガイ 59 

ホソスジテッポラ 60 1 1 1 l 2 D g 

コイポテッレイシ 61 

不明

イトマキポラ科 マ）レニシ 62 I 1 I 1 2 D g 
リュウキュウソノ

63 1 I 1 D g つ9

イトマキポラ 64 

ペニマキ 65 

オニコプシガイ科 オニコプシガイ 66 ＇ 
コオニコプシガイ 67 1 1 3 4 7 8 D g 

不明

フテ・ガイ科 ニガ,..イ~ ノキ,,,:-, チ 68 

7トコロヤタテガイ 69 

不明

マクラガイ科 サッマピナガイ 70 1 I 1 E d 

イモガイ科 マダライモガイ 71 1 1 2 I 3 4 D g 

コマダライモガイ 72 

サヤガタイモガイ 73 3 3 3 D g 

クロミナシガイ 74 

イポシマイモガイ 75 

キヌカツギイモガイ 76 1 1 I D g 

ゴマ7イモガイ 77 
アカシマミナシガイ 78 

ヒラマキ イモガイ 79 1 1 I D d 
アンポンク 0 ザ メ
ガイ 80 1 1 2 I 1 3 D d 

クロ7モドキガイ 81 l 1 I D d 

イポカパイモガイ 82 2 3 5 1 I 6 D g 

訂ヤサンミナシ 83 

不明

タケノコガイ科 ウシノツノガイ 84 

キバタケガイ 85 3 3 3 D d 

，，，リュイウキュウタケ 86 

オナジマイマイ科 ィクっ0~ イイ ウオオケつ 87 5 5 5 A 

マォキイナマウイウスカワ 88 

巻 貝 不明

合 計 3 4 1 8 2 2 3 3 9 8 17 6 3 ， 39 
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番 試 掘 グ ') ツ ド

科 名 貝 種 名
オ ー 65 ケ ー43 ケ ー70 ケ ー74 ケー 76 ＾ ロ

号
1屑 II層Ill層 計 I層 II屑計 1層 II層 計 II層Ill層計 II層w層 計 計

棲息地

フ ネガイ科 ペ ーエガイ 89 2 2 2 D f 
カリガネエガイ 90 ！ 1 1 1 2 D g 
ぷリュウガウキイュウサIt. 91 1 1 1 1 3 3 5 D d 

タマキガイ科 ソ メ ワケグ リ 92 
ウチワガイ 93 

イガイ科 リ,,ュウキュウヒパ 94 ガイ
ンィ H,. モケアオリ カ. シロアオリガイ 95 
ウミギクガイ科 メ ンガイ 96 1 1 1 1 2 D h 
イタポガキ科 オ ハグロガキ 97 
シジミ ガイ科 シレナンジミ 98 1 4 5 1 1 2 5 1 6 13 B a 
ツ キガ イ 科 ウフ キッキガイ 99 1 3 4 2 2 I 6 D d 

サキ.. カy＇ナイ ミセワケ'I 100 I 

カ ゴ ガイ科 カ ゴ ガ イ 101 2 2 1 1 2 4 G-F, d 
キクサルガイ科 カネッケザルガイ 102 

キクサ ル ガイ 103 
シャ コガイ科 シ ラナミガイ 104 1 4 1 6 1 1 2 l 1 5 2 7 4 1 5 21 G ~ 

II （幼） 105 l 3 4 1 1 4 1 5 1 3 4 14 ” ” 
ヒ メ ジ ャコ 106 3 3 6 1 1 2 8 D の,9. h ,, 
ヒレジャコ 107 2 2 1 1 1 1 4 G h 
オオ ジャ コ 108 
シ ャ ゴウ 109 1 1 2 1 1 1 1 1 1 5 D d・h 

不明

ザル ガイ科 カワフガイ 110 1 1 1 1 1 1 3 D d 
マルスダレガイ1斗 マルオミナエシガイ lll 1 1 1 1 2 D d 

アラス；；ヶマンガイ 112 
ヌ ノ メガイ 113 

不明

tドリマスオガイH イ ソハマグリ 114 
パ カガイ科

リュウキュウア り・ノ
JJS 1 ガイ

”,,イ'ウIIえュウ マスォ マスオガイ 116 1 1 1 内汗 a 
ガ.,.イ... •':, キュウつスオ 117 1 1 

ニッ コウガイ科 サ メザ ラ ガ イ 118 1 1 1 D d 
枚 貝 不明

ィクサflズリヒザラガ 119 

A ロ 計 11 18 5 34 2 8 10 3 11 14 28 18 46 19 9 28 131 

※記号について

A・・・..陸 上

B・・・・・・淡水・ 河川

C・・・・・・潮 上 帯

D・・....潮 間帯

E・ ・・・・・浅 海

F・・・…水深 m 

G・・・・・・潮闇帯下

H・ ・・・・・珊 瑚 礁

Fs…水深 5m 

F ¾ …水深 2m-ZOm 

泥

砂

細

砂

砂

岩

岩

堀

．

．
 

•• 

•
• 

•• 
．
．
 

••• 
~
~
~
~
~
~
~
~
 

a

b

c

d

e

f

g

h

 

泥

砂

礫

礫

瑚

底

底

底

底

底

底

礁

礁
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2 脊椎動物遺存体
金子浩昌

下田原貝塚の 1984・85年調査時に出土した脊椎動物遺存体はかなりの菰になるものであっ

た。特に魚骨、獣骨が多く、中でもイノシシは多かった。 1954年国分直一、多和田真淳氏らに

よる調査においても、 46頭分の最少個体数の考えられることを仙波輝彦氏が報告されている。

そして、それらのうち 32個体が幼獣、 3個体が若獣、 11個体が成獣と推定されている。仙波氏

は、肢骨の骨端線、縫合線の状態より推定されているが、これは部位により年令差があり、そ

れらの統計では判定が難しくなるであろう。筆者らの歯牙による調査では成獣骨も多い。この

点については今後も検討をつづけてみたいし、他遺跡との比較を通して、動物と人との関わり

をみていきたいと思っている。

資料整理に当り、島袋春美、花城潤子氏らの協力を得、また金武正紀、金城亀信氏の御教示

を得ることが多かった。記して感謝するものである。

脊椎動物門

I 軟骨魚綱

1. サメ目

メジロザメ科

イタチザメ

属 ・種不明

科 ・属不明

2. エイ目

科 ・属不明

II 硬骨魚綱

1. ウナギ目

ウッポ科

属 ・種不明

2. スズキ目

スズキ科

科 ・属不明

フエフキダイ科

ヨコシマクロダイ

第53表 脊椎動物種名一覧表

Phylum VERTEBRA TE 

I Class Chondrichthyes 

1. Order Lamniformes 

Family Carcharhinidae 

Galoocerdo cuvier 

Ge. et sp. indet. 

Fam. et. gen. indet. 

2. Order Rajiformes 

Fam. et. gen. indet. 

II Class Osteichthyes 

1. Order Anguilliformes 

Family Muraenidae 

Ge. et sp. indet. 

2. Order Perciformes 

Family Serranidae 
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Ge. et. sp. indet. 

Family Lethrinidae 

Monotaxis grandoculis 



属 ・種不明

ベラ科

属 ・種不明

プダイ科

ナガプダイ

イロプダイ

ナンヨウブイ

3. フグ目

ハリ センポン科

イシガキフグ

モンガラカワハギ科

属 ・種不明

マフグ科

属 ・種不明

III 爬虫綱

l. カメ目

ウミガメ科

属 ・種不明

IV 鳥 綱

1. ミズナギドリ目

アホウドリ科

アホウドリ属

2. スズメ目

カラス科

カラス属

V 哺乳綱

1. 翼手目

オオコウモリ科

オオコウモリ

2. 留歯目

ネズミ科

クマネズミ属

3. クジラ目

Ge. et sp. indet. 

Family Labrdae 

Ge. et sp. indet. 

Family Scaridae 

Scarops加 brouiolaceus

Bolbometopon bicolor 

Scarus gibbus 

3. Order Tetraodontiformes 

Family Diodontiae 

Chilomy cterus a/finis 

Family Balisti dae 

Ge. et sp. indet. 

Family Tetraodontidae 

Ge. et sp. indet. 

III Class Reptilia 

1. Order Chelonia 

Family Chelonidae 

Ge. et sp. indet. 

IV Class Aves 

1. Order Procellariformes 

Family Diomedeidae 

Diomedae sp. 

Order Passeriforrnes 

Family Corvidae 

Corvus sp. 

V Class Mammalia 
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1. Order Chiroptera 

Family Pteropidae 

Pteropus dasymallus 

2. Order Rodentia 

Family Murida 

Rattus sp. 

3. Order Cetacea 



科 ・属不明

イルカ科

属・種不明

4. 海牛目

ジュゴン科

ジュゴン

5 偶蹄目

イノシシ科

リュウキュウイノシシ

Fam. et. gen. indet. 

Family Delphinidae 

Ge. et sp. indet. 

4. Order Sirennia 

Family Dugongidae 

Dugong dugong 

5. Order Artiodactyla 

Family Suidae 

Sus leucomystぱ riukiuanus

第54表 魚骨出土状況
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1 魚 類

魚骨の出土は多い。

サメ目 ：加工された歯を加えてもその全体の出土足は少ない。椎体も特に多い数ではない。

大形のメジロザメ科の他にも種類があるのであろう。歯の加工品で出土しているのはイタチザ

メである。

エイ目： 椎体が主であるが、 58・59ラインII層から尾棘が一点得られた。

ウナギ目： ウツボ科のもの 2属があるようである。大形のものがあり、歯骨に穿孔した珍し

いものが出土している。出土砿は少ない。

スズキ目

スズキ科：ハタ類と思われるが数は少ない。

フエフキダイ科 ：ヨコシマクロダイの出土がやや目立つ。別に属 ・種不明のものがある。

タイ科 ：クロダイ類であるが 1点のみ。

ベラ科 ：これも数が少ない。

ブタイ科 ：大部分の魚骨がこのプダイ科に属するもので、出土誠も多い。イロプダイ 、ナガ

プダイ、ナンヨウプダイその他数種のものが含まれよう。ナガプダイが最も多く、ナンヨウプ

ダイ、イロプダイがこれに次ぐが、いずれも大形の体長をもつものであり 、礁縁の水域でこれを

狙ったのであろう。

フグ目

ハリセンボン科の多いのも島嶼における礁縁水域の漁榜の特徴で、特に大形のものがとられ

ている。イシガキフグであろう。大形のモンガラカワハギ科の前上顎歯骨と棘が出土している。

マフグ科 1点は珍しい。 第55表 ウミガメ出土状況

2 爬虫類

ウミガメ科

多くのウミガメの骨を出土している。他の骨と同

様に II・Ill層特にIll陪に多い。ただ、腹甲板、肋骨

板ともに破壌が著しく、一部でも原形を止め得るよ

うな標本を探し出すことはできなかった。四肢骨の

場合も、原形を留めるものは少なく、個体の復原さ

れる数は特に多くはない。しかし、こ うした断片的

な骨のみからの推定では不充分かも知れない。ウミ

ガメ類については将来の精査が必要であろう。なお、

ウミガメ類の甲板に特に焼けた例はみなかった。筆

者がみている本州の貝塚から出土するウミガメには、

しばしばその外面に焼痕を見るからである。
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尺"'"郎 腹 肋骨I![IA o尺 111上腕骨'1大聞竹
板甲 n • R L 不 R L 不 R L 不程＂平A工B 骨 足-骨骨

破合

片計

ヵ I I • 2 6 

キ． II 2 18 2 I 3 12 I 5 4 48 

~ Ill 13 1 I I 3 I 5 I 6 31 

ン小If 2 31 J I I 6 I j 21 I 6 12 85 

49 I 3 I 14 I I 19 

50 II 2 I I I 8 l 7 18 

~ 111 9 I I 21 l I 33 

ン Jt，Jヽ 14 I 43 2 I 9 iO 

I 4 I 31 I 131 l l 7 31 

5．8 ＂ 2 50 I I l I 4 12 53 61 4 9 145 

朋Ill 3 6 2 I 2 I 10 12 49 9 6 57 158 

1 ン IV I 3 5 9 

~; 5 61 4 2 2 2 2 17 28 1151 16 II 78 343 

I 2 I l 5 I 2 II 

コ II 3 1 I 8 4 16 

59 Ill I 7 8 271 II 5 39 98 
グ
') r, I 2 I 2 7 13 

；孟 I I 

J; 5 I I 8 10 43 12 7 52 139 

不 明 I I I 3 6 

合 It 1112 9 2 I • 2 2 32 40 222 31 25 15• 643 



3 鳥類

沖縄の諸島における鳥骨の出土は一般に少ない。偶然的な捕獲の他は、特に狙うことが無かっ

たからであろう。しかし、幾つかの遺跡で知られているアホウドリは大形の鳥であり、それな

りの利用あるいは意義のあった ことは予想される。

今回も上腕骨、尺骨、中手骨などを得ている。その他の骨もあったのであろうが、断片骨に

含れている。

カラスの出土も島の遺跡では多い。おそらく多棲したのであろう。しかし、これもどの程度

意図的に捕獲されたものか明らかではない。

鳥骨にはこの他にミズナギド リ目、チドリ目などと思われる海鳥の骨があったが、その種類

を明らかにするには至らなかった。

第56表 鳥類 ・コウモリ出土状況

種ば 戸ウドリ カラス コウモリ コウモ' f・！不明 晶
鳥口骨l:!ttR骨中忍U骨 小鳥口骨R 骨大聾骨小 胃骨上崎骨- ,J、R骨 大騒骨 小 合

出上地 p(s)d p_(s)d p d p(s)d不明 It p(s)d心dp(s)d 計 内 ふ必奴片社 p(s)d鳥口骨胃甲骨呼骨 p(s)dI呈骨 霰 片 計 霰 片 計
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注 ：P→近位端 ⑤→骨体 d→遠位端
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第57表 カエル出土一覧

グリッド

58・59ライン

合 計

第58表 ヘビ出土一覧

グリッ ド
58 • 59ライン

II 

合 計

4 哺乳類

オオコウモリ

陪位

III 陪

陪位

II 陪
Ill 陪

部 位 個 数 1 備 考

不 明 3 I PL. 55下ー 9

3 

部 位 個数 1 備 考

脊 椎 2 
II 2 

4 

大形のコウモリで、これまでの筆者らの調査した諸遺跡の中では最も多 く出土していた。陸

獣では、イノシシを除いて、このオオコオモリが重要な食料の資源になっていたのではないか

と推定される。下顎骨を除いては断片的な骨となり 、その部位を明らかにすることが難 しかっ

た。 オオ コウモリの遺骸は沖縄本島においても遺跡から発見されてきているので、石器時代と

の関わりも次第に明らかになるであろう。 第59表 ジュゴン ・クジラ出土状況

クジラ類

断片的な骨を得ているのみである。

ネズミ類

これについては精査するまでに至っていない。クマネズミ

属のものと思われる。

ジュゴン

椎体と肋骨を主に出土したが、その総虻は断片的なものを

加えても多いものではなかった。

肢骨による個体数の確認も現在のところできなかった。肋骨

は厚味のあるものが大部分で成獣のものであろう。
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第60表 ネズミ出土状況

地陪 R頭骨＇下顎＂＂ 肋骨胃甲骨上椀骨R骨雙 骨中手骨：寛 骨埠骨 琶骨揖骨貢骨1距骨中足骨 指骨 合L (手） 破片区序不 PRd P@d PRd PRd PRd上臼下PRdP@d P@d P@d基簡骨中団骨末簡骨 計
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ラ
R 
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合計 L
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不 I
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I I 7 

15 

6
 

にしL

第61表 イルカ出土一箕

グリッド I 陪位 部 位 I個数―I -備 考58・59ライン II 層 不 明 2 
II Ill陪 頸 椎 l 
JI II 不 明 2 

合 II 計 5 
第62表 ヒト出土一覧

グリッド 庖位 部 位

十個— l 1 数

備 考58・59ライ ン II 附 耳 ,m. f.j 

II Ill陪 乳 歯

コー59 I II 附［ニ―ネ 明T了
合計 ―1―― 3 
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イノシシ

多数の歯牙 ・骨格各部位が出土した。それには全身の骨格が認められるので、特定部位だけ

が運ばれてくるということはなかったと思われる。もっとも、部位により保存の条件、骨の破

損度が違うために骨の残存する状況は骨により違っている。そうした様相は別表に示した数値

によってよくみることができる。

頭蓋 ：完存するものは無く、すべて打ち割られた状態のものであった。頭蓋部は破損度が最

も高く 、左右を区別できる標本は少かったが、側頭骨は骨質の堅牢なことから保存がよく 、出

土批は多かった。また側頭骨頬骨突起部も破損度は高いものの、左右認定を可能にする標本が

多かった。それに対して、後頭顆のように、保存の高いと思われる標本でも出土数は少なかっ

た。やはりこわされる率が高かったからであろう。それにしても、推定個体数よりも頭蓋の保

存度は、はるかに低いので、破捐率の高い部位であったことがわかる。

椎骨 ：環椎は完存する標本 2、右 24、左 28。軸椎は完存 3、右 8、左 18が総数である。頸

部諸椎骨の保存度は低い。

肋骨 ：多くの骨片が出土している。ただし、全破片数を含めている。肋骨は小さくわれ、原

形を保つ標本はなかった。

訂甲骨 ：訂甲骨の関節裔部分の保存は、上腕骨近位部の保存とほぽ似た数であるので、肩甲

件と上腕骨が結合した状態で当初は解体されている可能性がある。

上腕骨 ：遠 ・近位両端部分を除いて、破損度は高い。しかし、堅牢な遠位部分が少ないとい

うことは、骨の持ち運ばれていることも考えねばならないであろう。

撓骨 ：近 ・遠位両端はほぼ同程度に残る。中間部は破損標本では左右認定が難しくなる。

尺骨 ：近 ・遠位骨端部分が少なく 、特に近位部が少なくなっている傾向がみられる。近位部

が骨器などの使用のために抜かれている可能性があろう。ただ、中間部分の保存数が多いので、

骨器としての利用は、滑車切痕部分の直下あたりが主であったと思われる。

究廿 ：ほとんど寛骨臼部がのこされるだけで、その上下は破損度が高い。仙骨などの認めら

れることが極めて稀れであることと符合するのであろう。細かく割って肉質部分その他を食べ

ているのであろう。

大腿骨 ：骨幹部の破損率が高い。骨髄が多く、また摘出し易い骨でもあるからであろう。し

かし、そのために近位部の損われることが多い。

腔骨 ：破損度は高いが、近 ・遠位、骨幹部がよく残される骨である。特に遠位端がよくのこ

され、上腕骨とほぽ同程度か、あるいはやや高い場合もある。これは、この骨につづく距 ・踵

骨のあることと関連しよう。膝蓋骨が比較的よくのこされていた。全般に骨の保存の良いこと

と関連しよう。
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第63表 イノシシ出土状況
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凡例： P→近位端R--竹体 d一遠位端

距 ・踵骨 ：最もよく残されていた骨で、最少個体数をほぼ推定することができよう。

中手 ・中足骨：ほぽ同程度に残されていたが、中手骨の方が保存状態が良いという場合が幾

つかの標本で認められた。しかし近位端関節の保存あるいは部位認定の難易度によることも考

えられる。

指趾骨 ：保存率は高くない。特に末節骨などは少ないが、特別の加工を考えるよりも、見逃

されていることが多いのではなかろうか。

この他に手根 ・足根部のそれぞれの骨があったが、それらは数の上で、上記の骨を上廻るも

のはなかった。

以上の四肢骨から、本遺跡において今回発掘されたイノシシの最少個体数は踵骨で推定され

るように 283個体という数になった。この推定個体数はこれまでの調査例からすれば、野国貝

塚のような特殊な集中例を除いては、それに次ぐ出土拙であり、全体の発掘総鼠を考えても、

かなり埋存韮の高いものであることが推定される。

歯牙 ・顎骨 ：表示された標本はほぽ骨体をのこすものであって、この他に部分的にのこる標

本は多かった。しかし下顎骨自体の破損度が高く、下顎角部分など破片で出土することが多かっ

た。それらは小破片のため左右の認定が困難であった。

歯牙

多くの歯牙が出土している。そのうち、犬歯については性別を、乳臼歯、後臼歯については

その咬耗の状況を記録し表化した。

犬歯から判定された雌雄別は、成獣で雄 58、雌 34、計 92個体が最少個体数である。この数

は右M2が 115個あって、臼歯からの最少個体数となるが、それに近い。犬歯による雌雄差は、

雄犬歯が加工されていることを考えるとさらに大きくなろう。
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第64表 イノシシ歯牙出土状況
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注 ：I→切歯 C→犬歯 dm→乳歯 P→前臼歯 M→後臼歯
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歯牙にみる年令階層

M'・M, の咬耗d、 e段階までは dm.M,<M心 （く 〉内は未萌出歯）とみられる。その数

は左M2で48になる。 <M3>の段階は、 M2、M2のc・ d・e・ f段階のものとみられ、 LM2

のd・ e・f各歯の計 64、RM℃段階 14の合計78(M命萌出してからM3・Mゆ萌出しはじ

めるまでの歯を扱う）。

M証の完全萌出段階の歯は、 M3 •Mゆ歯の咬耗段階で d ~とすると RM3=RM3で 22 個に

なる。

これを次に表示する。

第65表 年令段階別のイノシシ推定個体数

定式 ・年令段階
辺i 跡 名 下田原 西 広・

dm, 〈M1〉 0~0.5オ未満 0 .. 11 8.2 ％ 

dm4M1〈M心 0.5~1.0オ未満 48 32.4 39 30.3 

M1・M2 <M心 1.5~2.0オまで 78 52.7 70 52.7 

M1 • M2 • M3 2.0オ以上 22 14.9 13 9.8 

・ ：千葉県市原市西広貝塚（金子 ・牛沢 (1977)、金子 ・丹羽 (1982)

•• ：中国浙江省河姻渡遺跡く初期牒耕文化〉では、この段階が2%という報

告である。

下田原における動物遺存体の特徴

下田原貝塚の調査はこれまでに幾度か行われ、その都度かなり多くの動物骨が出土し、概要

が知られてきたが、今回は調査面積も広く、これまでに比べてさらに多くの動物骨が採集され

た。これによって、下田原貝塚の動物相をさらに良く知ることができよう。

魚骨については、ブダイ科を主体とする特徴が強く現われていた。島嶼の貝塚としては当然

の特徴なのであろう。その他のものも大部分は礁内あるいは礁縁で採捕されるもので、外海魚

とみることはほとんどなかった。

爬虫類のウミガメ類の骨は断片的であったが、多くを出土していたように思われる。しかし、

これも意図的なウミガメ猟といわれる程の骨の総址ではなかったようであるc

鳥類はアホウドリの骨を採集している。アホウドりよりも小さく、コアホウドリ 、クロアシ

アホウドリと思われる。カラス属については、それ以上の同定をまだ行なっていない。

哺乳類では、オオコウモリの骨の出土の目立ったことがあげられる。今後いろいろな意味で

注目してよいのであろう。ジュゴンの骨は少なかった。

リュウキュウイノシシの骨は多誠に出土した。従来も、本貝塚の調査によって多くの歯牙、

骨格を得ているので、ここには、かなりの祉の骨が埋存していたのであろう。肢骨に比べると

歯牙の保存はその半数に満たないという数である。本州の晩期貝塚で多くの歯牙 ・肢骨を出土

する場合では、肢骨よりもむしろ歯牙の方が多いと思われる。下田原貝塚の場合、何故歯牙の
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第66表 イノシシ歯咬耗度分布

上・ 上顎

elm• の場合 M, の場合

32 

傭の摩耗状況

く 〉：禾崩出

＋：エナメル門咬粍

日：小窯独立

＋＋＋ ：同連絡

④：全面寓

30 30 

20 

II 

・20 

.30 

下 曝

上疇l

M, の場合

・30 

M, の場合

下 顎 40 

d叫 .MぃM,の場合

a : く〉
b: -. -
C : +, -
d : +、＋

e : ++、+

r : ++. ++ 
g: +++、++

h : +++、+++

i: ④ ＋`＋＋ 

j: ④、①

・M, の場合

a : く〉
b: -. -. ― 
C : +、一、一

d : +. +、一
e:+、+.+

r : +十｀七＋

g: ++、＋＋、＋

h : ++、++、＋＋

i : ++七十七＋＋

j : +++. +++、++
k : +++. +++. +++ 
I : (!). +++、+++

m :(!)、R・+++

n: ④、④、④

I. 全グリッドの総計

を行なった。
2 密の摩耗段階の明

瞭なもののみについ

て行なった。

上顎

30 

L
 

, J k I m n  
L 

下鴫l
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数がこれ程少ないのかということが問題になるであろう。従って、歯牙よりみたこの貝塚にお

けるイノシシの性、年令構成の問題については、なお、今後検討の余地のあることを付け加え

ておかねばならないであろう。

それを考慮した上で、本貝塚のイノシシは、 M,が未萌出という 0.5オ段陛の個体はなく、 M,

が萌出してから、つまり 0.5オ以上 1.5オまでの個体が 32.4%、次にM3が未萌出も しくは萌出

しはじめた段階 2.5オまでの個体が 52.7%、そしてそれ以上が 14.9%になる。これを千葉県西

広貝塚の例と比較してみると、 〈M,〉段階のが 0であることを除くとよく似た数値になってい

る。〈M,〉が 0であるのは、おそ らく幼獣であるために捕獲されなかったのであろう。そして 1.

5オ~2.5オの個体は生存数においても多く 、もっとも狙われたのであろう。より 大形の個体が

狙われているのは当然であろう。若し、イノシシの飼育といった問題があるとすれば、 1.5オ未

満の個体が最も多くなるのではないかと思われる。

遺存個体の埋存率であるが、発掘グリッドの総面積及び平均的な包含層の厚さ 40cmとして、

発掘体積は 285m', イノシシの最少個体数283、これから 1面あたりの分布密度は 0.992であ

る。この密度を本州の関東地方の貝塚比較してみるとすると、千葉県西広貝塚の後期における

分布密度（イノシシ=0.29、シカ =0.51) よりもはるかに高い。同じ貝塚の晩期（安行IIIb ~ 

c期）ではイノシシ ：2.01、シカ： 1.09であり、シカの出土状況に似ている。 なお沖縄本島シ

ヌグ堂のイノシシの分布密度は概算で 0.46であり、下田原に及ばない。下田原貝塚での特殊な

条件を考えなくてはならないのではないかと思う。

狩猟の問題と関連して、イヌの問題がある。下田原貝塚では、イヌの遺骸がこれまでの調査

でも出土していないらしい。野国貝塚での大誠のイノシシの出土の際にもイヌの報告はない。

イヌを使わないイノシシ猟があったわけであるが、これについても今後の課題となろう。

（早稲田大学考古学研究室）
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第 5章総 括

3次にわたる発掘調査の結果、県指定史跡下田原貝塚は、指定面積の約 4倍の範囲に広がる

広大な遺跡であることが確認された。検出された層序、遺構、 遺物などの主なものをまとめて

総括とする。

下田原貝塚出土の木炭やシャコガイを使って、放謝性炭素による年代測定をした結果は次の
（注 I)

とおりである。

シー58 第III層（貝） 3660土70y B・P・ (3550土65y B• P) 

シー58 第III層（木炭） 3740土85y B・P・ (3630士80y B・P) 
（注 2)

この年代は、大田原遺跡の放謝性炭素による年代とほぽ近い年代である。

層序では、ケー76グリッドの層序が注目される。下田原貝塚が第N層で、間層（第III層）を

挟んで大泊浜貝塚（第II層）が堆積している。この層序により、下田原式土器をもつ下田原貝

塚が、無土器の大泊浜貝塚より古いことが確認された。しかも間層を挟んでいることで、時間

差もあることが明確となった。

遺構では、柱穴が多く検出されたが、方形や円形などの規格性のあるプランは確認できなか

った。思ったより簡素な建物であった可能性が提起された。また、炉跡や柱穴などが平地面に

あり、竪穴が見られないことから、平地式の建物であったと考えられる。なお、遺跡の北側を

走る溝状遺構は、排水溝としての機能は十分果た し得ると考えられるが、排水溝であるという

断定はむずかしく、今後の資料をまちたい。

遺物では、大田原闊鉗ゃ仲間第二貝囁翌＊、ほとんど検出されていない骨製品、貝製品が豊富

であることが注目される。下田原期の文化は土器、石器だけの文化ではなく、かなり進んだ骨

器、貝器の文化でもあったことが確認された。また、石器でも、大田原遺跡や仲間第二貝塚で

は石斧、敲石、磨石などがほとんどであるのに対して、本逍跡では、小型の尖頭器類がかなり

検出されていることも注目される。このように、下田原期の遺跡間でも文化様相にいくらかの

差異があり、その解明は今後の大きな課題である。

下田原期を代表する遺物は土器である。下田原式土器は、沖縄本島や九朴lなど北の文化には

見られない特異な土器である。器壁が部厚く、把手付きで内向する浅鉢は、北の土器の流れで

はなく、南の土器の流れと考えられる。その祖型を見い出すことが最大の課題である。

食料残滓でイノシシが大旦に出土しているのが注目される。金子氏は1.5オ以上が67.6%を

占めていることから、「若し、イノシシの飼育という問題があったとすれば、 1.5オ未満の個体

が最も多くなるのではないかと思われる」と所見を述べている。イノシシをどこで捕獲したの

だろうか。現在、波照間島には棲息していないが、25km北の西表島には多く棲息している。石

器の材料や土器の素地は西表産と考えられることから、それらと一緒に西表から運び込まれた
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のだろうか。典味のある問題であるが、結論は今後の課題としたい。

注

1 社団法人日本アイソトープ協会で測定された。 1985年12月10日

2 「石垣島県道改良工事に伴う発掘調査報告」 沖縄県教育委員会 1980 

3 滝口 宏編 「沖縄八重山」 校倉書房 1960 
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III 大泊浜貝塚

第 1章はじめに

1983年~1985年に、下田原地区土地改良に伴う 追跡の範囲確認調査を実施した。本貝塚の範

囲確認調査は1983年にほぼ完了したが、隣接する下田原貝塚との関係を知るために、 1985年に

G-35グリッドの試掘調査を追加した。本報告はそれらの成果を収録したものである。

第 2章遺跡の位置と環境

本貝塚は、沖縄県八重山郡竹富町大字波照間小字下田原の砂丘に所在する。砂丘の北側砂浜
"'北なりはよ

は大泊浜（方言でプドウマイパマ）と呼ばれており 、迫跡名もそれに因んだものである。大泊

浜の砂丘は、波照間島北海岸の西端部にあたる。標高約Smの砂丘で、内湾する海岸の湾内を

埋めた状態で形成されており 、奥行約60m、湾径約 100mの半円形状の砂丘である。

下田原貝塚のケー76グリッドの陪序で明らかにされたように、この砂丘が形成されるのは、

西側の下田原貝塚が形成された後であり、したがって、下田原貝塚が形成された頃はこの砂丘

はなかったことになる。現在、下田原貝塚と大泊浜貝塚は浅い谷間を挟んで立地しているよう

に見えるが、浅い谷間の地中にも大泊浜貝塚の陪が堆栢しており、貝塚形成の初期は下田原貝

塚の高い所（標高約 8.5m)より 3~4m低かったと考えられる。それが、砂丘形成と貝塚形

成の繰り返しによって、現在では下田原貝塚（標高約 8.5m)とほぽ同じ高さになっている。

本貝塚の南約50mの琉球石灰岩丘陵上には下田原城跡（標高約26m)がある。下田原城跡に

立って北側を眺望すると、眼下に大泊浜砂丘（貝塚）があり 、その北側の海には発達したリー

フが見られる。海の向うには西表島や仲の神島（国指定天然記念物「仲の神島海鳥繁殖地」）

がはっきりと見える。特に西表島南岸の鹿川、南風見などの砂丘がよく見える。直線距離で約

25kmであり、貝塚人が石器の材料やイノシシなどを西表に求めたとしても理解できる距離であ

る。

下田原城跡の北側崖下には湧水があり、その小さな流れが小川となって、下田原貝塚と大泊

浜貝塚の間の浅い谷間を通って海へ流れている。海は珊瑚礁の発達したやや遠浅な海で、小潮

の干潮時でも約 200m先のリーフまで歩いて渡れる。リーフの上やその内 ・外には今でも貝類

が豊富である。発掘期間中、昼食時間に干潮があたると貝を採りにリーフヘ渡ったが、チョウ

センサザエ、ヒメジャコ、シラナミ 、シャゴウ、サラサバティ 、ギンタカハマ、スイジガイ 、

クモガイ、ホラガイ 、マガキガイ、オニノツノガイ、コオニコプシなどが採れ、我々の食卓を
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にぎわ した ものである。このように貝の盟富を海を面前にしている本貝塚から、移しい貝殻が

検出されるのは容易に理解できる。

第 3章層序

本貝塚は砂丘貝塚であり、砂丘形成と貝塚形成が何度 もくりかえされている。そのために、

G-22グリッドでは厚さ約 3.4mの砂丘に19枚の府が確認された。 遺跡全体が同じ状況ではな

く、地区により層序の変化が見られるので、第 1地区 (D-22~D-27グリッド） 、第 II地区

(E・F・G-22グリッド）、第Ill地区 (G-35グリッド）の附序を述べる。

(1). 第 1地区

この地区はDラインで、D-22~D-27のグリッドを発掘した。 D-23~26グリッドは 4m

X4mであるが、D-22は第10陪最下部の礫床住居跡の広がりを見るために東へ 2m広げたグ

リッドであり 、D-27は第4層最上面の埋葬人骨の全体を知るために西へ 2m広げたグリッド

である。よって、この 2つのグリッドは 2mX4mである。 Dラインのグリソドすべてにおい

て発掘途中で埋葬人骨、炉跡、礫床住居跡などの遺構にあたり、第10層まで掘り下げたグリッ

ド (D-22・23・25の北半分）が最も深く掘ったグリッドである。よって、 D-22・23グリッ

ドの形序でDラインを代表させる。

D-22・23グリッドの北壁、東壁断面図を第10図に示した。

第 1陪 暗褐色砂附で、附厚が20~25cm。耕作で撹乱されている無遺物層。

第 2庖 黄褐色混土砂庖で、陪厚が10~20cm。土が僅かに混入してやや硬い無追物砂層。

第 3屁 暗褐色砂厨で、陪彫が10~20cm。無遺物砂陪である。埋葬人骨はこの附に対応する。

第 4I習 黒褐色混貝砂悩で、附厚が10~30cm。本追跡における最も新しい貝塚である。この

陪からは移しい貝殻と一緒にイノシシの骨も多く検出された。人工遺物では、薄手

の玉縁白磁碗、薄手の端反り白磁碗、滑石製石鍋、褐釉陶器壺、須恵器壺、石斧な

どが検出された。この陪において、無土器逍跡の下限が遺物によって解明された。

第 5層 淡黒褐色砂1沿で、屈匝 3~10cm。無追物層であるが、褐釉陶器壺片が 1個検出され

た。第 4層からの落ち込みと考えられる。

第 6陪 黒褐色混貝砂陪で、陪厚が20~35cm。追物包含陪で、特に北東隅ではシャコガイ、

サラサバティなどの大きめの貝殻がびっしり堆栢しており、混砂貝層と呼べる状況

であった。貝殻やイノシシの骨は多いが、人工追物は、石斧、ヤコウガイ製貝匙な

どが数点検出されただけである。

第 7層 淡黒褐色砂陪で、陪彫が5~10cm。無遺物砂層。

第 8陪 白砂陪で、陪厚が10~30cm。さらさらした白砂の無遺物陪。さらさら崩れて、断面

実測や撮影で苦労した。
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第 9層 淡黒褐色砂層で、層厚が5~10cm。貝殻やイノシシの骨などは見られるが少ない。

第10層 黒褐色混貝砂層で、層厚が10~20cm。貝殻や獣魚骨の多い貝塚陪である。この層の

最下部（第11層直上）には礫床住居跡が検出されたので、発掘は礫床面で止めた。

その下は第II地区のG-22グリッドの陪序とほぽ同じと考えられるので、 G-22の

層序を参照してほしい。

(2) 第II地区

E-22、F-22、G-22の3グリッド（いずれも 2m x 2 m) を設けて試掘したが、 E-22

とF-22は第 4層直上で止めたので、ここではG-22の層序を見ていく。 G-22の屈序は21層

（第 5・ 7層はD-22・23では認められたが、 G-22までは延びていない。しかしD-22・23

とG-22の層序を対応させるために第 5・7陪もかぞえて21層。実際にはG-22の層は19枚）

で、地表面から約3.4mまで確認した。 17層以下は50cmx 30cmの試掘。

G-22グリッドの北壁 ・東壁断面図は第10図のとおりである。

第 1層 暗褐色砂層で、屈厚が30~35cm。耕作で攪乱されている無遺物砂庖。

第 2層 黄褐色混土砂屠で、層厚が 5~10cm。土が僅かに混入してねばりのある無遺物層。

第 3層 暗褐色砂層で、層厚が0~5cm。薄い層で、ところどころ切れている無遺物層。

第 4陪 黒褐色混貝砂層で、層厚が 0~30cm。貝殻や獣魚骨が多い貝塚層であるが、南側で

切れている。この層は第 I地区の第 4陪に対応する層であるが、このグリッドでの

層を見ると、さらに南へは延びてないと考えられる。

第 5庖 なし。第 I地区の第 5層はここまでは延びてないことが、ここで確認された。

第 6層 黒褐色混貝砂層で、層厚が 0~30cm。貝殻や獣魚骨の多い貝塚陪であるが、北西隅

では切れている。全面に広がる貝塚ではなく、部分的に切れる貝塚と考えられる。

第 7層 なし。第 I地区の第 7陪はここまで延びてないことが、ここで確認された。

第 8層 白砂層で、層厚が10~30cm。さらさらした白砂の無遺物陪。第 I地区の第 8陪に対

応する待色のある層である。

第 9層 淡黒褐色砂層で、層厚が 0~15cm。西南隅で切れる。貝殻やイノシシの骨などは見

られるが少ない。

第10層 黒褐色混貝砂層で、層厚が 0~20cm。この層も西南隅で切れる。貝殻や獣魚骨の多

い貝塚陪である。この層の最下部が、第 I地区の礫床住居跡に対応する。

第11層 淡黒褐色砂層で、層厚が 5~20cm。第10層に比してリュウキュウザルボウなど小さ

い貝が目立つ。イノシシの骨は多い。この層には木炭や灰が多く、最下部（第12層

直上）で炉跡が検出された。

第12層 暗灰色混砂利砂層で、屈厚が15~20cm。枝サンゴの折れた砂利が多く混入している。

木炭やイノシシの骨などが目立つ。貝殻は少ない。小型の片刃石斧やイモガイ製の

円盤状有孔製品などが検出された遺物包含層である。
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第13層 暗褐色混砂砂利層で、屠厚が10~15cm。枝サンゴの折れた砂利がびっしり堆積して

いる砂利層である。・イノシシの骨はかなり検出されたが、貝殻はほとんど見えない。

木炭が少し混入している。

第14屈 暗黄褐色砂層で、層厚が 5~10cm。円礫やテープルサンゴ（ミドリイシ科）片など

が混入している階で、イ ノシシの骨が少し見られる。

第15層 黄褐色砂層で、脳厚が 5~10cm。無追物砂層である。

第16層 暗褐色砂層で、層厚が 5~10cm。無遺物砂層である。

第17層 黒褐色砂層で、層厚が20~25cm。円礫やテーブルサンゴ片などが混入している。貝

殻、イノシシの骨、木炭などを包含する追物包含層である。ホラガイの有孔製品が

検出された。

第18層 淡黒褐色砂層で、層厚が30~40cm。貝殻、テープルサンゴ片、木炭などが少量包含

している遺物包含層である。

第19層 暗褐色砂層で、層厚が30~60cm。円礫やテープルサンゴ片などが少砿混入している

が逍物包含層ではない。

第20陪 暗黄褐色砂層で、陪昇が 5~20cm。無迫物層である。

第21陪 黄褐色砂層で、無遺物陪。 下へもっと掘れるが、試掘坑が狭く、 20cmまで確認して

止めた。この陪は第III地区の第 5層に相当する層と考えられる。第III地区では標高

約 3.54mで赤褐色土（マーヂ）の地山に達するが、ここでは標高約 4.3mでも、

地山（又は岩盤）に達せず、まだかなり砂層が続くものと考えられる。

(3) 第III地区

G-35グリッド (2m x 2 m)だけの試掘である。第II地区まで約50mの距離であるが、こ

こでは標高約 3.54mが地山面である。 この地区は下田原貝塚と大泊浜貝塚の間の浅い谷間で、

地表面の標鷹が約 5.7mと低い。下田原貝塚と大泊浜貝塚の最も高い所とは約 2.5mの高低差

がある。このG-35グリッドの約 2m西側には小川が流れている。

第 1層 暗褐色砂層で、陪厚が15~20cm。耕作で撹乱されている無遺物砂層。

第 2層 淡暗褐色砂層で、庖厚が10~20cm。無遣物砂層である。

第 3層 黒褐色混貝砂陪で、陪厚が80~90cm。貝殻やイノシシの骨が多く包含している貝塚

層である。シャコガイやサラサバティなどの大きめの貝が多い。ここの遺物包含層

はこの 1枚だけである。第 I・II地区のように薄い層が何枚も堆積しているのと様

相が異なる。この陪が、第 I・II地区のどの層に対応するかの確認まではできなか

った。遺物は有孔貝製品が検出されただけで、石器は検出できなかった。

第 4陪 黄褐色砂層で、層厚が約90cm。無追物砂層で、砂屈の色や砂粒の大きさなどから、

第II地区の第21層に対応する層と考えられる。

第 5層赤褐色土（マーヂ）の地山。
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G-22の府序

第 1陪暗褐色砂層

2附黄褐色混土砂層

3層暗褐色砂層

4層 黒褐色混貝砂府（遺物包含I~)

5陪 な し 。 D-22・23ではある。

6陪 黒褐色混貝砂府（遺物包含層）

7附なし。 D-22・23ではある。

8~ 白砂層

9陪 淡 黒 褐 色 砂 層

10層 黒褐色混貝砂陥（遺物包含I灼）
11府 淡 黒 褐 色 砂 層 ( II 

12府 暗灰色混砂砂利陪（ II 

13層 暗褐色混砂砂利陪（ II 

14層 暗黄褐色砂層

15附 黄褐色砂層

束 壁 161杓暗褐色砂／怜

17層 黒褐色砂附（遺物包含附）

18陪 淡黒褐色砂庖（ II ） 
暗 褐 色 砂M

19層暗褐色砂府
沿i暗褐色砂IM

20陪暗黄褐色砂Im
21/l'l 黄褐色砂/l'l

I 
黒褐色混貝砂附

゜
3 m 

第10図 層序（上 ：D-22・23の北壁と D-22の東壁断面図 下左 ：G-22グ リッド の北・東壁） 下右 ：G-35グリッドの北・東壁断面囮）
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第 4章遺構

礫床住居跡、炉跡、埋葬跡などの遺構が検出された。無土器遺跡での遺構検出例は少なく、

特に礫床住居跡のような明確な住居跡の検出は初めてである。なお、埋葬墓は無土器遺跡以後

の遺構である。

(1) 礫床住居跡

第11図に示したものである。 いずれも第10層最下部での検出である。 この遺構の大

きな特色は、主にテープルサンゴ（ミドリイシ科）を拳大に割った角礫を敷き詰め、その隙間

に枝サンゴ片を詰めて平担にした礫床である。テープルサンゴの角礫のほかには砂岩礫、石材

片、円礫なども見られる。砂層（第11層）の上に約10cmの厚さで礫が敷き詰められている。第

11図下の礫床はプランがつかめなかったので、ここでは第11図上の礫床住居跡について述べる。

第 1号礫床住居跡は、一部しか検出できなかったが、第 2・3号礫床住居跡とほぼ同じ大き

さの礫床と考えられる。東側の 1辺が約 2.2mで、第 2号礫床住居跡とは20~30cmの間隔があ

る。礫床の大部分はD-24グリッドヘ延びており、発掘できなかったので、炉跡や柱穴などの

有無については不明である。

第 2号礫床住居跡は、約2.5mX3.0mの方形状の住居跡と考えられる。東側の10~15cmは第 3

号礫床住居に覆われており、第 3号礫床住居跡より古いことが確認できる。南東隅の柱穴（ロ

径約 8cm、深さ約12cm)は検出できたが、ほかの柱穴は検出できなかった。礫床面が黒褐色で、

柱穴にも周囲の礫や黒褐色の砂が埋まっており、礫床面で柱穴を検出するのはかなり困難であ

る。しかし、第 3号礫床住居跡から推して、6本の柱が立つものと考えられる。炉跡は南東隅

に長径約80cm、短径約60cmのやや楕円形状の炉跡が検出された。炉跡内の礫は焼けており、そ

の上及び周辺には木炭混入の灰層が約 1~ 2cm堆積していた。

第 3号礫床住居跡は、約 2.5mX2mの方形状のプランである。西側の10~15cmは第 2号住

居跡の上に乗っており、第 2号住居跡より新しい住居跡であることが確認できる。柱穴が礫床

住居跡内に 6本検出された。西側の 3本は口径10cmで深さ10cm、口径10cmで深さ11cm、口径14

cmで深さ21cm、東側の 3本は口径17cmで深さ20cm、口径10cmで深さ10cm、口径10cmで深さ15cm

である。炉跡は北東隅にあり、長径約90cm、短径約50cmの楕円形状である。炉跡内の礫は焼け

ており、その上及びその周辺には厚さ 1~ 2cmの木炭混入の灰層が堆積していた。この住居跡

は礫床面もあまり崩れてなく、プランが明確であり、柱穴や炉跡なども明確である。

なお、 PL.59下に柱穴が3本見られるが、これはD-25北半分の発掘で検出された柱穴で、第

6層最下部から掘り込まれている。柱穴は第 8層の白砂まで掘り込まれており、口径l&----2知m、

深さ30~40cmと深い柱穴である。プランや礫床の有無については確認できなかったが、第 6層

期にも掘立柱の住居跡があったことが確認された。
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(2) 炉跡

礫敷きの炉跡が2つと砂面上の炉跡が 1つ検出された。

第12図下右はD-23グリッドの第 6層で検出された礫敷きの炉跡．である。 D-23の北東隅で検

出されたこの炉跡は、直径約80cmの円形状を呈する。礫はほとんど拳大の円礫である。この円

礫は、大泊浜のビーチロックに包含されている円礫と同じものであり 、海岸から集めて きた も

のと考えられる。円傑は焼けており 、その上には 3~ 5cmの厚さで、灰や木炭が多 く混入する

黒色砂層が堆積していた。

第12図下左はD-26グリッドの第6層の北東隅で検出された礫敷きの炉跡である。この炉跡の

礫も拳大の円礫がほとんどであるが、礫はまばらである。長径約 1.2m、短径約90cmの楕円形

状の炉跡で、円礫や砂は赤く焼けており 、その上には灰や木炭が多 く混入する黒色砂層が約 2

cm堆栢していた。なお、炉跡の西側に直径約35cmの円形状の集石が見られるが、それが何であ

るかは不明である。

第12図上はG-22グリッドの第11層最下部で検出された炉跡である。この炉跡には何も敷か

れてなく 、砂利混入でねばりのある砂層が赤く焼け、その上には厚さ 1~ 3cmの混砂灰層が体

梢 していた。炉跡は長径約 1.1m、短径約60cmのやや楕円形状を呈している。短径を挟んで 1

対の柱穴が検出された。 口径は約10cmで、深さが約 9cmと15cmである。この柱穴には2本の柱

が立ち、炉と関係があると考えられる。しかし、この炉跡が屋内炉か屋外炉かについては、発

掘面積が狭く、解明するまでには至らなかった。いずれにしても、本貝塚で検出された遺構の

うちでは最古の追構である。

(3) 埋葬跡

3体の人骨が検出された。いずれも第 3陪の中位層から第 4層の上位層まで掘り込んだ穴に

埋められており、第 3層に相当する時期の埋葬人骨と考えられる。副葬品は 1点も検出できな

かった。埋葬方位は一定ではなく、埋葬姿勢も一定でない。

第 1号埋葬人骨はD-26・ 27グリッドで検出された。頭骨がD-26の西壁で検出されたので、

D-27グリ ッドを掘って全体を検出した。頭を東へ向け、仰むけの姿勢で埋葬されている。左

手は股へ、右手は右腰へ伸び、両足は内側へ折り曲げられている。顔面の保存は悪い（第58図）。

第 2号埋葬人骨はD-25グリッドの南半分で検出された。頭を南へ向け、仰むけの姿勢で埋

葬されている。両手は下腹部へ伸びているが、足は左大腿骨が残っているだけで不明。これは、

後世になって、足の埋ま っていた地点に、長径約 2m、短径約 1.2mの楕円形状の穴が掘られ

ており、そのときに除去されたものと考え られる（第59図）。

第 3号埋葬人骨はD-24グリッドの北東隅で検出された。頭を北東へ向け、体全体が右横向

きの姿勢で埋葬されている。足は折り曲げ、右手は膝まで伸び、左手は横腹で曲げられている。

3体のうちでは保存状態の悪い人骨である（第60図）。
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第 5章遺物

第 1節 白磁

第 4層から薄手の白磁端反り碗と薄手の白磁玉縁碗が検出された。第61図2は薄手の白磁端

反り碗である。口径は約14.8cmである。底部は検出されてないが、幅が薄くて高い高台が付く

と考えられる。口縁部は軽い外反を示し、口唇部は尖がる。口唇下 1.5cmには競櫨痕の稜線が

廻っている。素地は白色微粒子で、薄い透明釉が施されている。この種の端反り碗は熱田貝塚
（注 1)

でも検出されている。 D-24第 4層出土。

第61固 1は薄手の白磁玉縁碗である。口径は約14.6cmである。底部は検出されてないが、幅

が広くて低い高台が付くものと考えられる。口縁部は薄く玉縁状に肥厚し、口唇直下約 1.9cm

には観轄痕の稜線が廻っている。素地は白色微粒子で、薄い透明釉が施されている。内側のロ
（注 I)

唇直下には釉溜りが見られる。この種の玉縁碗は熱田貝塚で検出されている。薄手の白磁玉縁
（注 2)

碗は、伊波後原遺跡出土の厚手玉縁碗よりは古いタイプであり、 12世紀に納まると考えられる。

D-23第 4層の出土

薄手の白磁端反り碗と薄手の白磁玉縁碗の共伴は、本遺跡のほかに熱田貝塚で確認されてい
（注 3)

るが、全国ではその共伴がしばしば見られるようである。

注 1 「熱田貝塚発掘調査報告」沖縄県教育委員会 1979 

2 当真嗣ー「石川市伊波後原遺跡調査概報」南島考古第 4号 沖縄考古学会 1975 

3 矢部良明「日本出土の唐宋時代の陶磁」日本出土の中国陶磁 東京国立博物館 1978 

第 2節須恵器

第61固 3・4に示した 2点で、いずれも壺の破片である。 3は頸部から肩部へ移行する部分

の破片と考えられる。外面の叩き目や内面の当て目は残っていない。ただ内面は、当て目の上

から先の丸い箆状工具で調整された調整痕が横位に 3本廻っている。その間を細い櫛状調整痕

が廻っている。 4は肩部から胴部へ移行する部分の破片と考えられる。外面には格子目状の叩

き目が見られるが、横に 3列の箆状工具による摺消し痕が残っている。内面は格子目状の当て

目が僅かに残っている。当て目の上を先端の丸い箆状工具で調整した調整痕が横位に 8本廻っ

ている。その間を細い櫛状調整痕が廻っている。この種の須恵器は熱田貝塚でも検出されてい

るが、ビロースク遺跡など13世紀以後の遺跡で検出される須恵器との差異の有無などは現在の

ところ明らかでない。 3はD-23第 4層、 4はD-26第 4層出土。
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第 3節褐釉陶器

2点検出されたが、同一個体の破片と考えられるので、同一個体として第61図5に示した。

胃部と底部近くの破片である。肩部径が約24cmで、高さは25~30cmぐらいと考えられる。輛

櫨痕が内外面に見られる。素地はやや粗粒で、紫灰色を呈する。釉は褐釉で、剥離が進んでい

る。内面と底部近くの外面は露胎である。沖縄においては、 12世紀の遺跡でこの種の褐釉陶器

の検出例がなく、今後の資料をまちたい。下の破片はD-24第 4層、上の破片はD-23第 5層

の出土である。

第 4節滑石製石鍋

第62図 1に示した 1点である。胴径約38cmの大型の滑石製石鍋である。縦長の瘤状把手が 4

個付くものと考えられる。把手の両側面は滑らかに切られており、切り込みが器壁まで達して

いる。外面には幅約3cmの幅広の箆削りが廻っている。内面は滑らかに仕上げられている。把

手の下には媒が付着しており、煮炊きに使用したと考えられる。 この種の石鍋は熱田貝塚で検

出されているが、熱田貝塚の石鍋より大型である。

第 5節石器

石器は石斧 6点、敲石 1点の計7点である。石器が少ないのが本貝塚の一つの特徴である。
（注 I) (注 2)

無土器遺跡には、仲間第一貝塚のように石器が多い遺跡と、本貝塚や神田貝塚のように石器の

少ない遺跡がある。

(1) 石斧

ほとんど局部磨製石斧である。蛤刃 1点、扁平両刃 2点、片刃 3点である。扁平両刃とは、

刃部の最大厚が0.5~0.&mと薄い両刃石斧である。刃縁を立面観で見ると、弧状を呈するのは

1点もなく、すべて直線状である。特徴的な石斧は第62図 7に示した小型片刃石斧である。本

貝塚出土の片刃石斧では最も明瞭な片刃で、刃部の研磨が優れ、髭でも剃れそうなぐらい鋭利

である。

(2) 敲石

第62図8に示した 1点である。原石（川の自然礫）の両端に敲痕が残っており、敲石として

使用されたと考えられる。
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第67表 石器観察表

器 挿図番兵
厚長重幅量ささ ((((cmg1111 ) ) ) ) 

出土地点
主 な 特 徴 石＂

種 図版番号 出土11位

第 62図 2 11.4 原石を利用した石斧で、縦に割れて半分は欠Illしている。刃部だけ研寵されている。
斑

蛤刃 5.2 0-23 レ

石 斧 PL. 69-2 温 第 6層 刃縁は磨耗して丸味を呈している。
イ
心,..., 

II 3 
8. 7 打割片を利用した石芹、刃部と刃部の両側面が研印されている。刃部の蚊大mヵ'0.6

I 
4 2 D-23 
2.2 第 4磨

II 

,, -3 100 
口と薄い。

II 4 4. 7 打割片を利用した石斧。刃部と刃部の両側面が研窮されている。刃部の欣大厚が0.5
5.2 D-22 

“ II - 4 1.5 第). 層 anと薄い。平面観で刃蘇がかなり傾斜している。
5.5 

II 5 7 .3 打割片を利用した石芹。研mされてない部分もあるが、ほぽ全面内製に近い。刃H

片 4. I D-23 
は厄耗して丸味を旦する。

II 

JI - 5 l. 7 第 6層
8.0 両側面のほぼ中央に袂があり、柄を付けて使川したと巧えられる。

刃 II 6 
， 

打割片を利用した石芹。刃部と刃部の両側面が研印されている。基部もぶい所は研6 D-25 II 

II - 6 
2.2 第 6溺 磨を受けている。平面観 で刃註が弧状を位する。刃緑の店耗はな く尖っている。
18.5 

石 打割片を利用した石斧。 JJ部はよく研約され、 1ヤ刃の縞が明瞭である。刃緑はひげ

II 7 
7 が剃れるくらい刃がしっかりしている。 1碩面と 9ヤ月の側面は応い所は研靡を受けて
2.8 G -22 II 

斧 II - 7 I 第12/lil いる。 もう片方の側面は縦に割れた状態を示 している。したがってもう少し艇のあ
3.5 

る石斧だっと考えられる。なお、基磁も研紆されている。

II 8 9.9 腐
~ 

7 D-Z3 
原石を利用した丘 1叩為に敲痕があり． 敲石 として使用されていたと考えられる。

II - 8 鈷 第 4層
I分
<i 

注 1 滝口 宏 編 r沖縄八Jll山J 校倉書房

2 石垣島県直改善工事に伴う発掘調査報告J 沖縄μ教n委U会 1980 

第 6節骨製品

第63図 1に示した 1点である。イノシシの誹骨の近位部を両刃状に研磨した骨製品である。

先端部が箆状を呈することから、骨針とは別の用途の骨製品と考えられる。頭部は欠損してい

るので全長は不明である。刃幅0.7cm、刃部最大厚0.3cmの扁平状である。

第 7節貝製品

貝製品は、実用品と考えられるものとしてスイジガイ製利器、ホラガイ製有孔製品、シレナ

シジミ有孔製品、ヤコウガイ製貝匙などがあり、装飾品と考えられるものとしてイモガイ有孔製

品がある。

(1) 実用品

a. スイジガイ製利器

第63図 2は第 1管状突起の先端部を研磨して錐状に尖らしたものである。三面から研磨され

ている。第63図3は第 1管状突起の先端を両面から研磨して竪状の刃をつくっている。刃部は

磨耗して刃縁がやや丸味を呈している。第 2・3管状突起までは残存している。 2はG-22第 9

層、 3はD-24第 6層の出土。
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b. ホラガイ有孔製品

第63図4・5の2点である。 4は内唇近くに直径約1cmの円形状の孔を穿ち、 5は内唇近く

に直径約2.5cmの孔が穿かれている。このようなホラガイ有孔製品は、八重山では近世まで湯

わかし器として利用されていたようであり (1983年八重山博物館に展示されているのを実見）、

湯わかし器としての用途も考えられるが、この 2例は小さなホラガイであり 、湯わかし器 とし

ては小さすぎるのではなかろうか。 4はG-22第17層、 5はD-23第 4層の出土。

C. シレナシジ ミ有孔製品

第64図 1・2の 2点である。ミレナシジミに孔を穿つ製品は多 くの遺跡で検出されており、

貝垂などとして報告されている。 1はD-23第 4層、 2はD-25第 9層の出土。

d. ヤコウガイ製貝匙

第64図 3に示した 1点である。破損品ではあるが、 1側面は研磨されており、貝匙の破損品

と考えられる。 D-23第 6陪の出土。

(2) 装飾品

第64図4はイモガイ科の殻頂部近くを両面から研磨し、円盤状に丁寧に仕上げられている。

側面も研磨が施されている。 殻頂部は有孔であるが、穿孔痕は明瞭でない。直径約4.1cm、厚さ

約 0.4cm。G-22第12階の出土。この製品は宿舎でカラスに持ち去られて行方不明。

第64図5・6はイモガイ科の殻頂部近くを両面から研磨されているが、研磨が弱く 、円盤状に

はなっていない。 5は直径約2.4cm、厚さ約 0.8cmでD-25第10層の出土。 6は直径約1.2cm、

匝さ約 0.4cmでD-24第 4庖の出土。

第64図 7はいわゆるビーズである。イモガイ科の殻頂部近くを両面から丁寧に研磨され、薄

い円盤状を呈している。直径約 1.1cm、厚さ約0.1cmでD-27第 4層直上の出土。

(3) その他

第64回8はアンボンクロザメの殻底部に長径約3.5cm、短径約2.3cmの楕円形状の孔が穿か

れている。この孔は貝の肉を取り出すための孔の可能性が強い。しかし、明確ではないので、

一応その他の貝製品に含めた。

第 8節鉄製品

第64図9に示した 1点である。長さ約17cmの鉄竪と考えられる。基部は正方形状で、最大厚が

約1.5cmである。刃部は片刃に近い両刃状を呈し、最大福は約2.5cmである。腐蝕が激しく 、四面

とも 2~3mmの剃離が進行しており 、保存がかなり困難な状況である。鉄竪は1973年にRICHARD
（注 I)

J. PEARSON氏が船浦貝塚の発掘調査で検出しており、混入遺物ではなく 、 薄手の白磁玉縁

碗、薄手の白磁端反り碗、須恵器、滑石製石鍋と共伴する遺物である。 G-22第4層の出土。

注 lR. J. PEARSON. S. ASA TO et al 「Excavationson Kume and Iriomote, Ryukyu Islands」

Asian Perspectives, XX I (I), 1978 

-144-



第 9節人骨

内 藤 芳 篤

大泊浜貝塚人骨の詳細については、現在精査中であるが、その概要を述べると、次のとおり

である。

1号人骨 （第58図 、PL.65) 

男性、熟年

頭蓋諸径は一般に大きく、頭型は短頭ないしこれに近い中頭型と推定される。

歯の咬耗がひどく、 Brocaの3~4度であり、前歯の部分に過耗部が認められる。

四肢骨のうち、ほぽ完全な状態で残っている右側饒骨を用いて、 PEARSONの公式に拠り、

推定身長を求めると、約161.5cmである。

2号人骨 （第59図 、PL.66) 

男性、壮年

保存状態良好な人骨であるが、脳頭蓋、顔面頭蓋ともに諸径が大きい。

頭蓋最大長 181mm、最大幅150mm、バジオン・プレグマ高139mmであり、頭蓋長幅示数82.87

で、明らかに短頭型に属している。

顔面では、頬骨弓幅が142mm、中顔幅109mm、顔高120mm、上顔高73mmで、横径、高径ともにか

なり大きい。しかし相対的に横径の大きいことが目立っており、示数値としては、顔示数84.57

(K)、ll0.09(V)、上顔示数51.41(K)、66.97(V)となっている。

歯の咬耗度は Brocaの 1~ 2度である。

四肢骨のうち最大長の計測可能な右側上碗骨を用いて、 PEARSONの公式から推定身長を求

めると、 159.78cmであった。

3号人骨 （第60図 、PL.67) 

女性、熟年

一般に頭蓋諸径が大きく、その割りには四肢骨は小さい。

頭蓋縫合は癒合し、熟年骨と推定されるが、歯の咬耗度は Brocaの2度である。

頭型は短頭ないし中頭型に属するものと推定される。

まとめ

1. 大泊浜貝塚人は、成人男性 2体、女性 l体、合計3体である。

2. 脳頭骨は短頭性が強い。顔面頭蓋は横径、高径ともに大きいが、横径がとくに目立って

いる。

3. 推定身長は男性160~161.5cmとなり、比較的高い。

（長崎大学医学部教授）
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第10節 食 料 残 滓

1 . 貝類遺存体

本遺跡の貝の集計は発掘時に現地で集計し、サンプルを持ち帰り、同定する方法をとった。巻貝は

殻頂を有するものを1個としたが、二枚貝は左、右殻をいっしょに数えて、 2等分 lッて個体数とした。

出土した貝は腹足綱16科49種、斧足綱 5科11種の計60種である。集計はDトレンチと Gトレ

ンチに分けて行った。地区別出土状況はDトレンチが圧到的に多く 91.3%を示す。

Dトレンチは10層まであるが、最も多いのは 4層で27.8%を示し、次に 6層ー26.9%、 3層

17.5%と続く。各陪ごとの貝種別出土頻度を第68表に示した。 それによると、 サラサバティは

9、10層で主体を示し、上層にいくにしたがって除々に減少し、 チョウセンサザエは、 6、7
 

陪で6.0%と増えるが全体的に少ない。オニノツノガイは 6、 7層から除々に増えるが、主体を

なすすでにはいたらない。マガキガイは 6、 7屑から急激に増え、 3、4陪では主体貝となる。

シレナシジミは平均11.7%大きな変化はみられない。

7陪で激減し、 6層から除々に増えはじめる。

ヒメジャコは10層で主体貝となるが、

シラナミは下層で少なく、 7膚から増え、

9、

6層

では主体貝となる。 シャゴウも上陪にいくにしたがって、除々に増える。

Gトレンチは、 13陪まであるが、 Dトレンチと同様、 10層でヒメジャコが35.5%と主体を示し

7、

は、下層で少なく 、

9層で減少し、

(10層）→サラサバティ

マガキガイ ( 3 • 4陪）

コ、サラサバティ 、

ガキガイ）

これらのことより 、

6、

きるが本遺跡の場合、

4、

6層で最も多く 、21.7%を示す。

以上のことより Dトレンチの場合、主体貝はヒメジャコ

(9、10層）→シラナミ

に変化することがわかった。

らの棲息する場所が下層ではサンゴ礁域の岩場（ヒメジャ

シラナミ） 、上層では浅海 ・砂地（マ

と異なる。また、

2層では増加する。 シラナミ

(7層）→

これ

ヒメジャコとヒレジャコも、

前者が浅い岩礁にすみ、後者が深いところに棲息する。

9、10層では比較的採集しやすく、大

型の貝のとれるリーフ周辺で活動し、上層にいくにしたが

ってリーフ内の浅海 ・砂地に移行する。 このことは海進海

退等の海況の変化か、あるいは乱獲によるもの等が想定で

ヒメジャコ→シラナミに採集が変化

することから、後者の可能性があるが、貝殻の計測、他の

食料残滓等から、より深く検討を要する。 また、河口川の

シレナシジミの採集は波照間島に棲息場所が認められないこ

とから、対岸の西表島から持ちこんだものであろう。
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第69表 貝類出土状況

~ 
D トレンチ G トレンチ

汲採 汲上 2屠 3磁 4層 5層 6屈 7層 8屈 9沼 10騎不明小計 4屈 ll吊 121813層 ,JヽIt不明
合It

I オ オペ ッ コウガサ 3 3 6 6 

2 ッタノハ マ ッ パ ガイ I 20 6 27 27 

3 科 ペ ッ コザラ 5 5 5 

4 種 不 明 2 2 2 

5 サラナ パ テイ 1 14 23 70 95 57 9 75 24 368 12 7 3 22 98 488 

6 ニ ・ンキウ ギンタカハマ 4 I 10 I 3 19 19 

1 ズ科 ニシキウ ス・ 3 2 2 3 2 3 I 16 16 

8 ムラサキウズ 2 8 8 2 20 20 ， チ 9 ウセンサザエ 8 19 55 16 I I 100 100 

10 “ のフタ 3 14 9 15 8 I 50 50 
リュウテ

コシダカサザエ11 ン科
I I I 

12 ヤ コ ウ ガイ 3 z 2 3 I II II 

13 ” のフ タ 2 7 ， 18 8 2 I 47 47 

14 ぃTマオプ＊ ニ シ キアマオ プ ネ 3 2 5 5 

15 オガ;.イい/ I I オ ニ ノ ツ Iガイ 15 50 65 I 84 15 2 1 233 I 234 

16 マガキガ イ 5 14 54 152 201 142 59 5 12 3 647 6 2 3 II 69 727 

17 ク モ ガ イ 3 21 淡｝ 28 7 I ， 4 Ill 42 153 

18 ・; デガイ スイ ジ ガイ 3 7 7 2 2 2 23 23 

19 科 ラクダガイ I I 1 

20 ムカシタモト I I I 

21 イ ポ ソ テ’ I I I I 4 4 

22 ＊シダカ う I 5 I I I ， 5 14 

23 ハ チ ・；； • ウダカ う I 4 2 2 ， 3 3 12 
24 タカ ラガ ハ ナマ ル ユキ I l 2 I 5 5 
25 イ科 キ ソ コ ウ ダカ う I I I 

26 ヤ ク ジ マ ダカラ 2 I I 4 4 

27 .,ィll,. ガ スクミウス ’ ラ l I I 2 z 
28 {,'1"' * ラ ガ イ I I 3 I 6 6 

29 ォ...二.,,-i; ツ 0 ミオキ ニシ I I 2 2 

30 ムうサキイガレ イ ・ン I I I 

31 ツ ノ テ ッ レ イ ・ン 8 I ， ， 
32 アッキ ガ キ ・ノスジテッポラ I 2 3 3 

33 イ科 テ ツ ポ ラ I I I 

34 カス リ レイシ I I I 

35 種 不 明 15 15 IS 

36 イトマキポラ I I I I I 5 5 

37 イトマキ ヒメイトマキポ ラ I I I 

38 ポウ科 ニ ・ンキニナ 1 I I 

39 マ Jレ 二． シ I I I 

40 オンコプ オ ニコ プ シ l 3 2 6 6 

41 シ科 コ オ ニコ プ シ I I 8 16 32 23 11 92 92 

42 フ-Yti1 n ニ ・ン キ ノ キ バフ デ I I I 

43 ア ン ボンクロサ’メ I 9 17 ， I 37 37 

44 ヤナギシポ ＇） イモ I I I 

45 ィ ポ シ マ イモ 5 4 ， ， 
46 イポ カバ イモ 3 I I 2 7 1 

イモガイ
47 0 ウソク イモ 5 5 5 

48 科 ク ロフモ ド キ I I 2 2 

49 オト メ イ モ 2 2 2 

50 ミ カ ド ミナ シ 4 4 4 

51 キヌ カッ キ‘ 3 11 14 14 

,2 フネガイ 工 ガ イ I I I 

53 科 リュウキュウ ヒパリガイ 2 2 2 

54 ゥ-fH,・{ ,{カ アコヤ ガ イ I I I 

55 っ;,,-+ク J~ メ ン ガ ィ l 1 2 2 

56 ,., 1 _, lガイ シレナ シジミ 25 53 97 70 40 3 39 IO 14 351 9 18 ， 36 26 413 

57 ヒメ ジャ コ I 2 12 67 79 I 112 16 IO JO 27 339 339 

58 シャコガ シ ラ ナ ミ l 23 62 165 2 199 46 5 13 2 518 6 6 524 

59 イ科 シ ヤ ゴ ウ 5 24 72 4 32 11 3 6 I 158 I I 159 

60 ヒ レ ジャ コ 3 8 22 2 13 I 38 I 88 2 2 2 92 

61 マルスダ ヌ ノ ノガ イ I I I 

62 レ科 ア う ヌ I メ I 1 1 

63 ..:. -iJJ ,. コウガ サ メ ザ ラ I I 2 2 

64 不 明 7 7 7 

合 計 19 42 192 603 957 22 915 311 47 225 76 15 3,424 9 43 20 9 81 243 3.748 
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2. 脊椎動物遺存体
本追跡出土の獣・ 魚骨は全調査区で採集したが、資料整理の都合上、完掘した D-22、23、

24、及びG-22グリッドについて分類、集計を行なった。

魚類

軟骨魚類

サメ目 ：脊椎骨のみでD-24グリッド II層で 1個、 G-22グリッド II層で4借の計 5個得られ

たのみである。

エイ目 ：前者と同様脊椎骨のみで、D-23グリッド I層、 D-24グリッド W層でそれぞれ 1個

得られた。

．硬骨魚類

ウナギ目 ・ウツボ科 ：G-22グリッド第14屈で左下頸骨が 1点出土したのみである。

スズキ目 ・フエフキダイ科 ：ヨコシマクロダイ、ハマフエフキ等が得られたc 前者は 7個、後

者で、魚類の中では多い方に入る。

ベラ科 ：最少個体数は 2個と少ない。

プダイ 科 ・イロプダイ、ナガプダイ、ナンヨウプダイ等が得られ最少個体数は20個体と多い方

である。種の中ではナガプダイが多い。顎骨は大きい。

ハタ科 ：最少涸体数は 3個と少ない。

フグ目・カワハギ科 ：2個体得られた。他は

遊離歯である。

ハリセンポン科 ：11個体で多い方に入る。

その他の骨では脊椎骨391個と多かったが種

を同定するのは困難である。

爬虫類

カメ目 ：アオウミガメの右下顎骨が 1点得ら

れた。最少個体数は左烏口骨の 3個である。

板の破片は236個と多絋出土した。全グリッド

ほぼ同星の出土である。

ヘビ目 ： 脊椎骨79点でとくに G~22の II 層で

59個 (74.7%)最も多く得られた。

第 71表

グリッド

0-23 

D-24 

0-24 

G-22 
,, 

合計
冒 ~ 2.5 1'1. 75'2 

旦
1,. 1 

20.2 

100 
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第72表 魚類出土状況

●¥  ●池

甘背情キ・ スズキ目

穫穫 ウ フエフキダイ科 ペ プダイ科 f ニハ

不不
科1 ョコ沢Vヽ て種 ラ イロナガナ項ウ タ

明明 クC夕1フエフ4不明 科 プダイプダイプダイ種不明 科

脊脊 ウ
R+L R+L R+L R+L R+L R.J.. しR.J..LR.J..L R.J..L R十し R.J..L 口 R+ 

推椎 コ

4 

D 6 

I 7 I_ 

22 9 3_J -t2 I ＋ 

,jヽ
炉 -+2 I ＋ 計

2 

3 +, 

D 4 I .J..I 
t 

止
1+ 

5 -tl 1+ 
.il 上I 3.1. 

l＋ ?I 
-汗2 

I 
6 ..L 

2 す 廿 u. 
I 

23 
， ,+ 斗 u_l _,__ 立 -'-I 

I 

10 fす l+J 
J.l J_ 紺I 2 

岱 I 紆 4l ,+l 1+ 
.i.! 亨 3..L f ili sl1 

1+ 5 I 

I +1 寸

2 

D 3 I+ 

4 

I 6 1 t 
_._ 
I 

7 I 1+ ..L 
t す

.,J +I I 

24 8 ザ -'--I ..L -'-I R I 

， 
rt1 J I ..L 

t I千Il +, 

IO ..p 

小 I 
It 

I f';'I ,l -l 2+ 1_,_I 
す がが 廿 叶

2 4 斗 1+1 
+5 1 --'-' I ：+ 3 

4 れ

G 
7 

.,_J 

， 
I 10 仕

II 

22 
12 ず
14 1+ I 

小 4 
1+ ）+ 4- l..1..I 

ti 
立 2 l+ 計 3 

合計 5 2 1+ 3 Q I l-f? 炉 l+ I~ 吐 3J.. _,_4 
5 1＋ 8 S 3 

必i 2 2 I ＋ I I 
3 8 4 5 

凡例 ： 右前上顎廿Iii.前上頷竹
右懐竹 li.網竹

右上咽頭1'tI左上咽頭竹

下咽頭廿
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フ グ 目 その他
合

力
ヮ ハリセン 鋤 脊尾 歯 そ

ハギ ポン科
棘 の

L R+L —下上 棘 竹椎椎 片他
計

t T 3 5 

I I 

I 

I 1 3 8 20 

t 2 I 6 9 27 

t 
山 I I 5 

1+ I 2 5 

I 
I 82 I II 7 109 

I 2 21 

1+ 5 I 2 2 20 

I 
4 5 5 23 

2 
I 

5 12 37 

2t -， 3 I I 95 7 II 31 220 

I 
3 I 6 

I 4 4 

12 I I 4 

+1 6 7 

4 9 16 

廿 20 4 I 1 13 49 

上 ~ 17 

万 5 5 23 

I 2 

＋ , 1 I 2 I 63 4 I I 30 138 

t, 7 185 8 84 28 340 

I 2 5 

.1 5 5 12 

3 15 21 40 

2 2 

T 2 4 

18 11 31 

＋ ,1 2 I IO 227 8 84 67 434 

臀＋ I II ， I II I 391 19 96 I I 37 819 



m類

鳥骨は48点出土したが細片のため、部位は不明である。とくに、コウモリの四肢骨が含まれて

いる可能性が強い。 D-23グリッド第 4層で33個 (68.8%)最も多く得られた。

第73表 鳥類

グリッド 陪位 部 位 個数 鉗i 考

D-23 4 破 片 33 PL75下 ー 1
II ， JI I 

D-24 1 II 2 
II 2 /I 1 
II 4 II l 

D-24 7 II 2 
II ， II 2 

G-22 2 II 4 
II 14 II 1 

不 明 4 II 1 
合計 I 48 

哺乳類

翼手目 ：コウモリは、最少個体数11個で、とくにD-23グリッド 4層で多く得られた。

第74表 コウモリ

グリッ ド /l'J{立 部 イ立 1固数 俯i 考

D-23 4 左下 顎け 4 

” 
II 右 ｝｝ 5 

II 10 左 下 顎竹 1 
D-24 7 左下顎骨 2 

II ／／ 右 II 2 

D-24 8 左 下顎骨 I 
G-22 2 歯 2 

II 12 右下顎け 1 
II 14 左 下顎竹 1 

合 計 19 

契歯目 ：ネズミ科 ：最少個体数は 2個体を数える。比較的上陪の方か ら得られた。

第75表 ネズミ

グリッド ~{立 部 ｛立 個数 備 考

D-24 3 L大 腿 骨 1 PL  75下 ー 5

G-22 2 R II 1 II -6 

JI II RJ:: 顎犬歯 1 

合 計 3 

海獣骨 ：椎体と棘突起が得られたが詳細は不明である。

第76表 海獣

グリッド 陪イ立 部 位 ｛固数 備 考

D-22 4 破 片 1 
D-22 6 椎 体 1 

｝｝ ， II 1 
D-23 4 破 片 1 
G-22 8 II 1 

II ， 棘 突起 1 
合計 6 
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第77表 イノシシ出土状況 (1)

地 層 R U甲竹 上醜竹 尺廿 侵 竹
宣 :I大蜘

II! 廿 店 tt
巾晶足廿し 指オ 合

L 頑葦什 下顎flti帷fl肋竹 精 竹 距竹 錢片
区序 不 p⑤d p⑤d PS d P@d  tfl P ~ d P~d p{S'd 基節ft、Plilft末節ft It 

R 6 I l 5, 10 I 2 3, 6 I, L I 2. 2. 3'・2 Z, I, Z 3 : 5 

~I 4 L I I S. 2 I. S 4 3 2 I I I 'l 1, 3, 6 1、2 3 4 157 329 

不 6 2 23 5 I I, I、1 4 l I 15 

R I I I 

5 L l j I 
J I 2 3 17 
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R I 

5 13 I I 
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I 
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I 

II L 

I 

I 
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8 3 I ' , 4 
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L 5 13, 2 I, 6, 13 7, 9 4 I, I, 613, 2, 6 I 7, 17 4 2 6 I ， 10 I 6 317 糾7
It 不 20 16 51 31 • 2. 2 2 4 2 I I z 鴻 5 

R I 2.1 I. 5 I l' ; ！ 2 I I 

I ' I, I 

I 
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I 
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I 3~ 
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3 

I I; 
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I 
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不 I I I 8. I 
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,f:22 8 33 33 411  I 2,117  1.29 I 3 3 
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41 II 5 LI I I I 

I ,, ' 可''. I R 4 19, 6 3 l, 9 l ll,2 l 2, I. l l, I, 3 4, 5 3, 2 4 4 
I I 6 L 4 I 4. 3 I. 5 6. 7 6 3, I, 4 I, I I 3, I 2 8 I 187 457 
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ね゚ I ， 7 I 不~ 1 
I 
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I 
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4 
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小ヽtI R 1 5 36 5 :32. 11 ,1 7 3. 11 9.7.1314 6 19 16.8.206 1 3 23 14 8 7 

L ね I 32 3 I 13, 4 16.5.6 R, 3, 8 I 1,1L323I '1I 9 8. 2 2 33 15 7 20 s J.073 I 」2.462 
吋 139 30 137 J ll9 . 2 6 4 2 3 8 5 1.123,1 4 6 
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I 

I 
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I 

20 
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I 
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t 
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I 
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I 
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イノシシ出土状況(2)

池＂＇
R 

I 
lllP竹 上腑竹 尺廿 桟 什 J!: ti 大闘廿 ＂竹 耕 ft

攣
指 竹

＾ ｀ ~Lぷ 頭濫竹 F咽什 行稚ti1/J fl 躍 fl距廿 鍍片
区 If p⑤ d p⑤ d p⑤ d p⑤d 上臼下 p(S)d p⑤d p⑤d 基節竹中鯨什末節竹 計

R I 2 I I I I 

6 L I I 3 2 I I l I 31 72 

-:f. l 2 8 2 2 6 

R 4 12 2 3,2 5. 5 I 6, I 2 2. I 6, I, 2 3, 2 I 3 1 7 

7 L 1 4 2 I, I, 3 3 5 3 3 J 2 I, 2, 4 6 4 5 2 5 I 2 224 531 

不22 4 お 35 5 3, I 2 I 1 2'  3 2 47 2 2 

R 2 I I I 2 I I I 4 z I 2 

8 L I 1 2 I 4 I.I 2 I I I I 1 I 106 

゜,('9 8 10 14 7 16 I 3 
I 

R 34 26 I 8. I 3, 7 5. l 4 2 I 5 3. 3 2, I 3 8 I II 8 2 
24 ， 

L 21 23 I 10 I, I 9 6 3 5, I I, 2, 2 I. 3, 9 3, 2 8 I 12 5 4 245 834 

不117 40 42 51 5 I 2 I I I 3. I 47 I 2 

R 2 I, I I I 3 I 2 2 2 2. I I 

10 I、 2 2 I 3 2 2, I 2,5 I. 2. I 2 4 2 4 103 

不， 3 ， 7 I 1 3 2 I 8, I I I 

,1ヽ・R " 51 3 15, 7, I 2,14,19 10. 22J5 8. 6. 2 6 4, 4 II 2. 13 16,2, 4 I I 31 I 21 3 15 

L 35 40 I 17. l 2 8.22 14 17 20 2. 7 4, 7 4 4 9. 19 11,6,21 4 25 14 4 2 16 630 2、176
It ,I< 184 76 148 153 18 4 2 8 2 I. I 5. 2 17 I 3 5 4 I 167 3 ， l 15 

R I 

I L I I 4 

,f- 1 

R I I I I 3 7 ~ II 

2 L I 2.1 I I 15 II 12 33 347 

,f 4 48 41 3 2 6. 6 3 25.70.20 6 

R 4 4 4 I I 2 I. 3, I 3 3 2 

4 I. 5 3 3, I I. 4 2 I I I I I I 4 I I 2 2 I 41 165 

,j< 9 4 15 7 9 I I I 2 I ， 
R I I I.I 

5 L I I I 3 14 

,f' 3 I 

R 2 l 

6 L I I I I ， 
.j- I I 

R 2 I 2 I l. 5 I. 5, I I 1 I I I 

7 L I I I I I I I 2 1 2 I 2 15 96 

,I'6 I 17 4 ， 2 3 

R 1 I 

8 L 2 7 

;i; 3 

G R I I I 

I 9 L I I I I 4 12 

22 ぷ I 

R I 1.2 I I I 2 I 2 

10 L I I I I 1 45 89 

Cf- I ， 8 2 J I I 4 

R 2 2 1 6 1 1 4, 3, 3 2. 3 3 I 2, 2, 3 2 5 2 2 

II L I 2 2 4 I I I, 3, I l l 2 I 2 3 I I 2 I 2 3 3 I 43 209 

不 10 s 16 24 I I I 2 12 I z 

R 6 12 1 8. l 3. 5 7 2, 8 2 9, 8. 3 3, 3, 3 7, 5 15 7 6, 9 I I 8 4 3 

12 L 8 ， ， 4, 9, II 3, 3, 2 I 5, 2 8. z. 6 8, 10.5 1, 4, 9 7 3 I I 3 116 692 

,f: 29 10 102 71 4 6 8 6 I 2 I I ,s 

R 2 3. I 2 3, I I 

13 L I 3 2 I, I, 2 2, l I 20 51 

,f' I 2 I 

R 4 3 2 I 3,3 I, 2 3 2 I 2 I I 8 8 ， 12 

14 L 2 3 2 4 I I. I 4 4 I 2 2 4, 2, 5 I I 8 4 12 23 116 755 

不64 7 89 121 I 3, I. I I 2 7 J 12 2 141,4 8 3 18 

R t 4 2 2 2, 2, 2 4 2, 2 I. I 2, 2, 2 I I 3 2 

15 L 4 7 3 I. 3. 7 2 I. I. J 1.2 I 1 1 107 278 

不 15 8 30 23 3 2 4 ， l 

小 R 20 27 6 22,3 9. 13.19 12,28 II 13.16.12 7 9. 7 12.13.26 10, 7 13 2 2 32 22 2 16 27 II 

L 22 25 6 23 4 5,14,33 9.10. 5 7, 9, 9 11 4 IO 17 14 l8'I20, .10 21 I 2 25 16 I 29 41 12 544 2,728 
計 不140 36 332 300 28 16, I、2 I.I 17 22 3 25,6 2 3 2 25. 蕊 2, ， 13 19 

合 R 94 117 18 

゜
77,33.1 19 38,76 ⑳ ,113{,, ,si6. な

26.26.29叫2',436,r5,.4. .2371. . .772 ~7146068. .. 19 49 
3 6 98. l 66 2 

” 
56 II 

L 訳 !OS 14 

゜
66,!8 12,37~5 43,60, 13 44 17,28 26, 16, 26,54 2, 1. 9 92 55 5 39 Ill 12 2,564 8,213 

It 不483 158 668 609 65 25,8, 17 3, 2 2. 2. 2 32. 12 38,6 2 3 10 お鯰1、れ 27 20 39 I 
注 ：P→近位端 ◎圧骨体 d→遠位端
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第78表 イノシシ歯牙出土状況

鵬 上 攣 it -f 犠 廿
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2 I 2 2 I 
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， 1 8 1223181 4 9 II 13 9 2 5 5 11 JO I l 3 2 31 28 2 3 9 358 
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;, 
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IヽtIヽ I i;, , 2 I 9 17~02817 11 ~i, l 6 1322勾 122 2 ~02 26 2 38!0171817 2 祁oz~ 31887182117 3 4 6] 47 1 I 6 6 19 567 

2 111 111 I 4 I 12 

' 2 2 2 I I 122 ol I I 1 2 2 3 b2 
I 

” 5 I I I l • 
G 6 l 1 I 1 11 6 

7 l I l l 1 I I I I ， 
， 111 3 
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ol l 2 4 3 I I I I 2 4 5 2 02 I 2 2 3 2 3 2 I t<I I 2 I I 2 4 2 I 2 10 3 I I 80 

22 13 ol 
3 2 2 8 

14 3 4 6 4 I ol I 3 7 2 5 
., 

I 11 is 
I 12 I 34 2 23 9 I 120 

15 I I 2 6 6 2 I l 3 4 3 2 I 108 ol 323 12 2 6 4 3 87 

18 1 I 

1t I 
ol I I 7 122016 5 ol ， 1 3 12231810 2 os I I 4 3 4 6 112414 2 011 I 3 I 2 3 1410 8 I 3 57 II 6 I 31 15 I 389 

合 It2 I岱 3 S 254676683< I I j~3 I 3 163969593S 4 3 i;11 I 6 8 17 2545604! 5 祁¢46-3 9 2 1217 1643 503; 4 10 149 97 IO 3 15 40 45 l I 391 

不"' I I 3 6 4 I 1 2 I 5 2 Z I 12 3 ol I 12 2 3 I 47 
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は霰 2 1~:1 4 6 254984723: I l $06 1 3 l 4 184074 6137 4 3 ¢匂4I I I 7 8 17 26476341 S i~48 7 3 J 9 2 121716<4523 4 10 151 100 10 3 15 40 •6 I、ゞM

注 ：I→切歯 C→犬歯 dm→乳歯 P→前臼歯 d→後臼歯
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イノシシ ：破片総数9651個で、その85.4%が四肢骨である。最少個体数は右距骨の98個体であ

る。上腕骨、尺骨、撓骨、胆骨等はほぽ完形に近い形で残こる。出土量から食料残滓の中で最

も多く、食料の主流をなしていたと思われる。第7~表にdm4~M3の歯の咬耗度分布を表わした。

前述の下田原貝塚と比較できるであろう。

小結

以上、食料残滓について記述したが、骨の中ではイノシシが全体の87.6%と圧到的に多く、

大泊浜貝塚の採集の主体をなしていたと思われる。また、沖縄本島でみられるようなジュゴン

の出土はなく 、海ガメは3.4%程である。魚骨は7.4%と少ないが大きな顎骨からかなり大型

の魚を捕獲していたと思われる。貝類は前述したごとく 、下層と上層では変化があり 、採集海

域の変化等を窺わす資料である。いずれにしても、下田原貝塚等の資料を含めて食料の変遷を

より深化させ、漁具、猟具を含めた検討が必要であろう。

第79表 イノシシ歯咬耗度分布
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第 6章総括

第 5章までに発掘調査で検出された遺構や遺物などについて述べたが、最後に主な成果をま

とめて結びとするc

本遺跡の発掘詞査で土器が 1片も検出されず、本遺跡は無土器遺跡であることが確認されたc

波照間島にも無土器文化が存在していたことが明らかにされたc

第 4層で薄手の白磁玉縁碗、薄手の白磁端反り碗、須恵器壺、滑石製石鍋、褐釉陶器壺、鉄

勢などが検出され、無土器遺跡の下限が遺物によ って解明された。 薄手の白磁玉縁碗と薄手の

白磁端反り碗は12世紀に編年されている中国陶磁器であり、 13世紀までは下がらないと考えら

れる。薄手の白磁玉縁碗、須恵器、滑石製石鍋の共伴出土は熱田貝塚で確認されており、熱田
（注 I) (注 2)

貝塚も12世紀に絹年されている。なお、鉄竪は同じ無土器遺跡の船浦貝塚でも検出されている。

この鉄竪は第 4層の遺物であり 、薄手の白磁玉縁碗などと共伴しており、 12世紀の遺物と考え

られる。
（注 3)

本遺跡から検出された木炭による放射性炭素の年代はつぎのとおりである。

D-22第 6層 1350士75yB, P. 0370土75yB, P.) 

D-22第10層 1770士70yB. P. (1720土65yB. P.) 

G-22第11層 1560士70yB.P. (1510土70yB. P.) 

この結果は古く出ていると思われる。第 4層が12世紀であり 、第 6陪のc14年代とは400年以

上の差がある。層の堆積状況から見て、そんなに大きな年代差は考えられない。

無土器遺跡において明確な住居跡がまだ確認されていない状況下で、プランの明確な礫床住

居跡の検出は重要である。約2.5mX2mの方形状の礫床住居跡で、礫床内に6本の柱穴が廻

り、隅に楕円形状の炉跡をもつなどが解明された。しかも、礫床にテーブルサンゴ（ミドリイ

シ科）を割った拳大の角礫が使用され、隙間に枝サンゴ片を詰めて平担な床面をつくっている

ことなども解明された。

炉跡の検出も重要である。第 6陪の炉跡は円礫を敷いた円形状の炉跡であり 、第11層の炉跡

は何も敷かない楕円形状の炉跡である。時期によって炉跡にも差異があるものと考えられる。し

かも、第11層の炉跡には 2本の柱穴が付いており 、炉の使用方法を考える上で好資料である。

埋葬人骨については、副葬品が1点もなく、時期決定することは困難であるが、層序から見

て、 第 4 層 (12世紀）以後であり、第 1• 2層形成以前である。第 1・ 2層の形成時期は明ら

かでないが、人骨の歯の咬耗度が進んでいることから見て、新しい人骨ではないと考えられる。

19層にも及ぶ層序には圧倒される。 19層で約3.4mの厚さがあり、このように厚い層序は無

土器遺跡では外に類を見ない。何年でこれだけの層序が形成されたのか、遺物からの研究と同

時に地質学からの研究が必要である。
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注 1 「熱田貝塚発掘調査ニュース」 沖縄県教育委員会 1978 

2 R. J. PEARSON, S. ASATO et al 「Excavationson Kume and Iriomote, 

Ryukyu Islands」AsianPerspecfives, XXI (I), 1978 

3 社団法人日本アイソトープ協会で測定された。 1985年12月10日
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図版

凡 例

• PL. 2~PL. 57までは下田原貝塚

• P L . 58 ~ P L. 77までは大泊浜貝塚

・遺物の PL. と実測図は対宦頁に同一番号で

示した。

• PL. 1の空中写兵はカラー写真からの複写

合成であり 、鮮明度が悪い。

• 実測図で、土器の拓影と石斧の研磨面は網撮
りである。
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PL. 2 上 ：追跡遠暴 (1は下田原貝塚、 2は大泊浜貝塚） 南から

下 ：下田原貝塚第 2地区の発掘状況（遠くの島は西表島） 南から





PL. 3 上 ：下田原貝塚第 1地区西側で検出された溝状迫構 西から
下 ：下田原貝塚第 1地区束側で検出された貝塚 西から





PL. 4 上 ：下田原貝塚第 2地区で検出された柱穴や炉跡 南から

下 ：下田原貝塚第 2地区で検出された柱穴や炉跡 西から





PL. 5 上 ：下田原貝塚第 3地区で検出された土猥（第 3図右下） 西から

下 ：下田原貝塚第 2地区の陪序（第 3図上） 西から





PL. 6 上 ：下田原貝塚ケー74グリッド東壁の陀序（第 3図） 北から

下 ：下田原貝塚ケ ー76グリッド南壁の陪序（第 3図） 北から





PL. 7 .1.:.: 下田原只塚第 2地区で検出されたドm原式上器 西か ら
下 ：下田原貝塚第 2地区で検出された石斧とサメ歯製品 (A)



ヽ2 
、

1
4

¥
＼
|
l
'
 

,̀＇） 

ヽ

ノ

/

）

 I

¥

l

 ヽ
／

ー

＼

（一
／

＼

 
{
＼
 

口 、----、，-------,'•, .、‘・
ヽヽ

ヽヽヽ

6
 

.F7  
｀ 7

 

＇ 8 ＇ 、1

。
10cm 

第14図 (PL.8) A群土器 (I類a-1~5 I類b-6 ~ 8) 



3
 

8
 

6
 

PL. 8 土器



□□̀ 
三~,-.,

口`

、、
15 

ロ 口 、、16 

17 

一゚
10cm 

- - I 

第15図 (PL.9 ) A群土器 (I類b-9~13 II類a-14~17)



，
 

10 11 

12 

14 

13 

15 

— 

曾面

”ヽ

16 

PL. 9 土器



8
 
、`、

ロ、

ヽ、9

ヽ
I , 

ヽ ' / i 、,、,
ヽ I / , 、、 I __  _.、9、
', L-----------------―.--、‘
¥ 、:、'

ヽ I
ヽ

',,___ i _______ ., 
____________________ _L ___________________ _ 

20 

□ I 10cm 
22 

第16図 (PL.10) A群土器 (II類a-18~20、II類b-21・22) 



巴！
18 19 

~ ~ 
謳

ヽ
. '.. : . • • : • 渾．．
．．．．・

: ..... ;•·-:-,t 
.... ·.• ・"-●？ . . , 

'.. .,. 令..i/・. ・.. 谷f'
』．

.. ... ．． ョヽ ．、 .; .. •· . . . . . ;.. 
S ヽ. !、・-ウ

.. ・.. ・ 心~~凶3ふ‘
21 

m~ 

冒
B
 

20 

PL. 10 土器



23 

戸―--------------------,---------――-------I . I• : , ．． 、ヽ

ー、
ー、＼

26

ロ
ニ

，， / 
ヽ

一ヽ ト—---------------', I / ヽ＇，,, : ，ヽ，--- ,, 
--―--- I --; 

_______________ 1 _______________ _ 

24 

。
10cm 

第17図 (PL.11)

29 

A群土器 (II類c-23~29)



23 

24 

26 
25 

27 28 29 

PL. 11 土器



---:. ・. .. ・',  

ヽ

＇ ．
 

30 

31 

、̀̀
’

32 

33 

口｀ ~ - □ ~ 

ロ` 口`-- - - I 

第18図 (PL.12) A群土器 (II類 d-30~39)



30 

32 

;;;i心巧ーミ虚・.
， 
¥. 屯翌t知を—•、,I,, •• , •-:--'!Iえ,.,fli . .'. こ~.. ,. 、~ . -:~:i桑；：t:: ヽ ▲

~ -. 

ロ
34 

35 

36 

37 38 
39 

PL. 12 土器



.

.

 

｛
‘
 

ー`
4 4 `  

¥‘ ｀ 

48' u, 
□□,・ 

10cm Gs,I ゜
.. d 40~46 Ill類ー 47~51)13) A群土器 (II類一第19図 (PL.



口
43 

口
t
 

，
 

41 
42 

44 

45 

-, : ヽ ,('.I

. -.~",1;,, 

．＼、i~.戸翌翌·.~ _ゞ,. ,_.,.,., • ... •., . .. ., ヽ・ム

';-,p-{、::.,j.,グ‘

, . ,' 
.·"• .• ．． ... .. ・ 、. .. 

＇ . ~ .. . . -~', .. r..• ,ff., 鼻・. . .. ．．、ヽ , ... , .• 
'& • . ,,. . ヽ•

・!¥o- ,•. '.~ ・--.・. . . vi~., 

9璽

● ― 

_...,, ...  し―--・ 
-~-~ ヽ ・

.... 
、一` ．^むヽ

'.. :・.. -..... ゞ .•. , .... ~.:-., 
., .. .. ... -'l .. 't "'-'< .. ~. . .. , ヽ・ ・ ●鼻．．． ．． 

ふ:-,./ . •.·. 、ぷ
~--.. ,-lなi

L.ゞ し

48 
46 呵

し

47 

49 
50 

51 

PL. 13 土器



口、

~ l. 
V.J, 

¥` 

／
 

ー

／

゜

`
`
‘
‘
 

□

ロ

口

口
第20図 (PL.14) B群土器 (I類 b-52・53 11類 a-54 II類 d-55~60

lll類ー61・62)



己
55 

58 

53 

鬱

59 

56 

^霧m

54 

57 

60 

rr-"' 

., 
, ・・ ~· ,:": --,: ぶ

｀文•；透.、...-．， .. , 
. . ・・1: 

暑．．・、~- • ;、 ．哭
••. .JI~·· ざ点3ふ
・ヽ望が・
,..,..;t .I!:. 峰溢

i ' ”つ

．． • 
.)• 

謳

61 

＾
 

PL. 14 土 器



63 

64 

6゚6 , 

65 

□;8 

第21図 (PL.15) A群土器（把手63・64) 群不明（把手65~68)



64 

63 

66 65 

a
 

68 

67 

PL. 15 土器



69 

三72

71 

70 

9/‘ 
ヽ

□ 
74 

。
10cm 

第22図 (PL.16) A群土器（把手69~72) B群土器（把手73・74)



70 

69 

72 

71 

73 
74 

PL. 16 土器



,, 

、9

80 

’
 、5

86 

一゚
＿ 10cm 

J 

第23図 (PL.17) A群土器（底部75~83、爪痕のある胴部86) B群土器 （底部84・85)



75 

78 

81 

，， 
76 

79 

¢ 芯
82 

84 85 

11 

-今

80 

83 

~ 
86 

PL. 17 土器



い冒
2｀

亘
．
 

ー芦

戸 5 ~ 6

I 

迄 7 ~ 8
0 10cm 

I 第24図 (PL.18) 石斧 (I小群 1~5、I中群6~8)



h
 

7 

PL. 18 石斧 (I小群 1~5、 I中群 6~8)

2
 

4
 

＇ 6 

8
 



i1.

、

ィ

冗
〗
〗

ぃ

~
 ー

リ

リ』

潤

2
 

-

1

倍

・

侶

い
W
]

1

4

1

6

0
.
 

ヽ
｀
j6
 

ー群大ー
ヽ

［
こ
□

□

し
三

□

ロニ
5
 

ー～
 ，
 

，
 

,‘
 

け

u

f

群

)

,4 

&
．
。
o

o

]

中ー＼ヽ

ご
こ

1

一

石

ロ

ニ

戸

＼

斧

日

13

>

15

‘,‘、,，
 

ー

,
9

11
(ili¥ 

．
 

L
 

二
／
〗
昌
＼
□

[
ロ



，
 

11 

13 

15 

置i“ 配
「̀

'

-

、’，
鴫・・‘
↓
り
f0”
ふ・

．し‘

．． 
9. 
.
.
-
、
^

、・
●

’

 

,.,~ 

．ヽ
・

4

ノ．＇

.
J
“
•
}文

．．
 

―
 

ヽ

'

`
r
.
r
;
.
 

、
・
↓
｀
ゾ

’
こ

•• 

，
 

・̀” 
も
象
屹t~”

10 

12 

16 

PL. 19 石斧 (I中群 9~15、 I大群16)



[
＿
口
〕

9

り

：
17

：
19

門
月
甘
り
21

負
騎
尻
履
23

~
口

□
げ
り

□
げ
い

）
尋
ハ
ニ

い

爪

｀

ぃ

口

贔
冒

'
1
8
`
2
0

□

22

屑
24

□

〗
〔□

〔
言
二
／
／
~・

i
 

H
 

1
 

2
 

2
 

口
～
 

7
 

ー群j
 

ーー‘,＇`‘ 斧石⑩
 

L
 

p
 

（
 

図6
 

2
 

第

10cm 

＇ 



18 17 

. 

u 

ら

寄_:_)
19 

20 

22 
21 

~
 

36i 

`
d
¢
;`丸、
9

惰^`．
B
．r11

’
名
・
グ

i
‘
-．4
~
i
·
·

ぐ
．

し
s
i
-
；．,` 
... 9
 

•. 

いふ乙唸

ヽ

．
 

• 

[
•
4
,
‘ヽ
．． 
＇ 
ヽ
1
.
'

ト
•

.
'
ー
・
：
ヽ
・

'

¢

i

.• 

↑
沃
”
7

.

t

 

[
‘
 ．． 

ぃ

i
¥・
三
・
＂
f

．

i
)
ぷ

r・

lfし
’

~

．

‘

n
 23 24 

PL. 20 石斧 (II小群17~22、II中群23・24)



こう 31 二 。32 10cm 

第27図 (PL.21) 石斧 (II中群25~32)



25 

27 

29 

26 

28 

30 

31 32 

＇ 
PL. 21 石斧 (II中群25~32)



胃

ロ

ロ

；

33
9

35

員

37

ロ
39

ロ
ニ
-
[□
三
バ
：
／
〗

3

9

3
 

[
臼
□
三
昌
〗
こ

［ロロ 40

0 10cm 

第28図 (PL.22) 石斧 (II中群33~38、II大群39・40)



立

9.

＄
i

底
囀

．．ソ

Kr'. 

卜

.

.’、.£’

.. 
9
 ..
 『

33 

35 

37 

ヽ
9

,

9

，兵

t‘
●

●

’

凶”1
 

ヽ,̀' ，
 

，
｀
嶋
｀
ッ.`̀`・‘

爪
仕
見

tど
ぶ

i

屡圃.
r
 』

39 

PL. 22 石斧 (II中群33~38、II大群39・40)

.‘
 

34 

36 

38 

社、
f
.
、
・
司
、
“
‘̀‘ir 

豆
'

累＂ぶ

f
r
}・’

9

、7̀ii≫
••• 

f
[
f
"
．̀
-•• 

·̀ •9. 

ふ.
4
 

^
·
‘
f
;
•

ベ

,'̀ 

．．
 
』

、L
分

む

、

＇

ー
ー

＾

i

、

f

9

,
＇ 

属
40 



ロ

ロ

尺

冒

）
信U
g

□

42

汀

44

臼
胃
｀
46

9

48

□

°
言
：
9
“

言
0

。

3
ー

一

群

ロ

い

□

：
[

口

斧

□

4
1

ロ
□

4
3

⑰

4
5

~
~

4
7

石

／
り
冒
三

冒

＠
□

｀
[（

図第

尺

ニ



.,― 
‘,
 

9

、.
9
d

．が賃姿`
バ

....，＇
,
9

しヽ

9

.

,

．
fr'[ 

▼ヽ

．

.‘,“ 
J
.
 

”¢・

••. 

-
L

、

．

ぐ

｀

し

~
』
、
、
●

-

s

 グ
反
屁
．

9
,

．
t
 ‘,‘

 

．
し
f
K
r
~tr•• 

ふ
凸
ダ
'
-

...~,

t" ••••• 

｀
 

，．
 

に
i

~..~ 

'，，
t
,
 

.，_. ー4

9

，
隼

．
 

．
 

^• 
;

≫

1i 

911

枷
・

1

41 

43 

45 

:̀
‘"‘,．ヽ
・‘●?‘.A'．が
3
3・

.,it,，
‘
‘
.
J
,
．
‘
9
9
ヽ
旦
墓

.

、•. 
，、i

、̀
，
ヽ
｀
一
．
d

.•. 

t
ャ̀

、.
．^'●7

鼻

4:

‘;
‘
/
／
ぐ
'

,

`

6

．．．． 

ヽ

し

.”
 

』

、
；
む
ぷ

i

令

＇ 

‘‘. ’ 

'

)

3

r

ヽ

‘

.

.

.
 

,
 

・ツ、，．

f

＆
蕊
匂

●
●
’
 

｝
‘
 

,≫
'
』．9

,
＇ 

r,
ク
i•• 

t
rし＇，．

上
e
-

42 

44 

46 

48 

47 

PL. 23 石斧 (II大群41、Ill小群42~48)



f~ ロ
＇ ~49 三 50

虐 51 厚 52

~54 

疇~ 53

盆 55

ご 。56 J(m 

第30図 (PL.24) 石斧 (N小群49-51)・石斧未製品 (52-55)・石核石器(56)



49 50 

51 

52 

54 

53 

55 

56 

PL. 24 石斧 (N小群49~51) • 石斧末製品 (52~55)・石核石器 (56)



邑予 59 

第31図 (PL.25) 

~~-

こ麟 61 

~l 喜
I 

； 

~ 
彎 63

:

`

 

：
58
9

60 

ロ□□

言
冒

疇 62

10cm 

石斧転用品 (57~64)



｀
 

暉

57 

59 

61 

＇
 ヽ

畷
ー

58 

60 

'~ 

62 

64 

PL. 25 石斧転用品 (57~64)



5
 

6
 

R
よ
g

¥

l
し

＼

ー

g-

全） 67 

69 19
 

゜
7
 

8
 

6
 

ー

e

tい
ー
彬
廿
仙
U
I
ハい）

0- - - 5cm 

第32図 (PL.26) 尖頭器 (65~68)・盤状利器 (69・70)



67 

66 

65 

ー

▼70 
68 69 

¥
66 

67 

65 

70 

68 69 

PL. 26 尖頭器 (65~68)・盤状利器 (69・70) (上は表面 ・下は裏面）



，
 

73 

7
 ー。

戸＂

［

巳

冒

＼

76

虐

7
2
ロ
／

~
7
8

0
ー一

八
八

ー＼
ー
1

ー
ー
胤
~
翡
別
介
ッ
り

い

八

ニ
町
＞

r

v

77 

t
7
4

介
凶
園
山
川
＞

5

胃

ー。

9
ー
込

飢

い

口

w>ー＠

A

爪
閻
叶
け
＞

o- - - scm 

第33図 (PL.27) 竪状利器 (71 · 72) • 石錐 (73~79)



71 74 75 

72 73 

6
 

7
 

肴
i
 

-
4
・ 78 

71 

76 

74 
75 

72 
73 

78 

PL. 27 竪状利器 (71・72)・石錐 (73~79) (上は表面 ・下は裏面）

79 



／
 

＼
 

,,,,-

ヽ

80 

□ ~ 82 

ヽ
9

、
、

ー

ー
、

＼
1
|

い

1
)
（
 

.A 

／
 

~~ 

第34図 (PL.28) 

84 

81 

83 

Û
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第43図 (PL.37) スイジガイ製利器 1~7 
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第45図 (PL.39) ヤコウガイの蓋製貝刃14~24
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PL. 39 ヤコウガイの蓋製貝刃 (14~24) (上は内面 ・下は外面）
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第46図 (PL.40) ヤコウガイの器製貝刃 25~35 
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PL. 40 ヤコウガイの蓋製貝刃 (25~35) （上は内面 ・下は外面）
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第48図 (PL.42) 貝匙（ホラガイ製47~49、ゴホウラ製50、イモガイ科製51・52、
シャ コガイ製53)
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第57図 (PL. 51) 二枚貝有孔製品 （リュ ウキ ュウサルボウ製 183~200)
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p L. 52 

上 ：

1 オオベッコウガサガイ 2 クルマガサガイ 3 リュキュウウノアシガイ

4 ニシキウズガイ 5 ムラサキウズガイ 6 ギンタカハマガイ

7 サラサバティ 8 ヤコウガイ 8'ヤコウガイのふた

， チョウセンサザエ 9'チョウセンサザエのふた 10 アマオブネガイ

11 ニシキアマオブネ 12 マキミゾアマオプネ 13 キバアマガイ

14 アマガイモドキ 15 ヌノメカワニナ 16 コンペイトウガイ

17 オオヘビガイ 20 ゴマフトウガタカニモリガイ 2] タケノコカニモリガイ

23 カニモリガイ 24 メオニノツノガイ 25 オニノツノガイ

27 マガキガイ 28 ムカシタモトガイ 29 イポソデガイ

30 スイジガイ 31 クモガイ 32 クモガイ （幼）

下 ：

33 ラクダガイ 34 ゴホウラ 35 トミガイ

36 キイロダカラガイ 37 ハナビラダカラガイ 38 コモンダカラガイ

39 ハナマルユキガイ 40 ホシキヌタガイ 41 クチムラサキダカラガイ

42 ハチジョウタカラガイ 43 ヤクシマダカラガイ 44 ヒメヤクシマダカラガイ

45 ホシダカラガイ 46 ヒメホシダカラガイ 48 タイコガイ

49 アメガイ 50 ホラガイ 51 ミッカドボラ

52 オキニシ 53 シロナルトボラ
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PL. 53 

上：

54 レイシガイダマシ 55 ヒメヨウラクガイ 56 シラクモガイ

57 ウニレイシガイ 58 ムラサキイガレイシガイ 59 アカイガレイシガイ

60 ホソスジテツボラ 61 コイボテツレイシ 62 マルニシ

63 リュウキュウツノマタ 64 イトマキボラ 65 ベニマキ

66 オニコブシガイ 67 コオニコプシガイ 68 ニシキノキバフデガイ

69 フトコロヤタテガイ 70 サツマビナガイ 71 マダライモガイ

72 コマダライモガイ 73 サヤガタイモガイ 74 クロミナシガイ

75 イポシマイモガイ 76 キヌカツギイモガイ 77 ゴマフイモガイ

78 アカシマミナシガイ 79 ヒラマキイモガイ 80 アンボンクロザメガイ

81 クロフモドキガイ 82 イボカバイモガイ 83 タガヤサンミナシガイ

84 ウシノツノガイ 85 キバタケガイ 86 リュウキュウタケガイ

87 クロイワオオケマイマイ 88 オキナワウスカワマイマイ

下：

89 ベニエガイ 99 カリガネエガイ 91 リュキュウサルボウガイ

92 ソメワケグリ 93 ウチワガイ 94 リュキュウ ヒバリガイ

75 シロアオリガイ 96 メンガイ（左 ・右） 97 オハグロガキ

98 シレナシジミ 99 ウラキツキガイ 100 サザナミセワケツキガイ

101 カゴガイ 102 カネツケザルガイ（左・右） 103 キクザルガイ

104 シラナミガイ 105 シラナミガイ（幼） 105 ヒメジャコ

107 ヒレジャコ 108 オオジャコ 109 シャゴウ

110 カワラガイ 111 マルオミナェシガイ 112 アラスジケマンガイ

113 ヌノメガイ 114 イソハマグリ 115 リュキュウアリソガイ

116 マスオガイ 117 リュキュウマスオガイ 118 サメザラガイ

119 クサズリヒザラガイ科
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PL. 54 

上：魚類

1 イロプダイ

4 ナガプダイ咽頭骨

7 サカナ尾椎

下 ：魚類

1 アオザメ科

4 ウツボ科(A)

7 ウツボ鋤骨(B)

11 フエフキダイ科

14 タイ科

17 フグ科

2 プダイ科 3 イロプダイ咽頭骨

5 ナンヨウプダイ咽頭骨 6 サカナ脊椎

8 ハリセンボン棘 9 不明

2 サメ脊椎 3 エイ脊椎

5 ウツボ鋤骨(A) 6 ウツボ科(B)

8 エイ尾棘 ， ヨコシマクロダイ

12 ベラ科咽頭骨 13 ハタ科

15 モンガラカワハギ科 16 ハリセンボン科
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PL. 55 

上:ゥミガメ

l 左上腕骨

5 右大腿骨

8 烏口骨

2 右上腕骨

6 手足根骨

9、10 背甲板

3、 4 胚骨

7 指背

11 末節骨

下：トリ、コウモリ、カエル、ネズミ

1 アホウドリ左上腕骨 2 アホウドリ右上腕骨 3 アホウドリ左II怜骨

4 アホウドリ左中手骨 5、 6 コウモリ下顎骨（右、左）

7 カラス左尺骨 8 カラス右尺骨 ， カエル

10 コウモリ右上腕骨 11 コウモリ左上腕骨 12 ネズミ上顎犬歯

13 ネズミ左上腕骨 14 ネズミ右上腕骨 15 ネズミ左寛骨

16 ネズミ右寛骨 17 ネズミ右大腿骨 18 ネズミ 左大腿 骨

19 ネズミ左胚骨 20 ネズミ右胚骨
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PL. 56 

上：イノシシ

1 後頭骨

4 右関節突起

7 環椎

下：イノシシ

l 左上顎骨

2 右側頭骨頬骨突起

5 左関節突起

8 椎体

2 右上顎骨

3 左側頭骨頬骨突起

6 仙骨

9、10 尾椎

3 下顎骨
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PL. 57 

上：イノシシ

1 肩甲骨

4 寛 骨

7 大腿骨骨端

下：イノシシ

1 不明

5 踵骨

10 基節骨

2 上腕骨

5 饒骨

8 胚骨

2、 3 II非骨

6、 7 中手骨

11 中節骨

3 尺骨

6 大腿骨

4 距骨

8、 9 中足骨

12 末節骨
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PL. 58 上 ：追跡遠景 (1は下田原貝塚、 2は大泊浜貝塚）南か ら

下 ：追跡近景（実測しているのは礫床住居跡）束か ら





PL. 59 上 ：大泊浜貝塚の第 6/~ の集石炉
下 ：大泊浜貝塚の第 61名から第 8I情まで掘り込んだ柱穴 南から





PL. 60 Jニー大泊浜貝塚第10府 で検出された際床住居跡(第111羽上)東から

下 大泊浜貝塚第lOJffiで検出された様床住居跡(第II図上)南から
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PL. 61 上 ： 大泊浜貝塚第10)悴で検出された礫床住居跡と,~序 西から
下 ：大泊浜貝塚D-22グリッド束壁のI邑序（第10固上）西から





PL. 62 上 ：大泊浜貝塚D-23グリッド北壁の1図序（第10図上）南から

下 ：大泊浜貝塚G-22グリッド北壁の1図序（第10図下）南から





・
ら
》

，ヽ．ヽ

恰．`

¢
 

＇ 
・
し

9

^

 

、

．
 

．
 
，
 

喩
..
‘,
 
．

．

 

-̀̀ 

疇

『

r
,
:
r

●し`

．
 

ヽ

’
 

［
＇，；t
＇＂；
r
‘した
．L
F
9

.

ー、
＇ 

＂＇ 
i
 

．
 

PL. 63 上 ：大泊浜貝塚G-35グリッド北緊の1f1庁（第10図下右）南から
（注 ：第 l}o,、1と第 2/0の間の線が引かれていないので実測I図を参照）

下 ：大泊浜貝塚で検出された幣しい貝類
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PL. 64 上 ：大泊浜貝塚第 4陪で検出された蒟手の白磁玉緑碗
下 ：大泊浜貝塚第 4,~ で検出された滑石製石鍋
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第58図 (PL.65) 第 1号埋葬人骨 (D-27グリッド）
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PL. 65 上 ：第 1号埋葬人骨 (D-26グリッドの西壁での出土状況）束から
下：第 1号埋葬人骨 (D-27グリッドを掘って全体を検出）北から
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第59図 (PL.66) 第 2号埋葬人骨 (D-25グリッ ド）



PL. 66 上 ：第 2号埋葬人骨（検出前の状況） 北から
下 ：第 2号埋葬人1手（全体を検出） 北から
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第60図 (PL.67) 第 3号埋葬人骨 (D-24グリッド）

50cm 



PL. 67 上 ：第 3号埋葬人骨南から 下 ：第 3号埋葬人骨西から
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第61図 (PL.68) 哀り手の白磁玉縁碗 l riり手の白磁端反り碗 2 須速器壺 3・4
褐釉陶器壺 5
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PL. 68 簿手の白磁玉縁碗 1 薄手の白磁端反 り碗 2

須恵器壺 3・4 褐釉陶器壺 5
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第62図 (PL.69) 滑石製石鍋 1 石斧（蛤刃 2 扁平両刃 3・4 片刃 5~7)敲石 8
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PL. 69 滑石製石鍋 1
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石斧（蛤刃 2 扁平両刃 3・4 片刃 5~7) 敲石 8
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第63図 (PL.70) 骨製品（イノ シシのJlll'骨製有刃製品 l) 貝製品（スイ ジガイ製

利器 2・3 ホラガイ有孔製品 4・5)
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PL. 70 骨製品（イノシシのll非骨製有刃製品 ］） 貝製品（スイジガイ製利器 2・3
ホラガイ有孔製品 4・5)
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第64図 (PL.71) 貝製品（シレナシジミ有孔製品 l・2 ヤ コウガイ製貝匙 3
イ モ ガ イ 科 有 孔 製 品 4~ 7) そ の他（アンポンクロザメ有孔
品 8) 鉄緊 (9)
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PL. 71 貝製品（ジレナシジミ製有孔製品 l・2 ヤコウガイ製貝匙 3 イモガイ科

有孔製品 4~ 7) その他（アンポンクロザメ有孔製品 8) 鉄竪(9)



PL. 72 

上：

1 オオベッコウガサ 2 マツバガイ 3 ベッコザラ

5 サラサバディ 6 ギンタカハマ 7 ニシキウズ

8 ムラサキウズ ， チョウセンサザエのフタ 11 コシダカサザエ

12 ヤコウガイ 13 ヤコウガイのフタ 14 ニシキアマオブネ

15 オニノツノガイ 16 マガキガイ 17 クモガイ

18 スイジガイ 19 ラクダガイ 20 ムカシタモト

21 イボソデ 22 ホシダカラ 23 ハチジョウダカラ

24 ハナマルユキ 25 キッコウダカラ

下：

27 スクミウズラ 28 ホラガイ 29 シロミオキニシ

30 ムラサキイガレイジ 31 ツノテツレイシ 32 ホソスジテツボラ

33 テツボラ 34 カスリレイン 36 イトマキボラ

37 ヒメイトマキボラ 39 マルニシ 40 オニコブシ

41 コオニコブシ 42 ニシノキキバフデ 43 アンボンクロザメ

44 ヤナギシボリイモ
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PL. 72 貝類



PL. 73 

上 ：

45 イボシマイモ 46 イボカバイモ 47 ロウソクイモ

48 クロフモドキ 49 オトメイモ 50 ミカドミナシ

51 キヌカツギ 53 リュウキュウヒバリガイ 54 アコヤガイ

下：

55 メンガイ 56 シレナシジミ 57 ヒメジャコ

58 シラナミ 59 シャゴウ 60 ヒレジャコ

61 ヌノメガイ 62 アラヌノメ 63 サメザラ
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PL. 73 貝類



PL. 74 

上：魚類

1 エイ脊椎

6 ベラ科前上顎骨

9 ブダイ科

12 イロプダイ

下：魚類

1 ニザダイ科ウロコ

4、 5 魚その他

8 鋤骨

2 ウツボ科

7 ベラ科上咽頭骨

10 ナガブダイ

2 ハタ科

6 ハリセンボン顎骨

9 サカナ脊椎

3~5 フエフキダイ科

8 ヨコシマクロダイ

11 ナンヨウプダイ

3 モンガラカワハギ科

7 ハリセンボン棘

10 サカナ尾椎
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PL. 75 

上 ：ウミガメ

1 アオウミガメ右下顎骨

4 

7 右大腿骨

10 指 骨

2 右尺骨

5 右烏□骨

8 肢骨片

11 末節骨

下：トリ、ヘピ、ネズミ 、 コウモリ 、クジラ

1 トリ破片 2 ヘビ脊椎

4 ネズミ左大腿骨 5 ネズミ右大腿骨

7 クジラ椎体 8 クジラ棘突起

3 前烏口骨

6 左上腕骨

9 中足骨

3 ネズミ上顎犬歯

6 コウモリ左下顎骨

9 クジラ破片
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PL. 76 

上：イノシシ

1 左側頭骨

4 右側頭骨頬突起

7 左上顎骨

下：イノシシ

l 切歯骨

4 左下顎犬歯

7 肋骨

10 椎体

2 右側頭骨

5 後頭骨

2 左下顎骨

5 右下顎犬歯

8 仙骨

3 左側頭骨頬突起

6 右上顎骨

3 右下顎骨

6 左関節突起

9 環椎



＇ 
,,; 

3
 

2 

らヽt"． 
>-! 
_',,,,.. -... 

ー，ー、
． l'. 

-鼻..'' ', 
l #•->-· 

3 一ヽ

,. 

5 

霞1・,-,  t 7 

6 

- - - ~-·· —------- — 
...、i

{ t ヽ ， 

iダ9ヽ " / 

芦ノ,40,,

-重--""!', 4 

・一・-・(I I-,＇ _' 1 5 

咽
心 6

~· ， . 
↓し

f, 7 

~ ' 冬 f~• {.; “ ヽ・’• ,,.' 、か』・.・I" f;、▽疇紅. h → ヽ(>( 

， 
細'編" 

8 ， 
10 

3 

一

PL. 76 イノシシ



PL. 77 

上：イノシシ

1 右尺骨

4 右軽骨

7 左大腿骨

下：イノシシ

1 左距骨

4 右踵骨

9 基節骨

2 左尺骨

5 左胚骨

2 右距骨

5 膝骨

10 中節骨

3 寛骨

6 右大腿骨

3 左踵骨

6~8 中（手）足骨

11 末節骨
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